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は じ め に 


NEC・PC - 8201 は , 本 格 的 な ビジ ネス 向き ハン ド ヘ ルド ・ 
コン ピュ ー タ で す 。 つ まり , 手 で 持ち 運び で きる ポー タブ ル な 
2 ツ コン で す 。 

パーソ ナル コン ピュ ー タ は , 名 前 の と お り , 個人 用 コン ピュ 
ー タ と し て 誕生 し , わずか 5 6 年 の 間 に OA (オフ ィ ス ・ オ 
ー ト メー ショ ン ) の 中 核 と し て , その 活用 は 拡大 の 一 途 に あり 
ます が , その 一 方 で , 機器 は 大 型 化し , 使い 方 も 複雑 化し つつ 
あり ます 。 利 用 が 高度 化し た 分 だ け 価格 も 上 昇 し , 専門 知識 も 
要求 され , 企業 に 導入 きれ る 場合 , 少し も パー ソナ ル で は な く 
な っ て き て いる の で す 。 

も ちろ ん , ポケ ッ ト コ ンピュータ と 呼ば れる 小型 の パソ コン 
も た くさ ん 販売 され て いま す が , ポケ ッ ト コ ンピュータ は , 小 
型 化し た 分 だ け 性 能 も 小さ くし て し まっ た た だ ため, パパ ソコ ン 入 門 
機 , BASIC プロ グラ ム 独 習 機 と し て の 役割 に 終わ っ て し まっ 
て いま す 。BASIC プ ログ ラム を 学ぶ の は , プロ グラ ム が 趣 
味 の マ ニア は 別に すれ ば , ノ パ ソコ ン を 活用 し た いと 考え る か ら 
で し ょ う 。 と する と , BASIC を マス ター し た 後 。 会 社 で 使っ 
て いる パソ コン と 同じ よう な 仕事 を させ る こと が で き な け れ ば , 
も っ た いな いと し か いえ る ませ ん 。 

PC - 8201 は ,。 ショ ル ダ ー バ ッ グ に 入れ て 持ち 運べ る 程度 の 
大 き さ で あり , 電車 の 中 で 膝 に 乗せ て 仕事 を する こと も で きる 
も の で あり な が ら , 同時 に 実務 に 活用 する の に 十分 な 機能 を 持 
っ て いま す 。 ま だ PC - 8201 を 知ら な い 人 の だ た め に , その 魅力 
を 知っ て も らい た い , また , PC - 8201 の 活用 方 法 に 悩ん で い 
る 人 の た め に は , 操作 の 基礎 か ら 本 格 的 な ビジ ネス 利用 まで を 
紹介 し て , 使い こなし て いた だ きた い , そん な 目的 で 本 書 を 書 
きま し た 。PC - 8201 が 身近 に な い 人 の た め に , で きる 限り 図 
や 実例 を 入れ , 実際 に パソ コン を 動か し て いる 感じ を 理解 し て 
も らち える よう に し まし た 。 

も ちろ ん , PC - 8201 が 使用 で きる 人 は , 本 書 に 沿っ て 動か 
し て も ら え れ ば , PC-8201 の 機能 の 理解 と , BASIC プロ グ 
ラミ ング の 両方 が マス ター で きる は ず で す 。 
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これ が 
PC-8201 


PC-8201 は 高 性 能 の ハン ド ヘ ルド ・ パ ソコ ン で す 。 レポ ー 
ト 用 紙 と 同 サ イズ の A4 判 。 持ち運び に 便利 な うえ ビジ ネ 
ス に 十分 対応 する 機能 が バッ チリ 。 単 3 電池 で コー ドレ ス , 
オォ オフィス か ら 外 出先 へ 、。 フィール ド ワ ー ク や 海外 出張 へ と 場 
所 を 選び ませ ん 。 

メモ を し た り , 原稿 を 書い た り …… , こ ん な 仕事 も PC-8201 
な ら 簡 単 で す 。 ワー プロ (ワー 
ドア ゼ ギ セッ サ ー) ダ ロ グ ラム 
「TEXT 」 が ROM に 書き こま れ 
て いる の で パソ コン を 手帳 が わ 
り に 使え ます 。 そ し て あと か ら 
プリ ント アウ ト 。 文書 や 集計 表 
の 作成 も 大 幅 能 率 ア ッ プ 。 プロ 
グラ ム は 一 度 記憶 きせ れ ば 最大 63 本 まで スイ 
ッ チ を 切っ て も 26 日 間 は 消え ませ ん 。 必 要 な 
と き に , 必要 な プロ グラ ム を , す ぐに 実行 で き 
る の で す 。 その うる , 得意 先 な ど で の 活用 を 考 
慮 し て 通信 機能 も 充実 設計 。 音 響 カ プラ と 組み 合わ せ 
て 電話 機 に 接続 すれ ば , デー タ 通 信 も 思い の まま 。 
ビジ ネス 用 の ハー ド 機 能 は すべ て 備え を て いる の で , 周辺 機 
器 を 接続 し て シス テム アッ プ も 可能 で す 。PC-8201 は , か ら 
だ は 小さ く と も 機能 性 バッ グン の 本 格 派 マ シン な の で す 。 
あな た も PC-8201 で ビジ ネス アッ プ を 。 
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第 1 章 


PC-8201 の 概要 





氏 PC-82041 の 概要 





PC-8201 の 特徴 を 説明 する 前 に , これ か 
ら の 話 の 前 提 と な る 3 つの 言葉 , 「 プ ログ ラ 
ム | 「 デ ー タ |」 「 ス メモ リ 」| の 概念 に つい て 
理解 し て いた だ こう と 思い ます 。 

[プロ グラ 次 放 手 ユン ビ ピュー クタ に させ る 
仕事 の 手順 を 書い た も の で す 。 コ ンピュータ 
に 実際 に 仕事 を させ る 時 は , こと の プロ グラ ム 
を コン ピュ ー タ に 覚え 込ま せ て か ら 行 いま す 。 

「 デ ー タ 」 と は , コン ピュ ー タ で 処理 され 
る 数 値 や 文字 の 情報 の こと で , その つど タイ 
プラ イタ 等 か ら タ イプ し て 伝え る こと と も あれ 
ば , あら か じ め , まとめ て タイ プ し て 保存 し 
て お く こ と と も あり ます 。 デ ー タ を た くさ ん ま 
と め て 保存 し た も の を , 特に ,「 フ ァイル ]」 
と 呼び ます 。 

「 メ モリ | と は , プロ グラ ム や デー タ を 記 
憶 し て お く コ ンピュータ 内 の 記憶 装置 の こと 
で す 。 ユ ンピュータ 外部 か ら メ モリ へ プロ グ 
ラム や デー タ を 記憶 さき せる こと を 入力 と いい , 
メモ リ か ら コ ンピュータ 外部 へ 取り 出す こと 
を 出力 と 呼び ます 。 

これ ら の 用 語 に つい て は , 先 へ 進ん だ 時 , 


(1 ) PC-8201 の 特徴 


ぁゃ う 少 し 詳し く (専門 的 に ) 解説 する こと に 
な り ま す が , ここ で は , この 程度 の 紹介 に し 
て お きま す 。 

さき で ムジ 来 ヘル ルド * パ ラッ ラン 「PC- 
8201」 の 第 1 番目 の 特徴 は .。 ポー タブ ル で 
ある 占い の た (ENG す 。 と れ は ば は, 人 4 サイズ で 
軽い と いう こと も あり ます が , 小型 と いう だ 
け で は あり ませ ん 。 戸外 で も 車 の 中 で も 使え 
る よう に と , 乾電池 で 動く の で , コン セン ト 
の 心配 が いら な い の で す 。 も ちろ ん , アダ プ 
タコ ュー ド で 使う こと ゃ も 可能 で す 。 

さら に , 通常 の パソ ュ ン の よう に 電源 を 功 
る と メモ リ 内 が 消 を える の で は な く , 乾電池 や 
ュー ド な し で も , 7~ー26 日 は メモ リ 内 の プ 
ログ ラム が 消え ん ない の で す 。 し た が っ て 一 度 
メモ リ 内 に プロ グラ ム を 記憶 させ て し まう と , 
プロ グラ ム の ロー ド (カセ ッ ト テ ー プ や フロ 
ッ ピ ー デ ィ ス ク た 入っ て いる プロ グラ ム を メ 
モリ へ 移す こと ) を せ ず に いつ で も プロ グラ 
^ ム を 実行 で きま す 。 

また , 通常 の パソ ュ ン で は , メモ リ に は 現 
在 動 か し て いる 1 本 の プロ グラ ム と , その デ 





【 図 1 】 正面 お よび 側面 
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ー タ し か 記憶 され ませ ん か ら , 現在 の プログ 
ラム 以外 に と っ て お きた い プ ログ ラム が ある 
時 や 後 で 使い た い 記 録 , つま り デ ー タ ファ 

イル を 保存 し た い 時 は , カセ ッ ト テ ー プ や フ 
ロッ ピー ディ スク へ 別に 記録 し ます 。PC- 
8201 で は , メモ リ 容 量 に 余裕 さえ あれ ゆば, 
最大 63 ま で の プロ グラ ム や ファ イル を 自分 
自身 に 記憶 さき せる こと が で きま す 。 言い換え 
ます と , PC-8201 で は , カセ ッ ト レ ュ コーダ 
や フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 装 置 を 使っ た と 同じ よ 
うな 処理 が , 本 体 だ け で 可能 な の で す 。 

PC-8201 で は , 現在 動か し て いる ブロ グ 
ラム と デー タ を 「BASIC 領域 上 | の プログ 
ラム や デー タ と 呼び , 保存 の た め に 記憶 され 
て いる 方 を 「RAM 上 |」 の プロ グラ ム や ファ 
イル と 呼び ます 。RAM 上 の プロ グラ ム は い 
つっ でも, BASIC 領域 に 移し て 動か すこ と が 
で きま す 。 

第 2 の 特徴 は , 形 は ポー タブ ル で あっ て も 
ビジ ネス パソ ュ コン に た 必要 な ハー ドウ ェ ア 的 な 
機能 を すべ て 持っ て いる こと で す 。 

まず 実物 を 見 る と すぐ わか る こと で す が 
( 図 1),) キー ボー ド (本 体 の タイ プラ イタ 部 
分 ) は , 小型 コン ピュ ー タ に あり が ちな 縮小 
サイ ズ で は な く , JIS 規格 どおり な の で , ス 


PC-82O1 の 概要 

ムー ズ に だ 操作 が で きま す 。 液 曲 デ ィ ス プレ イ 
は , 横 40 字 , 縦 8 行 合計 で 320 字 まで 表示 
で きる の で , プロ グラ ム の 表示 な ど に も ゃ 問題 
な く 使え ます 。 本 格 的 な ディ スプ レイ 装置 が 
横 80 字 , 縦 25 行 表示 で きる の に 比較 する と 
不 十 分 で す が .。 これ まで の ハン ド ヘ ルド ・ コ 
ンピュータ が 20 一 80 字 程度 し か 表示 で き な 
か っ た こと を 思う と 画 期 的 と いえ ます 。 

次 に メモ リ の 大 き さ で す が , 標準 で 16 人 KK 
ベイ ト RAM と , 32K バ イト ROM を 持っ 
て いま す 。 本 体内 で 64 K バイ ト RAM 64 
K バイ ト ROM まで 拡張 で きる ほか , カー 
トリ ッ ジ を 使え ば , 32K バイト RAM か 
128K バ イト ROM の いずれ か を 追加 で きま 
す ( 図 2)。 

ここ で RAM, ROM の 用 語 説明 を し て お 
き ます 。RAM と は , RANDOM ACC- 
ESS MEMORY の 略 で , 自由 に 読み 書き が 
で きる メモ リ の 意味 で す 。 具体 的 に は , プロ 
グラ ム 等 が 記憶 され る メモ リ で , テ ユーザーズ 
メモ リ (使用 者 用 メモ リ ) と も 呼ば れ ま す 。 

ROM と は , READ ONLY MEMORY 
の 略 で , 読み 込み 専用 メモ リ の 意味 で す 。 
ROM に は , 工場 出荷 時 に 特定 の 内 容 が 記憶 
きせ られ て いて , いく ら パ ソ ュ ン を 使っ て も 





【 図 2】 メモ リマ ッ プ 
65535 


シス テム ROM 
32K 


@HAM 王 2、 RAME3 の アド レス は 0 一 32767 ま た は 32768 一 65535 の どちら に 


も 指定 で きる 。 


@ 各 プロ ッ ク は , 32K バ イト 単位 で パン ク 切 り 換 え を 行う こと が で きる 
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【 図 3】 本 体 の 背面 
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内 容 が 消え た り , 変化 し た り は し ませ ん 。 
ROM に は , BASIC 言語 な ど , パソ ュ ン の 
機能 その も の が 内 蔵 さ れ て いま す 。 

K バ イト と いっ て も ピン と こない 方 も いる 
か も し れ ま せん 。 バ イト (BYTE) と は , 
コン ピュ ー タ に お ける 表現 の 単位 で , 1 ベイ 
ト が アル ファ ベッ ト や カナ 文字 の 1 文字 を 表 
す と 考え て くだ さい 。 KK (ケイ ) は キロ と ほ 
ぼ 同 じ 意 味 で す 。 し た が っ て , 16 K バイ ト 
と は 1 万 6000 字 分 の メモ リ で す 。 パ ソ ュ ン 
の 代表 的 な 機種 PC-8001 の メモ リ が , 標準 
で 16K バ イト RAM と 24K バ イト ROM, 
拡張 し て 32K バイ ト RAM と 32K バイ ト 
ROM で し た か ら , PC-8201 の ぇ モリ が 十 
分 と いう の が お わか り い た だ ける と 思い ます 。 

ハー ドウ ェ ア 上 の 特徴 と し て は , さら に た 。, 
各種 の 周辺 装置 の 接続 を 十分 考慮 し た 設計 に 
な っ て いる と いう こと で す 。 カ セッ ト テ ー プ 
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商 カ プラ や 他 の コン ピュ ー タ と 接続 する た め 
の RS-232C の 各 イ ンタ ー フ ェ イ ス を 標準 装 
備 し て いる ほか ,。 ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 装 
置 , CRT ディ スプ レイ 装置 と の 接続 も る でき 
る よう に な っ て いま す ( 図 3)。 

3 番目 に は , PC-8001 に 内 蔵 さ れ て いる 
N-BASIC と , ほほ 同じ Ns。-BASIC を 内 
蔵 し て いる た め , 豊富 な N-BASIC 用 の プ 
ログ ラム の 大 部 分 を , 若干 の 手直し で すぐ 使 
える こと , お よび BASIC と 同等 の 形 で , 
TEXT と TELCOM の 2 つの ソフ トウ ェ 
アァ を 内 蔵 し て いる こと が あげ られ ます 。 

この 2 つの ソフ トウ ェ ア に つい て は 後 の 章 
で 詳し く 述 べ ま す が , TEXT は 文章 編集 機 
能 , TELCOM は ター ミナ ル メル 機能 を それ ぞ 
れ 持 ち , 単独 で , ある い は BASIC と 関連 し 
て 働き ます 。 


さら に は , BASIC, TEXT。 TELCOMI 


テー ザー が 作成 じ し た プロ グラ ム や デー タラ ファ 
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イル 等 , メ モリ 上 に ある も の は すべ て 自動 的 
に メニ ュー (MENU) 画面 に 表示 され , プ 
ログ ラム の 実行 や 印刷 ・ 消 去 な どの 処理 が す 
べ て メニ ュー 画面 上 の 選択 で 行う こと が で き 
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PC-8201 の 概要 久 
ます 。 ユ ー ザ ー は , コマ ンド や ファ イル 名 を 
タイ プ す る こと な く , ファ イル 管理 を 行え る 
の で す 。 メ ニュ ー に つい て は 操作 の 仕方 で 改 
め て 説明 し ます 。 








バッ テリ カセ ッ ト に 単 3 乾電池 を 4 本 入れ 
て 本 体 に 装着 する か , AC アダ プ タ に より , 
ュ ン セン ト に つない で か ら , PC-8201 裏面 
に ある 不要 放電 防止 スイ ッ チ を ON に し , 
電源 スイ ッ チ を ON に し ます ( 図 4)。 

パソ ュ ン を 使い 終わ っ た 時 は , 電源 スイ ッ 
チ の み を OFF に し て , 不要 放電 防止 スイ ッ 
チ は その まま に し て お きま す 。 こ の スイ ッ チ 
が ON の 時 は , 電源 スイ ッ チ が OFF の 間 , 
非常 用 Ni-Cd バッ テリ を 働か せ , RAM の 
内 容 が 消え な いよ うに 保存 し ます 。 こ の スイ 
ッ チ を OFEF に する と , バッ テリ の 放電 は 止 
まり ます が , RAM の 内 容 が 消え て し まい ま 
す 。 通 常 の 使用 頻度 の 時 は 不要 放電 防止 スイ 
ッ チ を ON の まま に し て お き , 非常 用 バッ 
テリ が 完全 放電 し て し まう ぐら い 長 期間 使用 


され な い 時 は , RAM 上 の ファ イル を カセ ッ 
ト な ど に 移し た うえ で , OFE だ し て お く と 
由 人 GL しま 外 。 

また , PC-8201 に は , 10 分 以上 キー 入力 
が ない 場 合 に , 自動 的 に 電源 を OFF に する 
機能 が あり, オー トペ ワー オフ 機能 と いい ま 
す 。 こ れ は ベッ テリ の 消耗 を 防ぐ た めで , も 
ちろ ん , キー 入力 が な く て も , TELCOM 
モー ド で 通信 中 の 場合 や , 計算 や 印刷 が 実行 
中 の BASIC プロ グラ ム の 場合 に は , オフ に 
な り ま せん 。 オ ー ト パワ ー オ フ 機 能 で 電源 オ 
フ に な っ た 後 , もう一度 電源 を オン に する 時 
は , 電源 スイ ッ チ を OFF に し て か ら 入 れ 直 
し ます 。BASIC の ュ コマ ンド レベ ル に あっ た 
場合 は メニ ュー へ , その 他 の 場合 は 元 の 画面 
^w 戻 り ます 。 
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電源 スイ ッ チ が 入れ られ る と , PC-8201 
の ディ スプ レイ 画面 は 図 5 の よう に な り ま す 。 
画面 の 濃 さ が み づ ら い 時 は , 電源 スイ ッ チ の 
上 方 に ある ュ ン トラ スト 調節 ツマ ミ を 前 後に 
回 し て , 調節 で きま す 。 

この 画面 は メニ ュー と 呼ば れる 画面 で , 料 
理 の 貢 立 表 と 同じ く , PC-8201 で で きる 仕 
事 内 容 , 具体 的 に は プロ グラ ム と ファ イル の 
名 前 を 表示 し て いま す 。PC-8201 に は , あ 
ら か じ め , BASIC TEXT TELCOM 
の 3 つの ソフ トウ ェ ア が 内 蔵 さ れ て いま す が , 
ユー ザー が 自分 の プロ グラ ム を PC-8201 の 
空き 領域 に 書き 込ん で いけ ば , ユー ザー の プ 
ログ ラム 名 も また , メニ ュー 上 に 表示 され ま 
す 。 デ ー タ ファ イル を 書き 込ん だ 場合 も 同様 
(に , メニ ュー 上 に だ 表示 され ます 。 こ れ ら の デ プ 


ログ ラム や デー タフ ァイル を 扱う 時 は , すべ 


【 図 5 】 





【 図 6 】 
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Name 


て メニ ュー 画面 上 で 行う こと が で きま す 。 

現在 , 画面 上 の 「BASIC」 の 文字 の 部 分 
だ けが 白黒 反転 し た 表示 に な っ て いま す 。 こ 
の 反転 し て いる 状態 を リバ ー ス と いい , メニ 
ュー 上 か ら 更 択 さ れ た ズ ロ グラ ム , また は デ 
ー タ の 名 前 の 部 分 が リバ ー ス で 表示 され ます 。 
次 の 「TEXT」 を 選択 し た い 時 は <| キー 
を 1 回 押し ます 。 リ バース 状 態 は BASIC の 
文字 か ら TEXT の 文字 へ 移り ます ( 図 6)。 

メニ ュー 画面 に た くさ ん の プロ グラ ム 名 が 
表示 され て いる 時 は 。 W/ /N ウ <| の キ 
ー を 押し て 必要 な プロ グラ ム 名 が リバ ー ス に 
な る よう に すれ ば よい の で す 。 

メニ ュー 画面 の 左上 に 表示 され て いる 日付 
と 時 間 は , 普通 の デジ タル 時 計 と 同じ で , 一 
度 正しい 日 付 と 時 間 を セッ ト す れ ば , きち ん 
と 時 を 刻み ます 。 プ ログ ラム な ど と 同じ く , 
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【 図 7 】 
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電源 を 切っ て も 消え な い の で , 改め て 日 付 や 
時 間 を セッ ト す る 必要 は な い の で す 。 

メニ ュー 画面 の 右上 の (C) Microsoft は , 
PC-8201 の ソフ トウ ェ ア の 版権 が マイ クロ 
ツ フ ト 社 に ある こと を 示し て いま す 。 

右端 の # 1 は , 現在 使用 し て いる RAM 
の グル ー プ の 番号 が 1 で ある こと の 表示 で す 。 
PC-8201 で は , 最大 96K バイ ト ま で RAM 
を 拡張 で きま す が , それ を 32K バイ ト ず つ 
の グル ー プ に た 分け, それ ぞ れ を バン タク 1, 2, 
3 と 呼び ます 。 同 時 に は 1 つの バン ク し か 使 
えま せん 。 現在 メニ ュー で 表示 され て いる の 
は , バン ク 1 の 内 容 で す 。 

メニ ュー 画面 の 右 下 の 数 字 は 現在 使用 され 
て いる バン ク の 残っ て いる 領域 の 大 き さ , つ 
まり バイ ト 数 を 表し て いま す 。 

画面 下 に 表示 され て いる 「Load」 
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「Save」 な どの 単語 は , キー 操作 の と ころ で 
説明 する ファ ンク ショ ン キ ー と 対応 し て いて , 
メニ ュー 画面 が 表示 され て いる 状態 で PC 
-8201 に 命令 で きる 内 容 で す 。 メ ニュ ー モ ー 
ド に お ける ュ マ ンド (COMMAND) と も 
いい ます 。 

で い は, も う 一 度 「BASIC」 の 文字 が リバ 
ー ス 状態 に な る よう に し て , マー ク の 
ギー 空 省 し ます 。 モ と れ で や も メ テ ェ ュー か らち 
BASIC の ソフ トウ ェ ア を 選択 し , 実行 し た 
わけ で す 。PC-8201 は , BASIC モー ド に 
な り ま す ( 図 7 ) 

BASIC モー ド の 最初 は , 必ず 図 の よう な 
画面 か ら 始 まり ます 。 2 行 目 に ある 数 字 は , 
BASIC で 使う こと が で きる メモ リ の 残り の 
バイ ト 数 で す 。 新 し い フ ァイル を メモ リ に た 保 
存する ご と に この 数 は 減っ て いき ます 。 









PC-8201 の 表面 の タイ プラ イタ に 似 た 部 
分 を キー ボー ド と 呼び ヵ カナ 文字 の 一 部 を 除 








て いま す ( 図 8 )。 
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キー ボー ド 上 に は , 白っぽい キー と 濃い 色 
の キー が あり ます 。 白っぽい キー は , 普通 キ 
ー と か 一 般 キ ー と 呼び 押す と その キー の 表 
面 に 書か れ て いる 文字 が コン ピュ ー タ に 伝え 
られ ます 。 色 の 濃い キー は 特殊 キー と いい , 
文字 で は な く , ある 動作 ・ 機 能 を ュ ン ピュ ー 
タ に 伝え る た め に 用 いま す 。 

さて , キー を 順番 に 押し て み ま し ょ 2。 沈 
ん だ まま の キー が な いか 調べ , あれ ば 1 回 押 
す と 戻る の で 全部 元 へ 戻し て か ら , キー ボー 
ド の 1 番 上 の 段 の 数 字 の キー を 押し ます 。 

1 文字 押す ご と に , その 文字 が 画面 に 表示 
され , 画面 上 の 黒い 四角 が 右 へ ずれ て いき ま 
す 。 と この 四角 を 「 カ ー ソ ル 」 と 呼び ます 。 現 
在 カ ー ソ ル は 最後 の 文字 の 右 に あり ます 。 カ 
ー ソ ル は , 「 次 は ここ に 表示 し ます | と いう 
文字 の 表示 位置 を 示し て いま す 。 

アル ファ ベッ ト る 同様 に 押し て み ま す ( 図 
9 )。 


1 行 は 40 文 字 ま で 表示 で きま す が , それ 
を 超え る と 自動 的 に 次 の 行 に 移り ます 。 ア ル 
ファ ベッ ト は 小文字 で 表示 され ます が , あな 
た の パソ ュ ン で 大 文字 か カナ が 表示 され る 時 
は , また は | カナ ] の キー が 沈ん で いな 
いか 調べ て くだ さい 。 

キー は 大 文字 ロッ ク の 働き を 持っ て 
いる た だ ため, こと の キー が 沈ん だ まま で , アル フ 
ァ ベ ッ ト の キー を 押す と 大 文字 表示 に な り ま 
守 。 キー は , 大 文字 で アル ファ ベッ ト 
を 続け て タイ プ し た い 時 に 使う も ので, アル 
ファ ベッ ト 以 外 の 数 字 や 記号 に は , 押さ れ て 
いて も いな く て も 何 の 影響 も あり ませ ん 。 

と 書か れ た キー が 左右 に 1 個 ず つ 
あり ます 。 こ れ は シフ トキ ー と いい , この キ 
ー を 押し な が ら , 文字 の キー を 押す と , アル 
ファ ベッ ト の 大 文字 , また は 記号 が タイ プ で 
きま す 。 左右 の シフ トキ ー の どちら を 押し て 
も か まい ませ ん 。 





【 図 8】 キー ボー ド 






































【 図 9 】 
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[カナ | と 書か れ た キー は , カナ 文字 タイ プ 
の た め に た 使い ます 。 | カナ] キー を 一 度 押す と , 
キー は 沈ん だ まま に な り , 文字 の キー を 押す 
と すべて カナ 文字 と な り ま す 。 [カナ | キー は , 
も 5 一 度 押す と , カナ ロッ ク が 解け ます 。 
| カナ | キー と [ SHIFT | キー の 両方 を 押し て , 
文字 キー を 押す と , カナ 記号 が タイ プ で きま 
2 

| SHIFT | キー と [カナ | キー の 関係 は 図 10 
人 W 馬 の ② に な り ま す 。 

この ほか , キー の 表面 に 書か れ て いな い 記 
号 を タイ プ す る こと が で きま す 。 [GRPH| キー 
を 押し な が ら | Z | キー を 押す と , 画面 に < 
の 記号 が 表れ ます 。 キー は グラ フィ ッ 
ク (CRAPHIC) 模様 を 表示 する た め に 使 
う ゃ の で グラ フキ ー と 呼び ます 。 IGRPH| キー 
を 押し な が ら , 同様 に [ X | と [C] を 押す と , 
それ ぞ れ <」 と に が 表示 され ます 。[ Z], 
[X][C] の キー に は , 最初 は グラ フィ 
ッ ク 記号 は 用 意 さ きれ て いま せん が , ユー ザー 
が 61 種 類 ま で グラ フィ ッ ク 記 号 を 定義 する 
2X で きま す 。 

[カナ ] キー の 左側 に ある 何 も 書 か れ て いな 
い 細長 い キ ー は スペ ー ス バー と いい , 空白 を 
タイ プ す る 時 に 使い ます 。 こ と の スペ ー ス ベー 
、 を 押す と , カー ソル は 右 へ 1 つ 移 動 し ます 。 
画面 に は 何 も ゃ 表れ ませ ん が , コン ピュ ー タ 内 
で は 1 文字 分 と し て 数 を られ ます 。 
文字 の キー 全部 と , 一 部 の 特殊 キー は , 1 
秒 以上 押し 続け る と , 同じ 文字 が た くさ ん 表 
れ ま す 。 こ れ を 「 リ ピー ト 機 能 ] と いい ます 。 
同じ 文字 を 何 度 も 続け て 押す 時 に は 便利 で す 
が , キー ボー ド に 慣れ な いう ち は 強 く 押 し て 
し まい が ち で , 1 文字 の つも り で 何 文字 か 続 
け て タイ プ さ れる の で 注意 し て くだ さい 。 

これ で , 一 般 の 文字 キー は , すべ て 使っ て 
タイ プ で きる は ず で す 。 キー の 配列 は 一 見 デ 
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【 図 10】 キー の 文字 と 記号 
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タラ メ な よう で す が , 使用 頻度 の 高い キー を 
指 が 動き や すい 順に 並べ て あり ます 。 自分 の 
名 前 や 住所 を アル ファ ベッ ト や カナ を 使っ て 
いろ いろ タイ プ し , キー の 配列 に 早く 慣れ て 
く 定 き Us 

次 に タイ プ し て いて ,。 タイ プ ミ ス を し た 時 
は どう すれ ば よい か を 説明 し ます 。 

例え ば , 「ABCDE」 と タイ プ す る つも り 
で 1 人 ABWDE| と ダメ イダ し と し ます 。 みみ 
ー ソ ル は EE の 右側 とこ あ る は ず で す 。 | キー 
を 3 回 押し て , 誤っ た 文字 V に 戻し ます 。 そ 
こ で 正しい 文字 |[C | を タイ プ す れ ば 画面 の 文 
字 は V か ら C へ 変わ り ま す 。 


ABVDE 較 


J 
AB 庄 DE 


\ 
ABC 岡 E 


余分 な 文字 を タイ ブ し た 時 は , [PEH| の キ 
ー を 使っ て 削除 し ます 。 対 | キー を 1 度 押 
す と カー ソル の 前 の 文字 が , 1 つ 削 除 さ れ て 
カー ソル か ら 後 が 全体 に 前 へ 移動 し ます 。 つ 
まり , デリ ー ト (DELETE) の 働き を する 
キー 交 の で す 。 

123456 許 890 一 
| キー を 押す 
12345 記 890 一 
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[| sHIiFT | キー と 一 緒 こ この | 再 き | キー を 押 
す と 。 カー ソル の ある 文字 が 消え 。 カー ソル 
より 後 が 全体 に 前 へ 移動 し ます 。 
12345 記 890 一 
| ser] と | 凌 さ | キ ー を 押す 
12345 調 90 一 

カー ソル を 中 心 に 後ろ 側 を 削除 し て いく の 
で , バッ クス ペー ス (BACK SPACE) の 
働き を 持っ て いま す 。 

何 文字 か を 抜か し て タイ プ し て し まっ た 時 
は , 人 A 計 | キー を 使っ て 挿入 が で きま す 。 イ 
ン サ ー ト キー と 呼び ます 。 除 計 | キー を 1 回 
押す と , カー ソル は 圏 か ら ー (アン ダー ライ 
ン ) に 変わ り ま す 。 カ ー ソ ツル が アン ダー ライ 
ン の 時 は , カー ソル の 前 に 文字 が 挿入 で きま 
す 。 6, 7 の 文字 を タイ プ す る と , カー ソル 
より 後 が 全体 に 後ろ へ 移動 し カー ソル の 前 
に 6, 7 の 文字 が 表示 され ます 。 

1 朗 全 4 上 きり 0 一 
! 
1 2 る 4 人 す 7896@ 一 

キー を も ゃ もう 1 回 押す と , カー ツル は 
元 の 較 に 戻り , 挿入 状態 は 解除 され ます 。 
| な ど で カ ー ソ ル を 移動 し た り , | l ] キ 
ー を 使っ た 時 に も 挿入 状態 は 解除 され ます 。 

| SHiFT ] キー を 押し な が ら , 除 計 | キー を 
押す と , PASTE バッ ファ の 内 容 が 画面 に 


表示 され ます が , これ は 第 3 章 の 「TEXT」 


【 図 11】 





| 1234567899- 
。 7SN Error 
0k 


Save 


Load 
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で 説明 し ます 。 

カー ソル 移動 の 4 つの キー WV 人 < ぐ 
ラ ゥ ぉ s ょ び 計 | の キー を 使う と , こ 
の よう に 画面 上 の 文字 を 簡単 に 修正 で きま す 。 
パソ ッ ュ ン に 情報 を 伝え る た め の も っ と も ゃ 一 般 
的 な 方 法 は 。 キー ボー ド を タイ プ す る こと な 
の で , パソ ュ ン を 活用 する 第 一 歩 は キー ボー 
ド に 早く 慣れ る こと で す 。 

PC-8201 の キー ボー ド は , ポー タブ ル 用 
で あり な が ら 標 準 タ メイ プラ イタ と 同じ 大 き さ 
な の で , 少し 練習 すれ ば , 指 が 自然 と 動く よ 
うに な る は ず で す 。 

ュ ン ピュ ー タ に 情報 を 伝え る こと を 「 入 
刀 | 半 だ は | イジ デット |」 (1NPUT) と い ぃ い 
いま す 。 タ イプ ライ タ か ら 文 字 を タイ プ す る 
の は , も ちろ ん , この 入力 の た めで す が , 画 
面 に 表示 し た だ け で は 入力 に は な り ま せん 。 
タイ プ が 終わ ちっ た と と ろ で , 区 切り と し て 
[| ] キー を 押し ます 。 [ 』 ] は リタ ー ン キ 
ー と いい , タイ プ さ れ た 内 容 を ュ ン ピュ ー タ 
に 伝え る 働き と , 次 の 行 の 最初 へ カー ソル を 
戻す 働き が あり ます 。 画面 に で た ら め な 数 字 
を タイ プ し て [| | キー を 押し て みみ まし ょ 5。 

[| < ] キ ー を 押し た と と に より , 画面 上 の 
「1234567890-」 が コン ピュ ー タ に 伝え られ , 
BASIC は , この 文字 の 意味 を 判断 し よう と 
し ます 。BASIC の 文法 に 沿っ た 命令 な ら ば , 
機械 用 の 2 進数 の 命令 に 通訳 され , 直ちに 実 
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行 さ れ ま す が , この 数 字 は , BASIC の 命令 
で は な か っ た た め , 文法 的 に お か し い の 意味 
を こめ て 「?SN Error 」 の メッ セー ジ が 表示 
され ます 。「Ok」 の 文字 は 正しい の 意味 で 
は な く , 1 つの 仕事 が 完了 し た の で , 次 の 命 
令 待ち 状態 で ある こと を 表し て いま す ( 図 
5 

と の よう に , [| 』 | キー は ュ ン ピュ ー タ を 
働か せる た め の キ ー で す 。 具体 的 に は , 命令 
を タイ プ し た 時 の 終わ り , プロ グラ ム の 1 行 
の 終わ ちり , ユン ピュ ー タ 側 か ら 入 力 せ よ の 指 
示 が あっ て デー タ を タイ プ し た 時 の 終わ り に 
押し ます 。TEXT で は 単に 改行 し ます 。 
キー を 押し て , PC-8201 に 何ら か 
の 仕事 を させ て いる 時 に , その 仕事 を 中 止 き 
せ た い 時 は キー ボー ド の 左上 に ある 
キー を 押し ます 。 こ と の キー は , その 名 の と お 
り , スト ッ プ させ る キー で す 。 仕事 が PC- 
8201 だ け で な く , カセ ッ ト テ ー プ レ ュ コー ダ 
や プリ ンタ と 一 緒 の 時 は , [SHIFT | キー と 
キー を 同時 に 押し て , スト ッ プ させ ま 
す 。 キ ー 操 作 を し て いる だ け で は , 特に 使う 
こと も あり ませ ん が , プロ グラ ム を 実行 する 
よう に な る と , 必要 に な る キー で す 。 

で は , 左上 の [ESC| キー を 説明 し ます 。 こ 
の キー は , エス ケー プ キ ー と 呼ば れ , 続け て 
他 の キー を 押す こと で , 特殊 な 機能 を 果たし 
ます (エス ケー プ キ ー と 他 の キー の 組合 せ に 
【 図 12】 


| Loag " Save 
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つい て は , 161 ペ ー ジ 参照 )。 
キー の 下 に ある キー は 。 タブ 
キー と いい , カー ソル を 8 桁 単位 で 右 へ 移動 
させ ます 。 [TAB] キー を 5 回 押し て みみ ます 。 
カー ソル は 次 の 行 の 最初 まで 移動 し ます 。 
| 9 17 5 33 
司 > 較 > 較 > 園 * 還 


\ 
悦 


今度 は , 文字 を タイ プ し な が ら |TAB| キー 
を 押し て み ま す ( 図 12)。 1 [TAB]2 3 4 
PC 8201 ペッ ョ ン 








[TAB] を 押す と , きち ん と 桁 ぞ そろ え し て 入 
力 が で きま す 。BASIC に お ける は ス 
ペー スバ ベー を 8 回 押し た と 同じ で す が , 
TEXT で は さら に 追加 の 機能 が あり ます 。 
それ に つい て は 第 3 章 で 述べ ます 。 

キー の 下 の は コン トロ ー ル 
(CONTROLD) キー と いい , 他 の キー と 一 
緒 に 使う と 特殊 な 機能 の 入力 と し て 働き ます 。 
キー と 一 緒 に [L | を 押し て み ま す 。 画 
面 が すべ て 消去 きれ, カー ツル は 左上 へ 移動 
し ます 。 [CTRL| キー と 一 般 キ ー と の 組み 合わ 
せ は , BASIC。 TEXT,。 TELCOM の そ 
れ ぞ れ で 異な る の で , ここ で は , BASIC の 
場合 の み 表 に し て お きま す ( 表 1)。 

最後 に 残っ た キー ボー ド の 一 番 上 に ある キ 
ー を ファ ンク ショ ン キ ー と いい ます 。 他 の キ 


8291 0 


F i ] es 


出 Z 
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ー と 同じ く , 文字 の タイ プ や 機能 を 働か せる 
た め に 押す キー で す が , 働き は 固定 的 で は な 
く , 命令 で 自由 に 変え られ ます 。 各 キー の 働 
き は , その つと 違う の で , 現在 登録 され て い 


よう に 別 の 機能 を 持っ て いま す 。 
LSHIFT ] キ ー と し ft] を (し fe), [SsHiFT 

キー と [fr2 ] を [fr7 ] と それ ぞ れ 呼び ます 。 

つま り , ファ ンク ショ ン キ ー は 物理 的 に は 5 






















































































る 機能 が , 画面 の 一 番 下 の 行 に 表示 され ます 【 表 1】 コン トロ ー ル コー ド 表 
( 図 13)。 6rRH +|C| | TO と 同じ 
1 ファ ンク ショ ン キ ー の 1 番 と 呼び , 二 
CTRH+ |E カー ソル 以下 を 削除 
使い 始め で は 「Load “ 」 の 文字 が 登録 され ニニ 
て いて , こと の キー を 押す と 「Load “」 の 文 上 條 | 半 | た 財 
字 が 画面 表示 され ます 。 キ ー ボ ー ド か ら CTU+ | | | [TA] と 同じ 
< と > プ この 同 じ me カー ソル を ホー ム ポ ボ ポジ ショ ン ( 画 面 左 
「Load “ 」 の 文字 を タイ 1 二 働 人 TRI ET 
き な の で , タイ プ の スピ ー ド アッ プ に な り ま OTR + | ] | 下 画 を 消去 し (ブロ グラ ム は 消え な い ) 
*。 か ら まで を 順に 押し て み ま = ーーー ーー シー 
す 。「? SN Error」 に な り ま す が , 今 は 気 に eT8H 本 1M) と 同じ 
し な いで お きま し ょ う ( 図 14)。 CTRU+ |Q| | CTRU+|S | を 解除 する 
| SHIFT | キー を 押し な が ら , 画面 の 一 番 下 | emm り + |R| と 同じ 1 
に 表示 され て いる ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 ー_ 、 一 へ | プロ グラ ム を LIST 中 , 画面 の スク ロ 
_ _ CTRU 二 | S] | ん を 一 時 停止 する 
を 見 る と , 図 15 の よう だ な っ て ゆい ます 。 e+ 1 行 を 画面 か ら 消去 。 フ ログ ラム の 
SHIFT | キー を 押し た 時 は , 一 般 キ ー と 同じ ピーー (ご) | 行 は 消え な い 』 
【 図 13】 ファ ンク ショ ン キ ー と 画面 下 の 表 示 と の 対応 
Load Save Files L i = Run 





| 作る f<3 f・4 5 
| 回 。 固 。 還 四 








【 図 14】 
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【 図 15】 





Edi セ Con セ PFin も Li も 。 Menu 





ーー 
【 図 16】 キー の 種類 
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個 で す が , 機能 的 に は 10 個 と し て 働き ます 。 登録 内 容 は 使用 者 が 変え る と と が で き , 一 度 

いま , ファ ンク ショ ン キ ー を 10 番 目 ま で 変え る と , 新しい 内 容 を 登録 し な い 限り , 電 
押す と , 最後 の 「Menu」 が 働い て , メニ ュ 源 を 切っ て も その まま の 内 容 が 残る よう に な 
ー 画 面 へ と 戻り ます 。 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の っ て いま す 。 
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メニ ュ ユー の 機能 


PC-8201 の 電源 を ON に する と , 通常 , 
図 17 の メニ ュー 画面 が 表示 され ます 。 こ の 
時 PC-8201 は メニ ュー モー ド に ある と いい 
ます 。 

この PC-8201 に は , BASIC, TEXTT, 
TELCOM の 3 つの ソフ トウ ェ ア が 内 蔵 さ 
れ て いて , それ ぞ れ が 選択 され て いる 状態 を 
BASIC モー ド , TEXT モー ド , TELCOM 
モー ド と いい ます 。 各 モー ド の 選択 は , 
BASIC の EDIT 命令 を 例外 に する と , 必ず 
メニ ュー モー ド か ら 行 いま す 。 メニュー 画面 
上 で 各 ソ フト ウェ ア の 上 へ カー ソル を 移動 し 
て [| di | キー を 押す と , その ソフ トウ ェ ア の 
モー ド に な り 実 行 さ れ ま す 。 各 モー ド か ら メ 
ニュ ー モ ー ド に 戻る た め に は , いずれ も ファ 
ンク ショ ン キ ー10 番 を 押し ます ( 図 18)。 

メニ ュー 画面 に は , BASIC。 TEXT 

【 図 77】 < 議 aa 









ら av ら 6 


1983/91/91 99:99:99 


BAS1C TEXT 


Name 


TELCOM の ソフ トウ ェ ア 以 外 に , ユー ザ 
ー が 作成 し 保存 し て いる プロ グラ ム や デー タ 
ファ イル $ ゃ 表示 され ます 。 こ の ユー ザー が 作 
成 し 保 存 し て いる プロ グラ ム や デー タフ ァ イ 
ル を 「RAM 上 の ファ イル | と 呼び ます 。 

ファ イル の 名 前 は 6 文字 以内 で ユー ザー が 
自由 に 決め られ ます が , 名 前 の 後に は 拡張 子 
と 呼ば れる 2 文字 の アル ファ ベッ ト が ピリ オ 
ド (.) 付き で 自動 的 に つけ られ ます 。 拡張 
子 が 「.BA」 の も の を BASIC ファ イル , 
「.DO」 の も の を TEXT ファ イル , 「.CO」 
の も の を 機械 語 フ ァイル と いい ます 。 

「.BA」 の 付い た BASIC ファ イル は , バ 
イナ リー 形式 の BASIC プロ グラ ム で , 通常 
の BASIC プロ グラ ム を RAM に 保存 し た 
時 に は , すべ て と の 「.BA 」 ファ イル に な り 
ます 。 










(C) Microsoft 持 1 | 
TELCOM ーー 





Li 





【 図 18】 モー ド の 選択 

















【 図 19】 


BASIC 
ADD,DO 


Save 





1oad 


「DO」 の TEXT ファ イル は , TEXT モ 
ー ド で 作成 し た も の , BASIC モー ド で 作成 
じ た デ ー タ ファ イル , アス キー の 形式 の 
BASIC プロ グラ ム が 含ま れ ま す ( 図 19)。 

「.CO」 の 機械 語 フ ァイル は 名 前 の と お り 
機械 語 で 書か れ た プロ グラ ム や , メモ リ の 内 





| 1983/91/91 99:91:39 
TEXT TELCOM 
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TEST.DO 上 。 


Name 


ます 。 フ ァイル が 機械 語 フ ァイル な らい ば, そ 


L 1 = 





の 機械 語 プ ログ ラム を メモ リ に 読み 込み 。 実 
行 ア ドレ ス が 指定 され て いれ ば 実行 に 移り ま 
すず 

BASIC ファ イル , TEXT ファ イル を 選 
択 し た 場合 は それ ぞ れ , BASIC モー ド , 


TEXT モー ド に た 入っ て いま すか ら , メニ ュ 
ー モ ー ド に 戻る 時 は , ファ ンク ショ ン キ ー 
10 番 を 押し ます 。 機械 語 フ ァイル か ら メ ニュ 
ー モ ー ド に た 戻る 時 は | <』 | キー を 押し て くだ 
さい 。 

その ほか に , ファ イル 名 に カー ソル を 重ね 
て ファ ンジ クシ ョ ン キ ー を 押す と 。 ファ イル に 
対す る 操作 が で きま す 。 メ ニュ ー モ ー ド で 各 
ファ ンク ショ ン キ ー に 登録 され て いる 機能 


容 を その まま ファ イル に 取り 出し た も の で す 。 

RAM 上 の ファ イル も , ソフ トウ ェ ア を 選 
択 す る と 同じ よう に 必要 な ファ イル の 名 前 の 
上 に カー ソル を 移動 し て 選択 で きま す 。 カー 
ツル が 重なっ た と ころ で | dl | キー を 押す と , 
ラファ イル が BASIC ファ イル な ら ば , BAS- 
IC モー ド に 入っ て その プロ グラ ム が 実行 さ 
れ ま す 。 フ ァイル が TEXT ファ イル な ら ば 


































































































TEXT モー ド に な り , その 内 容 が 表示 され 

【 表 2】 メニ ュー モー ド に お ける ファ ンク ショ ン キ ー 

キー 番号 キ = | 内 容 機 能 
1 し ft ] LOAD 外部 装置 か ら RAM へ ファ イル を 呼び 込む 
2 2 SAVE RAM 上 の ファ イル を 外部 記憶 へ 書き 込む 
3 f3 NAME RAM 上 の ファ イル の 名 前 を 変更 
4 -4 ST RAM 上 の ファ イル を 印刷 
5 し fr5 ] 残り の メモ リ | 表示 の み 
6 | sHIFT | + [frr ) | SET IPL IPL コ マン ド フ ァイル の 指定 
7 SHIFT | 二 rs ] | cLR mL IPL コ マン ド フ ァイル の 指定 解除 | 
8 SHIFT | 十 [f:3 ーー 未定 義 
9 SHIFT |+[f:4 ] | KILL ファ イル の 削除 
10 [ sHIFT ] + [Ts ) | BANK バン ク 切 若 
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表 2 に 示し ます 。 

これ ら の ファ イル 操作 に 必要 な 機能 は , 読 
だ だ け で は も かり づら いと 思い ます 。 
BASIC モー ド ま た は TEXT モー ド で 実際 
に ファ イル を 作成 し た 後 , 実習 し て くだ さい 。 

に 登録 され て いる LOAD は , ヵ セ 
ッ ト や フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 等 の 外部 記憶 装置 
か ら フ ァイル を RAM に だ 読み 込む 機能 で す 。 

に 登録 され て いる SAVE は , 
RAM の 内 容 を 外部 記憶 装置 へ 書き 込む 機 
能 で す 。 第 2 章 で 説明 する BASIC に も ゃ , 
LOAD と SAVE の 命令 が あり , 似 た よう な 
働き を し ます が , BASIC の LOAD, 
SA VE 命令 が BASIC 領域 有 の プロ グラ ム 
を 対象 と する の に 対し , メニ ュー モー ド に お 
ける ロー ド , セー ブ は RAM 上 の すべ て の 
ファ イル (プロ グラ ム や も TEXT ラ ァ イル 





ゃ も ) を 対象 と し ます 。 メ ニュ ー モ ー ド に お け 


【 図 20】 


19283/91/91 99:19:32 


。 BASIC TEXT 
畑 5AME.BA ーー 


る ロー ド ,。 セー ブ プ に つい て は , 第 2 章 Ns- 
BASIC の 中 の カセ ッ ト テ ー プ の 入出 力 で も 
説明 し て あり ます の で 参照 し て くだ さい 。 

に 登録 され て いる NAME は , 
RAM 上 の ファ イル の 名 前 の 変更 を し ます 。 
名 前 を 変え たい フ ァイル へ カー ソル を 移動 し 
て , を 押し ます 。 仮 に その ファ イル 名 
が GAME.BA と する と 画面 は 図 20 の よ 5 
(に な り ま す 。 

「Name GAME. BA as 一 | に 対し て , 
新しい ファ イル 名 を 入力 し ます 。 この 時 , フ 
ァイル 名 に 拡張 子 を つけ る こと は で きま せん 。 
拡張 子 は 現在 と 同じ も ゃ の が 自動 的 に つけ られ 
ます 。 ま た , RAM 上 に すでに 存在 し て いる 
ファ イル 名 と 同じ も の を 新しい ファ イル 名 と 
し て 指定 する こと も で きま せん 。 入力 ミ ス を 
する と , 「 ピ ッ 」 と いう ブザー が 鳴り , [rs ] 
を 押す 前 に 戻り ます 。 










(C) Microsoft 1 革 
TELCOM TEST.DO に 
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【 図 21】 





還 Load ら Save 


新しい 名 前 と し て [を 入力 
し ます 。 | l | キー が 押さ れる と , メニ ュー 
上 の 表示 が 直ちに 変わ り ま す ( 図 21)。 

に 登録 され て いる LIST は , RAM 
上 の ファ イル を 印刷 する も の で す 。 第 2 章 
N。-BASIC の プリ ンタ に よる 出力 を 参照 し 
< だ さい 。 

[Lf5 ) に 登録 され て いる の は 現在 の バン タク 
の 空き バイ ト 数 で す 。 LT5 ) を 押し て も , ブ 
ザー が 鳴る だ け で , 何 も し ませ ん 。 

に 登録 され て いる SETIPL と , 
7 ] に 登録 され て いる CLRIPL は , イ = 
シャ ル ・ プ ログ ラム ・ ロ ー ダ ー (INITIAL 
PROGRAM LOADER) ュ マ ンド に 関す る 
も の で す 。 

SETIPL (セッ ト ア イ ビ ピー エル ) は , 電 
源 が 入れ られ た 時 に , 自動 的 に きせ る 作業 を 
設定 し , CLRIPL (クリ アア イ ビ ピー エル ) 
は , それ を 解除 し ます 。 

【 図 22】 


TEST,BA 


Load ら Save 


1283/91/91 99:19:55 
| BASIC TEXT 


| 還 軸 S 本 2 較 | -.- 





Name 





1283/91/91 9g9:11:92 
BASIC 9 


Name し ふぇら も 
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(C) Microsoff ャ 1 
TELCOM 1] 馬 S1 












Ligt 21459 庄 
SETIPL の た め に は , まず, TEXT モー 
ド で, 電源 が 入れ られ た 時 , 最初 に させ た い 
仕事 の 命令 群 (これ を ュ マ ンド 列 と いい ます 
が ) を 作成 し ます 。 次 に この ュ マ ンド 列 を 含 
むむ TEXT ファ イル へ カー ソル を 移動 し て , 
[rf:e ] を 押し ます ( 図 22)。 

SETIPL きれ だ た TRXT フラ ァイル は 。 他 
と 区 別 が つく よう に 「.JDO」 が 「*DO」 に 
変わ り ま す 。 こ と の 「*DO」 を 拡張 子 と し て 
持つ TEXT ファ イル を , 特に IPL コマ ン 
ドア デア ァイル と 呼び ます 。 引 上 L ユマ ンド ラ ァ ァ 
イル は , SETIPL を や り 直 すこ と で 変更 で 
きま す 。 別 の TEXT ファ イル が IPL ュ マ 
ンド ファ イル に た 設定 され る と , 元 の IPL ュ 
マン ド フ ァイル の 「*DO」 は 「.DO」 へ 戻 
り ます 。 

実際 に IPL コマ ンド ファ イル を 作成 し て 
ま しょ う 。 
カー ソル を TEXT へ 移し [| 』 キー を 押 


(C) Microso 千 † 昔 1 


TELCOM TEST※DO 
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し ます 。 モ ー ド は TEXT モー ド に な り ま す 。 
| [] [P] [上 | と 入 カ し , [ ] キー を 押し 
| ます ( 図 23。 
| 電源 を 入れ た 時 に 最初 に 実行 させ た い 仕事 
が ソフ トウ ェ ア の 選択 で あれ ば , BASIC, 
TEXT TELCOM の いずれ か を 入力 し , 
RAM 上 の ファ イル の 選択 で あれ ば , その フ 
ァイル 名 を 拡張 子 付き で 入力 し ます 。 
GREY で は 。 TEST、 BA と いう プロ グラ ム 
を 選択 する こと に し ます ( 図 24)。 
【 鐘 2】 店 





【 図 24】 ー 。 
TEST ,BA<_」 
1<_ 


【 図 25】 


BASIC 


ル を IPL. DO ^ 移 し を 押し ます 。 





Fi]le to edit? IPL 園 


1983/91/91 99:11:98 


TEXT 


TEXT. BA の 実行 の 開始 時 に , 必ず 何 か 
を 入力 する の で あれ ば , その 値 を コマ ンド 列 
と し て 続け て お く と と も で きま す 。 と と で は 
[| を 入力 する と し ます 。 コ マン ド 烈 は, 最大 
64 文 字 ま で 続け られ ます 。 た だ し , [ li |] は 
2 文字 分 と 数 を て くだ さい 。 ュ コマンド 列 の 入 
力 が 終わ っ た ら フ ァ ン クシ ョ ン キ ー10 番 で 
メニ ュー モー ド 世 戻し ます 。IPL. DO と い 
う 上 BB 災 下 ラテ ァイル が で き て いま す 。 カー ツジ 





(C) Microsoft #1 議 
TELCOM TEST.DO 


、 本 加 監 91 TEST.BA ーー デ 


Load Sav@ 
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Li も 





214992 





【 図 26】 








旧 | Ki1l 


IPL. DO は IPL* DO に 変わ ちり ます ( 図 25)。 

それ か ら 一 度 電源 スイ ッ チ を OFF に し ま 
す 。 改め て ON に する と , IPL コマ ンド フ 
ァイル が 選択 され , その 内 容 が 実行 され て 
TEST. BA の 実行 に 移り ます 。 

PC-8201 は 幅広 い 活用 の で きる 汎用 パッ 
ュ ン で す が , 一 人 ひと り の ユー ザー か ら み る 
と , ある 特定 の 業務 を 中 心 に 使用 する こと に 
な る で し ょ う 。 そ の 時 , いち いち , メニ ュー 
か ら プ ログ ラム を 選択 し た り , 初期 値 を 入力 
する の は 煽 わ し いこ と に な り ま す 。 IPL ュ 
マン ド フ ァイル を 設定 し て お け ば , いつ で も 
自分 の 望む モー ド から 自 動 的 に 開始 する こと 
が で きま す 。SETIPL と は , オー トス ター 
ト (自動 開始 ) 機能 な の で す 。 

IPL ュ マ ンド ファ イル を 解除 する た め に 
は , 現在 の IPL コマ ンド ファ イル に カー ソ 
ル を 重ね, を 押し ます 。 


ー 1983/91/91 99:14:292 


BASIC TEXT TELCON TEST.DO 
IPLXDO TEST,.BA eo ma 


TEST.BA Sure? 
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( じ ) Microso 寺 も 1 | 











に 登録 され て いる KILL は , RAM 
上 の ファ イル を 消す 働き を し ます 。 消 し た い 
ファ イル に カー ソル を 重ね , [fe ] を 押し ま 
す ( 図 26)。 

旨 定 の ファ イル を KILL し て も よい か 
(Sure) ? と きい て くる の で , 消し て よ け 
れ ば [|Y], 消し た く な い 時 は | Y 以外 を 入力 
し ます 。[  ] キー は いり ませ ん 。 

[fo] に 登録 され て いる BANK は , 使用 
する ズバ ンク を 切り 換え る 働き を し ます 。 

PC-8201 で は , 最大 96K バイ ト ま で の 
RAM を 増設 する こと が 可能 で す が , 32K 
ずつ の グル ー プ に た 分け, その グル ー プ 単位 に 
使用 し ます 。 こ の メモ リ の グル ー プ が , ベン 
ク で す 。 異な る バン ク を 同時 に 使う こと は で 
きま せん か ら , PC-8201 で 許さ れる ファ イ 
ル の 大 き さ ゃ 32K が 限度 と いう こと に な り 
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【 図 27】 バン ク の 切り 替え 


BANK コ マン ド 





BANK コ マン ド 


BANK コ マン ド 





















バン タク 1 し か な い 時 は , を 押し て も 
何 も 働 きま せん 。 バ ンク 2, バン ク 3 が ある 
時 は , [fo] を 押す ご ど と に 使用 する バン ク が 
切り 換わり ます 。 現在 どの バン ク が 使用 され 
て いる か は , 画面 の 右上 に #1, #2, #3 
の 数 字 で 表示 され ます 。 

また , メニ ュー の 内 容 も , バン ク 単 位 に 表 
示さ れ ま す 。 1 つの バン ク に 記録 で きる ファ 
イル 数 は 最大 21 で す が , バン ク が 3 つ あ る 
場合 は その 3 倍 。 つ まり, 63 ま で 可能 で す 
( 図 27)。 

RAM の 内 容 を すべ て 消し て し まい た い 時 
は 。 不要 放電 防止 スイ ッ チ を OFF に すれ ば 
可能 で す が , バン ク 単 位 に , RAM を 初期 化 
(工場 出荷 時 の 状態 ) し た い 場 合 は , ユー ル 
ドス ター ト と いう 方 法 を と り ま す 。 コー ルド 
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スタ ー ト する と , BASIC 領域 の プロ グラ ム , 
メニ ュー 画面 に 表示 され て いる ファ イル は も ゃ 
ちろ ん , 日 付 , 時 間 " ファ ンク ショ ン キ ー の 
内 容 , PASTE バッ ファ の 内 容 , 文字 領域 
の 大 き さ , 使用 する ファ イル 数 , 通信 形式 な 
と 使 用 者 が 設定 し た 項目 は すべ て 初期 状態 に 
戻り ます 。 

バン ク 1 の コー ルド スタ ー ト は , 
キー と [6TRL| キー を 押し な が ら , リセ ッ ト ボ 
タン を 押し ます 。 

バン ク 2 の コー ルド スタ ー ト は , バン ク 1 
で [fo] を 押し (バン タク 2 へ 切り 換え ), 直 
後に CTRL| キー を 押し ます 。 

バン ク 3 の コー ルド スタ ー ト は , ベ バンク 2 
で [rio] を 押し (バン タ 3 へ 切り 換え ), 直 
後に CTRL| キー を 押し ます 。 





第 2 章 


Ns2BASIC 





@Naz-BASIC 





し 1 ) BASIC プ ログ プラム の 基礎 


フロ グラ ム と は 








コン ビュ ー タ に ただ お ける プロ グラ ム と は , コ 
ンピュータ に させ た い 仕 事 の 手順 を , 特定 の 
規則 に 従っ て 記述 し た も の で す 。 い いか えま 
中 江 。 フロ グラ ム と は , コジ ピュ ェ ュー タダ に 対す 
る た くさ ん の 命令 の 集まり で す 。 プ ログ ラム 
を 記述 する た め の 規 則 の 体系 の こと と を ュ ン ピ 


ーー 
戸 ロ ロロ 


っ グ と か ,。 プロ グラ ベム 言語 と 呼び ます 。 
コン ピュ ー タ 言語 に は 多く の 種類 が あり , パ 
ッ ュ ン で 使わ れ て いる も の だ け で も ゃ 十 数 種類 
あり ます が , その 誕生 か ら 現 在 に 至る まで パ 
ソ ュ コン の 言語 と いえ ば , BASIC が 主流 な の 
ue 5 

プロ グラ ム が 記述 され る と , 
言語 は その 文法 に 沿っ て いる か どう か を チェ 
ッ ク し , 正しけれ ば 機械 が わか る 言葉 (機械 
語 ま た は マシ ン 語 と いい ます ) に 自分 自身 で 
翻訳 また は 通訳 し ます 。 コ ンピュータ が プロ 
グラ ム を 実行 する 時 は , 機械 語 で な けれ ば な 
ら な いか ら で す 。 そこで, 直接 機械 語 で プロ 
グラ ム す る と と も あり ます が , 機械 語 は 習得 
が 難し く , で き 上 が っ た プロ グラ ム の 修正 も 


コン ジン ピュー タ 


困難 で す 。 そ の た め , BASIC の ょ うな 比較 
的 や さ し い 言語 で プロ グラ ム し , ペソ ュ ン 自 
身 に 内 蔵 さ れ て いる BASIC 通訳 プロ グラ ム 
に 通訳 させ る の で す 。 BASIC 通訳 プロ グラ 
ム の こと を BASIC イン タプ リタ , また は 単 
に BASIC と 呼び ます 。 

PC-8201 に 内 蔵 さ れ て いる BASIC は , 
特に Ns。-BASIC と 呼ば れ , パソ ッ ュ ン 界 で 
は 神話 に 近い ビル ・ ゲ ー ツ の 率い る マイ クロ 
ッ ソフト 社 の 開発 に よる も の で す 。 ひ と 口 に 
BASIC と いっ て も , 各 メ ー カ ー, 各 機 種 ご 
と に 少し ずつ 違っ て いる の が 実情 で す 。 通常, 
これ を 「 方 言 」 と 呼ん を で いま す 。 な せ ぜ 方 言 が 
生ま れる か と いら う と, 各 パ ソ ュ ン の ハー ドウ 
ェ ア 上 の 機能 の 拡大 に 標準 化 が 追い つか な い 
た め な の で す 。 つ まり , 新しい パソ ュ ン に 新 
し い 機 能 が 付加 され た 時 , 従来 の BASIC に 
その 機能 を 使う た め の 命令 が な けれ ば 独自 の 
新しい 命令 が 追加 され る こと に な り ま す 。 逆 
に 機能 が 小さ い パ ソ ュ ン で は , 同じ 命令 が あ 
っ て も 内 容 的 に 一 部 の 機能 し か 果たせ な いこ 





【 図 28】 イン タプ リタ 型 BASIC 
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と が あり ます 。 

PC-8201 の N。。-BASIC は , NEC の 他 
の 機種 の BASIC と まっ た く 同 じ で は な い の 
で す が , ベス ト セ ラー 機 の PC-8001 に 内 蔵 
され て いる (そし て , PC-8801 に も 内 蔵 さ 
れ て いま す ) N-BASIC と ほほ 互換 性 を 持 
ち て いま す の で , PC シリ ー ズ の プロ グラ ム 
は 若干 の 手直し で 簡単 に 移植 で きま す 。 また , 
N。-BASIC に は , PC-8201 の 特徴 で ある 
四 EXT」 や 「TELCOM」 ソ フト ウェ ア と 
関連 する 命令 が 新た に 追加 され て いま す 。 

内 蔵 型 BASIC は , すでに 述べ た よう に 
「 イ ンタ プリ タ (INTERPRETER)」 型 
BASIC と 呼ば れん ます 。 イ ンタ プリ タ 型 言語 
で は , 命令 を 一 つ ず つ 機 械 語 に 通訳 し な が ら 
実行 し ます 。 別 な 言い 方 を し ます と , 命令 を 
実行 する 時 に , 一 つ ず つ 命 令 の 内 容 を 解釈 し 
て 正しけれ ば 実行 し , 正しく な い 時 は , その 
場 で 警告 メッ セー ジ を 出し て 止ま り ま す 。 そ 
の た め , 操作 し て いる 人 と , パソ ュ ン と が 1 
対 1 で 会 話し て いる よう に 命令 と 実行 が 行わ 
れ ま す ( 図 28)。 

で は , BASIC の 命令 を 実際 に 使っ て み ま 
し ょ う 。 ま ず PC-8201 を BASIC モー ド に 
し ます 。 メ = ュー 画面 で 。 人 W < レラ 
の キー を 使っ て BASIC の 文字 に カー ソル を 


N az-BASICg 






みり ま し た 
9 ap 


重ね ます ( 図 29)。 キー を 押す と , 
PC-8201 に 記憶 され て いる ソフ トウ ェ ア の 
うち の BASIC が 選択 され た 状態 ,. つ まり 
BASIC モー ド に な り ま す ( 図 30)。 

ここ で , BASIC の 中 で も っ と も よく 使わ 
れる PRINT と いら 5 命令 を 使っ て , パソ ツ ュ 
ン と 会 話し て み ま す 。 

湊 の よう 作 タ イデ し て くだ さい 。 

PRINT “abc“ 

「PRINT」 は , プリ ント と 読み 。 後に 続く 
文字 また は 数 字 を 画面 表示 し な さい と いう 命 
令 で す 。PRINT の 文字 は 大 文字 で も 小文字 
で も ゃ も よく, 文字 を 表示 する 場合 は 引用 符 
(“) で 囲み ます ( 図 31)。 

命令 を まち が うと, BASIC は 通訳 し て 実 
行 す る こと と が で き な い た め , 警告 を 送っ て き 
ます 。 た めし に , 次 の よう に タイ プ し て くだ 
さい 。 

PLINT "oz" 

SN ERROR は , 「SYNTAX (文法 ) の 
誤り 」 の 略 で ,。 も ちろ ん エラ ー の ある 時 は , 
命令 は 実行 され ませ ん 。「Ok」 の 文字 は , 
正しい の 意味 で は な く 「PLINT」 命令 の 処 
理 が 終わ っ た の で パソ ュ ン が 何 ゃ 仕事 を し て 
いな い 状 態 に な り , 次 の 命令 を 待っ て いる こ 
と を 表し て いま す ( 図 32)。 

29 


@N ss2-BASIC 
【 図 29】 






Load Save 






【 図 30】 


思 






Load ” Save 


BASIC の 命令 を タイ プ す る 時 は , 
キー で 一 区 切り と され る と と を 忘れ な いで く 
だ さい 。 | 紹 ] キー を 押さ ず に スペ ー ス キー 
で 次 の 行 に 移っ た 時 は , 2 行 合わ せ て 1 つの 
命令 と みな され ます 。 

PRINT “ABY" 
PRINT “CD” 

この 2 行 の PRINT 命令 は , BASIC に 

PRINT “AB "PRINT “CD ” と 伝わり , 


1283/95/91 19:91:42 


上 BAS1C ば .4 


Name L 1 ョ モ 


較 | NEC PC-8291 BASIC Ver 1.9 (C) Microsoft 
。 28758 Bytes free 


F i ] es L 1 = 七 Run 












(C) Microso 和 ft 1 
TELCONM Se レー ーー 











28758 講 














文法 的 に テラ ー と な り ま す 。 
た , 同じ 行 に 命令 と は 関係 の な い 文 字 が 
ある 時 , その 文字 も 命令 の 一 部 と みな され ま 
す 。 
OK PRINT“X” 
PRINT“Y”[ コ |] 12345 
行 の どこ と で キー を 押し た か は 関係 が 
あり ませ ん 。 キー を 押し た 時 , 同じ 行 
に ある 文字 すべ て が 1 つの 単位 で BASIC へ 
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N as-BASIC 
【 図 31】 


NEC PC-8291 BASIC Ver 1.9 (C) Microso 千 も 
28758 Bytes free 


Uk 
PCin も て "ag ら 5c 


abc 
。 0 に k 
、。 。 画 
Load 


【 図 32】 
PPin モ "abc" 
8bc 
0k 
Plint "xyz" 
?SN EpFroF 

0Uk 
画 
_ Load 


ら a い 6 


伝え られ ます 。 
この よう な ミス を 防ぐ た め に は , 画面 を 消 
し て か ら タ イプ する と よい の で す 。 画面 全体 





Save " Files 





Files 





L 15 七 


L is 








を 消す た め に は 。 |C][L|[S] [と 入力 
する か , RTRH キー を 押し な が ら [L |] を 押し 
ます 。 





BASIC の 基本 文法 








PRINT 命令 の 例 の よう に , BASIC で は 
命令 を 1 個 ず つ 入力 し て , 1 個 ずつ 実行 させ 
る と と も ゎ も でき ます が, 大 量 の デー タ を 処理 し 
た い 時 な ど は , パソ ュ ン が いく ら 高 速 に 処理 
し よう に $ ゃ 命令 の タイ プ に 時 間 が か か っ て 非 
常に 効率 が 悪く な り ま す 。 そこで, た くさ ん 

の 命令 を まとめ て タイ プ し , それ を パソ ュ ン 
に 記憶 させ て お け ば 命令 の タイ プ は 1 回 だ け 
ey ます 。 つま り プ ログ ラム で す 。 デブ ログ 
ラム で は , た くさ ん の 命令 が 自動 的 に 連続 し 
て 実行 され ます 。 

命令 が 1 個 し か な いと き は , その 命令 を 実 
行 し て 終わ ちり で す が , た くさ ん の 命令 の 集 ま 
り で ある プロ グラ ム で は , どの 命令 を 先 に 実 





行 す る か と いら う 順番 が 必要 と な り ま す 。 
BASIC で は , この 大 番 を 行 番号 と 呼び 共 
令 の 最初 に タイ プ し ます 。 行 番号 は , 実行 の 
順番 を 表す も の で すか ら , 同じ レプ ログ ラム 内 
で 同じ 番号 を つけ る こと は で きま せん 。 

「 行 番号 ]」 の 規則 

①0 65529 の 範囲 内 の 整数 で あれ ば 番号 が 
飛ん で いて も よい 。 

② 同 一 プロ グラ ム 内 で 同じ 行 番号 を つけ る と, 
後に タイ プ し た 方 が 残る 。 

1 つの 行 番号 に , 続け て 複数 の 命令 を 書く 
こと が で きる 。 こ の 時 は 各 命 令 を シュロ ン 
(: ) で 区 切る ( 図 33)。 

④ 行 番号 か ら キー まで を BASIC 上 の 
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gN sz-BASIC 
1 行 と 呼び , 255 文 字 以 内 で あれ ば , いく 

つの 命令 が 含ま れ て も , また 画面 上 の 数 行 

に 渡っ て も よい 。 

で は , ブロ グラ ム を 実際 に 作り な が ら , プ 
ログ ラム の 作成 ・ 実 行 ・ 修 正 の 手順 に つい て 
説明 し まし ょ 2 う 。 

図 34 の 命令 を 順に 入力 し て くだ さい 。 1 
行 入力 し た ら , 必ず | i | キー を 押し ます 。 
これ 以降 の プロ グラ ム の 説明 で は , キ 
ー を 押す こと は いち いち 書き ませ ん が , 特に 
こと わり が な けれ ば , 行 の 最後 は 必ず 
守 。 

行 番号 の な い 単 独 の 命令 の 時 は | l | キー 
を 押す と 直ちに 実行 され , 命令 が 終わ る と 
OK の 文字 が 表示 され ます が , 行 番号 付き で 
タイ プ す る と , 何 行 タ イプ し て も 実行 され ま 
せん 。 カー ソル が 次 の 行 に 移る だ け で す 。 

BASIC は , 0 65529 の 整数 で 始ま る ア 
ルフ ァ ベ ッ ト の 行 を プロ グラ ム と みな し , 二 

【 図 33】 ここ 


【 図 34】 


行 せ ず に その まま 記憶 し ます 。 ま ちがっ た 命 
令 で も , と に か く , その まま 記憶 し ます 。 
記憶 し て ある プロ グラ ム を 実行 させ る に は , 
「Run」 (ラン ) と いう 命令 を 使い ます 。 
RUN[  ] で 行 番 号 の 順に 次 々 に 命令 を 
実行 し ます ( 図 35)。RUN [| | は [rsJ) 
に 登録 され て いま す 。 

プロ グラ ム の 命令 は , タイ プ し た 順に 関係 
な く , 行 番号 順に 実行 され ます 。 したがって, 
後 か らい くら で も 命令 を 追加 で きま す 。 追 加 
し や すく する た め に , 通常 , 行 番号 を 10 番 
置き に つけ ます 。 

現在 メモ リ 内 に どの よう な プロ グラ ム が 記 
憶 さ れん て いる か を チェ ッ ク す る た め に は , 
「List」 (リス ト ) 命令 を 使い ます 。LIST 
で , 行 番号 の 順に 命令 が 画面 表示 され 
ます 。 画面 一 杯 に な る と , スク ロー ル (画面 
が 1 行 ず つ 繰 り 上 が る ) が 起き ます 。LIST 
は [f-4 ] に 登録 され て いま す ( 図 36)。 


19 pFint"A iprint*B* 





"PC-8291 ハ " 


"ホッ ー タ ブフ" ルナ" 
コン じ “ ュー タテ " ス " 
"4 サイ スト ノ “ 


Save 
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L 1 


Files 


N sz-BASIC 電 


小文字 で タイ プ し た print の 文字 は , すべ 同様 に .。 メモ リ 内 の プロ グラ ム は , 画面 か ら 

て 大 文字 に 変わ っ て いま す 。 命令 は , 大 文字 , 消 ん て も , メモ リ 内 に は その まま 残っ て いま 

「 小文字 の どちら で タイ プ し て も , 大 文字 に 変 す 。 ゃ も う 一 度 ラ ン さ せる と と も リス ト さ せる 
換 さ れ ま す 。 た だ し , (“ ”) の 中 は ,。 タイ こと も で きま す 。 ブ ログ ラム を メモ リ か ら 消 
「 ブ の まま で 変化 し ませ ん 。 す に は 。 命令 が 必要 で す 。 プ ログ ラム 内 の 特 
プロ グラ ム の 1 行 は , 文字 タイプ し て 画 定 の 行 を 消す た め に は , 消し た い 行 の 番号 を 


面 に 表示 し た だ け で は 記憶 され ず , キ タイ プレ し キー を 押し ます 。 
ー を 押し て は じ め て メモ リ 内 に 記憶 され ます 。 次 の タイ プ を し て くだ さい 。 








Run 
中 PC-8291A 
』 | A4 サ イス "ソノ 
ホー タフ "上 ルナ 
コン ヒ " ュー タテ " ス 


1 6 
ーー 較 
。 Load " Save " Files 


【 図 36】 


| ist 

| 1 PRINT "PC-8291A* 

還 | 2 PRINT "Aa49 イ スズ "ソノ" 
| 3 PRINT "ホー タプ" ルナ" 


還 2 PRINT “コン ピ ヒ "ュー タテ" ス " 
0 に 
、。 血 


Save " Files L is モ 
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WN sz-BASIC 
【 図 37】 

和 

4 
L 1= セ 


2 PRINT "A4 サ イス " ノ “ 
3 PRINT “ ホ "- タ フ " ルナ" 


0k 
に 
Load ら Save 


【 図 38】 


Load Save 
1[ gl 
4[ gg | 
画面 か ら , その 行 が 消え る わけ で は あり ま 


せん が , メモ リ 内 か ら 行 番号 1 と 行 番号 4 が 
消え ます 。LIST 命令 で 確認 し て み ま し ょ う 
( 図 37)。 

RUN[ gl ] の 場合 も , も ゃ ちろ ん 残っ て い 
る 行 番号 2 と 行 番号 3 し か 実行 され ませ ん 。 

メモ リ 内 に 記憶 され て いる プロ グラ ム 全 体 
を 消す に は 「NEW」 (= ュー) 命令 を 使い 
まあ 

回 (gw( 

NEW で プロ グラ ム を 消し た 後 は , LIST 
や RUN を 実行 し て も 何 も せ ず , OK の 文字 
だ けが 表示 され ます ( 図 38)。 

プロ グラ ム の 作成 ・ 実 行 ・ 修 正 を まとめ る 
と 次 の よう に な り ま す 。 
① NEW 命令 で 記憶 され て いる プロ グラ ム 

を 消す 。 
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Files L 1= セ 


L is も 


F i ] es 


プロ グラ ム の 命令 を , 行 番号 , 命令 , 
の 順に タイ プ す る 。 これ を 繰り 返す 。 
キー を 押し 忘れ る と , メモ リ 内 に は 
記憶 され な い の で 注意 する 。 

③ タ イプ は , 行 番号 の 順 で な く て も よい 。 

④ 不 要 な 行 は , 行 番号 の み タ イプ し て 
キー を 押す と , メモ リ 内 か ら 消 える 。 

⑤ 命 令 は 大 文字 で タイ プ し て も , 小文字 で タ 
イデ し で も よい が (C” “) 内 は メイ ブ プ き 
れ た まま の 文字 が 記憶 され る 。 

⑥ 記 憶 さ れ て いる プロ グラ ム は , LIST 命令 
で 画面 に 表示 で きる 。 

の 記憶 され て いる プロ グラ ム は , RUN 命令 
で 何 度 で も 実行 で きる 。 





BASIC の 命令 で 扱う デー タ は , 大 きく 
[定数] と 「 変 数 」 に 分 類 さ れ , 定数 と 変数 
は , さら に 文字 型 と 数 値 型 に 分 けら れ ま す 
( 図 40)。 


N az-BASIC 旬 








【 図 99】 RUN, LIST の 関連 





1 ELTNT “PO=8201 ハ " 
る PRTTNF 久生 サイ ズ ノ " 








画面 に 表示 LIST 


まとめ て 
実行 
RUN 

























この デー タ の 種 と 型 は きち ん と 区 別 す る 必 
要 が あり ます 。 な ぜ そ の よう に 分 け な け れ ば 
な ら な い の か は , 実際 に BASIC で プロ グラ 
ぁ を 作り は じ め る と , だ ん だ ん に 理解 で きる 
較 上 上 ま すこ こ で は 型 に つい て , 一 つ ず つ 
説明 し まし ょ 2 う 。 

定数 と は 。 プロ グラ ム 内 で 固定 的 な 値 を 持 
つ デ ー タ の こと で , 変数 と は , 逆 に プロ グラ 
A が 実行 され る まで は 値 を 持た な い , また は 
値 が 定まら な い デ ー タ を いい ます 。「100」 
と か 「 パ ソ ュ ン 」| は 定数 で あり , プロ グラ ム 
実行 後 計算 し て 求め られ る 値 や .、 キー ボー 








リ り の 中 で も 1 文字 (1 バイ ト ) と し て 扱わ れ 
ます が , 数 値 型 デ ー タ で は , メモ リ の 節約 と 
内 部 演算 の 効率 化 の た め に 変換 され た か た ち 
で 記憶 され ます 。 す な わ ち , 画面 に みる 1 桁 
の 数 字 が ,。 メモ リ 内 で は 必ず し ゃ 1 文字 (1 
バイ ト ) に は 該当 し ませ ん 。 そ の た め BAS- 
IC で は , 計算 に 使う 数 値 と 住所 な どの 文字 
お よび その 中 に 含ま れる 数 字 と は 区 別して 扱 
わな けれ ば な り ま せん 。 

文字 定数 は (“) で 囲ま れ た 文字 の 集まり 
(文字 列 と いい ます ) で , 255 文 字 以 内 で あ 
れ ば , アル ファ ベッ ト , 数 字 , カナ , 記号 が 











ド か ら 入 力 さ れる 値 は 変数 で す 。 自由 に 組み 合わ せ で きま す 。 
定数 , 変数 の いずれ で も , 文字 型 デ ー タ で ceD2 0 “ 
は , 画面 の 1 文字 や 入力 され た 1 文字 は メ モ “BASIC” 
ーー を 9! 
ンー の 生 い * 
L】 


は 
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旬 N ss-BASIC 





ーー 
【 図 40】 定数 と 変数 の 型 ( 例 ) 
廊 字 定数 --------------ーー--ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- *PC-8201” バナ マエ ハ ?7? 
el 整数 型 -------------ー---ー--ーーーーーーーー- I23 一 600 3 
単 精度 型 -----------ーー- 45.6 一 925.7 251 
ee 
倍 精 度 型 --------------- 12834567890 34.5 半 
敵 字 変数 -------------ーーー---ー-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー A$ YM$ 
se 02 だ ペー ニーーーーー ド つ FcmmーーーFmpesssRea A 
mm ゴー 単 精度 型 変数 ーー B5  YI 
倍 精 度 型 変数 一 09# 











< プロ グラ ム ” 
整数 型 定 数 は 一 32768 一 十 32767 の 範囲 内 
の 整数 また は % を 使っ た 整数 で , メモ リ 内 で 
は 2 ベイ ト に 変換 され て 記憶 され ます 。 

256 


ー13800 

39% 
単 精度 型 と 倍 精 度 型 は 。 いずれ も 土 38 桁 
まで の 数 値 が 扱え ます が , その 精度 に 差 が あ 
り ま す 。 


単 精度 型 で は , 有効 桁 7 桁 で 記憶 され , 6 
桁 ま で し か 有効 数 字 は 表示 され ず , それ 以上 
旧 数 表示 に な り ま す 。 メ モリ 内 


は E を 使っ た 





で は 4 バイ ト に 変換 され て 記憶 され ます 。 7 
桁 以下 の 実数 , E を 伴っ た 指数 , 最後 に ! を 
使っ た 数 値 は いずれ $ ゃ 単 精度 と し て 扱わ れ ま 
す 。 

1.2345 

1.2E-03 

123 ! 

倍 精度 型 で は , 記憶 お よび 表示 は 有効 桁 
16 桁 まで で , それ 以上 は D を 使っ た 指数 表示 
に な り ま す 。 8 桁 以上 の 数 値 .D を 使っ た 指 
数 , 最後 に # を 使っ た 数 値 は いずれ も を 倍 
精度 と し て 記憶 きれ ます 。 

1234567890 
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ーー 


【 図 41】 メモ リ 内 の 記憶 場所 
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1.234567D 十 5 

123# 
一 方 , 変数 の 方 は .。 プロ グラ ム が 実行 され 
る まで 値 を も た な い の で , その 値 を 入れ る た 
め の メ モリ 内 の 記憶 場所 を 指定 し ます 。 変 数 
に は , 他 の 変数 と 区 別 で きる よう な 名 前 を つ 
け , これ を 変数 名 と いい ます 。 変 数 名 が 指定 
され る と , BASIC は 自動 的 に その 場所 を メ 
モリ 内 に 確保 し ます の で , 物理 的 な 々 モリ 上 
の 位置 は 知る 必要 が あり ませ ん ( 図 41)。 
変数 に 一 度 値 を 入れ る と , 別 な 値 を 入れ る 
まで , 何 度 使っ て も 内 容 が 変化 し ませ ん 。 ま 
た , 変数 の 内 容 が いろ いろ に 変化 し て も , プ 
ログ ラム で は 一 つの 変数 名 で 扱う こと が で き 
る の で , 定数 に 比較 し て 命令 を 書く の が 少な 
iC で すみ ます 。 
変数 名 の 規則 





PC-8201 で は , 作成 し た プロ グラ ム は 電 
源 ス イッ チ を 切っ て も 消え ず に 残っ て いま す 。 


し か し , 新しい 別 の プロ グラ ム を 作成 する た 
め に 前 の プロ グラ ム を 消さ な けれ ば な ら な い 
こと が で て きま す 。 消さ ず に 新しい プロ グラ 
ム を タイ プ す れ ば, 前 の プロ グラ ム へ の 追加 
の 行 と みな され て , 2 つの プロ グラ ム が 混 じ 





①1 文字 目 は アル ファ ベッ ト と する 。 
②2 文字 目 は アル ファ ベッ ト ま た は 数 字 と す 
る 。 3 文字 目 以降 は , N。。- BASIC で は 無 
視 さ れる 。 
③ 変 数 名 内 の カナ 文字 と 空白 は 無視 され る 。 
④ 変 数 名 の 中 に BASIC が 使う 文字 (予約 語 
と いう ) を 含ん で は な ら な い 。 
⑤ 変 数 に ゃ も, 文字 型 , 整数 型 , 単 精度 型 , 倍 
精度 型 が ある 。 変数 名 の 後に $, %, 
!, # を それ ぞ れ つけ て 型 を 区 別 する 。 型 が 
違え ば 変数 名 が 同じ で も 別々 の 変数 と し て 
扱わ れる 。 
A1$ 
A1# 
A12345# 
型 宜 言 文字 を 省略 する と , すべ て 単 精度 
と みな され る 。 


| 型 が 違う の で 別 の 変数 
同じ 変数 


プ ナ LI の ラム の セー と ロー に 


っ て し まう か ら で す 。 

PC-8201 で は この よう な 時 に , 現在 使っ 
て いる プロ グラ ム を , メモ リ 内 の 空き 領域 に 
移し て 保存 する こと が で きま す 。 現在 の プロ 
グラ ム が 記憶 され て いる 場所 も , 保存 用 に 移 
され る 場所 も , どちら も PC-8201 の メモ リ 
(RAM) な の で す が , 区 別 し や すい よう に 

3 の 


@N sz-BASIC 
前 者 を BASIC 領域 , 後者 を RAM 領域 と 
呼ぶ こと に し ます 。 

いい か えま す と , PC-8201 で は , これ が 
これ まで の コン ピュ ー タ の 概念 か らい うと 画 
期 的 な こと な の で す が , 自分 自身 の メモ リ 内 
を , 実行 する た め の プ ログ ラム の 領域 と 外部 
記憶 装置 の よ う な 保存 用 領域 の 両方 に 使え , 
どちら る ゃ 電源 を 切っ て も 消え な い の で す 。 
RAM 領域 は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の よう 
な 外部 記憶 装置 と 同じ よう に 使え ます が , メ 
モ り です から , 外部 記憶 装置 と は 比べ も の に 
な ら な い ほ ど 速 く 処 理 が で きま すし , メニ ュ 
ー 画 面 上 で 保存 きれ て いる ファ イル を 操作 で 
きる と いう 利点 も あり ます 。 

現在 , BASIC 領 域 に ある プロ グラ ム を 
RAM 上 へ 移す た め に は SAVE Me 細 グリ 

【 図 42】 、 


Load " Save 
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命令 を 使い ます 。SAVE “ は [frz ] に 登録 
され て いま す 。 

サジ ブル の プロ グラ テム を だ タイ プ し て , これ 
を EX-2 の 名 前 で セー ブ し て みみ まし ょ 5 
( 図 42)。 

10 PRINT“ サ ンプ ルプ ログ ラム ” 

20 PRINT “セー プ ァ レン シュ タ ”[ 

SAVE “EX-2”[ q ] 

セー プ ブ が 完了 し た 後 , LIST 命令 を 実行 し 
て みて くだ さい 。 プ ログ ラム が ちゃ ん と 表示 
され ます ( 図 43)。RAM へ の セー プ だ け で 
な く , カセ ッ ト テ ー プ な ど へ の セー ブ も そう 
で す が , セー ブ の 働き は プロ グラ ム を 移す と 
いう より 同じ ュ ピー を 作る と いう 方 が 正確 で 
す 。 し た が っ て , セー プ 後 も , 元 の プロ グラ 
ム は 変化 せ ず に 残っ て い ます 





| 19 PRINT "サン ファ" ルフ 5 ログ" ラム“ 
29 PRINT "セー フ " ノ レン ラ ュ ウ " 
Save "EX-2* 
0k 


"Files に 呈 




















【 図 43】 


Save "EX-2" 
0k 

L ュ 15 七 

19 PRINT "サン フ " ル フフ 5 ロク" ラム“ 


26 PRINT "セーブ 


0k 
久 


Load Save 


た だ し , PC-8201 で は , 自分 自身 の メモ 
リ 内 へ の コピ ー と いう 特別 な セー ブ な た め , 
少し 違っ た 処理 を し ます 。 同じ ュ ピー を 2 つ 
持つ の は メモ リ 節約 の 上 か ら も 好ま し く な い 
た め , SAVE 命令 実行 時 は , 名 前 の 登録 だ 
け 行 い , 実際 に は RAM へ は すぐ に 書き 込 
み ま せ ん 。 NEW 命令 な ど に より , BASIC 
領域 が 消さ れる 時 , 自動 的 に RAM へ 書き 
込み ます 。 

ファ ンク ショ ン キ ー の 10 番 を 押し , メ = 
ュー 画面 へ 戻し て くだ さい 。 メ ニュ ー へ 戻す 
時 も , その 前 に SAVE 命令 が 実行 され て い 
る と , RAM へ の 書き 込み が 行わ れ ま す 。 同 
時 に BASIC 領域 の プロ グラ ム は 消さ れ ま す 。 
メニ ュー 画面 に 戻す と , EXX-2. BA が ぇ メニ 
ュー 上 に 表示 され て いる の を 見 る こと が で き 
ます ( 図 44)。 

EX-2 は 使用 者 が つけ た プロ グラ ム 名 で す 。 
RAM 上 は , プロ グラ ム で あっ て も デー タ で 

【 図 44】 


1283/95/91 12:27i51 


ESMe 六 較 較 「EXT 


Load Save 
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ノ レン シュウ”" 


L 1 


あっ て も , どちら も ファ イル と し て 扱わ れる 
た め , EX-2 は 正確 に は ファ イル 名 と 呼び ま 
す 。 フ ァイル 名 は , 6 文字 以内 の アル ファ ベ 
ッ ト , 数 字 , カナ , 一 部 の 記号 で 自由 に つけ 
る こと が で きま す が , ほか の ファ イル と 区 別 
が つく よう に 固有 の 名 前 に する 必要 が あり ま 
すず 

EX-2 の 後に (.) で 区 切ら れ て BA の 文 
字 が あり ます 。 こ れ は 拡張 子 と 呼ば れ , ファ 
イル の 種類 を 表し て いま す 。 拡 張子 に つい て 
は , 第 1 章 の メニ ュー の 機能 を 参照 し て くだ 
さい 。 

で は , も う 一 度 BASIC を 選択 し ます 。 1 
つ プ ログ ラム を セー ブ し た 分 だ け メ モリ の 空 
き 領 域 を 表す 数 字 は 減っ て いま す ( 図 45)。 

リス ト で プロ グラ ム が 残っ て いな いこ と を 

認 し て くだ さい 。SAVE 命令 だ け で は プ 
ログ ラム は 消え ませ ん が , RAM 上 に 書か れ 
た 時 点 で BASIC 領域 か ら 消さ れ ま す 。 


(C) Microso 千 † 1 
TELCOM EX メー2 。BA 


Li も 28348 
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【 図 45】 





| 0k 
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Load Save 

カセ ッ ト テ ー プ の よう に , 本 体 と は 別 な 装 
置 を 使っ て セー ブ す る 場合 は ,。 セー ブ し た 時 
点 で 2 つの 同一 プア ログラム が 別々 の 装置 に 存 
在 し ます 。 そ の 後 , 本 体 上 の プロ グラ ム , つ 
まり BASIC 領域 の アプ ログ ラム に 変更 を 加え 
て も , カセ ッ ト テ ー プ 上 の プロ グラ ム に は , 
も ちろ ん 影響 が あり ませ ん 。 別 の いい 方 を す 
る と , プロ グラ ム に た 少し で も 修正 が あっ た 場 
合 は 。 その つど セー ブ の や り 直 し が 必要 で す 。 

PC-8201 の 特徴 で ある RAM 上 の プ ブログ 
ラム で は , BASIC 領域 に アデ ログ ラム が ある 
時 は , 実際 に は RAM へ は 移さ れ て いま せ 
ん 。 そのため, プロ グラ ム を 修正 し た 場合 は , 
修正 後 の プ ログ ラム が 自動 的 に RAM に 移 
半 和 ます 。 

RAM 上 の プロ グラ ム ょ を BASIC 領域 に 呼 
ひび 込む 命令 は LOAD (ロー ド ) と いい ます 。 
EX-2 を も うら 一 度 BASIC 領域 に ビー ド し て 
みみ ましょ う 。LOAD“ が [fri] に 登録 され 

【 図 46】 


Load "EX-2"* 
0k 

L ュ = 

19 PRINT 9277 AZ"m ロ ゲラ 


29 PRINT も セア 
0k 
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NEC PC-8291 BASIC Ver 1.9 (C)〉) Microso 生 † 
28348 Bytes free 


Files 








Lig セ も Run 


て いま うっ 

DOMAUD “EX-2” 

ロー ド が 完了 し た ら , LIST 命令 で 確認 し 
て くだ さい ( 図 46)。 

カセ ッ ト テ ー プ の よう な 外部 記憶 装置 か ら 
プロ グラ ム を ロー ド す る 時 は , 何 回 ロー ド し 
て も カセ ッ ト テ ー プ の 内 容 は 変わ ら ず に 残っ 
て いま す が , RAM 上 の プロ グラ ム ょ を BAS- 
1IC 領域 に 呼び 込む 時 は , メモ リ の 節 約 の た 
め , RAM 上 の プロ グラ ム の 方 を 消し て し ま 
いま す 。 し か し 。 も う 一 戻せ セー プ し な まく て る 
ニュ ュー, ロー ドド な ど で メ モリ 上 の プロ グラ ム 
が 消さ れる 時 や メニ ュー へ 戻る 時 は , 自動 的 
に BASIC 領域 の プロ グラ ム が RAM 上 に 
復元 され ます 。 

プロ グラ ム を セー ブ す る 時 は , 命令 を ュー 
ド に 直し た 中 間 言 語 に し ます 。 中 間 言 語 の 方 
が , 命令 を その まま 記録 する より も ゃ も 短く な る 
た め , 領域 と 時 間 の 節約 に な る か ら で す 。 拡 


ノ し ルッ シュウ“ 
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張子 .BA が 付い た BASIC プロ グラ ム と は , 
この 中 間 言 語 の プロ グラ ム な の で す 。 

し か し , ュー ド 化 せ ず に その まま セー ブレ し 
た い 場 合 が あり ます 。RAM 上 に セー ブ す る 
時 に , 中 間 言 語 に ュー ド 化 し な い プ ログ ラム 
は 。TEXT ファ イル と し て セー ブ さ れ ま す 
か ら , 編集 が 楽 で す 。 

また , 中 間 言 語 は , 同じ PC シリ ー ズ の パ 
ソ ュ ン で も いろ いろ 異な る た め , その まま で 
は 他 の パソ ュ ン へ 移し て も 正しく 機能 し ませ 
族 そこ で 中 間 言 語 に ュー ド 化 し な い 元 の 
、。 BASIC 命令 の まま の プロ グラ ム で セー ブレ し 
て お く 方 法 が 必要 に な り ま す 。 こ れ を アス キ 
ー セ ー ブ と いい ます 。 アスキー セー ブ は 次 の 
貞 5 に 書き ます 。 

SAVE “ファ イル 名 ",A 

SAVE “CAS: ファ イル 名 ",A 

アス キー セー ブ さ れ た プロ グラ ム で あっ て 
井 昌 通常 と 同じ よう に ロー ド で きま す 。 

BASIC 領域 内 に プロ グラ ム が 入っ て いる 


時 , NEW を せ ず に 新しい プロ グラ ム を タ 
イプ すれ ば ぱ ば , 当然 2 つの プロ グラ ム は 混じり 
合っ て し まい ます 。 た だ た だし, ロード では, 
NEW が 自動 的 に か か る た め , 前 の プロ グラ 
ム が 消え て か ら 新しい プロ グラ ム か が 入力 され 
ます 。RAM また は カセ ッ ト テ ー プ か ら プ ロ 
グラ ム を ロー ド す る 時 に , NNEW を し な い 
で , 読み 込む 方 法 が あり ます 。 こ の 命令 を 
MERGE と いい ます 。 

MERGE (マー ジ ) 命令 

MERGE 命令 を 使う と NEW を か けず に 
プロ グラ ム を ロー ド で きま す 。 そ の 結果 , 読 
みみ 込ま れ た プロ グラ ム は 前 の プロ グラ ム の 追 
加 修 正 分 と みな され , 2 つ は 1 つの プロ グラ 
ム に まとまり ます 。 こ の MERGE を 行う 時 
(に 。 プロ グラ ム は アス キー セー ブ し た も ゃ もの, 
すなわち , .DO タイ プ で な けれ ば な り ま せ 
ん 。 メ モリ 内 の プロ グラ ム と MERGE の た 
め に 読み 込ま れる プロ グラ ム の 間 に , 同じ 行 
番号 が ある と , 読み 込ま れる 方 が 優先 し ます 。 


(2 ) BASIC の 基本 命令 





N。。-BASIC に は 100 以 上 の 命令 が あり ま 
す が , 自分 で プロ グラ ム を 作る 場合 に は , ま 


ず 基 本 の 6 つの 命令 を マス ター し て くだ さい 
( 表 3 )。 
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【 表 3 】 6 つの 基本 命令 





イー 
PRINT 画面 に 表示 する 








LET 変数 に 値 を 入れ る 
INPUT キー ボー ド か ら 変 数 に 値 を 入れ る 
END プロ グラ ム を 終了 させ る 
IF 条件 判断 する 
| coro 無 条 件 に ジャ ンプ する 








: 基本 な 大 功 だ * 











PRINT (プリ ント ) 命令 


すでに , この 命令 は 使っ て きま し た が , ゃ も 
少し 文法 を 詳し く 説 有明 し て お きま す 。 
PRINT は , 画面 に 文字 や 数 字 を 表示 する 
た め の 命 令 で す 。PRINT の 後に ダブ ルク ォ 
ー テ ーション (") で 囲っ た 文字 を 書く と, 
その 文字 が 画面 に 表示 され ます 。 次 の 命令 を 
入力 し て 確認 し て み ま し ょ う ( 図 47)。 
PRINT “ABC" 
PRINT“A$”[ | 
【 較 71 人生 交 レー 
print ABC 
ABC 
0k 
PPint 人 A 呈 " 
| | ^$ 
_ 0k 
田 





Load " Save 


【 図 48】 


pFint ABC 
9 
0k 
PFint み ム も 


Uk 
馬 
Load " Save 
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で は , (“) な し で PRINT の 後に 文字 を 
書い て み ま す ( 図 48)。 
PRINT ABC[ 
PRINT A$[ gl 
こと の よう に , (") で 囲ん だ 場合 は , 指定 
の 内 容 が その まま 表示 され ます 。(“) で 凍 
ん で ある の で 文字 型 定数 と し て 扱わ れ て いま 
す 。(“) な し の 場合 は , AB (3 文字 目 の 
C は 無視 され る た め ) お よび A$ と い 2 変 


Files し 1= セ 


Fi | es L i ョ 





数 の 現在 の 記憶 され て いる 内 容 を 表示 し ます 。 
AB は 単 精度 型 変数 で す が , まだ 使わ れ て い 
な い の で 値 は 0 (ゼロ ) で す 。A$ は 文字 型 
変数 で す が , 同様 に まだ 使わ れ て いな い の で 
値 は 空 で す 。 

今度 は PRINT の 後に (") で 囲ん だ 数 
字 を 書い て み ま し ょ 2 ( 図 49)。 

_PRINT “10-13 7?[ ] 

PRINT “ 十 0.55"[  ] 


同様 に (“) な し で PRINT の 後に 数 字 


【 図 49】 


。 19-13 
| 0k 
print 「+9.55“ 
_  +9.55 
| 上 


oad " Save 


【 図 50】 
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= 
0k 
| | Print +9.55 


5 858 
0k 
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_ 。 print "19-13" 
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を 書い て み ま す ( 図 50)。 
PRINT 10-13[ g ] 
PRINT 0.55[ ] 
(“) で 囲っ た 場合 は , どん な 内 容 で あっ 
て も , つま り 数 字 で あっ て も , BASIC 上 は 
文字 型 デ ー タ と みな され ます 。 文字 型 デ ー タ 
は , 指定 の 内 容 が その まま 表示 され ます 。 文 
字 型 デー タ は , 実際 に は 数 字 で あっ て も ゃ 計算 
に は 使う こと が で きま せん 。 
(“) な し の 場合 つま り 数 値 型 デ ー タ で 
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【 図 51】 


旨 0k 
。 回 
。 Load 






Save 


は その 実質 的 な 値 を 表示 し ます 。10 一 13 で 


は , 計算 結果 の 一 3 を 表示 し ます 。 十 0.55 
で は , 小数 点 の 前 の ゼロ と プラ ス の 符号 を 省 
略し ます 。 数 値 を 表示 する 場合 , 1 桁 目 は マ 
イナ ス 符 号 用 に 使い ます 。 し た が っ て , プラ 
ス の 時 は , いつ も 1 桁 目 が 空白 に な り ま す 。 

この よう に , BASIC で は , 算 用 数 字 か どう 
か で は な く , 文字 型 と し て 扱っ て いる か , 数 
値 型 で 扱っ て いる か で , 処理 が 違っ て きま す 。 

PRINT の 後に 何 も 書 か な いと , 単に 改行 
が 行わ れ ま す 。 

PRINT の 後に は , 逆 に 複数 の 文字 列 や 数 
値 を 書く こと も で きま す 。 区 切り に は ュ ンマ 
(,), セミ ュ ロ ン (:), 空白 が 使わ れ ま す 。 

(,) と (: ) の 機能 の 違い を みる た め , 次 
の プロ グラ ム を 入力 し て みみ まし ょ 2 ( 図 51)。 


10 PRINT “A” “B”[] 
20 PRINT “A":“B”[ 可 ] 
30 PRINT 123,456[ g ] 





【 図 52】 









Files 
















L is も 


40 PRINT 123: 456[ 

ュ ン マ (,) で 数 値 や 文字 列 を 区 切っ た 場 
合 , 画面 上 は 14 文 字 単 位 で 表示 され ます 。 
すなわち , 最初 は 1 文字 目 か ら , 次 は 15 文 
字 目 か ら , さら に 続く 時 は 改行 し て 1 文字 目 
か ら , それ ぞ れ 表示 され ます ( 図 52)。 

セミ コロン (: ) で 区 切っ た 場合 , 前 の 文 
字 に 続い て 表示 され ます 。 た だ し , 数 値 の 場 
合 , 直前 に プラ スマ イナ ス の 符号 が つけ られ , 
直後 に 1 文字 分 空白 が あけ られ ます 。 プラ ス 
の 場合 は 符号 が つけ られ な いた め , 実際 に は 
2 文字 分 の 空白 が 区 切り と し て あけ られ ます 。 
文字 型 デ ー タ で は 空白 を (:) の 代わ り に 
使う 2 こと が で きま す 。 ま た , 区 切り の 文字 が 
な く て も か まい ませ ん 。 し か し , 数 値 型 デー 
タ で は , 空白 は 無視 され る た め 区 切り に 使 
こと が で きま せん ( 図 53)。 

10 PRINT “ 多 ら ・B"| a] 

0 PRTINT “COP “TP 








12 文 字 し か な い 








Save 


Load 


4 人 


Fi]es 





の で , この 場合 
は 使わ れ な い 





L ig も 





N az-BASIC 朝 
【 図 53】 ーー 


是 | B 
還 Co 


還 Ok 





蘭 "Save Ftleg し 


30 PRINT 12 SL 本 り の (: ) と (,) の 違い と 同じ で す 。 





PRINT 命令 が 実行 され る と 自動 的 に 羽生 10 PRINT “AP"B" 
され ます が , 行 の 最後 が (:) また は ()) | 同じ 結果 
の 時 は 続き が ある も の と みな し て 改行 され ま 10 PRINT “A": 
せん 。(:) と (。) の 違い は デー タ の 区 切 0 JO 拉 





LET (レッ ト ) 病 令 


LET 命令 は , 変数 に 値 を 代入 する 働き を 
e 和 ま あ 。 
LET A=123[ 
LET B$=“N82BASIC”| 
LET の 後に 変数 名 , 三 ( イ ュ ー ル ), 代入 
すべ き 値 の 順に 書き ます 。LET の 文字 は 省 
略 で きる の で , 
A=123 
B$=“N82BASIC” 
と 書い て も 同じ で す ( 図 54)。 
LET が 実行 され て も , メモ リ 内 の 変数 の 
変化 は 直接 わか ら な い の で , PRINT で 確認 
【 図 54】 








a=123 

0k 

b ま ="N82BAS1IC“ 
0k 


Load " Save " Files L i = も 
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【 図 55】 
PF1n セ も aj も 
123 N82BASIC 
0k 
圏 
Eeed Save 
【 図 56】 


a ニ 1 23※29 

0k 

PP1int a 
356 ァ 7 


し て み ま し ょ う ( 図 55)。 

代入 すべ き 値 は 式 で あっ て も か まい ませ ん 。 
式 の 値 ,。 つま り 計 算 結果 が 代入 され ます ( 図 
56)。 

アス タリ スク (*) の マー ク は , か け 算 の 
記号 で す 。 

BASIC で は , 算術 式 を 書く た め に , 表 4 
の 記号 を 使い ます 。 

記号 を 使っ た 除算 で は , その 数 値 で 許さ 
れる 範囲 まで 計算 し て 四 捨 一 入 し ます 。 小 数 
点 以 下 ま で 計算 する 必要 の な い 場 合 は , \ 記 
号 で 割 算 さ きせ ます 。MOD は , 壮 で 割 算 し た 
時 の 余り を 求め る た め に 使い ます 。(〈 ) は , 
何 重 に も する こと が で きま す 。 

次 の 計算 を 行っ て み ま し ょ 25。 

PRINT (123ー5*8⑧) プ 2 

PRINT 3 和信 3-ー6 八 2 

BRLNT 10 グ 3 

PRINT 10#/3# 
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L 1 = 


L 1i ら セ 


【 表 4】 算術 式 の 記号 





中 加算 
二 浅 算 


*( ア スタ リス ク ) | 乗算 














グ 《 久 ラジ シト) 除算 

A 指数 演算 

3 整数 の 除算 

MOD 利 作 

4 」 演算 順位 を 変え 0 る た め の カ ッ コ 
に 

PRINT 10 ぎ 3 


PRINT 10MOD3 

答え は それ ぞ れ , 41.5, 一 9, 3.33333, 
3 .333333333333333。 3, 1 に な り ま す 。 

式 の 中 に 変数 を 含む こと も で きま す 。 図 57 
の プロ グラ ム を 入力 し , 実行 し て みみ ましょ 
と 

変数 名 は , BASIC の 文法 に 違反 し て いな 
い 限 り , プロ グラ ム ど と に 自由 に 決め て よい 





N az-BASIC 殺 





【 図 57】 

1 馬 王 123 

29 ロー( ロ ーS※ の ) 2 
398 ヒー3^3ーB 

49 D メ ー ビ \〆 

Sg EZ<ーC MOD Z 
ら 9 F 提 一 ヒス ググ コ 提 


実行 例 


Run 





Z9 PRINT AiBiCID22jE グ ョ F 提 


123 39 -12 -1 -5 -1.666666666666667 








の で す が , BASIC で 役割 を 固定 され て いる 
変数 名 が いく つか あり , これ ら に つい て は 使 
用 者 が 勝手 に 使う 9 こと が で きま せん 。 こ の 
BASIC が 役割 を 決め て いる も の を 予約 変数 
と いい , ある 特別 な 値 を 記憶 する た め に 使い 
ます 。 予約 変数 の 値 を プロ グラ ム 内 で 使う こ 
と は で きま す が , 値 を 勝手 に 代入 する こと は 
で きま せん 。 

予約 変数 の うち , TIME$ と DATE$ に 
は , LET に より 値 を 代入 する こと が で きま 
す 。 と いう より も ゃ も, この 2 つの 予約 変数 に は , 
LET で し か 値 を 入れ られ ませ ん 。 

TIME$ と DATE$ は , $ の つい た 変数 
名 か ら 見 当 が つく よう に , 文字 型 変数 で す 。 


TIME$ は 現在 の 時 間 を , 時 : 分 : 秒 の 形 
で , DATE$ は , 日 付 を , 年 / 月 日 の 形 
で , それ ぞ れ 記憶 し て いて , PC-8201 が 動 
いて いる 限り , 時 計 お よび カレ ンダ ー と し て 
機能 し ます 。 

プロ グラ ム な ど と 同様 に .。 スイ ッ チ を 切っ 
て も 時 計 は 止ま り ま せん か ら , 一 度 , 正しい 
時 間 と 日 付 を セッ ト (代入 ) し て お けい ゆ , 
PC-8201 は 常に 現在 の 時 間 と 日 付 を 教え て 
くれ る と と に だ なり ます 。 

例 に な ら っ て , 正しい 時 間 と 日 付 を セッ ト 
し て くだ さい 。 各 桁 は 必ず 2 桁 で す 。 

TIME$=“15: 05: 00”[ 引 | 

DATE$=“83 ノ 05/01" 
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INPUT (イン プット) 疫 





INPUT は , キー ボー ド か ら 変 数 へ , 値 せま す ( 図 59)。 


を 入れ る 働き を する 命令 で す 。 値 を 入力 せ ず [ gi ] キー の みろ 押 し た 場合 は , 
INPUT が 実行 され る と , 画面 に ? が 1 変数 に は 値 が 入ら ず ず , INPUT 前 の 状態 が 

個 表示 され て 止ま り , キー ボー ド か ら の 入力 保 た れ ま す ( 図 60)。 

を 待ち ます ( 図 58)。 INPUT 命令 で 指定 する 変数 は , 複数 で 
値 を 入力 し て | i | キー を 押す と , 入力 き あっ て も か まい ませ ん 。 その 時 は , キー ボー 

れ た 値 が 指定 の 変数 へ 入れ られ (記憶 され ), ド か ら デ ー タ を , ュ コンマ (,) で 区 切っ て 入 


先 へ 進み ます 。 入 力 する 値 は 変数 の 型 に 合わ 力 し ます 。 ま た , 入力 の デー タ は 変数 の 型 に 
7 マブ マブ ヤブ マヤ マヤ マヤ CT「 リ 0「0 リ 00「0 リ mt ゥ tmt 〇 †〔{({(」{1 ド ト |」 |」「 「 上 「 





ー Load " Save " Files L is も 


【 図 59】 
1npu セ も a 
| ? 12345 

| 0k 


。 PFPint a 


12345 
呈 0k 
本 


Load " Save " Files 





【 図 60】 


0k 
Load " Save " Files 
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N az-BASIC 坦 


合わ せな く て は な り ま せん ( 図 61)。 

INPUT で 指定 し た 変数 の 数 より ゃ 入力 
し た デー タ の 数 が 多い 時 は , メッ セー ジ を 表 
示し て 余分 な も の を 無視 し ます ( 図 62)。 

逆 に 変数 の 数 より ゃ 入力 が 少な い 時 は , 2 
個 の クエ スチ ョ ンマ ー ク (? ?) を 表示 し て , 
続き の 入力 を 求め て きま す ( 図 63)。 

残り の 値 を 入力 する まで INPUT 命 令 は 
終わ り ま せん ( 図 64)。 SA 

数 値 変数 に 数 値 以 外 を 入力 する と , エラ = 計 寺 = 

。 | input ab,c せ 
上 ? 3,e81,6578999 
還 | 0k 

| 自 」 

















縛 Load ′ Save " Files 


【 図 62】 
。 | 1nPu 上 て ab。c 拉 
剛 | 7 1,234567,829,12 
ーー ?Ex モ ra 19noFed 
引 | 0k 
_ 還 





ーー Load " Save " Files 


【 図 63】 
。 1nPu て t ab,c 揚 
3。6599 
?? 園 


ーー Load " Save " Files 
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(に は な り ま せん が , や り 直 し を 求め て きま す 。 
REDO FROM START は , 最初 か ら や り 
直し の メッ セー ジ で ( 図 65), 正しい デー タ 
を 入力 すれ ば , 先 へ 進み ます 。 

INPUT 命令 で は , ? の 前 に 説明 文 を 表 
示さ せる こと が で きま す 。 こ とこ れ を プロ ンプ ト 
文 と いい , 何 を 入力 する の か を わか りや すく 
する た め に 使い ます 。 プ ロン プ ト 文 は , 命令 
に 続け て (“) で 囲ん で 書き , 変数 と の 区 功 
り だ は , セミ コロ ン (:) を 書き ます 。 

【 図 64】 Xe 
1nP セ も a ョ を 。b。c 導 
叶 " 3,6599 
7 44 
0k 
劉 


Load " Save 


【 図 65】 
1npu 七 a タ 
? aBc 


?Redo fom = モ a ビ セキ 


? 画 


【 図 66】 


スリ ウ リョウ? 24 
0k 


用 inpu モ t AB=" ia,b 


AB=? 12,59 
0k 
葉 


Load ら Save 
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1npu "スウ リョ ウ "j5 


Files 


図 66 は プロ ンプ ト 文 付き の INPUT 命令 
の 例 で す 。 

プロ ンプ ト 文 は , 1 つの INPUT 命令 に 
1 つ し か 書け ませ ん 。 図 67 の 例 は 文法 エラ 
ー 條 法 り ます 。 

これ まで 数 値 変数 に 値 を 入れ る 例 ば か り 説 
明 し て きま し た 。 今度 は , 文字 変数 に キー ボ 
ー ド か ら 値 を 入れ て み ま し ょ 2。 

次 の プロ グラ ム を 入力 し て くだ さい 。 

10 INPUT “ナマ ェ テハ” : Ns 


Files 


L 1 








20 PRINT N$[q』l 

この プロ グラ ム を 実行 する と , 画面 に は 
「 ナ マエ へ ム ?」 の プロ ンプ ト が 表れ ます 。“ 
saito ”" と 入力 し ます ( 図 68)。 

も う 一 度 実行 し , 今度 は (“") な し で 
saito と 入力 し ます ( 図 69)。 

LET 命令 で 文字 変数 に 文字 定数 を 代入 す 
る 時 は , 文字 列 を 必ず (“) で 囲む 必要 が あ 
巧 ま し た が INPUT 命令 で は この よう だ, 
(“) で 囲ん で も 囲ま な く て も 文字 デー タ の 

【 図 67】 2 、 









1 npu セ 

シン チョ ウ ? 179 
| SN Error 

0k 

園 


【 図 68】 


。 29 PRINT N ま $ 
| Run 
ナマ エル? "aito" 


8a1 七 O 
0 
較 
* Load " Save 


【 図 69】 
。 Run 
ナマ エル 7? sai も to 
8 1 モ O 
Ok 
較 


Load " Save 


"シン チョ ウ " ?5 


load " Save 


19 INPUT "ナマ TA'jN$ 





N az-BASIC 銀 
入力 が で きま す 。 通常 は (“) な し で 入力 し 
ます 。 違 い は 次 の と お り で す 。 

(“) で 囲っ た 場合 …… 文 字 列 の 中 の ュ ン 
マ や 空白 が その まま 変数 に 代入 され る 。 ダ プ ブ 
ルク ォ ー テ ーション (“) その も の は 入力 で 
ぎ き が い 。 

(“) で 囲ま な い 場 合 …… ュ ンマ は デー タ 
の 区 切り と し て 扱わ れ , 代入 され な い 。 文字 
列 途中 の 空白 と 途中 の ダブ ルク ォ ー テ ー シ ジ ショ 
ン (“) は , デー タ の 一 部 と みな され る が 


"タイ シド ュ ウ "も 


Files L 1 


Files L ij も 


Fi ] es L 1i= セ 


ji1 





g 人 Nsz-BASIC 
【 図 70】 
Run 


N 7 ジブ ガヤ 。 2759 


ジブ " ヤ 。 クチ ョ ウメ 

、 14 
大 

Load ら Save 

【 図 71】 


Run 


ダダ 。 ぅ る 7" ヤ 。 2 チョ ウメ 
2②Ex モ 8 19nOF@d 


レル 4 科 』 
0k 
四 」 


』 1oad ら a い @ 
文字 列 前 後 の 空白 は 無視 され る 。 

これ を 実際 に た めし て み ま し ょ う 。 次 の プ 
ログ ラム を 入力 し て くだ さい 。 

10 INPUT A$| 』] 
20 エニ LEN (A$) 
30 PRINT A$,L[ | 

この プロ グラ ム を RUN 命令 で 実行 させ , 
訟 シブ ヤ , 2 チョ ウメ 」 を (") 付き で 
入力 し ます ( 図 70)。 

あう 一 鹿 実 行 し 。 同じ も の を (") な し で 
入力 し ます ( 図 71)。 

LEN は , 文字 列 の 長 さ を チェ ッ ク す る 関 
数 で す 。LEN の 後 の ( ) の 中 に , 文字 変 
数 また は (“) で 囲ん だ 文字 定数 を 指定 する 
と , その 実際 の 長 さ が 値 と な り ま す 。 

最初 の 例 で は 空白 や ュ ン マ も 含め て 14 文 
字 あ り ま す (濁点 その も の も 1 文字 と 数 えら 
れ ま す )。 2 番目 の 例 で は , コン マ を デー タ 
の 区 切り と し て みな し た の で , コン マ 以 降 は , 
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【 図 72】 コン ピュ ー タ 処理 の 基本 形 

















IGNORED (無視 ) の メッ セー ジ を 表示 し 
て 変数 に は 代入 し ませ ん で し た 。 前 の 空白 も 
無視 され て 文字 数 に 数 を られ て いま せん が , 
ュ ン マ の 直前 の 空白 は , 文字 列 の 途中 と みな 
され て いま す 。「 シ ブ ヤ 」 と だ け 入 力 し た の 
で あれ ば ぱ ば , 4 文字 と 数 えま す 。 

PRINT 命令 LET 命令 に 加え て IN- 
PUT 命令 を マス ター する と , 少し プロ グラ 





ム ら し い プ ログ ラム が 組め ます 。 条件 を 入力 
( 却 処理 し , 結果 を 出力 する と いう ュ ユン ゼ ピュ 
ー タ 処理 の 基本 形 が で きる か ら で す ( 図 72)。 


N az-BASIO 
図 73 を 実行 し た の が 図 74 で す 。 
入力 , 処理 , 出力 の 基本 パタ ー ン の 応用 例 
を あげ て お きま し ょ 2? ( 図 75, 図 76)。 





【 図 78】 


18 INPUT "suryo" igS 
28 =58 

38 ドーS※ 

48 PRINT "KinqakursK 











【 図 74】 
Run 


ロビ yo? 12 
に kingaku 699 
10k 


Load ら av ら 6 
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【 図 75】 
18 INPUT "ganKin"sG 











FRINT "menseKi"i き 


2 _ INPUT “FTFiFPitUT ョ R 

38 INPUT "nensu"iN 

48 ドー ロ ※ て 1+R〉 ^ 付 

58 PRINT "qanriqocKei"jK 
【 図 76】 

1@d INPUT "hankei "iR 

2 INPUT "grswurritu"』F 占 』 
39 し ニー2※P 失 IT※ 民 

4 ニーPaT※R^ ジ 

5d PRINT "ansyu"gL 

に 3 
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、 " END (エン ド ) 六 
END は ,。 プロ グラ ム を 終了 させ る 命令 で END 命令 が 必要 な の は , 任意 の 個所 で プ 
す 。 ログ ラム を 終了 させ た い 時 で す 。 日 常 の 例 で 
すでに 説明 し て きた プロ グラ ム で は END いえ ば 「 全 部 の 荷物 を 運ん だ ら 終 わる こと に 
命令 が あり ませ ん が , プログ ラム 自体 は 終了 し て ある が , 雨 が 降っ て きた ら 途 中 で も 終わ 
し て いま す 。BASIC に お いて は , END 命 る | な どの 場合 で す 。 し た が っ て , 1 つの プ 
令 が な く て も , 順番 に 命令 を 実行 し , これ 以 ログ ラム の 中 に , 複数 の END 命令 が 存在 す 
上 実行 すべ き 命 令 が な い 時 に は , Pe る こと も あり うる わけ で す 。 
ログ ラム を 終了 し て コマ ンド レベ ル に 戻る よ これ 以降 の プロ グラ ム 例 で は , 必ず END 
うに こ な っ て いま す 。 命令 を 入れ る こと と に し まし ょ 5。 


IF-THEN--ELSE 命 信 

















IFーTHEN-ELSE 命令 は , 条件 判断 を い 時 に 条件 と 違う 時 は , IF の 命令 は 何 も 実 
する 命令 で す 。IF (イフ ) の 後に 条件 を 書 行 さ れず , 次 の 命令 に 移り ます ( 図 78)。 





き , その 条件 どおり の 時 は THEN (ゼン ) IF A=O THEN C=C 十 1 
に 続く 命令 を , 条件 と 違う 時 は ELSE ( エ 条件 は , BASIC で は 関係 演算 式 ま た は 論 
ルス ) に 続く 命令 を 実行 し ます ( 図 77)。 理 演算 式 で 書き ます 。 
IF A=1 THEN PRINT “OK" 関係 演算 式 は ,。 2 つの 値 を =, >, の 関 
ELSE PRINT “NO" 係 演算 子 で 比較 し ます 。 
ELSE 以降 は 省略 で きま す 。ELSE が な 等 し い 
【 較 77】 条件 判断 の 命令 RS 
大 きい ドー 
より 大 きい な なー また は ーッ > 








条件 と 合わ な い 





【 図 78】 ELSE の 省略 


< ここ ーッ ー 合わ な い 
























【 図 79】 

18 INPUT *suFyOTjS 

28 IF S>= ニ 18 THENN =46 ELSE 」ー ご 8 
3 KS※『 

48 PRINT “KinqaFKu" 

5S8 END 
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小さ い に 個 未満 の 時 は 単価 を 50 円 で 金額 を 計算 する 
よめ 小 き ぐー 補 だ は 三 ぐ ゃ の で す ( 図 80, 図 81)。 
図 79 の プロ グラ ム 例 を 実行 し て み ま し ょ 論理 演算 式 は 2 つ 以 上 の 関係 式 の 条件 を 調 


う 。 数 量 が 10 個 以上 の 時 は 単価 を 46 円 , 10 べた り , ビッ ト 操 作 や ブー ル 演 算 の た め に た 使 
【 図 80】 


| Run 


Su ビッ oO ウ 
kingaku 459 
0k 

較 
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【 図 81】 
Run 
| suryo?7 19 
。kingaku 469 
0k 
蘭 
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【 図 82】 


1 INPUT "テッ ンズ タウ" ョ T 

29 IF T>=8g THEN PRINT " 合 " 

3g8 IF T<88 台 ND イッ >= ニ 88 THEN PRINT "BB 
4 IF T て 8 THEN PRINT "CT 

S@ END 











【 図 83】 
Run 
テッ ズ ウ Y 25 
。 
0k 
。 | 和正 
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@N sz-BASIC 
局 ま すか が と こ で は , NOT,、 AND OR 
の 論理 演算 子 を 使っ て 2 つ 以 上 の 関係 式 を 同 
時 に 調べ る 例 を 示し ます 。 

否 定 NOT 





論理 積 (どちら ゃ ) AND 
論理 和 (どちら か ) OR 
図 82 の プロ グラ ム を 入力 し て , 実行 し て 
みみ ましょ う ( 図 83)。 


GOTO (コー ツー) 前 二 





GOTO 命令 は , 行 番号 を 指定 し て ジャ ン 
プ す る 命令 で す 。GOTO の 後に 行 番号 を 書 
く と, 無 条 件 に その 行 へ ジャ ンプ し ます 。 
GO TO と $ も 書き ます ( 図 84)。 

途中 の 行 を 飛ば し て 処理 し た り , 元 の 行 へ 
戻っ た りす る の 人 使い ます 。 

図 855 の プロ グラ ム を 実行 し て みみ ます ( 図 
86)。 

た だ し , この 例 は GOTO の 働き を 説明 す 
る た め の も の で , 実際 に プロ グラ ミン グ す る 


と き に は , 

10 PRINT “AP: 
0 ERINT そ 6": 
30 END 


で すま せ た 方 が か も ちろ ん よい の で す 。 
GOTO 命令 を IF 命令 の 中 で 使う 時 は , 


GOTO か THEN か の どちら か を 省略 する 
こと が で きま す 。 
IF A=0 THEN GOTO 100 
ELSE GOTO 200 
の 代わ り に 
IF A=0 THEN 100 ELSE 200 
(5 や 旧 
IF A=O0 GOTO 100 ELSE 200 





【 図 84】 GOTO 命 令 


有 ジ ゃ 移 グ 























【 図 85】 

19 PRINT "人 "ij 
2@ GOTO 58 

38 PRINT "B"i 
4@ END 

58 PRINT "C"i 
48 GQTQ 48 











【 図 86】 


Load " Save 


56 


Fi les L 1i ョ も 





と 書い て も か まい ませ ん 。 

図 87 の プロ グラ ム は 図 79 を 手直し し て , 
何 回 で も 繰り 返せ る よう に し た も の で す 。 同 

じ 命 令 を 何 回 も 繰り 返す こと を ルー プ 
(LOOP) と いい , デー タ が 複数 ある 場合 に 
同じ 命令 を 何 度 も 書か ず に すみ ます 。 繰り 返 
す だ け で は プロ グラ ム は 終わ ちり ませ ん か ら , 
ある 値 (ここ で は 一 1 ) を 入力 し た ら 終 わる 
こと に し て お きま す 。 


終わ り の 印 に する 値 は 何で も よい の で す が 


実際 の デー タ と 同じ で は 区 別 が つき ませ ん 。 
実際 に 一 1 の デー タ が あり うる 場合 に は , 別 
な 値 を 終わ ちり の し る し に する 必要 が あり ます 
( 図 88)。 

ー1 を 入力 する まで は 行 番号 10 か ら 行 番 
号 50 の 命令 が 何 回 で も 実行 され ます 。 ま た 
同じ 命令 を 繰り 返す の で 変数 に は 毎回 違う 値 
が 次 々 と 入れ られ , 処理 の 済ん だ 値 は 消さ れ 
て いき ます 。 これ が , デー タ を 全部 , 別々 の 
変数 に 記憶 させ て 消さ な いと する と , メモ リ 
は すぐ 一 杯 に な っ て し まう で し ょ う 。 繰り 返 
し を する と , 命令 の 数 が 少な く て すむ だ け で 


N as-BASIC 

な く , 変数 の 数 も 少な く て すむ の で す 。 

繰り 返し を 行う 場合 は , 計 計算 を 行う こ 
と が あり ます 。 累計 の た め に 図 87 に 次 の 命 
令 を 追加 し ます ( 図 89, 図 90)。 

15 IF S= テ ー1 THEN GOTO 60 

45 で G1= ニ 1 填 S 

46 2= ニ 2 十 代 

4 . で 三 C 寺 1 

60 PRINT “スウ リョ ウケ ヶ ケイ": GG1 

70 PRINT “キシ ガク ケ イ ”:G2 

8 PRIWT “で ル と シス みか オイ” ュ C 

90 END 

G1=G1TS や C=C 十 1 は , 数 学 的 に は 誤 
り の よう な 感じ で す が , LET 命令 に お ける 
イ ュ ー ル ( 三 ) は 等 し い の 意 味 で は な く , 右 
辺 の 結果 を 左辺 に 代入 する た め の 記 号 で す 。 
先 に 右辺 を 計算 し , 結果 を 左辺 の 変数 に 代入 
する の で , た また ま 同 じ 変 数 を 使っ て いて も 
計算 が お か し く な る こと は あり ます ん 。 
1= ニ で G1 二 S や CC 十 1 は 果 計 を と る と き に 
よく 使わ れる パタ ー ン で す の で , 覚え て お く 
と た 敵 MY で し ょ う 。 





【 図 87】 
19 INPUT "suryo"i ら 5 
15 IF 8 ニー1 THEN END 


3 ドーS※%T 
48 PRINT "kingaKu" KR 
Sg GOTO 18 





2g IF 8>= ニ 18 THEN 「=43 ELSE 本 =Sg 








【 図 88】 
ロビ ッ yo? 29 
kingaku 226 
SuFyo7 8 
kingaku 499 
弓 ロ ビ yO? ーー1 
0k 
田 
Load " Save 
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【 図 89】 
19 INPUT "suryo" si 


36 K=S※T 
48 PRINT "Kingaku"iK 

45 G1=G1+S 

46 G2=G2+K 

4 フ ヒ = ビ + 1 

5@ GOTO 19 

る 6 PRINT "スウ リョ ウッ ウイ " jG1 
Z9 PRINT "キン フカ ~ ク ウイ " 』G2 
86 PRINT "ウン ズ ウ ウイ " ュ ビ 

9 END 





15 IF 8 テー1 THEN GT る g 
29 IF 8S>=19 THEN T=4 る ELSE 丁 =59 








【 図 90】 


上 | リン スウ リッ イ 4 
旨 0 に 


ーー Load Save 


証 | に ingaku 596 
ーー uF ビッ oO? ー1 
還 スウ リョ ウケ イ 47 

』 キン カ “ ク ケイ 2186 
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Li 














ュ ン ピュ ー タ で 処理 され た 結果 を 取り 出す 
こと を 出力 (また は アウ ト プ ッ ト ) と いい ま 
す 。 パ ソコ ュ ン に お いて , も っ と も ゃ 普通 の 出力 
方 法 は 画面 に 表示 する こと で す 。BASIC で 
は , PRINT 命令 が その 働き を し て いま す 。 

画面 に 出力 する の は PRINT 命令 だ け で 
可能 で す が , より 見 や すい 形式 に する た め の 
いく つか の 命令 が あり ます 。 

CLS 命令 

画面 に 表示 され て いる も の を すべ て 消し ま 
す 。[G][L] [8] [G ] と スカ し て みて くだ 
さい 。 た だ し , 画面 の 一 番 下 の 行 の ファ ンク 
58 





ショ ン キ ー の 内 容 の 表示 は 消え ませ ん 。 ファ 
ンク ショ ン キ ー の 内 容 表 示 を 消す の は 
SCREEN 命令 で す 。 

SCREEN (スク リー ン ) 命令 

使用 する 画面 か, PC 一 8201 自身 の 液晶 デ 
ィ ス プレ イ か , オプ ショ ン で 接続 で きる 


10 FOR 1=O tO 10 
90 PRUNT “As 


30 NEXT 
(0 





CRT ディ スプ レイ か を 指定 する 命令 で す 。 

同時 に ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 表示 を する 
か し な いか ゃ 指定 で きま す 。 オ プシ ョ ン の 
CRT は 接続 され て いな いも の と し て , 次 の 
命令 を 交互 に 入力 し て みて くだ さい 。 


Naz-BASIC 
SCREEN 0 0 
SCREEN 0 1 
2 つ 目 の 数 字 が 0 の 時 ファ ンク ショ ン キ 
ー の 内 容 表 示 を せ ず , 1 の 時 表示 を し ます 。 
前 の 0 は , PC-8201 自身 の 液晶 ディ スプ レ 





【 図 91】 


18 SCREEN B, 欠 ECLS 
29 LOCATE 1g,.3iPRINT 





"PC-826 1" 














【 図 92】 0123456783900 


1 
I 
1 
I 
「 


の や ー の ら 


PO-8201 














【 図 93】 
19 SCREEN 8,』8 iCLS 


Sg ロ Yー1 


Sg9 LOCATE 1,YiINPUT 


gg LHCATE SR YiPRIRHT 
19G ド RーS※ 丁 

118 LCATE 38.YiPRINT ドド 
12d ロ 1=G1+S 

13M ロロ デー ロディ K 

1 じ ビー ビ + 1 


134 GUHTOI SB 


179 LOCTE 2』YiPRINT 
1G_ LUE 泊 TE 


ENHD 





28 LHCATE 19。HiPRINT "suryo" 
3 LOCATE ZSBiFRINT "tanK ぇ a" 
8 LUCRTE 39。BHiPRINT "KingaKu" 


3 
/@ 1F ーー1 THEN GOTU 1〆 
8B IF S>= ニ 1@ THEN =8 る 8 る ELSE T「=5@ 


15 イニ ザイ +1iTF イー ニア 7 THEFH 1 


の 20 
1 Ys RULAMT 15 
直近 人 EE 失 TE 29。YaPRTNT 7 
2 LHCARTE 3』YiPRINT G ロ 282 ェ リ エッ リド 


1 還 js 
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【 図 94】 


【 図 95】 0 
PP1n 七 uin9 


| 


編集 命令 





イ を 意味 し , CRT ディ スプ レイ を 接続 する 
時 は , ここ を 1 に し ます 。 

LOCATE (ロケ ー ト ) 命令 

カー ソル を 任意 の 位置 に 移動 し ます 。 
LOCATE の 後に , 0 て 39 の 水平 座標 . 0 


ー 7 の 垂直 座標 を 指定 し ます 。 画 面 の 男 囲 の 


横 39, 縦 7 を 越え て 指定 し て も , 39, また 
は 7 と みな し ます が , 255 以 上 の 値 を 指定 す 
る と エラ ー に な り ま す 。 

[C] [L] [S] で 画 押 を 消し た 後 , 図 91 の 
命令 を 入力 し て くだ さい 。 

任意 の 位置 に カー ソル が 移動 で きる と , 画 
面 表示 が みや すく な り ま す ( 図 92)。 

図 93 の 例 を 図 79 と 比較 し て みる と よく わ 
か り ま す ( 図 94 は 実行 例 )。 

PRINT USING (プリ ント ユー ジン グ ) 
命令 

出力 する 数 値 を みや すい 形 に 編集 し て 出力 
する 命令 で す 。PRINT USING に 続け て , 
60 








k ingaku 
469 
399 
32209 
398 エッ 


* 半 提 電電 培 " 3a 





【 図 96】 プリ ント ユー ジン ググ 命令 
数 値 、 1 送 8 
人 // 
書式 半 北 壮 壮 半 . 北 症 
き 呈 」」」)」) 
征 果 . こ 。、。 上 。 4 因 





ーー 





どの よう に 編集 する か の 指定 (これ を 書式 制 
御 と 呼び ます ) を (“) で 囲ん で 書き , (:) 
で 区 切っ て 編集 し た い 数 値 を 書き ます 。 数 値 
は 定数 , 変数 , 式 の いずれ で も か まい ませ ん 
( 図 95)。 

PRINT USING 命令 の 中 で は , # や * に 
特別 な 意味 を 持た せ て いま す 。 これ ら の 文字 
を 書式 制御 文字 と 呼び ます 。 書 式 制御 は , 書 
式 制御 文字 を いく つか 組み 合せ て 指定 し ます 。 

数 値 の 編集 で は , 必ず 書式 の 右側 か ら ( 右 
詰め ), すなわち 1 の 位 か ら 数 字 を 代入 し ま 
す 。 小 数 点 が ある 場合 は , 小数 点 を 基準 に し 
ます 。 書 式 指定 より も 有効 桁 が 少な く , 書式 





の 左側 が 余っ た 時 は , 空白 等 で 埋め られ , 数 
字 の 頭 に 0 (ゼロ ) が 出力 され る こと は あり 
ませ ん ( 図 96)。 

書式 制御 文字 を 表 5 に 掲げ て お きま す 。 
図 97 を 実行 し て , それ ぞ れ の 制御 文字 の 
機能 を 理解 し て くだ さい ( 図 98 は 実行 例 で 


N az-BASIC 旬 

書式 制御 文字 以外 の 文字 を 書式 の (“) の 

中 に 含め る と , その 文字 が その まま 出力 され 
ます 。 と これ は 書式 制御 文字 で あっ て も , * を 
1 つ だ け 書 いた 時 の よう に , 書式 の 文法 と 違 
うら 書 き 方 を し た 場合 は 同じ で す 。 例えば, 
1234 を “ ネ ※###### エ ン "の 書式 で 編集 す 














つう 。 る と , ま * 1234 エ ン と 出力 され ます 。 
【 表 5】 書 式 制 御 

制御 文字 意 味 働 き 

# 数 字 の 桁 数 必要 な 桁 数 分 の キ を 書く 。 先頭 の が 余っ た 時 は 空白 を 出力 する 





小数 点 小数 吉 を 出力 する 








ーー ニー 


せ の 中 に (,) を 書く と 3 格 ご と に (,) を 出力 する 。(,) は # の 中 の どこ に あっ て も よい が , 





3 桁 毎 の コン マ 
革 の 先頭 と 小数 点 の 後 で は 働か な い 




























































土 の 出力 書式 の 最初 また は 最後 に 書く と , 符号 を 出力 する | 
ー の 出力 書式 の 最後 に 書く と , 数 値 の 値 が 負 の 時 だ け 待 号 を 出力 する 
* で 埋め る 書式 の 最初 に * ま を 2 つ 書 く と 、 余っ た 位置 に * を 出力 する 
\ 出 力 書式 の 最初 に \ を 2 つ 書 く と , 有効 数 字 の 直前 に \ を 出力 する 
ャ ーー ※※ と 半 \ 半 の 機能 
人 信人 人 指数 表示 井 の 後に 書く と , 指数 形式 で 出力 する | 
【 図 97】 
1 各 圭三 12 コア ロダ 提 日 捕 ニ ー デ ロア 。 さ 3 で 1 盾 
2 電王 1 で 5 る 7 ロロ 井 
SH PRIKMT LLSINGT 持 持 持 持 持 。 提 持 " 』 帳 埋 
9 PRINT LUSINIG" 持 六 持 提 半井 寺井 寺井 井 " 』 日 井 。 じ 提 
sg PRINT _ USINGT + 振 持 社 持寺 。 井 圭 " 』 丘 寺 
さき PRINT _ USING 持寺 持 培 持 。 電電 +" ョ 内 提 
ZZ PRINMNT _ USING" 電電 電 持 填 。 寺 圭一 " ョ 日 電 
SB PRINT USING"※ 洋 拉 持 電電 。 提 持 一 " 』 日 提 
FRINT LHSTING " 党 持寺 圭二 。 電電 一 " 』 日 井 
18 _ PRINT _ USING ※ 半 半 持 電電 。 拉 持 一 " 』 合 電 
119 FRINMT LUSING" 持 持 持寺 電電 持寺 井 。" j』 ビ 寺 
12H _ PRINT USING" 持寺 電電 井草 の へ リョ ビ 提 
1Sa END 
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【 図 98】 
123。 4 る 
デ の g ア 。 
+ 12 コ は 5 
1 2 。 引 させ 
の 31 の 昌 員 * 
天光 の 。 る ラー 
の 昌 グ ロ 癌 9 
まま 1 で る 
12, 34 , さ 7Z8 
1 だ ご は さ DT 


さ コ 12 コ コア 。 右 見 





1 つの 書式 に 続け て 複数 の 数 値 を 書く こと 
が で きま す 。 ま た , 


1 組 の (“) の 中 に , 複 


数 の 書式 指定 を 書く こと も で きま す 。 書 式 と 
数 値 の 割り 当て は 図 99 の よ う に 行わ れ ま す 。 
図 93 を 手直し し て , 各 項 目 の 桁 で ろ え を 


し た の が が , 
行 例 )。 
PSET (ピー セッ ト ) 命令 と PRESET 


次 の 図 100 で す ( 図 101 は その 実 


PSET 命令 は 
Pe ez うみ 


つま り 点 を 表示 し し , 








【 図 99】 書式 と 数 値 の 割り 当て 
* 書 式 ′ : ag 
の 
書式 と 数 値 は | : | で 割り 当て 
* 莉 惑 ′" : 乱 。,B 
トー ププ 
同じ 書式 が 割り 当て 


書式 書式 ′: a,b 
ーー 


書式 が 順番 に 割り 当て られ る 
> 書式 塞 臣 ′ : a.D。@,。 色 


書式 が 順番 に 割り 当て られ , また 最初 に 戻る 











【 図 100】 

19 SCREEN gd,』diCLS 

2 LOCATE 1g』BgiPRINT "suFyo" 

39 LOUCATE 2d.98giPRINT "tanka" 

48 LHCATE 38,BiPRINT "KingaKu 

5 Y=1 

る g LOCATE 18,YiINPUT S 

る 5 LUCATE 19。YiPRINT USING "半井 提 持 井 。 
Zg IF 8 ニー1 THEN GOTQ 12Z8 


89 IF 5S ふ = 


18 THEN 本 =4 る ELSE =5@ 


9 LOCRTE 2 YiPRINT USING" 電電 持 電 提 。" ョ 本 


" 提 電 提 間 井 』" ェ K 


19M ドーS※ 征 

118 LOCRTE 38』YiPRINT USING 

129 G1=G1+ ら 8 

13 2 ニーG ロ 2 ォ K 

14g C=C じ + 1 

15S8 イーY+ 1:iIF YーZ THEN 18 

139 GOUTO 8 

17Z8d_ LOCATE 2,YjPRINT リコ ウサ イリ 

18@8 LCATE 18』YiPRINT USING" 拓 社 持寺 圭 。 コ "リョ ロ 1 
128 LOCRTE SG YijPRINT USING" 拉 寺 持寺 井 。 サ フリ ョ ビ 
2d9 LUCATE 39』YjPRINT USING" 振 電 半 半井 。 エ ン リ ョ ロジ 
218 END 





62 











N az-BASIC 鍛 


k ト ingaku 

46,999 

き ,220 
159 

49、379 エ ン 











【 図 101】 
ロビ ッ O 〇 
1 , 999 46 
79 46 
3 59 
1 。g?3 コ ] 3 サッ 
【 図 102】 


























【 図 103】 


18 SCREEN iCLSi コ ニー ミ 

2Bg FOUR !I ニ 38 TU 2g9B 

36 PSETXI 。J,1) 

49 NEXT 

Sg IF SM THEN SM 1j コ ロー48 GOTH 2 
Sg SM 』 エニ 38 

Zg FOR J=5 TO 48 

BR PSETK1 。。1) 

9 NEXT 

18R IF SM THEN SM 1』1 ニ 28giGUTO Z8 











【 図 104】 
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PRESET 命令 は , 指定 し た 座標 の ドッ ト を 
リセ ッ ト , つま り 点 を 消し ます 。 

PC-8201 の 画面 は , 文字 (キャ ラク タ ) 
単位 で は 横 0 一 39, 綻 0 一 7 で す が , ドッ 
ト 単 位 で は 横 0 一 239, 縦 0 一 63 の 座標 を 持 
ち ま す ( 図 102)。 

PSET 命令 , PRESET 命令 は と も に , そ 
の 後に , 水平 座標 , 垂直 座標 ファ ンク ショ 


ン ョ ー ド を コン マ で 区 切っ て 書き ます 。 フ ァ 
ンク ショ ン ュ ー ド に は 0-255 の 数 を 指定 し 
ます 。 ファン クシ ョ ンコ ー ド が 奇数 の 場合 と 
省略 され た 場合 は , 本 来 の 機能 どおり に 働き 
ます 。 偶数 の 場合 に は , PSET は PRESET 
と し て , PRESET は PSET と し て 働き ま 
す ( 図 103 は プロ グラ ム 例 , 図 104 は その 実 
行 例 で す )。 





ュ ン ピュ ー タ に 処理 の 対象 と な る デー タ を 
与え る こと と を 入力 (また は イン プッ ト ) と い 
いま す 。 パ ソコ ュ ン に お いて も っ と ゃ 普通 の 入 
力 方 法 は キー ボー ド の タイ プ で す 。BASIC 
で は INPUT 命令 が その 働き を し ます 。 

し か し , それ 以外 の 命令 で 入力 する こと も 
で きま す 。I1NPUT 命令 以外 の 入力 命令 を 
説明 し まし ょ 2 う 。 

LINE INPUT (ライ ン イ ンプ ッ ト ) 命 令 


キー ボー ド か ら 指 定 の 文字 変数 に 値 を 入力 
する た め の 命 令 で す 。 最 大 255 文 字 ま で 入力 
可能 で , キー を 押す まで に タイ プ さ れ 
た どん な 文字 で も 受け 入れ ます 。INPUT 
命令 と 似 た 命令 で す が ,。 どん な 文字 で も 入力 
で きる こと の ほか 命令 が 実行 され た 時 , 画面 
に ? が 表示 され な いこ と , 指定 で きる 変数 は 
1 個 の 文字 変数 だ け で ある と と が 違い ます 。 
LINE INPUT 命令 は 〈, ) や (“) を 入力 





【 図 105】 
19 SCREEN 98.g@diCLS 


4g Yー1 


SB YY+ 1 
2g TF Y テ > る THEN GOTO 1g 
189 GUTO 5S9@ 





29 LOCATE 5,8:PRINT "ナマ エリ 
36 LOCATE 26,8iPRINT " テ * ン ワリ 


SG LOCATE S,YiLINE INPFUT 合 
ら 9 IF 台 和 まや ="end" THEN END 
Z LOC 全 TE 28」YiLINE INPUT BB 








【 図 106】 wo 
ナマ エ 

呈 a1 モ O 
ッ amada 


kojima 


end 
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な メタ メー ズ ら 7 ユ 
らら クー35 了 3 
743-4395 











し た い 時 は も ちろ ん で す が , 画面 に ? を 出し 
た く な い 理 由 で 使う 例 も た くさ ん あり ます 。 
図 105 に その 例 を 示し ます ( 図 106 は その 実 
行 例 で す )。 

INPUT $ (イン プッ ト ダ ラー) 命令 

指定 され た 長 さ の 文字 の 入力 を 行う も の で , 
正確 に は 命令 で は な く 関 数 で す 。 

INPUT'$ 関数 は , 指定 され た 文字 数 の 入 
力 が され る まで 待ち 続け , キー が 押さ 
れ て も , 1 文字 分 の 入力 と し て 扱い ます 。 指 
定 の 長 さ 分 の 入力 が 終わ る と 先 へ 進み ます 。 
入力 され た 文字 は 画面 表示 され ませ ん 。 

INPUT$ 関数 は キー ボー ド か ら の 入力 の 
ほか に , ファ イル か ら の 入力 に も 使わ れ ま す 。 
ファ イル か ら の 入力 に つい て は ファ イル の 項 
で 説明 し ます の で , こと と で は キー ボー ド か ら 
の 入力 例 だ け 示 し ます ( 図 107 は プロ グラ ム , 


N as-BASIC 直 

図 108 は 実行 例 で す )。 

INPUT$ は 関数 な の で 単独 で は 使え ませ 
ん 。LET 命令 を 使っ て , 変数 に 代入 し て か 
ら 使っ て いま す 。 ま た INPUT$ で は プ 
ロン プ ト 文 は 使え ませ ん し , 入力 し た 内 容 の 
表示 も し な い の で , 別に PRINT 命令 を 使 
っ て いま す 。 そ うま で し て INPUT$ を 使 
う メ リッ ト は , 必ず 決ま っ た 長 さ 分 入力 させ 
た い 時 に , 長 す ぎる , 短 か す ぎる と いう こと 
が 起こ ら な いか ら で す 。 

INKEY$ (イン キー ダラ ー) 命令 

どの キー が 押さ れ た か を 調べ る 関数 で す 。 
INKEY$ の 内 容 を 変数 に 代入 する か , 直接 
IF 命令 を 使っ て チェ ッ ク し ます 。 ど の キー 
も 押さ れ て いな い 時 は , INKEY $ の 値 は ヌ 
ルス トリ ング , つま り 空 で す 。 

INKEY$ の 活用 方 法 は いろ いろ あり ます 





【 図 107】 

19 PRINT "jn" フン コウ ラ 
29 内 生 三 INPUT も (2) 

3 PRINT 谷 ま 


ジ ゲ が ダ 





いう 


テ 


ニュ の リョ タダ" 








【 図 108】 


od リラ ラク デ 
12 


ニュ ウリ ョ ク 
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が , 代表 的 な 例 を 2 つ あ げ て お きま し ょ 2 う 。 

最初 の 例 は , ある キー (ここ と で は [ESC] キ 
ー) が 押さ れ た か どう か を チェ ッ ク し , 押さ 
れ た 時 だ け 特 別 な 処理 を し ます ( 図 109)。 
CHR$ (27) は [ESC|] キー の と と で す 。 
[ESC] キー が キャ ラク タ ュ コー ド 表 の 27 番 目 
に ある こと を 確認 し て くだ さい 。 

この 方 法 を 応用 する と , ゲー ム で 砲台 を 移 
動 し た り , スペ ー ス バー を 押し た 時 , 射撃 す 
る こと も 可能 で す 。 ま た , 表 形 式 の プロ グラ 
ム で 自由 に カー ソル を 移動 し , 任意 の 欄 か ら 
入力 する と も で きま す 。 

2 番目 の 例 は , 画面 に 情報 を 表示 し , 見 終 
わっ た ら 先 へ 進む と いう 時 に 使う も の で す 。 
ここ で は INKEY$ は 画面 を 任意 の 時 間 止 
め る 働き を し て いま す 。 ゃ も し , INKEY$ で 
チェ ッ ク し て , 何 か キ ー が 押さ れる まで 先 へ 
進め な いと いう 方 法 を と ら な い 場 合 , 画面 の 
表示 は パッ パッ と 変化 し て , と う て い 読む ひ 


ま は あり ませ ん ( 図 110)。 

READ (リー ド ) 命令 

これ まで 説明 し て きた 命令 と 関数 は , キー 
ボー ド か ら の 入力 で し た が READ 命令 は 
プ ブログ ラム 内 で 定義 済み の 値 を 変数 に 代入 す 
る 働き を し ます 。 値 は 。 あらかじめ 定数 と し 
て プ ブログ ラム 内 に 組み 込ま れ て いま すか ら , 
入力 と いう の は 少し お か し い 気 も し ます が , 
この READ 命令 で し か , 定義 済み の 値 を 使 
うこ と こと が で き な い の で , コン ピュ ー タ へ の 入 
力 命令 と 考え ます 。 

READ 命令 は , DATA (デー タ ) 命令 で 
定義 きれ て いる 値 を 1 つ ず つ 取 り 出 し 変数 に 
代入 し ます 。READ 命令 に 続く 変数 の 数 が 
複数 で あれ ば , DATA 文 か ら 同 じ 数 だ け 値 
が 取り 出さ れ て 代入 され ます 。 定義 され て い 
る 値 と , 変数 の 型 は 一 致し て いな けれ ば な り 
ませ ん 。 

一 度 取 り 出 され た 値 は , RESTORE ( リ 





【 図 109】 


2d 台中 ーINKEY 放 


る 9 GOTH 29 


8 _ GOTO 29 


1 PRINT "ESC キ ー ヲ ラ オメ ヌ ト レイ カイ ショ リリ 
3 IF 台 和 まま デニ "" THEN GT 2 

9 IF 同和 ま ニ CHR ま て 27) THEN GOTO Z8 
Sa PRINT "MM 人 IN ROUTINE" 


Z9 PRINT "L イ カイ RUOUTINE" 








【 図 110】 


id CLS 


79 生ま INKEY ま 
?9 CLS 


119 LOCATE 198.3iPRINT 





29 LOCATE 18。8iPRINT "※ INKEY 和 ま ノ セリ メイ ※" 
39 LOCATE 19。2aPRINT "トト “ ノ キー ガ 4 オ 9 ル タ / カ “ 
4 LHCATE 1g8.3iPRINT "チェ リク ズ 季 カッ ンズ ウー リツ 

5 LOCATE 19,4:PRINT "ヨミ ニオ ワタ ラ ナニ カキ ー ラリ“ 
Sg LHCRTE 18,SiPRINT リオ シナ サイ " 


Sg IF 各 和 ま = ニ "リリ THEN GUTQO ZZ 


18G LOCATE 1842iPRINT " ト " ノ 2 ま キー モ オシ テ イナ イ トト キ 員 " 
? 実 各 Z ト ウタ カ アラ 4 トド ト ナ す 4 
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スト ア ) 命令 が な い 限 り , 二度と 使わ れ ま せ 
ん の で , READ 命令 が 実行 され る ご と に 
DATA 命令 内 の 次 の 値 へ 移っ て いき ます 
( 図 111)。 

READ 命令 で 取り 出し て 使わ れ な い 値 が 
あっ て も , つま り DATA 命令 で 定義 し た 値 
の 方 が 多く て も か まい ませ ん が , 逆 に 
READ 命令 で 値 を 取り 出し て 変数 に 代入 し 
よう と し た 時 , 取り 出す べき 値 が 残っ て いな 
い 場 合 は テラ ー に な り ま す 。 

関連 する DATA 命令 を 説明 し て お きま す 。 
DATA 命令 は READ 命令 で 取り 出さ れる 
値 を 定義 する も る ので, プロ グラ ム の ど と に あ 
っ て も か まい ませ ん 。DATA の 後に , 値 を 
ュ ン マ (, ) で 区 切っ て 書い て いき ます 。 
READ 命令 の 変数 の 型 と 一 致し て いれ ば, 
どの 型 で も 定義 で き , 文字 も ュ ン て や 前 後 の 


N az-BASIC 旬 





【 図 111】 READ 命 令 


read a, b 


f data 
NN 


read G 








空白 を 含ま な けれ ば , (“) な し で 書け ます 。 
定義 し て お きた い 値 が 1 つの DATA 命令 内 
に 書き 切れ な い 時 は , 何 行 の DATA 命令 に 
分 け て も か まい ませ ん 。 READ 命令 は 行 番 
号 の 小さ い DATA 命令 か ら 扱っ て いき ます 。 

10 AT 導 所 イト 必 ん ウエ ミグ る 

オノ , 10, カワ シマ 

20 DATA 11 キム ラ 

RESTORE (リス ト ア ) 命令 

RESTORE 命令 を 使う と , READ 命令 
で 取り 出す 値 の 順番 を 変え る こと と が で きま す 。 





IE END 





【 図 112】 

EE タダ 

1@8 CLS 

29 DaT 全 3 の の 2 コア 1 

Sa BATA "ソコ ラッ 。 ロ ント ベルト] 。F ビ ー 
4 DAT BASIC,TEXT ,TELCCN4 
Sg READ 全 ,B 

る READ 所 

7Z9 RESTQRE 3 

BR READ D 生 ,E 手 ,F 皇 ,G 手 

9 RESTORE 

188 REAaD 日 


119 PRINT 合 iBiC も iD ま jE ま 』F 生 』G 和 日 


2 1 








【 図 113】 


じ 4 みみ 2 
、 男 


ーー Load 


av ら 


"Files 





499 2671 AP ソコ ン ル "ソコ ンカ ント "ルト"P ヒ レー82Z01BAS 1 


問 ら 
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RESTORE 命令 で , 特定 の DATA 命令 の 
行 を 指定 する と , READ 命令 で 次 に 値 を 取 
り 出 す 時 は , 指定 の DATA 命令 か ら 開 始 し 
ます 。 

行 番号 な た し の RESTORE 命令 が 実行 され 
る と , READ 命令 は , 一 番 小 さ な 行 番 号 を 
も つっ DATA 命令 つまり DATA の 最初 か 
ら 値 を 取り 出し ます 。 

図 112 の プロ グラ ム 例 を 実行 し て みみ ます 


( 図 113 は 実行 例 )。 

READ 命令 に より DATA の 最初 か ら , 
デー タ が 取り 出さ れ て 変数 に 入れ られ ます が , 
RESTORE 命令 に より , 取り 出す DATA 
の 順序 が 変わ っ て いま す 。 

図 114 の プロ グラ ム は , コー ド を 入力 し , 
その コード に より あら か じ め 定 義 済み の 商品 
名 と 単価 を 表示 する も の で す ( 図 115 は 実行 
例 )。 





【 図 114】 


19 INPUT " コ - ト "" iC 
26 IF C=?? ヶ の THEN END 
38 RESTORE 

48 READ 合 』N も 。T 


59 IF C<>Q THEN GOTQ % ヶ 8 
39 PRINT "ショ ウ ヒ ンダ メイ " 』N 手 

Z8 PRINT " ヲ ン カ " ョ T 

8a GQTQ 18 

の 9 IF 全く <> う の? の THEN BOTO 48 

1 BEEP:PRINT "カト イト ウ ナシ !!" 

11@ GOTQO 18 

126 DATA 11』 エ ン ヒ * の 8 。12 ホーー 委 の " ン 。 1 
139 DATA 15, ノ ー ト 。258 , 1 る , ウ ラコ ~, 49 、 
148 DATA 21。N イン クーー 。 る Ba 。 の の の, nd 。 の の の 











コー ト *7 16 
上 ショ ウ ヒ ン メ イ 7 ミコ" ム 
| ッ ン カ 40 


コー ンド * まる 2 


卓上 ショウ ヒ ン メ イ ホ "ー ル AP ン 
| | クン カ 169 
上 | コト `? 還 


Load " Save Fi eg 
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4 ) 繰り 返し の プロ ブラム 


N as-BASIC 欠 











ュ ン ピュ ー タ 処理 を 行う 時 は , た いて い 多 
く の デ ー タ を 扱い ます 。 各 デー タ の 1 件 ご と 

に 命令 を 書い て いて は プロ グラ ム は 膨大 な も 
の に な っ て し まい ます 。 し か し , 各 デ ー タ の 
内 容 は 違っ て いて も る, 計算 や 表示 の 手順 , つ 
まり 命令 は 同じ も の な の で , 命令 を 最初 か ら 
繰り 返す よう に すれ ば , 1 回 書く だ け で 済み 
ます 。GOTO の と ころ で も 説明 し まし た が , 
ルー プ (繰り 返し ) は 大 量 の デー タ 処 理 を す 
る 時 の 基本 的 な 方 法 で す ( 図 116)。 

繰り 返し を する プロ グラ ム の 作成 に は 2 つ 
の 方 法 が あり ます 。 1 つ は , GOTO 命令 で 
最初 に 戻し て , 何 度 で も 同じ 命令 を グル グル 
回 る よう に する も の で す 。 と この 時 は プロ グラ 
ム が 永久 に 終わ ちら な く な っ て し まう の で , 終 
わる た め の 条 件 を 決め て お いて , IF で 判断 
じ て END だ つなが る よう に し ます 。 

IF で 終わ り を 判断 する と きゃ , 2 つの 方 
法 が あり ます 。 あ る 特別 な 値 が 入力 され た 時 
に 終わ る よう に し て お く の と , 繰り 返し の 回 
数 を 決め て お いて その 回 数 に 達し た ら 終わ る 
も の と で す 。 

図 117 は END が 入力 され た ら 終 わる も の 





FOR--NEXT 





れ て いる TAB (タブ ) は , PRINT 命令 の 
中 で だ け 使 われ る 関数 で す 。 TAB は , 


TAB に 続く ( ) 内 の 数 字 の 位置 まで カー ソ 
ル を 移動 し ます 。 詳 しく は , 関数 の 項 で また 
説明 し ます 。 

処理 され る デー タ の 件 数 は 固定 的 で な い の 
が 普通 で す 。 したがって, あらかじめ デー タ 
の 件 数 を 条件 に し て 繰り 返す の は よい 方 法 で 
は あり ませ ん が , ある 部 分 だ け を 考え る と 回 
数 が 決ま っ て いて 繰り 返す こと が よく あり ま 
す 。 画面 に 6 行 ず つ 表 示す る と か , 5 回 ご と 
に 平均 を と る と か の 場合 で す 。 











【 図 116】 大 量 デ ー タ 処理 の 基本 形 


1 件 目 の 処 理 





FRR 


1 四 





書く だ け 





| 3 件 目 の 処 理 


4 件 目 の 処理 | ーー は 同 じ 











( 図 118 は その 実行 例 ), 図 119 は 4 回 繰り 返 人 
し た ら 終 わる も の ( 図 120 は その 実行 例 ) の 数 だ け 繰り 返す 
それ ぞ れ の 例 で す 。 両 方 の プロ グラ ム で 使わ 

【 図 117】 

1 SCREEN iCLS 

29 LUCATE 8。8gINPUT 「 オ す ワ 9 り リナ ラー end" iT トト N ま 

38 IF TN ま =" end" THEN ERHND 

4 エニ エ I+1 

Sa LHCATE 8,JiPRINT TB TE う リク リカ エミ シド 

69 GOTOU 29 
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【 図 118】 
クリ カエ シ 
クリ カエ シ 
クリ カエ シ 
の リカ TS 
オリ リナ ラ end? 里 
【 図 119】 


18 _ SCREEN giCLS 

29 !=I+1iIF IT>4 THEN END 
39 PRINT TABK 1T) "2 リカ エ シ " 
49 BHT 28 











【 図 120】 、 

クリ カエ シ 

クリ カエ シ 
クリ カエ シ 
クリ カエ シ 


0k 
1 








繰り 返し 回 数 が あら か じ め 決 っ て いて 同じ 
命令 々 ルー プ さ せる た め に は , IF と GOTO 
を 使う 方 法 の ほか に 専用 の FOR-NEXT 
と いう 命令 が あり ます 。 

FOR (フォ ア ) ~- NEXT (ネクス ト ) 命 
令 

FOR と NEXT に は さま れ た いく つか の 
命令 を 指定 回 繰り 返す 働き を し ます 。 FOR 
の 後に 変数 名 , 初期 値 , 終り 値 , 増分 を 次 の 
書式 で 書き ます 。 

RBOR 1 TO 10 ST 2 
変数 I に 初期 値 1 が 代入 され て , 1 回 目 の 
ルー プ が 実行 され ます 。 それから 増分 2 が 変 
数 に 加算 され , 終り 値 を 超え て いな いか チェ 
70 


【 図 121】 FOR NEXT の 基本 形 


初期 値 セ ッ ト 



















変数 > 終り 値 
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【 図 122】 


1 SCREEN @,g@iCLS 

28 FOR = 1 TO 4 

38 PRINT TAB て IT) Tj リカ イメ ー の リカ エミ シド 
4 NEXT 











【 図 123】 


1 カイ メ グリ り カ エラ 
2 カイ メ クリ カエ シ 
づ カイ メ クリ カエ シラ 
4 カイ メ クリ カエ シ 


0k 
較 








ッ ク さ れ ま す 。 超え て いな けれ ば , も う 1 度 
FOR と NEXT に は さま れ た 部 分 を 実行 し 
放 ず 。 と と で は 、 本 数 1 ほ 1。 3 5 7 
9 と 変化 し , 結局 5 回 シー プ し て 11 に な っ 
た 時 に 終了 し ます ( 図 121, 図 122, 図 123 を 
参照 )。 

初期 値 終り 値 , 増分 は 負 の 値 や 小数 点 を 
含ん だ 値 で も よく , 増分 が 十 1 の 時 は 省略 で 
きま す 。 ま た , FOR-NEXT の 繰り 返し 
部 分 に 別 の FOR--NEXT が 含ま れ て も か 
まい ませ ん 。 これ を 入れ 子 ル ー プ と 呼び ます 。 
変数 は 別 な も る の を 使い ます 。 入れ子 は 何 重 に 


【 図 124】 FOR NEXT の 入れ 子 の 有無 


て 血 ご 和 


て 箇 ご 秒 
て 和 ご 簿 





て 箇 ご 秒 





| NEXTI 


入れ 子 の な い 場 合 入れ 子 の ある 場合 
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旬 N azs-BASIC 
な っ て いて も か まい ませ ん が , 入れ 子 の 
NEXT が 親 の シープ 外 に ある こと は 認め ら 





応 し て いる の か を 示す た め 変 数 を 書き ます 。 
入れ 子 が な けれ ば NEXT の 後 の 変数 は 省略 
で きま す ( 図 124, 図 125, 図 126)。 





れ ま せん 。 NEXT の 後に , どの FOR と 対 
【 図 125】 
1 PRINT "カケ サー。 の タダ ヒ ョ ウリ" 
29 FOUR != 1 TH 
38 FOR J= 1 TO 
49 PRINT USING" 拉 提 寺 "リョ TXJs 


NEXT JiPRINT 
NEXT 


Sg 
ら 8 








【 図 126】 
リーラ アァ ヒョウ 


Q(Q 和 ひひ ロロ よー 











デン 





フル ー 





同じ 処理 を プロ グラ ム の あちこち で 必要 と 
する 時 は , サブ ルー チン と いう 手法 を 使い ま 
す 。 プ ログ ラム の あちこち に 同じ 命令 群 を 書 
く の は 繁 雑 で すし , 修正 が 起き た 時 は , それ 
ぞ れ の 修正 を し な く て は な り ま せん 。 そこで, 
共通 に 使え る 命令 群 を 1 カ所 に まとめ , 元 の 
プロ グラ ム か ら 必 要 な つど 分 岐 さ せま す 。 

この 時 , 元 の プロ グラ ム を メイ ンプ ログ ラ 


ム 。 1 カ所 に まとめ た 方 を サブ ププ ログ ラム と 
か , サブ ルー チン と 呼び ます 。 サ ブル ー チ ン 
へ 分 岐 し て 共通 処理 を し た 後 , 元 へ 戻し て や 
る 必要 が あり ます 。 こ の サブ ルー チン へ 分 岐 
する 命令 を GOSUB, 元 へ 戻る 命令 を RE- 
TURN と いい ます ( 図 127)。 
GOSUB (ゴー サブ) 命令 , 
(リタ ー ン ) 命令 


RETURN 





【 図 127】 サブ ルー チン の 効果 


銚 ン ン グ 

レン クン グン ウ ング ク い 、 
ンク ンー の * 
アン ンク シン 


@ 重複 部 分 が 多く 繁 雑 





GOSUB 




















ーー ニューー ニ ーー ニー= = ニー ニニ ーー ニー ニー ニニ ーー ニニ ゴ 





RETURN RETURN 


@ 共通 部 分 を 別に と り 出 し , 
必要 な 時 参照 する 
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GOSUB の 後に 分 岐 し た い 行 番号 を 指定 
し ます 。RETURN と 対 に な っ て いる こと 
を 除く と , GOTO と 同じ 働き で す 。 

RETURN は 本 来 , GOSUB で 分 岐 し た 
直後 に 戻り ます が , 行 番号 を 指定 し て 強制 的 
に 戻す こと も で きま す 。 サ ブル ー チ ン は 必ず 
RETURN 命令 で 終わ ちら な けれ ば な ら ず , 
GOSUB で サブ ルー チン へ 分 岐 し た の に 
GOTO で 元 へ 戻っ た り , GOTO で サブ ルー 
チン へ 分 岐 す る こと は 許さ れ ま せん ( 図 
128)。 

この プロ グラ ム で は 入力 デー タ の 範囲 チェ 
ッ ク を 行い , 範囲 外 の 時 サブ ルー チン へ 分 岐 





N az2-BASICg 
し て , ブザー を 鳴ら し ます 。BEEP は プ ブ ザ 
ー を 鳴ら す 命 令 で す 。 

GOTO, GOSUB は , それ ぞ れ 無 条 件 に 
呈 定 の 行 番号 に 分 岐 し ます が , 条件 付き の 分 
岐 命令 と し て , ON GOTO, ON GOSUB 
が あり ます 。 

ON GOTO (オン ゴー ツー) 命令 

ON の 後に 書か れ た 数 値 の 値 に より , 
GOTO の 後 の い くつ か の 行 番号 の どれ か に 
分 岐 し ます 。 数値 が 1 の 時 は , いく つか 並ん 
で いる 行 番号 の 1 番目 に , 2 の 時 は 2 番目 の 
行 番号 に それ ぞ れ 分 岐 し ます 。 数 値 が 0 の 時 
お よび 並ん で いる 行 番号 の 個数 より も 大 きい 





【 図 128】 

19 SCREEN 8@8,.BiCLS 

38 LUCATE 18,.giPRIRN 
5 Y ニ 1 

8g LHCATE 2。YiINPUT 合 
る IF 生 ニ タタ の THEN ERHND 


8g LOUCATE 18』YjiINPUT B ま 
26 LCATE 39』YjiINPUT C 


138 RETURN 





29 LOCATE 2,9:PRINT "コー ト ~" 
"ショ ウ ヒ ン メ イリ 
49 LOCATE 39,8:PRINT " ズ ウ リ ョ ウ " 


?9 IF <1 OR >19 THEN GOSUB 126:GOTOUS@ 


18@ IF C< QR C>198 THEN GHSUB 128iGHTOZ8B 
118 Y=Y+1iIF Y<Z THEN 838 ELSE 1 
128 FOR !=1 TQ SiBEEPiNEXT 
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@Nsz-BASIC 
時 は , 何 も せ ず に 次 の 行 へ 進み ます が , 数 値 
の 値 が 負 の 時 は エラ ー に な り ま す 。 

ON GOSUB (オン ゴー サブ ) 命令 


分 岐 先 が RETURN で 終わ る サブ ルー チ 
ン で ある こと 以外 は ON GOTO と 同じ 働き 
を し ます ( 図 129)。 





【 図 129】 


1 INPUT リタ フン リョ ド 
15 IF K<1 OR K>4 THEN 


39 END 

199 _ PRINT 
11d RETURN 
Sd PRINHIT 
219 RETURN 
389 PRINT 
318 RETURN 


で グ 家 は が ラ ョ 


ーー ダグ ー ツ 2 / ァ ョ 


光 Z ジョ 
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2Z9d nHN K GOHSUB 16.28G,.396 』 コ 


山 
] 











配 別 





プロ グラ ム の 中 で , 多く の 変数 を 必要 と す 
る と き , それ ぞ れ に 他 の も の と 区 別 で きる よ 
うな 名 前 を つけ る の は , な か な か 大 変 で す 。 
し か し , デー タ の 型 が 同じ で 使う 目的 も 同じ 
変数 は 表 形 式 に まとめ , 全体 に 1 つ だ け 名 前 
を つけ て 扱う こと が で きま す 。 個々 の デー タ 
は , その 表 の 中 の 何 番目 か と いう 数 字 で 指定 
され ます 。 こ の 複数 の 変数 を 表 形 式 に まとめ 
た も の を 「 配 列 」 と いい , 配列 内 の 順番 を 表 
す 数 字 を 「 添 字 」 と いい ます ( 図 130)。 

配列 名 の つけ 方 は , 通常 の 変数 名 の つけ 方 
と 同じ で す 。 添 字 は , 配列 名 の 後に ( ) で 囲 





A ⑭) 
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ん で 書き ます 。 添字 は 変数 が 使え ます か ら , 
FOR-NEXT な ど を 活用 する と , すっ きり 
し た ブログ ラム を 作る こと が で きま す 。 

次 に バラ ベラ の 変数 を 使っ た 場合 ( 図 
131) と , 配列 を 使っ て まとめ た 場合 ( 図 132) 
の 例 を あげ ます 。 

2 つの プロ グラ ム の 実行 結果 は まっ た く 同 
じ で す が , 配列 を 使う と 同じ よう な 命令 を 何 
度 も 書か な く て も すむ の が わか り ます 。 

添字 は 必ず ゼロ か ら 数 を ます 。 た だ し , 例 
で は 0 番目 は 使っ て いま せん 。 

表 は , 必ず し ゃ 直線 的 な も の ば か り で は あ 





り ま せん 。 表 の 5 番目 の 行 の 左 か ら 3 番目 と 
か 
を 表す 数 字 , つま り 添 字 が 複数 個 必要 と な る 
場合 が あり ます 。 添字 の 数 が 1 つの 時 は , 一 
次 元 配 列 


2 枚 目 の 6 段 目 の 1 番 と いう ふう に 順番 


2 つの 時 は 二 次 元 配列 と いい ます 。 


N as-BASIC 久 
BASIC で は 添字 は 255 個 まで , つま り 255 次 
元 ま で 可能 で す ( 図 133)。 

複数 の 添字 を 使う 時 は レベ ル の 高い も の か 
ら ( ) 内 に 書き (,) で 区 切り ます 。 


DIM (ディ メン ジョ ン ) 命令 





【 図 130】 配 列 


バラ バラ の 変 


数 





配 列 


A$ の n 番目 
で 扱う 





























【 図 131】 

1g SCREEN 8,8iCLS 

2 INPUT "カモ ウタイ リョ 販 1 玉 

38 INPUT "カモ ク メ デイ" ョ 人 2 衝 

4 _ INPUT "カモ ク メ イ リョ 3 廊 

SR INPUT "カモ フ メ イリ ョ 丘 す 字 

呈 還 INPUT リカ モク タイ リョ 人 衝 

Z9 INPLUT "カモ フク メイ" ョ 合 さ 生 

89 CLGS 

gg LOCATE 1@8,。BiPRINT リ 1 の ョ 各 】 ま 
19d9 LOUCATE 19,1:iPRINT 2 リョ 2 事 
119 LOC 人 TE 19.2:FRINT "3 "jj 谷 ヨ 手 
129 LCATE 19,3:PRINT "4 "人 4 季 
138 LUCATE 1@6,4gPRINT 「 コ 「 ョ 上 凶 
14@ LUCATE 19.SiPRINT る! ョ 同系 
【 図 132】 

198 SCREEN 9g。8』CLS 

2 FOUR =1 TO る 

39 INMPUT 「 カモ ク メ イ リョ 丘 生 1) 

NEXT 

S9 CLS 

る 9 FOR != 1 TH る 

Z9 LHCATE 118, エー1:PRINT iT ョ まく) 
HI NEXT Ii 
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@Nsz-BASIC 
配列 を プロ グラ ム で 使う 時 は , 配列 名 , 配 
列 の 次 元 , デー タ の 数 を 宣言 し て か ら 使 いま 
す 。 配列 宣言 の 命令 は DIM と いい ます 。 
DIM の 後に 配列 名 を 書き , その 後 の ( ) 内 
に 添字 の 最大 の 値 を 書き ます 。 添字 が 複数 の 
時 は , レベ ル の 高い 添字 か ら 順 に , (, ) で 
区 切っ て 書い て いき ます 。 1 つの DIM で 複 
数 の 配列 の 官 言 を し て も か まい ませ ん 。 

DIM A$(5), B 10 5, 3) 
配列 宣言 を し な いで 配列 を 使う と , 一 次 元 
配列 で , 添字 の 最大 の 大 き さ は 10 と みな さ 
れ ま す 。 図 132 で は , 添字 が 6 まで で し た か 
ら 配 列 を 宣言 し な いで 使う こと が で きま し た 。 
同じ 配列 を 2 度 宣言 する と エラ ー に な り ま 
す 。 ル ー プ の プロ グラ ム を 作る 場合 は , 
DIM の 命令 に 戻ら な いよ うに 注意 し ます 。 
た だ し , CLEAR 命令 を 実行 し た 後 は , も 
う 一 度 配 列 宜 言 を し て も か まい ませ ん 。 
DIM が 実行 され る と , すべ て の 変数 は ゼ 
ロ ま た は ヌル スト リン グ (文字 変数 の 場合 で 
空 の 文字 列 ) に な り ま す ( 図 134)。 

CLEAR (クリ ア ) 命令 

数 値 変数 を ゼロ に , 文字 変数 を メル スト リ 
ング に 初期 化し , メモ リ 領 域 を 設定 し ます 。 


メモ リ 領 域 の うち , 文字 領域 と し て 256, 
BASIC が 使う 9 え モ リ の 上 限 と し て 62336 が 
初期 設定 され て いま す が , CLEAR 命令 で 
変更 が で き , 一 度 変 更 す る と 次 に CLEAR 
命令 で 設定 を や り 直 すま で 変わ り ま せん 。 

文字 領域 の 変更 は , 文字 型 変数 の 数 が 多い 
時 , BASIC で 使う メモ リ 上 限 の 変更 は , 機 
械 語 プ ヒビ グラ ム な ど を 使用 の 時 に 行い ます 。 





【 図 133】 複数 の 添字 
0 | 作 き 


配列 X の | 行 目 
| の 2 番目 
X(|。 2) 


配列 X 








【 図 184】 DIM 命 令 と CLEAR 命令 











エラ ー に な る エラ ー に な ら な い 
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1 
gg 
EC| 
49 
Sg 
に 12 
/ 呈 
89 


【 図 135】 


DI S く 188) 』K 持 て 188) 

Y=1』GHSUB 21g 

LOCRTE 8』YiIHPUT 合 

IF 生 ー タ タウ THE ト | BHT 188 

IF ね く 1 ロ R 全 >16g8 THEN 3@ 

LHCATE 198』YiINPUT BIS( 后 ) ニモ 5 バ 馬 ) 1 日 
LOCATE 26。YiINPUT CC 持 EKK 井 て 生 ) 三 KK 持て 后 う 寺井 
Y=Y+ 1iTF Y く て /Z THEN GOTQ 38 


GUHTO 28 
19@ Y= ニ 1:iGBUSUB 21@ 
11 ロ FOR 』=1 TO 188g 





129 LOCATE BYiPRINT 

13g LHCRTE 18,YiPRINT SKI) 
149 LUOCATE 28。YiPRINT K 拉 て 1) 
1588 Y ニ Y+1iIF Y て る THEN GOTO 1Zg 
139 LHCATE 8』ZiPRINT "PRESS aaNY KEY 0 ま 
178 IF INKEY 和 ま = ニ "リリ" THENM GOTH 1Z@ 
189 Yー1』G ロ USUB218 

128 NEXT 』 

289 END 

218 SCREEN B』diCLS 

22 LOUCATE diPRINT "コー トド ト “ リ 
23g LUC 人 TE 19。WiPRINT その リョ ウリ 
249 LUCATE SiPRINT "まっ の 
2Sg_ RETURN 








2 つの 変更 の 両方 を 省略 し て も か まい ませ ん 
し , メモ リ 上 限 の 変更 を 省略 し て も か まい ま 
せん が , CLEAR で ,。 メモ リ 上 限 の 変更 だ 
け を 行う こと は で きま せん 。 





CLEAR 1000, 60000 
文字 領域 を 256 BASTC の 上 限 
か ら 1000 に する を 62336 か ら 

6 0 0 0 0 に する 


図 135 に 配列 を 使っ た プロ グラ ム 例 を あげ 
ます 。 ュ コード と 数 量 と 金額 を 入力 し , 
ど ご と に 集計 する プロ グラ ム で す 。 ユ コード は い 
ま , ]…100 番 と し ます 。 

この よう な 場合 , も し 配列 を 使わ な いと す 
る と , 数 量 の 合計 用 の 変数 が 各 ュ ー ド 別に 
100 偶 金額 の 合計 用 の 変数 が 100 個 必要 に 
な り ま す 。100 個 の 変数 に は , それ ぞ れ 別 の 


コー ド 


名 前 を つけ な く て は な り ま せん 。 変数 名 が 違 
えば , 値 を 代入 し た り , 表示 し た りす る 命令 
ゃ 変数 名 ご と に , それ ぞ れ 100 回 繰り 返し 書 
く と と だ な り ま す 。 

配列 を 使う 場合 は , 100 個 の 変数 を 用 意 し 
て それ ぞ れ に 固有 の 名 前 を つけ る 代わ り (に, 
添字 を 100 に し た 配列 を 1 個 宣言 し ます 。 
DIM S 100) と 書く と , 配列 S に は 0 番 
目 か ら 100 番 目 ま で デー タ を 入れ る 場所 が あ 
る こと に な り ま す 。 ま た , 何 番 目 か を 表す 添 
字 に は 変数 が 使え る の で , 配列 S の 1 番目 , 
配列 S の 2 番目 と いう 固定 的 な いい 方 だ け で 
な く , 配列 S の A 番 目 と いう 江 用 的 な 表し 方 
が で きま す 。 こ の た め 命 令 は 100 回 書く と こ 
ろ を 1 回 で 済む わけ で す 。 あ と は , 添字 に 使 
われ て いる A と いう 変数 に , 何 番目 と いう 適 
切な 数 値 が 代入 され れ ば よい こと に な り ま す 。 
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と の プログ ラム で は , ニード を 入力 し て そ 
の コー ド に より 集計 する の で すか ら , コー ド 
1 の 時 は 配列 の 1 番 を 使っ て 集計 , コー ド 2 





の 時 は 配列 の 2 番目 を 使っ て 集計 と いう こと 
に し ます 。 す な わ ち もち , 入力 され た ュー ド そ の 
も の を 配列 の 添字 と し て 使う わけ で す 。 





た くさ ん の デー タ を 扱う 時 に , それ ら の デ 
ー タ の 順番 を 処理 し や すい よう に 並べ か える 
こと が あり ます 。 デ ー タ を 並べ か える こと を 
ュ ン ピュ ー タ 用 語 で は ソー ト (SORT) と 
か 分 類 と 呼び ます 。 ソ ー ト で は , 通常 番号 順 , 
日 付 順 な ど 数 字 で いえ ば 小 か ら 大 へ 並べ ます 。 
これ を 昇順 ノート と 呼び ます 。 ア イ ウ エ オ 順 
や ABC 順 も 昇順 ソー ト の 一 種 と し て 扱い ま 
す 。 ソ ー ト で は 大 か ら 小 へ 並べ る こと が あり 
ます 。 成 績 の 良い 順 (点数 順 ), 金額 順 な ど 
の 場合 で す 。 こ れ を 降順 ソー ト と 呼び ます 。 

ッ ー ト を 行う 場合 た くさ ん の デー タ を そ 
れ ぞ われ 変数 に 入れ て いて は , プロ グラ ム が 膨 
大 に な っ て し まい ます が , 配列 を 使う と , デ 
ー タ 量 に 関係 な く 科 単 な 命令 で 処理 で きま す 。 

次 に ュー ド 順 に ソー ト す る 例 を あげ ます 。 


ソー ト の スピ ー ド を 上 げ る た め に プロ グラ ム 
的 に は も っ と いろ いろ な 技法 が 使わ れ ま す の 
で , あく まで も 一 つの 例 と 考え て くだ きい 
( 表 6, 図 136)。 

ソー ト す べき デー タ は , 実際 は キー ボー ド 
か ら 入 力 さ れ た り , 別 な が プロ グラ ム で 作成 さ 


【 表 6】 ソー ト 前 と ソー ト 後 
ソー ト 前 ソー ト 後 











一 名 前 コー ド 名 前 
44 タム ラ 30 ヨコ ヤマ 
30 ヨコ ヤマ 35 え ネズ キ 
38 べ 38 アベ 
35 スズ キ 44 多 Z 
48 キム ラ 48 キム ラ 


























【 図 136】 


119 DIM M(S59 ) , いま (59 ) 


179 NEXT J,[ 


199 END 





19 DATA 44, タ ムラ , 39 , ヨ コヤマ , 38 , ア A" 。35 , スス” キ 48 , キ ムラ 

29 DATA 15, ヒ グ " チ ,34 イトウ,59 。 コ ン , 3, サリ イ 。 26。 ラ マダ“ 

39 DATA 32, ア ライ ,。47 。 エ トウ 37 。 9 タ ” 9 の, ク ホ "22, セ が” 7 

49 HATA 1 。 オ 4 オオタ, 12 。 ヤ マク " チ 。20 , ナ カプ , 25 コル ヤラ, 12 ニラ 

59 DATA 8, イイ タ " ,31 , サ サキ 22 。 カ ワク" チ ,36,2 ダ カイ 16 7 ラ " タ 
69 DATA 7,X マ タ , 45 。 9 エ ノ 。 42 、 オ カタ” 。 2 キタ, 1 6 。 ラ ミス” 

79 DATA 13, イ イラ " マ 。46。 タ ナカ , 43 ハラ 23 。 サ カイ 11 ラバ ヤ 

89 DATA 14, キ クチ 。41 , ト ラマ , 8 , ソ ノイ ,。 28 , コンプ 。 17 ニシ モト 

299 DATA 6, マ ツラ シマ, 39 , オ オキ 。 27 , イシ タダ" 。 49 。 タ カノ 。 33 ヤマ モト 

199 DATA 21, ノ ク " チ ,4, サ 9 モト 。 18, カ ノウ, 49 , ミ ナミ ,。 24 , セ / 


129 FOR 1=1 TO 59:READ MX) ,U ま (T):NEXT 
139 FOR 1=1 TO 49iFOR J=1+1 TO 59 

149 IF MC(I) く <M(J) THEN 179 

159 MK=M( T ) iM(T )=M(J):U(J)= い MK 

169 UK=M ま (1 ) : り ま ( 1 )= り ま (J ) iM ま (J)= ニ UK 


189 FOR 1=1 TO 59:PRINT MX(I)jiM ま (1T)jiNEXT 
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【 図 187】 ソー ト 
44 比較 し て 30 30 
入れ 替え ) 
30 44 44 
38 38 38 


35 ーー: 35 (一 35 


48 48 48 


24 24 24 











【 図 138】 





1 オグ 2 キク 3 97 イ 4 99 モト 9 イイ ク の 6 059 イマ ァ ヌ 
の 8 M ぴ 4M PP ク お 49 20 2 11 97 【 412 1 の ゲ す チバ 1 
イイ タス マ 14 オキ 7 か 1 レン す 10 92 に 17 こう ME トド 18 
カカ / り 12 こう 20 2 の 21 / ク チ 22 777" チ つう すり 07 
2 も / 29 3 1 う 26 3 う 0 の ” 
セカ 7 30 ヨコ ド マ 31 すり 0 代 32 アラ ウイ 38 YE 39 イト 
り 39 2 スス 2 す 36 の 0 イ 37 り ツ 9” 938 か 32 44f 46 
ミナ ミ 41 トラ 7 42 カタ" 43 / ラ 44 タム ラ 45 9 ウエ T/ 46 
タナ カ 47Z エト 48 キ ヵ ラ 49 タカ / 59 コン 


2 すさ ラ の 28 コッ プ マク 




















た だ ファ イル で あっ た り し ます 。 し か し , と 
こと で は ソー ト の 機能 を 知る こと が 目的 な の で , 
デー タ は あら か じ め 用 意 し た も の を 使い ます 。 
図 136 で は , ソー ト す べき デー タ を DATA 
命令 で 定義 し , それ を READ 命令 で , 配列 
に 代入 し ます 。 キ ー ボ ー ド や 外 の ファ イル か 
ら 入力 され た デー タ で あっ て も , 必ず 配列 に 
入れ ます ( 図 137)。 

配列 に 入れ た デー タ を ソー ト す る の に に, こ 
とこ で は 1 番目 の デー タ S (1i) を 2^50 番 
目 の デ ー タ と 比較 し , より 若い (小さ な ) ュ 
ー ド で あれ ば 入れ 替え て いま す 。 1 番目 の デ 


ー タ が 最後 まで 比較 され た 時 , 1 番目 の デー 
タ は 一 番 若い (小さ な ) ュー ド に な っ て いま 
す 。 い わ ば 勝ち 抜き トー ナメ ント の 勝者 で す 。 

次 に 2 番目 の デー タ と , 3~50 番 目 を 比 
較 し , 同様 に より 若い ュー ド で あれ ば 入れ 替 
えま す 。 こ れ を 全 デ ー タ 分 繰り 返す わけ で す 。 
二 重 シ ー プ (入れ子 ) の FOR~-NEXT の 
部 分 が この 作業 に あたり ます 。 

ソー ト が 終わ る と , 実際 に は , みや すい か 
た ち で 印刷 し た り , ファ イル へ 出力 し た りす 
る わけ で す が , ここ で は 単純 に 画面 表示 し ま 
し た 。 実行 結果 は 図 138 の と お り で す 。 
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(5 ) 関数 の 使い 方 





文字 関数 の 使い 万 


与え られ た 文字 また は 文字 列 の 長 さ を 調べ 


た り , 分 解 し た りす る 機能 を も つ 命 令 が あり 
ます 。 こ れ ら は 関数 と 呼ば れ , 単独 で 使う こ 
と は で きま せん が , LET 命令 や , 1F 命令 の 
中 で 使用 きれ ます 。 す で に , いく つか の 文字 
関数 に つい て は は 説明 し て きま し た が , ここ と で 
その 文法 を まとめ て み ま し ょ う 。 

ASC (アス キー) 関数 

文字 また は 文字 列 で あれ ば その 1 文字 目 の 
キャ ラク タコ ー ド を 調べ る 働き れ を しま す 。 キ 
ャ ラク タコ ュー ド と は , BASIC で 使用 し て い 
る アス キー ュー ド 表 (アメ リカ で 制定 され た 
標準 文字 ュー ド ) の 何 番目 に あたる か の 数 字 
で す 。 ペ パソ ュ ン 内 で は すべ て の 文字 は 実は こ 
の アス キー の キャ ラク タコ ー ド で 扱わ れ て い 
ます (キャ ラク タ ュ ー ド 表 に つい て は 127 ペ 
ー ジ 参照 し て くだ さい )。 

アル ファ ベッ ト の 大 文字 の A は 65 番 且 , 





小文字 の 2 は 122 番 目 に あたっ て いま す 。 
次 の 命令 を 実行 し て 確か め て くだ さい 。 
PRINT ASC ぐ AD 

PRINT ASC ("gz 

CHR$ (キャ ラク タダ ラー) 関数 

キャ ラク タコ ー ド か ら , 対応 する 文字 を 調 
べ る 働き を し ます 。ASC 関数 の 反対 の 働き 
管 す 。 

ASC 


文字 キャ ラク タコ ー ド 
CHR$ 








CHR$ の 後に 0~255 の 数 値 を 指定 し ま 
す が , その 範囲 外 の 数 値 の 場合 は テラ ー と な 
り ま す 。 図 139 の プロ グラ ム を 実行 し て み ま 
し ょ う ( 図 140 は 実行 例 )。 

LEFT$ (レヒ フト ダラ ー) 関数 。 RIGHT 
$ (ライ ト ダ ラー) 関数 , MID$ (ミッ ド ダ 
ラー) 関数 





【 図 139】 

1@ FOR C=33 TO 122 
2 PRINT CHR も (Ci 
3@ NEXT 

49 END 














【 図 140】 


_ Run 
| 1 "まる & ( )※+ ぅ >ー。/9123456789 1 3 く =>?2ABCDEFGH 
IJKLMNOPQRSTUVUXYZ[\]^_ abcdefghi jk 1 mnop 


ビラ 上 ロ いり メア 
10k 
8 ー 較 





Load " Save 
LEFT $, RIGHT $, MID $ の 関数 は それ 
ぞ れ , 左側 か ら , 右側 か ら , まん 中 か ら 文 字 
列 を 分 解す る 働き を し ます 。 

LEFT$ の 後 の ( ) 内 に , 分 解す る 文字 列 
と 取り 出す 長 さ を 指定 し ます 。 

A$=LEFT$ “ABCDE ”, 2② 
の 命令 で は A$ に は 元 の デー タ の 左 か ら 2 
文字 分 AB の 2 文字 が 代入 され ます 。 

逆 に , 

B$=RIGHT$ “ABCDE ”, 2 
で は ,。 B$ に DE の 文字 が 代入 され ます 。 

MID$ を 使っ て 文字 列 の 途中 の 文字 を 取 
り 出 す と き は , ( ) 内 に 分 解す る 文字 列 と , 
文字 列 の 何 文字 目 か ら と , 長 さ を 指定 し ます 。 

C$=MID$ で ABCDE ”, 3 
で は , C$ に は 3 文字 目 か ら の 1 文字 , つま 
り C が 代入 され ます 。 

長 さ が 0 の 時 は いずれ も ヌル スト リン グ 
( 空 ) が 与え られ , 長 さ が 文 字 列 (MID$ の 
場合 は 残り の 文字 列 ) を 超え て いる 時 は , 文 
字 列 全部 (MID$ の 場合 は 残り の 文字 列 ) 
が 与え られ ます 。 長 さ は 0 一 255 の 範囲 内 , 
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MID$ の 何 番 目 か ら の 数 字 は 1 ~255 の 範囲 
内 に な いと エラ ー に な り ま す 。 

文字 列 の 分 解 を 使っ た 図 141 の プロ グラ ム 
を 実行 し て みみ まし ょ う ( 図 142)。 

VAL (バリ ュー) 関数 

VAL の 後 の ( ) 内 の 文字 列 の 内 容 が 0 
ー 9 の 数 字 と 二 一 の 符号 , 小数 点 で 構成 され 
て いる 時 , これ を 数 値 に 直す 働き を し ます 。 
文字 列 の 最初 の 1 文字 目 が 文字 の 時 は 0 の 数 
値 と な り , 途中 に 文字 が 入っ て いる 時 は , そ 
れ 以 降 の 文字 は 無視 され ます 。 途 中 の 空白 は 
無視 され ます 。 

AA デ VAL ("129. 4 の 

STR$ (スタ ー ダ ラー) 関数 

VAL の 反対 の 働き を する 関数 で す 。 数値 








を 文字 型 に 変換 し ます 。 
STR$S 
数 値 型 文字 弄 
VAL 


B$=STR$ (456) 
BASIC で は , 文字 型 と 数 値 型 は 厳密 に 区 
別 さ れ , “580501 " の よう な 文字 列 は , 実質 





【 図 141】 

19 INPMUT “に 9M デ ラ T ュ H 
29 内 生 三 LEFT ま (日 季 ,2) 
3g B ま =MID ま (日 ま 3,2) 
49 C ま =R{GHT ま (H 和 ま 。2) 





ら 9 END 


56 PRINT "ショ ウ ワ リ "リネ ン リ BB も "カー リリ ビリ ニチ リ 
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的 に 数 値 で あっ て も 計算 に 使う 2 こと は で きま 
せん 。 し か し , 文字 列 の 分 解 や 長 さ の チェ ッ 
ク な ど 文 字 列 と し て 扱っ た 方 が 便利 な 場合 も 
あり ます 。 そ こ で , 実質 的 に は 数 値 で あり な 
が ら 文 字 型 と し て 扱っ た り , 数 値 に 変換 し た 
り の 機能 が 必要 な わけ で す 。 も ちろ ん , アル 
ファ ベッ ト や カナ の 文字 を 数 値 型 に 変換 し ょ 
う が あ り ま せん か ら , 無理 に 変換 し よう と す 
れい ば, 値 は ぜ で ロ に な り ま す 。 

次 の 図 143 の 例 は , 図 141 を 少し 手直し し 
た も の で す ( 図 144)。 





入力 され た 6 桁 の 日 付 を 年 , 月 , 日 に 分 解 
する た め に は , 文字 列 と し て 扱わ ね ば な り ま 
せん 。 分 解 さ れ た , A$, B$ C$ も も ち 
ろ ん 文 字 列 で す 。 し か し , 05 月 01 日 の よう 
に , 数 値 の 頭 に ぞ ロ が 出力 され る の は , あま 
りみ や すい と は いえ ませ ん 。 数値 の 有効 数 字 
部 分 の み を 出力 し て , 先頭 の ゼロ を 出力 し な 
い (ゼロ サ デ レ ス と いい ます ) 寺 め に た, 
PRINT USING を 使い ます 。PRINT 
USING に よる 編集 は , 数 値 に 対し て 行う も 
の で すか ら , B$ (月 が 入っ て いる ) と C$ 














【 図 142】 
Run 
ヒ ツ " ケ 7? 589594 
ョ ウリ 58 ネ ン 95 カ "ツリ 4 ニチ 
0k 
| | 
Load " Save Fi ] es 
【 図 143】 
生生 まま 向 PEE で EE ェ [ 
日 由 和 ま ニ し LEFT まま * 昌 放 , 
コ は ビ 放 ーH1D ま 『 日 ま コ 。 ビ 3) 
中 上 上手 ー ド 1HT ま ま * 日 手 。 記 > 
5 PRTNT "ウロ 7 問 手 リネ フリ 
FREEHT USE ロリ 持寺 MULE ま ) 
Z8 FRINT USING" 音 圭 ニチ りり 向 し 『 じ まう 
ご 日 EFD 
【 図 144】 


Run 
。 ヒ レツ "リサ? 589594 


| ショウ 758 ネ ン 5 カ " ツ 4 ニチ 


0k 
園 


Load " Save 
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Fi es 





(日 が 入っ て いる ) を VAL 関数 で 数 値 に 戻 
し て いる わい ば で す 。 

STRING$ (スト リン グ ダ ラ ー) 関数 

旨 定 の 1 文字 また は 文字 列 の 最初 の 1 文字 
を 任意 の 数 だ け 続 けた 文字 列 を 作り ます 。 
STRING$ の 後 の ( ) 内 に , 長 さと 文字 を 指 
定 し ます が , 文字 の 代わ り に 0-255 の 範囲 


N az-BASIC 久 

の 数 値 が 書か れ た 時 は , その 数 値 を キャ ラク 
みみ コード と みな し ます 。 

A$=STRING$ (8.“* う 
これ は , A$ー" ネ ネネ ネネ キネ キ ネネ "と 同じ 働 
きま を し ます 。 

B$=STRING$ (3 圭 2, 100) 
これ は , B$= “ddddd”" と 同じ で す ( 図 





【 図 145】 
18 SCREEN iCLS 


4 FUHR Y 三 1 TH 3 


ら 89 LUCARTE 24YiPRINT 下 ま 





11g NEXTILOC 全 TE 8』 さ 


2 FOUR 1 ニー @9 TU SS る PSET( ヨ 3。1 エ 1, 15 NEXT 
39 FOR 1= 5@ TH 28giPSET(T 3 る 3』1) EiNEXT 


Sg LOCATE 時 る iTNPUT リナ マエ リョ NN 季 


Z LUCRTE 8iPRINT SFCE も (22 是 ) 

B8 LCATE 8, る iTINPUT "セイ セキ リョ 合 

gd_ LOCATE 18, YEiPRINT STRING て (人生 。" げ りう 
1 LOUCATE @,SiPRINT SP 抽 CE 事 て 29) 








【 図 146】 


YAaMADA 
KU0JIMA 






甘 芝 天天 天天 天天 天天 区 
し 。 北 .. を 3 
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145, 図 146)。 
SPACE$ (スペ ー ス ダラ ー) 関数 
SPACE$ の 後 の ( ) 内 の 数 値 の 長 さ 分 の 
空白 を 与え を ます 。 
A$=SPACE$ (10) は 
A$=STRING$ (10. 7 うう 
と 同じ 働き を し ます 。 
TAB (タプ ) 関数 
TAB は , カー ツル を 水平 移動 させ る 働き 


を 持ち , PRINT また は LPRINT の 中 で し 
か 使え ませ ん 。 

行 の 最初 の 位置 を 0 と し て 指定 され た 位置 
まで , 空白 を 出力 し な が ら カ ー ソ ツル を 水平 移 
動 し ます 。 現在 の カー ソル 位置 より も 小さ い 
位置 を 指定 し た 時 は , TAB の 指定 は 無視 さ 
れ ま す 。 

図 147 の プロ グラ ム を 実行 し て AB の 働 
き を 確認 し まし ょ 2 う ( 図 148)。 





【 図 147】 





1 PRINT TBXSE2  " 合 BC" TEX 18) 
29 PRINT SPACE ま (5) "BC" SPACE まく (18) "DEF" SP 各 CE まく (5) XYZ『 


DEPP 人 BK) "XYTZ" 














【 図 148】 
Run 
ABC DEFXYZ 
ABC DEF 
| Load " Save " Files 
【 図 149】 
1g CLS 


3 X=POS( 1) iY=ーCSRL IN 
48 LHCATE ※ー ア 7+ 1 





0 PRThT "デー ニッ は コン ヒデ ピュータ 


29 LOCATE 15.4iPRINT “PC-8291Pi 
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(7 2 デー こっ 






[AB⑯] 





POS ( ボ ポジション ) 関数 
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【 図 150】 


PC-8201 
ハル ”ー ソ ナル ゴン ヒ " ュー タ 
0k 
画 
Load " Save " Files Li 





CSRLIN (カー ソル ライ ン ) 関数 





現在 の カー ツル の 水平 位置 を 調べ ます 。 現在 の カー ツル の 垂直 位置 を 調べ ます 。 
POS の 後 の ( ) 内 に 変数 また は 定数 を 書き ま 図 149 の プロ グラ ム を 実行 し て みみ ましょ う 
す が , 値 は 何で あっ て も か まい ませ ん 。 ( 図 160)。X は 22 Y は 4 に な り ま す 。 
【 図 151】 

18 DIM HIX11) 

2 K1 ま ー" 1235/Z マ リ 

3 FR 1= 時 TO 11:RESD HIXI) iNEXT 

49 INPUT リコ ー ト "リョ し 素 

Sd IF C ま ="END" THEN END 

8 IF LEN(C も ) > てく 2 THEN BEEP:GTO 48 

Z9 C= ニ VALCC 和 ま ) iTF C ニ 8 THEN BEEPiGQTQ 48 

89 INPUT "ヒト ケリ ョ 日 

29 IF LENCH ま うく ふる THEN BEEPiGQT ロ Sg 

199 Y=UAL て LEFT ま (昌吉,2) ) 

118 トーVAL (MID ま て 昌和 ま ,3』2) ) 

129 D= ニ URLCRTGHT も (昌和 2) ) 

13g IF Yy5B THEN BEEP:GOTQ Bm 

149 IF NM<1 DR M>12 THEN BEEP:GQTQ 89 

15@ IF D く 1 QR D>HIXHM-1) THEN BEEPiGOTQ 88 

190 iNPUT "グフ ーッ" Ka 

1Z@ IF LEN〈K2 ま ) ふく 1 THEIN BEEP:GOTQ 1S88g 

18@ 人 =ーINSTR(K 1 ま ,K2 生 う 

12@ IF =@ THEN BEEP:GQTQ 1S@ 

299 INPUT "ナマ エリ ョ N ま し ーLENKN ま う 

21@ IF L く 1 QR L>14 THEN BEEP:iGOTG 29g 

2 FOR 5 デー3 TH 上 

239 ト 生 =ID ま く ト まま, T」1) 

24@ IF M ま >= ニ CHR 生 て 1 る 8) AND 人 入 て =CHR ま (223) THEN GOTO 27@ 
25d IF トド M ま ー じ HR 和 まく 3 だ 2) THEN GUTO 2Z8 

236 SN=1 

2Z8 NEXT 

2SG IF SN ニー1 THEN BEEP:SMーiGUTO 2 折 括 

の P 以 INT “ニュ コウ リョ コア 9 ルレ の "ーー / PuV 年 Wa ya の" 
349 END 

319 DATA 31,28,31.38 31.38 31.31 39 1 .36 。 コ 1 
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INSTR (イン スタ ー) 関数 

指定 の 文字 列 の 中 に 別 の 文字 列 が どの 位置 
に ある か を 調べ る 働き を し ます 。INSTR の 
後 の ( ) の 中 に , 調べ 始め の 位置 と 文字 列 を 
2 つ 書 き , 前 の 文字 列 の 中 に 後に 書い た 文字 
列 が ある か どう か を 調べ あれ ば みつ か っ た 
位置 を な けれ ば 0 を 値 と し ます 。 調 べ は じ 
め の 位 置 は 1 一 255 で 指定 し ます が , 元 の 文 
字 列 より 大 きい 数 字 の 場合 は , 関数 の 値 は 0 
と な り ま す 。 調べ は じ め の 位置 は 省略 で き , 
その 時 は 1 と みな され ます 。 

衝 王 NNSTIR ("た BCXYZ  “ 衣 の 
ABCXYZ の 中 で X を 捜し 4 番目 で みつ 


けた の で , 上 A の 値 は 4 に な り ま す 。 

いく つか の 文字 関数 の 個々 の 働き は わか っ 
て も , 実際 の プロ グラ ム で どの よう に 使う の 
か は , な か な か マス ター で き な い ゃ も の で す 。 
図 151 に 文字 関数 の 実例 と し て , 入力 デー タ 
の チェ ッ ク を 行う プロ グラ ム を あげ ます 。 入 
力 さ れる ュー ド , 日 付 , 区 分 , 名 前 が 次 の 条 
件 で な けれ ば な ら な いも の と し ます 。 

・ コ ー ド 2 桁 の 数 字 

・ 日 付 6 桁 の 数 字 で 暦 に ある 日 付 

* 区 分 1 桁 の 数 字 で 1 2 3。 5。 7, 

9 の いずれ か 
・ 名 前 カナ 文字 で 最大 14 文 字 


数 値 関数 の 使い 万 








与え られ た 数 値 ⑨| 数 と いい ます ) に 対し て , 
ある 一 定 の 演算 を 行っ て , その 結果 を 求め る 
機能 が あり ます 。 こ の 機能 は 数 値 関数 と 呼ば 
れ , N。-BASIC に は 三角 関数 , 平方 根 な ど 
の 初等 関数 が あら か じ め 組 み 込 まれ て いま す 。 

関数 は , 単独 の 命令 と し て は 使え ませ ん が , 
LET や PRINT の 中 で 機能 し ます 。 ま た , 
これ ら の 初等 関数 は , 引数 と 結果 の すべ て を 
単 精度 と し て 計算 し ます が , 引数 に 整数 し か 


有 ノ は 5* // 和 FM 
トド /x を xp co。 / 
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使え な い 場 合 は , 小数 部 分 を 切り 捨て て か ら 
計算 し ます 。 

数 値 関数 の 使い 方 は , 関数 の 後に 数 値 を ( ) 
で 囲ん で 書き ます 。 そ の 数 値 を 引数 と し て 演 
算 を 行っ た 結果 が 関数 の 値 と な り ま す 。 例 え 
ば , 数 値 A 士 B の 平方 根 を 求め る 場合 は , 
SQR (A 填 B) と 書き ます 。SQR は 平方 根 
(ルー ト ) 計算 を 行う 関数 で す 。 

初等 関数 の 数 学 的 な 説明 , 例え ば SQR を 








使う 時 の 引数 は 負 で あっ て は な ら な いな ど に 
つい て , お よび その 活用 に つい て は , ここ で 
は 目的 と し ませ ん の で 省略 し ます 。Na- 
BASIC に どの よう な 関数 が 組み 込ま れ て い 
る か の み 説 明 し ます 。 

ABS 関数 

絶対 値 を 求め ます 。 

ATN 関数 

逆 正 接 (アー クタ ンジ ェ ン ト ) を 求め ます 。 
COS 関数 

余弦 ( ュ サ イン) を 求め ます 。 

EXP 関数 

e を 底 と し た 指数 関数 の 値 を 求め ます 。 

FIX 関数 

整数 部 を 求め ます 。 

INT 関数 

小数 点 以下 を 切り 捨て て 整数 化し ます 。 
FIX と INT の 違い は 正 の 数 に お いて は あり 
ませ ん 。 負 の 数 に お いて は , 仮に 一 3.5 を 整 
数 化す る 場合 は ,。 FIX (一 3.5) で は 一 3 に , 
INT (一 3.5) は 一 4 に な り ま す 。 

LOG 関数 

自然 対数 を 求め ます 。 

SGN 関数 

符号 を 求め ます 。 正 の 場合 は 1 0 の 場合 
は 0, 負 の 場合 は 一 1 に な り ま す 。 


SIN 関数 

正弦 (サイ ン ) を 求め ます 。 
SOR 関数 

平方 根 (レー ト ) を 求め ます 。 
TAN 関数 


正 接 (タン ジェ ント ) を 求め ます 。 

CDBL 関数 

整数 また は 単 精度 実数 を 倍 精度 実数 に 変換 
騰 ま す 。 
CINT 関数 
単 精度 実数 , 倍 精度 実数 を 整数 に 変換 し ま 


N sz-BASICg 
す 。 小 数 点 以下 は 切り 捨て ます 。 数 値 が 整数 
型 の 範囲 (一 32768- 十 32767) に な い 場 合 
は エラ ー に な り ま す 。 

CSNG 関数 

整数 , 倍 精 度 実数 を 単 精度 に 変換 し ます 。 
与え られ た 数 値 を 単 精度 型 に 合わ せ て 有効 桁 
6 桁 に 四捨五入 し ます 。 単 精度 型 の 範囲 
(一 1.70141E 十 38 一 十 1.70141E 十 38) の 範 
囲 内 に な い 場 合 は , エラ ー に な り ま す 。 

FRE 関数 

現在 の バン ク の メモ リ (RAM) の 空き バ 
イト 数 を チェ ッ ク し ます 。( ) 内 が 数 値 の 場 
合 は テキ スト 領域 (文字 領域 を 差し 引 | いた メ 
モリ 領域 ) の 空き バイ ト 数 を 表し ます 。( ) 
内 が 文字 の 場合 は , CLEAR 命令 で 指定 し 
た 文字 領域 (初期 値 は 256 バ イト ) の うち の 
空き バイ ト 数 を 表し ます 。( ) 内 の 数 値 , 文 
字 は 何で あっ て も か まい ませ ん 。 

PC-8201 は , メ ニュ ー モ ー ド に お いて は 常 
に 画面 右 下 , BASIC モ ー ド で は BASIC モ 
ー ド 入っ た 時 の 初期 画面 で それ ぞ れ , 空き 
バイ ト 数 を 表示 し て いま す が , FRE を 使う 
と , BASIC プロ グラ ム 内 で 空き 領域 を 調べ 
る こと が で きま す 。 特 に ,RAM 上 に ファ イル 
を 作成 する プロ グラ ム に お いて , 残り の ベイ 
ト を 調べ て 警告 を 出す な どの 処理 が で きま す 。 

PRINT FRE (1): FRE (A$) 

RND 関数 

0 以上 1 未満 の ラン ダム な 数 (乱数 ) を 発 
生 さ せま す 。 引数 の 値 に より 乱数 の 発生 は 次 
の よう に 異な り ま す 。 

・ 引 数 が 負 の 時 新しい 乱数 系 列 の 設定 
・ 引 数 が 0 の 時 1 つ 前 に 発生 し た 乱数 の 値 
・ 引 | 数 が 正 の 時 次 の 乱数 を 発生 

図 152 の プロ グラ ム を 実行 する と , 次 々 に 
乱数 が 発生 され る の を 見 る こと が で きま す 
( 図 153)。 
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乱数 は 0 て 0.999999 の 範囲 内 に ある た め , 
その まま 使う こと は あま りあ り ま せん 。 通常 
は , ある 値 を 掛け て INT で 整数 化し ます 。 
いま , 乱数 に 5 を 掛け る と 結果 は 必ず , 5> 
(に な り ま す 。 ま た , 100 を 掛け る と 必ず , 


100> に な り ま す 。 どの 範囲 の 数 値 を ラン ダ 
ム に 発生 きせ た いか に よっ て , 掛け る 数 を 決 
め れ ば よい わけ で す 。 

RND の 使い 方 に な れる た め に , 図 154 に 
数 字 あ て ゲー ム の 例 を あげ て お きま す 。 





【 図 152】 

18 FOR 1=1 TG ロ 4 
28 FOR J= 1 TO 4 
3 PRINT _RNDX15』 
4 _ NEXT JiPRIRNT 














29 全 ーINTKRND て 1)※189) 


3 品 INPLUT "マズ ウ ラド 山 iB 


る 8 PRINT "セイ カイ ロリ ュ 生 コリ ティ シク" 
8 PRINT :C=8 :GHTO 29 





8 NEXTI 
【 図 153】 
, 后 qd5448  .2GSHR&S  .7BGZ38  . コ Z1114 
.383 の 2948  。11B2B の の 2411 の 2 の る の の 
。 ささ 。 45Z 己 す 。 き 1 。 ン アロ 54 ア 〆 
。2 ロ の ZB/Z  。. ら 6g5588 8152 1 。 ら 3?52 1 
【 図 154】 

1 CLS 


38 PRINT "コン ヒ * ュ ー タ カ " カン カ " エ クタ ズ ウ シ "(ーー の) ラ アテ テー 227 サ 7" EPRINT 


"オオ アタ リリ" :GHT ロ ZG 
テ * ッ タ " ELSE 35 


8 ロニ C+1iIF 操 日 THEN FRINT 
5a IF C=5 THEN PRINT "サリ フネ ポコ フ 








(6 ) デー タフ ァイル 








デー タフ ァイル の 概 意 


デー タフ ァイル と は , プロ グラ ム の 中 で 入 
力 さ れ た デー タ , また は 処理 され た デー タ を, 
保存 の た め に まとめ た も の で す 。 元帳 や 台帳 
が ュ コンピ ュー タ 処 理 し や すい よう に 形 を 変え 
だ た も の と も いう と と が で きま す 。 通常 , デー 
タフ ァイル を 作成 する た め に は , 外部 記憶 装 
置 を 必要 と する の で す が , PC-8201 に は メ 
モリ に 余裕 が あれ ば その 中 に ファ イル を 作成 
で きる と い 5 う 特徴 が あり ます 。 し た が っ て , 
ここ で 説明 する デー タフ ァイル は PC-8201 
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内 つま り RAM 上 の ファ イル で す 。 

ファ イル を 扱う た め に は レ ュ ー ド と 項目 の 
意味 を 理解 する 必要 が あり ます 。 項目 は も ち 
ろ ん 1 個 ず つの デー タ で , プロ グラ ム 上 は 1 
個 の 定数 また は 変数 が これ に あたり ます 。 し 
か し , 実際 の 仕事 上 の 1 件 分 の デー タ と は , 
1 個 の 変数 と いう こと は まれ で , なむ しろい く 
つか の 変数 で 構成 され て いま す 。 

例え ば , 住所 録 を 考え て み ま し ょ 2 う 。 住所 
録 の デー タ の 1 件 分 と は , 名 前 , 住所 , 電話 











【 図 155】 デー タフ ァイル 






































変数 0$ | 498-3573 | 
変数 A$ | コマ ッ 
変数 B$ | アカ バネ | 














【 図 156】 シー ケン シャ ル 処 理 
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番号 な どの 項目 か ら 成 り 立 つ は ず で す 。 ほ か 
に 勤務 先 と か 勤務 先 電話 番号 の 項目 も る ある か 
も ゃ しれ ませ ん 。 こ れ ら の いく つか の 項目 が 集 
っ た 1 件 分 の デー タ の と と を , コン ピュ ー タ 
用 語 で は 1 レ ュ ー ド (記録 ) と 呼び ます 。 レ 
ュー ド が た くさ ん 集まっ た も の , つま り 住 所 
録 の よう な も の が デー タフ ァイル で す ( 図 
155)。 
ファ イル 処理 に は , 大 きく 分 け て シー ケン 
シャ ル な 方 法 と ラン ダム な 方 法 が あり ます 。 
シー ケン シャ ル (SEQUENCIALD) な 処 
理 と は , 出力 され た 順番 に デー タフ ァイル 上 
に 書き 込み 。 書き 込ま れ た 順に 入力 する 処理 
方 法 で す 。 フ ァイル 上 の 一 部 だ け を 取り 出し 
た り , 修正 し た りす る こと は で きま せん ( 図 
156)。 
ラン ダム (RANDOM) な 処理 と は , 出 
力 さ れ た 順番 と デー タフ ァイル 上 の 書き 込み 
位置 は 必ず し も 同じ で は な く , また , 入力 す 
る 時 は 書き 込ま れ た 順番 と は 無関係 に 任意 の 





で F て SN 
任意 の 場所 
に レコ ュー ド 上 還 計上 | 
96 ッ 4 ey 任意 の レコ ー ド 
取り 出し て か ら 元 へ 戻す を 取り 出す 
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デー タ だ け 取 り 出 すこ と と が で きる 処理 方 法 で 

す 。 1 件 だ け を 取り 出し 修正 後 元 の 位置 に 戻 

すこ と も ゃ 可能 で す ( 図 157)。 
PC-8201 の Na。-BASIC に は , シー ケン 
シャ ル な 処理 の た め の 命令 し か 用 意 さ きれ て い 


ませ ん 。 し た が っ て , ラン ダム な 処理 は. 
BASIC 上 で 直接 で きま せん が か が, PC-8201 
内 蔵 の ソフ トウ ェ ア で ある TEXT を 使う と , 
簡単 に 任意 の デー タ を 捜し た り 修正 し た り , 
挿入 削除 を し た りす る こと が で きま す 。 





デー タフ ァイル の 作成 





すでに 説明 し た よう に PC-8201 で デー タ 
ファ イル を 作成 する 時 は , シー ケン シャ ル な 
方 法 で 作成 され ます 。 実際 に デー タフ ァイル 
を 作成 し な が ら , 必要 な BASIC 命令 を 説明 
し し き う 。 

ー タ ファ イル を 扱う 時 は , どん な 場合 で 
る ゎ 最 初 に OPEN (オー プン ) 命令 で ファ イ 
ル を 開き , 処理 の 終わ ちり に CLOSE (クロ ー 
ズ ) 命令 で 開い て いる ファ イル を 閉じ ます 。 
OPEN と CLOSE は , ファ イル 単位 に 必要 
念 事 。 

OPEN 命令 で は , 使用 する ファ イル 名 と 
その ファ イル の 使用 目的 , お よび 割り 当て る 
ファ イル 番号 を 宣言 し ます 。 

使用 目的 に は , 入力 用 (FOR INPUT) 
と 出力 用 (FOR OUTPUT) と 追加 用 
(FOR APPEND) の 3 種類 が あり , 目的 に 
ょ り OPEN 時 に BASIC が 行う 作業 が 違っ 
て きま す 。 入 力 用 の 場合 は , RAM 上 の ファ 
イル を メモ リ に 読み 込ん で 使う こと に な る の 
で , 指定 の ファ イル が RAM 上 に ある か ど 
うか を 調べ ます 。 出 力 用 の 場合 は , これ か ら 
RAM 上 に ファ イル を 書き 出す の で , 新しい 
ファ イル 名 を RAM に 登録 し ます 。 す で に 
同じ 名 前 の ファ イル が 存在 し て いる 場合 は , 
新しい ファ イル の た め に 前 の ファ イル を 消し 
ます 。 追加 用 ファ イル は 指定 の ファ イル が 
RAM 上 に ある か を 調べ ,。 みつ か っ た な ら ば 
その 最後 の デー タ の 後 を 出力 位置 に 定め ます 。 
それ 以外 は , 出力 用 と 同じ よう に 機能 し ます 。 
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ファ イル 番号 と は , 使用 する ファ イル ご と 
に 1 個 ず つ 割 り 当 て る も の で , OPEN 以降 
は ファ イル 名 は いち いち 指定 せ ず , 1 番 の フ 
ァイル に 書き 出す , 2 番 の ファ イル か ら 読 み 
込む の よう に , すべ て ファ イル 番号 で 処理 し 
ます 。 フ ァイル 番号 は , MAXFILES 命令 
で 宣言 され た 使用 で きる ファ イル 数 の 範囲 内 
で 指定 し ます 。 

OPEN “ファ イル 名 ” FOR 目的 AS# フ 
ァイル 番号 で 指定 し ます 。 

OPEN “FILEA" FOR OUTPUT 

AS #1 

ファ イル 番号 に つい て , も 2 う 少し 詳し く 説 
明 し て お きま す 。 

プロ グラ ム で デー ダフ ァイル を 入出 力 する 
時 は , 必ず バッ ファ (BUFFER : 緩衝 ) と 
いう 出入 口 を 通り ます 。 バ ベ バッファ は も ちろ ん 
メモ リ 上 の 領域 で す 。 この バッ ファ は 全部 で 
15 用 意 さ れ て いま す 。 フ ァイル 1 個 に つき 1 
つの ズバ ッ ラ フラ ァ を 割り 当て ます 。 し た が っ て , 
最大 15 の ファ イル に 同時 に バッ ファ を 割り 
当て る と と が で きま す 。 と の バッ ファ の 番号 
が , 実は ファ イル 番号 に 使わ れ て いる の で す 。 

し か し , バッ ファ か が 必要 な の は , デー タ の 
入出 力 の た め , つま り フ ァイル が OPEN し 
て いる 間 だ け で , CLOSE し て し まえ ゆば , 他 
の ファ イル に 割り 当て て も よい の で す 。 こ の 
た め , 15 の バッ ファ が 同時 に 必要 に な る こ 
と は めった に あり ませ ん 。 また, バッ ファ 1 
個 に つき , 267 バ イト ずつ RAM 領域 を 使い 





ます の で , メモ リ の 節約 か ら も 不要 な バッ フ 
ァ は 準備 し な い 方 が よい と いう と と に な り ま 
す 。 こ の た め 準 備 す る バッ ファ の 数 を 宣言 
る の が MAXFILES の 命令 で す 。 次 の 命令 
で は , バッ ファ を 3 個 準備 し て いま す 。 

MAXFILES=3 

MAXEFILES で 指定 で きる バッ ファ の 数 
は 0 一 15 です ( 図 158)。 

MAXEILES の 命令 で バッ ファ の 数 を 指 
定 す る と , 新た に MAXFILES の 命令 で 指 
定 す る まで , バッ ファ の 数 は 変化 し ませ ん 。 

いま , バッ ファ の 数 を 3 と 指定 し て いる と 
し ます と , ファ イル 番号 は 必ず 1, 2, 3 の 
いずれ か を 使わ な く て は な り ま せん 。 ま た , 
すでに OPEN 中 の 他 の ファ イル が 使用 し て 
いる ファ イル 番号 を 使う こと も で きま せん 。 

CLOSE 命令 は , 開い て いる ファ イル を 閉 
じ , 使用 し て いる バッ ファ と と の ファ イル と 
の 1 対 1 の 関係 を 解消 し ます 。 割 り 当 て られ 
て いる ファ イル 番号 は これ 以降 , 他 の ファ イ 
ル に 割り 当て る こと が で きま す 。 

CLOSE の 後に 閉じ た い フ ァイル の ファ イ 
ル 番 号 を 書き ます 。 複 数 の ファ イル 番号 を 書 
いて 同時 に CLOSE する こと も で きま す 。 
ファ イル 番号 を 省略 する と , OPEN 中 の す 
べ て の ファ イル を CLOSE し ます 。 
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【 図 158】 ファ イル と バッ ファ の 関連 図 


ファ イル A を 
OPEN (パッ ファ 1 を 使用 ) CLOSE 


ファ イル B を 
OPEN (バッファ 2 を 使用 ) CLOSE 


ファ イル C を 
OPEN (バッ ファ 2 を 使用) CLOSE 


| EE 革 還 


バッ ファ は 2 個 し か 準備 され て いな い 。 
メモ リ は 別 の 用 途 に 使え る 。 





# は 省略 し て も か まい ませ ん 。 
実際 に ファ イル へ デー タ を 出力 する 命令 は 
PRINT # で す 。PRINT# の 後に ファ イル 
番号 を 指定 し , 続い て デー タ を 書き ます 。 デ 
ー タ は 定数 で も 変数 で も よく , また , 1 個 で 
も 複数 で も か まい ませ ん が , で きる だ け 1 件 
分 の レ ュ ー ド は , 1 つの PRINT# 命 令 の 中 
に まとめ た 方 が プロ グラ ム 上 は すっ きり し ま 

の 
図 159 は デー タフ ァイル へ の 出力 例 で す 。 
RAM 上 に は 図 160 の よう に 書き 込ま れ ま す 。 
PRINT# の 働き は , 出力 先 が RAM 上 の 
ファ イル で ある こと を 除く と , 画面 表示 の 
PRINT と ほとん ど 同 じ で す 。 各 項目 の 区 切 
り に は , PRINT の 場合 と 同様 に :) と (,) 





CLOSE #1 #2 が 使え ます が か が, で きる だ け (:) を 使っ て くだ 
CLOSE さい 。(〈,) を 使う と 画面 上 と 同じ よう に , 14 
【 図 159】 


18 MAXFILEEー1 
2 OPEN "Keisan" 


9 FUHR != 1 TO 18 
Sg 内 ーI:Bー ニ 1“^IT ュ ビーSGRRK 1) 


Z98 。 PRINT 手 1 4 人 aiEiC 
Sg _ NEXT 
29 CLOSE : END 





FR ロ UTPUT 占 S 提 1 
3 CLS:iPRINT "%※ data output ※ げ 


39 PRINT 人 TBK18) B TBC2G) し 
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【 図 60】 1 1 1< 
2 4 1。41421 る 
7 1。73208 
4 256 と と たこ 
9) - 縛 生 有 2 器 2。23697 で 
6 46656 2 。44949<] 
/ 235M 過 2 。 る 4 イコ や 
人 き 1。67 ア 72E+6Y 2.82843< 
9 3③。87421E+98 に た 
19 3E+16 3。16228 ぐ _ 








桁 ず つ 区 切っ て 出力 され る た め 余 分 な スペ ー 
ス 分 だ け フ ァイル が 大 きく な り ま す 。 
文字 型 デ ー タ を 扱う 時 は , 文法 上 の 各 項 目 
の 区 切り と は 別に , デー タ 上 の 区 切り が 必要 
と な り ま す 。 次 の 2 行 の 命令 を 実行 し て みて 
くだ さい 。 

PRINT 123: 456[ q 

FRINT AB"| | 

同じ し :) を 区 切り に 使っ て ゃ 数 字 デ ー タ と 
違い , 文字 デー タ で は 完全 に 2 つの デー タ は 
連続 し て し まい ます 。 仮 に 空白 を 入れ て も る , 空 
白 も 文字 列 の 一 部 と みな され る た め , 複数 の 
文字 デー タ も ーー つと し て 扱わ れ て し まい ます 。 
PRINT “AP “B”| | 

PRINT# は , 画面 上 に みえ な い だ け で 
PRINT と 同じ よう に 働き ます か ら , 文字 デ 
ー タ の 区 切り に (で:) を 使っ た 場合 , 項目 や レ 


ュー ド の 区 切り が な く な っ て 全部 の デー タ が 
1 つ に 連続 し て し まい ます 。 そ の 結果 , この 
ファ イル か ら デ ー タ を 読み 込む 時 , 本 来 別々 
の 文字 デー タ が 1 つ に まとまっ て , 入力 され , 
は な は だ 具合 の 悪い こと に な り ま す 。 デー タ 
の 件 数 や 型 が ファ イル 作成 時 と は 変わ っ て し 
まい , 入力 の 途中 で エラ ー が 発生 する こと は 
まち が いあ り ま せん 。 

その た め , 文字 デー タ を 出力 する 場合 は , 
区 切り 自体 を ファ イル に 書き 込む よう に し ま 
す 。 

PRINT 1 放 CD" 
この 例 の 場合 ファ イル 上 は , AB, CD 
と 書き 込ま れる た め , 入力 する 時 も (,) を 区 
切り と し て AB と CD を 別々 の 項目 と し て 
扱う 2 こと が で きま す 。 変数 の 場合 は 次 の よう 
に 書き ます 。 








【 図 161】 

18 ロ PEN "te1F" FOR QUTPUT 后 S #1 
29 SCREEN Bd.9:iCLS 

3 PRINT TB 18) "リー シュ ウシ ョ ログ ※" 
49 PRINT "ナマ エ " TABC 18) "ラド ュ ウシ ョ " TB 25) "テト フワ ウリ 
5 ザー 

る 9 LHCATE 9,YiINPUT 操 季 

7 IF 向 和 まま =" リ End" THEN CLOSE :END 
8g LCATE 18。Y』INPUT BB 

9 LOCATE 28,。Y:iIHIPUT に ビ 事 

1g8 PRINT 持 1 7 "BB』" 」"』 ビ 事 
11 ロ Y= ニ Y+1:iIF Y て で ア THEN Sg ELSE 2 
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PRTNT 用 あ : で 公 
また は 

PRINT #1. A$“,” B$ 

文字 デー タ を ファ イル に 出力 する プロ グラ 
ム 例 を 図 101 に あげ ます 。 名 前 , 住所 , 電話 


デー タフ ァイル の 読み 込み 


N az-BASIC 多 
番号 を キー ボー ド か ら 入 力 し , telF と い 5 
RAM 上 の ファ イル へ 出力 する も の で す 。 
この プロ グラ ム を 実行 し デー タ を 数 件 入 
力 し て , RAM 上 に ファ イル を 作成 し て くだ 
さい 。 





既存 の デー タフ ァイル を 扱う 場合 も , 必ず 
最初 と 最後 に OPEN と CLOSE の 命令 が 必 
要 で す 。OPEN の 使用 目的 は 入力 用 (FOR 
INPUT) で な けれ ば な ら ず , RAM 上 に 指 
定 の ファ イル が な けれ ば ぱ ば , 『FF ERKROKR 
IN 行 番号 ( 行 番号 で 指定 の ファ イル が みつ 
か ら た な い の 意 味 ) の エラ ー が 表示 され , プロ 
グラ ム は 中 断 さ れ ま す 。 

デー タフ ァイル か ら デ ー タ を 読み 込む 命令 
は INPUT # で す 。 キー ボー ド か ら 変 数 に 値 
を 入れ る INPUT 命令 と ほほ 同じ 働き を し 
表す 。 

INPUT#1, A, B, C 
INPUT# の 後に 続く 数 字 は ファ イル 番号 
で , その 後 の 変 数 名 は いく つ 書 いて も か まい 
ま 革 ん 。 しかし,。 1 レコ ュー『 ザ 分 ずつ っ 入力 し た 
方 が プロ グラ ム 上 は わか りや すく な り ま す 。 
図 162 に 入力 プログ ラム の 例 を 示し ます 。 
ファ イル か ら 10 レ ュー ド 読 ん で 表示 し ます 。 
デー タ 件 数 が あら か じ め わ か っ て いな いと 
この よう な プロ グラ ム は 作れ ませ ん 。 書き 込 
まれ て いる デー タ 件 数 を 超え て 入力 し ょ うと 
する と , ファ イル が 終わ っ た (END OF 
FILE) を 意味 する エラ テー 表示 が 出 て , 処理 


は 中 断 さ れ ま す 。 

?EF ERROR IN 行 答 号 

入力 ブログ ラム で は , 読み すぎ を 起こ さ な 
いよ うに, ファ イル の 終わ り を チェ ッ ク す る 
必要 が あり ます 。 フ ァイル の 終わ ちり を チェ ッ 
ク す る 関数 に EOF が あり ます 。EOE の 後 
の ( ) 内 に ファ イル 番号 を 書い て , どの ファ 
イル の チェ ッ ク か を 指定 し ます 。EOF 関数 
は ファ イル の 最後 の デー タ を 読む と 論理 式 上 
の 真 に な り ま す 。 具体 的 に は , 一 1 の 値 を と 
り ます 。 最後 の デー タ の 1 つ 前 まで は 偽 , 具 
体 的 に は 0 の 値 で す 。 し た が っ て , ファ イル 
の 終わ りか どう か を 次 の よう に チェ ッ ク し ま 
ぁ 

IF EOF (ファ イル 番号 ) HEN~-- 
まだ 代 

IF EOF (ファ イル 番号 ) ニー 
THEN- 

図 163 に ,。 RAM 上 の telF を 読み 込み 画 
面 表 示す る プロ グラ ム 例 を 示し ます 。 

ラフ ァイル 処理 に お いて も , キー ボー ド 入 力 
の LINE INPUT 命令 に 似 た LINE IN- 
PUT # 命 令 が 使え ます 。 この 命令 は ファ イ 
ル か ら 読 み 込む 時 , [ < ] キー (キャ ラク タ 





【 図 162】 


2 FOR 1I= 1 TO 18 
3 INPLHT 持 1 4 各 』。 に 
4a PRINT 人 Bi 

Sa _ NEXT 





1 ロ PEN "Keisan" FR INPUT 合 S #1 
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【 図 163】 
29 PRINT TAB〈5) "※※ 
39 INPUT 提 1 。X ま 。Y 。Z 放 


59 GOTO 25 





19 HPEN "telF" FOR INPUT 全 S 提 1 
TELEPHUNE  ※※" 
2 弓 1F EHF て 1D THEN CLGSE ENB 


8 PRINT X ま も TABC18) Z ま 人 BK2S) Y 








ュー ド の 13) まで を 1 行 と し て , 区 切ら ず 
に 変数 へ 代入 し ます 。RAM 上 の プロ グラ ム 
ファ イル を デー タ と し て 読み 込む や 時 な ど に 活 
用 し ます 。 第 4 章 の TELCOM に 具体 例 が 
あり ます の で 参照 し て くだ さい 。 

キー ボー ド か ら , 指定 され た 長 さ 分 の 文字 
の 入力 を 行 5 INPUT 関数 は , ファ イル 番 


使う と と が で きま す 。 
INPUT$ (5) デキ ー 入 力 
INPUT$ (5,#1) ファ イル 入力 
ファ イル 番号 
この 命令 は , ファ イル 内 か ら 1 文字 ずつ デ 
ー タ を 取り 出し て チェ ッ ク す る 時 に 便利 で す 。 
ラファ イル の 読み 込み で は , 入力 し た 文字 を 画 
面 に 表示 し ませ ん 。 








号 を 指定 する と , ファ イル か ら の 入力 と し て 





デー タフ ァイル へ の 追加 








作成 済み の ファ イル へ デー タ を 追加 する 場 
合 , シー ケン シャ ル な 処理 で は , その 一 番 最 
後に 追加 し て いく と と が で きま す ( 図 164)。 

追加 を 行う 場合 は , OPEN に お ける 使用 
目的 を 追加 用 (FOR APPEND) に し ます 。 
追加 を 行う 時 に , 指定 し た ファ イル が RAM 
上 に 存在 し て いな いと , も ゃ ちろ ん エラ ー に な 

り ま す 。 最 初 に 既存 の ファ イル を 捜し , その 
一 番 最後 か ら デ ー タ の 出力 を 開始 する こと を 
除く と , 出力 用 と まっ た く 同 じ 働 き を し ます 。 





プロ グラ ム 的 に は , OPEN 命令 の 使用 目的 
を , APPEND に する 以外 は , 出力 用 の プ 





【 図 164】 デー タフ ァイル の 追加 
OPEN \FILE A” FOR OUTPUT AS#3 
/ 作成 


最初 に 作成 され た 分 
(部 分 修正 や 挿入 は で き な い ) 


/ 追加 


OPEN “FILE A” FOR APPEND AS キ I 
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ログ ラム と 同じ で す ( 図 165)。 

実際 に は , 最後 に 追加 する 以外 の 追加 を 行 
いた い 場 合 が あり ます 。 2 番目 と 3 番目 の デ 
ー タ の 間 に 1 件 新しい デー タ を 挿入 し た い 場 
合 な ど で す 。 し か し , シー ケン シャ ル な 処理 
方 法 で は , 挿入 , 削除 , 修正 の いずれ も で き 
ませ ん 。 し か し , 元 の ファ イル か ら , 別 の 新 
し い フ ァイル を 作り 直し する な ら ば , ファ イ 
ル 内 の デー タ に 対し , この 挿入 , 削除 , 修正 
が 可能 に な り ま す 。 

プロ グラ ム 例 を 図 167 に 示し ます 。 こ の 方 
法 の 場合 RAM 上 に 新旧 2 つの ファ イル が 
存在 し て し まい ます 。 す ぐ 古 い 方 は 消す と し 
て も , 作成 中 に RAM が 一 杯 に な っ て し ま 
ら 危 険 性 が あり ます 。 

また , 新旧 2 つの ファ イル は 同じ ファ イル 
の 手直し し た も の な の で す が , RAM 上 に 一 
緒 に 存在 する 場合 同一 の 名 前 は 使え ませ ん か 


N as-BASIC 旬 
ら , 別々 の 名 前 を つけ ます 。 そのため , ファ 
イル 名 が どん どん 変化 し て し まう と いう 欠点 
が あり ます 。 新しい ファ イル に は と りあ え ず 
仮 の 名 前 を つけ て お き , 古い ファ イル を 消し 
た 後 , 新しい ファ イル の 名 前 を 元 の 名 前 に 変 
更 す る と いう 方 法 も あり ます が , 炉 わ し いこ 
と に 変わ り は あり ませ ん 。 

と の デ ロ グ ラム で は 。 telF と いう 名 の ラ 
ァイル か ら デ ー タ を 1 件 ずつ 入力 し , 画面 に 
表示 し て 処理 方 法 を た ず ね ます 。 挿入 と 答え 
る と , 新しい デー タ の 入力 を 求め , 入力 され 
た デー タ は 画面 に 表示 され て いる デー タ よ り 
先 に 新しく 作成 する newF へ 出力 し ます 。 
その 後 , も う 一 度 , 画面 上 に 出 て いる デー タ 
の 処理 方 法 を た ず ね ます 。 

削除 と 答え る と , 何 も せ ず 次 の デー タ の 入 
力 へ 進み ます 。newF へ 転記 し な い の で す 。 

修正 と 答え る と , 新しい デー タ の 入力 を 求 





【 図 165】 

18 ロ PEN "telF" FOR 台 PPEND 占 提 1 
29 SCREEN 9,8iCLS 

38 PRINT TBC 16) リ シド ュ ウ ショ ロ 2 ポ り 
4@ PRINT "ナマ エリ" TB 18) "シト ュ ウ ショ リ " TBK 2) リテラ ワリ 
ご 『ー タ 

る 8 LHCATE BIYgINPUT 合 持 

Z は IF 貞和 ま =" end" THENM CLOSE END 

Sg LOCATE 18,YiINPUT BB 和 
LCRTE 2S,YiINPUT C ま 

199 PRINT 手 1 も ま リ PB まり 」)』C 放 
11H Y=Y+1iIF Y く <〆Z THEN 8 ELSE 2 








ト 
【 図 166】 ファ イル の 作り 直し 


去年 の 

アド レス ブック 
修正 ・ 削 除 な どの 
情報 





(大 部 分 ) 


















作り 直し 


@ 修正 が な く と も 転記 する 


@ 修正 が あれ ば 直し て 転記 する 
@ 追加 分 は 新た に 書く 
@ 不 要 な アド レス は 転記 し な い 
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倫 N ss-BASIC 














【 図 167】 
1 MOXFILES ニ ニタ 
29 OPEN "teJF" FOUR _ INPUT 生 S #1 
39 QnPEN "newuF" FOUR COLITPUT 谷 革 婦 
49 SCREEN gd, HiCLS 
5 PRINT TBK1B) "まま 。 TELEPHONE  ※※" 
らら PRITNT “ナマ エ " 和合 BC て 1GBD "ラー ュ ウ ショ 和 T 全 BB 25) "デン の " 
7 IF 1=1 THEN 18g 
BI IF EQ ロ F15) THENI GUTO 239 
の 9 INPUT 失 1 内 お, 日 事 , 選 放 
199 LOUCRTE diPRINT 失 
11@G LOCARTE 1,3iPRINHT 日 
129d LOUCUATE 2S,3iPRINT CC 
13g LUCRTE SiPRKTINT リリ ウニ ュ ウ ー 1 サク シトー ョ ニア ーシュ ウ セ イー コー リッ リマ マニー" 
14g LUCATE 8, る giTINPUT "NT ラフ コ トウ テト セン タ 7 リ ュ エ 
154 ON I ETOU 17 4 。 1 7 所 4 中 
1884 GTO 138 
1Z LBCOTE PRTNT 「 デ クマ シイ デニー タク タ / こ ニュウ は コリ TB 15》 
18g LUCATE 9 る giPRINT SPACE も (48) 
1 LOCATE 2IINPHT 交 衝 
299 LUCUATE 18,2gihHPHT Y 
2Z1g LOUCATE 2 コ GiINPUT Z 事 
229 PRTNT 拓己 まま "。" Y 介 "。" 2 才 
2Z3@ GOTO 4 
248 PRINT 2 滞り" iB ま ) "に ビ ま 
ZS _ GOTC 9 
25g CLOSE 
ZZ KILL"t1F.DOUT INRHE TneeF。 DU" 台所 "tg1F。DO" 
28 END 
め , これ を 出力 し た 後 , 次 の デー タ の 入力 へ telF と newF は 同じ アド レス ブッ ク の 新旧 


進み ます 。 画面 表示 され て いる デー タ に つい 
て は 修正 済み の も の が 出力 され た の で 不要 に 
まつ だ わ ひ です 。 

その まま と 答え る と telF の デー タ を その 
まま new ド へ 出力 し ます 。 

この よう に , まっ た く 新 し い フ ァイル を 別 
に 作り 直す 時 に , 不要 な も の を 転記 し な か っ 
た り , 新しい も の を 追加 し た りす る こと で , 
削除 ・ 挿 入 を 行う わけ で す 。 た だ し , デー タ 
の 件 数 が 多く , し か も , 修正 が た っ た 1 件 と 
いう よう な 時 は , 非常 に 無駄 の 多い 方 法 と い 
の だ 札 義 表す 。 
PC-8201 の シス テム で は , RAM 上 に 同 
ー フ ァイル 名 が 存在 する こと が で きま せん 。 
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で す が , プロ グラ ム 上 は この よう に 別 フ ァ イ 
ル 名 に し て お きま す 。 完全 に 新しい ファ イル 
が 作成 され た 後 は , 旧 フ ァイル は 不要 に な り 
ます か ら , 消し て し まい ます 。 その後, 新 し 
く 作 っ た ファ イル を 仮 の 名 newF か ら 正 規 
の 名 前 telF に 変更 し て お きま す 。 

図 167 の 最後 に 使用 され て いる KILL は フ 
ァイル を 消す 命令 、 NAME は ファ イル 名 を 
変更 する 命令 で す 。 メ ニュ ー モ ー ド に お ける 
KILL と NAME も 参照 し て くだ さい 。 

KILL (キル ) 命令 

指定 し た ファ イル を RAM 上 か ら 削 除 す 
る 働き を し ます 。 拡 張子 も つけ て 指定 し ます 。 

KILL “newEF.DO“ 


ー 
( 








現在 処理 途中 に ある ファ イル , すなわち 
OPEN され た まま に な っ て いる デー タフ ァ 
イル (DO) と , アク セス 中 の ファ イル , す 
な わ ち RAM 上 に セー ブ の の ち も , BASIC 領 
域 に 呼び 出さ れ て いる .BA ファ イル に つい 
て は , 削除 で きま せん 。 

NAME (ネー ム ) 命令 

RAM 上 に ある ファ イル の ファ イル 名 を 変 
更 し ます 。 旧 フ ァイル 名 と 新 フ ァイル 名 共に 
拡張 子 も つけ て 指定 し ます 。 

NAME “OLD. BA " AS “NEW. BA " 
NAME に 続け て 現在 ある ファ イル 名 を 書 
きま す 。RAM 上 に 存在 し な い フ ァイル 名 を 
指定 する と エラ ー に な り ま す 。 旧 フ ァイル 名 
の 後に AS と 新 フ ァイル 名 を 書き ます 。 新 フ 
ァイル 名 は , RAM 上 に すでに 存在 し て いる 





LZ) カセ ツ ッ ト テー ブ の 入出 力 


N az-BASIC 久 
ファ イル と 重複 し て は な り ま せん 。 また , 新 
旧 の 2 つの ファ イル の 拡張 子 は 一 致し て いな 
けれ ば な り ま せん 。 い いか える と , 拡張 子 の 
変更 は で きま せん 。 

N。-BASIC で は シー ケン シャ ルフ ァイル 
し か 扱う と こと が で きず , シー ケン シャ ルフ ァ 
イル で は 直接 ファ イル の 挿入 , 削除 , 修正 の 
処理 は で き な い こと を 述べ て きま し た 。 新 し 
い フ ァイル へ 転記 する 方 法 を と れ ば , 挿入 , 
削除 は で きま す が , 効率 的 に は 問題 が あり ま 
す 

PC-8201 の TEXT ソフ トウ ェ ア で は , 
RAM 上 の ファ イル の 編集 が 簡単 に で きま す 
か ら , BASIC で 使う ファ イル も ゃ も , TEXT 
で メン テ ナ ン ス 処理 する の が 一 番 簡単 で し ょ 
の 








カセ ツ ト レ コー ダ の 接続 





PC-8201 に は, PC シリ ー ズ の カセ モット 
レ ュ ー ダ は ゃ も ちろ ん , 音楽 用 の カセ ッ ト レ ュ 
ー ダ の ほとん どの も の が 接続 で きま す 。 

PC-8201 は , 実行 中 の プロ グラ ム と は 別 
に, プロ グラ ム や デー タフ ァイル を 自分 自身 
の 空き 領域 に 保存 し て お け ま す 。 そ の 意味 で 








【 図 168】 デー タレ コー ダ と の 接続 


PC- 8201 


1 0) 7 ESH si [ 吉 5 54 SE! [時 RS ii IS Cam 
に だ に に に に に に に に に に に 1 
に に に に に に に に に トト に に 





























PC-8293 カ セッ トレ コー ダ 用 ケー ブル 


は , 外部 記憶 装置 は 不要 で す が , メモ リ 容 量 
は 無限 で は あり ませ ん し , 大 事 な プ ログ ラム 
や デー タブ ァイル 空 あ や まっ て 靖 し て し まう 
と いっ た 事故 対策 の うえ で も , メモ リ 以 外 の 
装置 に プロ グラ ム や デー タフ ァイル を 保存 し 
て お く 必 要 が で て きま す 。 
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但 N as-BASIC 

ここ では, カセ ッ ト レ ュー ダ を 外部 記憶 装 
置 と し て 使い プロ グラ ム や デー タフ ァイル 
を 記録 する 方 法 を 説明 し ます 。 

まず , PC-8201 の 付属 品 の PC-8293 カセ 
ッ ト レ コー ダ 用 ケー ブル を 使っ て カセ ッ ト レ 
ュー ダ と PC-8201 を 接続 し ます ( 図 168)。 
カセ ッ ト レ ュ コーダ を 接続 する 時 は , ケー ブ 
ル の 赤い プラ グ を CMT.IN また は マイ ク 端 
子 入力 用 ) へ , 白い プラ グ を CMT.OUT 
また は イヤ ホー ン 端 子 (出力 用 ) へ , 暑い プ 
ラグ を リモ ー ト 端子 へ 接続 し ます 。 カ セッ ト 
レ ュ ー ダ の 種類 に よっ て は , リモ ー ト 端子 を 
接続 で き な い も の が あり ます 。 リ モー ト 機 能 
が な く と も プロ グラ ム の ロー ド や セー ブ は 可 
能 で す が , 操作 が 少し めん どう に な り ま す 。 
接続 の 後 , ON/OFF スイ ッ チ の ある も の 
は スイ ッ チ を ON に し て , カセ ッ ト レ ュー 
ダ が 使え る 状態 に し ます 。 カ セッ ト テ ー プ を 
セッ ト し て , セー ブ は 録音 と 同 よ うに REC 
と PLAY の ボタ ン を , ロー ド は 再生 と 同じ 


よう に PLAY の ボタ ン を 押し ます 。 カ セッ 
トレ ュー ダ は PC-8201 の 制御 を 受け て ます 
の で , ボタ ン を 押し て も テー プ は 止ま っ て い 
ます 。 こ の よう に あら か じ め 作 動 状態 に し て 
お いて BASIC か ら テ ー プ に 対す る 読み 込み , 
書き 込み の 命令 を 実行 する と, 自動 的 に テー 
プ が 動き , 命令 が 終わ る と 自動 的 に 止ま り ま 
まれ 

早送り や 巻き 戻し な ど 入 出力 と は 別に テー 
プ だ け 動 か し た い 場 合 は ,。 カセ ッ ト レ ュ コーダ 
の モー タ を ON また は OFF に し ます 。 モー 
タ を ON に し て テー プ を 動か し た い 時 は , 
[M| [o」 T] [og] [R] 日][ ョ ] です 
MOTOR の 後 の 数 字 は 1 以外 で も 1~256 
の 値 で あれ ば 何で も か まい ませ ん 。 モ ー タ を 
1 で o [M| 
[oj Tl[oj[R][0] [で す 。 
か 
合 は 。 テー プ を 動か し た り 止 め た りす る 機能 
が 働き ませ ん か ら , すべ て 手動 で 行い ます 。 























ッ ロ ウラ ムロ の ロー ド に と セー デラ 








プロ グラ ム を カセ ッ ト か ら ロ ー ド し た り , 
カセ ッ ト へ セー ブ し た りす る 時 は , PC- 
8201 で は , BASIC 上 で 行う 場合 と 。 メニ ュ 
ー 上 で 行う 場合 と が あり ます 。BASIC 上 で 
行え を ば, BASIC 領域 に ある プロ グラ ム の ロ 
ー ド お よび セー ブ と な り , メニ ュー 上 で あれ 
ば , RAM 上 の ファ イル の ロー ド お よび セー 
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プ に な り ま す 。 

まず BASIC 上 で の ロー ド か ら 説 明 し ま 
す 。 

プロ グラ ム の 入っ た カセ ッ ト テ ー プ を カセ 
ッ ト レ ュー ダ に セッ ト し , 再生 状態 に し ます 。 
ロー ド の 命令 は 2 種類 あり ます 。 

LOAD “cas: プログ ラム 4 名" 








CLOAD “プロ グラ メ 名 ” 

どちら を 使っ て も か まい ませ ん 。 プロ グラ 
ム 名 は , 6 文字 以内 で 指定 し ます 。 プ ログ ラ 
^ ム 名 を 省略 する と , テー プ 上 の 最初 の プロ グ 
ラム が ロー ド さ れ ま す 。 

リモ ー ト 端子 が 接続 きれ て いる と , カセ ッ 
トレ ュー ダ を 再生 状態 に し た だ け で は 動き ま 
せん が , 命令 を 入力 し , [| <』 ] キー を 押す と 
動き は ほじ め ま す 。 

該当 の プロ グラ ム が みつ か る と , 画面 に 和み 
つか っ た (FOUND) と 表示 し , ロー ド が 
完了 する と OK が で ます 。 テ ー プ 上 に 複数 
の プロ グラ ム が 記録 され て いて , 求め る プロ 
グラ ム が 後 の 方 に ある 時 は , 途中 の プロ グラ 
ム は SKIP の 表示 だ け で 読み 飛ば され ます 
( 図 169)。 こ の 場合 , 適当 な カウ ンタ まで テ 
ー プ を 早送り し て か ら ロ ー ド させ て も か まい 
ませ ん 。 

ロー ド が 完了 する と カセ ッ ト レ ュ コー ダ は 自 
動 的 に 止ま り ま す 。 ロ ー ド の 途中 で 止め た い 
時 は | SHIFT | キー と ISTOP| キー を 同時 に 押し 
ます 。 カ セッ ト の よう な 周辺 装置 を 止め る に 
は STOP| キー だ け で な く , 必ず [ SHIFT ] キ ー 
と 併用 し ます 。 

カセ ッ ト か ら の ロー ド も , RAM か ら の = 
ー ド と 同じ よう に メモ リ 内 の プロ グラ ム を 消 
し て か ら 行 われ る の で , NEW 命令 で 消し 
て か ら ロ ー ド する 必要 は あり ませ ん 。 

【 図 169】 、 


Sk ip iEXー1 

ら S に 3 SEー ク 

Found:EX-5 
0k 

| | 


Load " Save 





Load "casiEX-5 


N azs-BASICg 

次 に , BASIC 上 で の セー ブ を 説明 し ます 。 
まず LIST 命令 に より セー ブ す べき プロ 
グラ ム が BASIC 領域 に ある の を 確認 し ます 。 
次 に カセ ッ ト レ ュー ダ に テー プ を セッ ト し ま 
す 。 テ ー プ の 最初 か ら セ ー ブ す る と き は , 再 
生 汰 態 ヒ し て ,[M] [6] [T] [9] 還 ] 
と 入力 し ます 。 再 生 状 態 に し た だ け で 
は テー プ は 止ま っ て いま す が , MOTOR 1 
の 命令 で 動き 出し ます 。 続い て [M][0][T| 
[oO] [R][0」 3 ] と 入力 し ます 。 こ れ で テ 
ー プ は 化 ま り ま す 。 

タイ プ し て いる 間 に カ セッ トレ ュー ダ の カ 
ウゥ ンタ は 3 位 進 ん で いる は ず で す 。 テ ー プ の 
最初 の 磁化 され て いな い 部 分 を 巻く た め の 操 
作 で , 3 て 5 位 を 進め ます 。 手 で テー プ を 巻 
いて も よい の で す が , 以前 の 記録 内 容 が 残っ 
て いる こと も あり ます か ら , 録音 状態 で テー 
プ を 進め た 方 が よい で し ょ 5。 

テー プ に すでに 何 本 か の プロ グラ ム が セー 
ブ さ れ て いて , その プロ グラ ム を 消し た く な 
い 場 合 は カウ ンタ で 確認 し な が ら , テー プ 
を その 位置 まで 早送り し ます 。 その 後 , 録音 
状態 に し ます 。 セ ー ブ も ロー ド と 同じ よう に 
2 種類 の 命令 が あり ます 。 

SAVE “cas: ブロ グラ ぁ 名 " 

CSAWD で デ ョ ログ テム ュ 名 “ 

いずれ も BASIC 領域 に ある プロ グラ ム を 





バイ ナリ ー 形 式 (圧縮 し た 形 ) で テー プ へ 記 


Fi ] eg Li も 
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録 し ます 。 圧縮 し な い 形 , すなわち , LIST 
命令 で みる と 同じ 形 の プロ グラ ム を アス キー 
形式 と いい ます 。 ア スキ ー 形 式 で セー ブ し た 
い 場 合 は 次 の よう に 書き ます 。 

SAVE “cas: プロ グラ ゥ ム 名 。 AA 

CSAVE に は アス キー 形式 で セー ブ す る 
機能 は あり ませ ん 。 

ァ ス キー 形式 で セー ブ す る と 時 間 が 余分 に 
か か り , テー プ $ も 長く 必要 と する の で , 通常 
は バイ ナリ ー 形 式 ( 何 も 指定 し な い ) で セー 
ブ し ます が , 他 の PC シリ ー ズ の パソ ュ ン で 
ロー ド さ せる プロ グラ ム や , MERGE 命令 
で 使う プロ グラ ム は アス キー 形式 で セー ブ し 
て お く 必 要 が あり ます 。 

カセ ッ ト へ の セー ブ を 行っ た 場合 は , 
RAM へ の セー ブ と 違い , まっ た く 同 じ ュ ピ 
ー が 作ら れ , メモ リ に 残っ て いる プロ グラ ム 
は 何ら 変化 し ませ ん 。 も ちろ ん , メニ ュー に 
戻し て も BASIC 領域 は その まま で す 。 

SAVE また は CSAVE の 命令 を 正しく 入 
し , [<』 キー を 押す と , 書き 込み が は じ 
まり , 終わ る と OK が 画面 表示 され ます 。 
テー プ は 自動 的 に 止ま きり ま す 。 

カセ ッ ト か ら の ロー ド で は , プロ グラ ム が 
正しく ロー ド で きる まで , OK の 状態 に は な 
り ま せん が , カセ ッ ト へ の セー プ ブ の 場合 は 
カセ ッ ト レ コー ダ が セー ブ ズブ 状 態 で な く て $ ゃ 一 
方 的 に 出力 を は し め 出 力 が 完了 する と , OK 

【 図 170】 罰 、 、 


ー Saue "casiEX-6" 


Ok 
| cload? "EX-6" 
0k 

悦 


Load " Save 
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が 表示 され ます 。 セ ー ブ プ 状 態 に な いと いう の 
は , ①PC-8201 に カセ ッ ト レ ュー ダ が 接続 
され て いな い , ⑳ カ セッ トレ ュー ダ の 電源 が 
OFF に な っ て いる , ③ 録 音 ボ タン が 押さ れ 
て いな い , テー プ が 先頭 の セロ ファ ン 部 分 
な どの 場合 で す 。 そ の ほか の 操作 ミス や カセ 
ッ ト レ ュー ダ の 故障 の 場合 で も ,. セー ブ 上 は 
エラ ー に な り ま せん の で 注意 が 必要 で す 。 
セー が 政 し く 行 われ 志和 か 、 つま 0 テー プ 
上 の プロ グラ ム は , BASIC 領域 に ある プロ 
グラ ム と まっ た く 同 じ か を チェ ッ ク す る 命令 
に CLOAD? が あり ます 。 

CLOAD?7 で デ ロ グ ラ ぁ 名 " 

カセ ッ ト レ ュー ダ を 再生 状態 に し , この 命 
令 を 入力 する と , テー プ 上 に 指定 の プロ グラ 
ム を 捜し , みつ か っ た (FOUND) な ら ば 
読み 込み な が ら , メモ リ 内 の プロ グラ ム を チ 
ェ ッ ク し ます 。 プ ログ ラム の 最後 まで , 完全 
に 同じ も の で あれ ば 「Ok」 違っ て いれ ば 
「Bad」 と 表示 し ます 。CLOAD? を 実行 し 
て も , メモ リ 内 の プロ グラ ム は まっ た く 変 化 
し ませ ん ( 図 170)。 

まほ さぁ ど 上 や で 行う あ ロ ー ド た ネー ダ 研 
RAM 上 の ファ イル に つま り プ ログ ラム , デ 
ー タ ファ イル の 両方 に 対し て 行い ます 。 ま ず 
画面 を メニ ュー モー ド に し ます 。 

ファ ンク ショ ン キ ー1 番 [f1] を 押す と , 


「Load from」 が 表示 され ます ( 図 171)。 


Fil es 








ロー ド す べき ファ イル の 名 前 を 入力 し ます 。 
CAS : は 省略 で きま す 。 フ ァイル 名 も 省略 
する と , テー プ 上 の 最初 の ファ イル が 対象 に 
な り ま す ( 図 172)。 
次 に 「Save as」 が 表示 され ます ( 図 173)。 
ロー ド さ れ た ファ イル は RAM 上 に 記憶 
され る の で , その 時 の ファ イル 名 を 入力 し ま 
す 。 こ と の ファ イル 名 に は , 必ず 拡張 子 を つけ 
ます 。 バ イナ リー 形式 の プロ グラ ム に は , 
.BA を , アス キー 形式 の プロ グラ ム お よび 
【 図 171】 











Load from _ 


【 図 172】 


EX-2.BA に 


【 図 173】 


1983/95/94 15:29:18 


BASIC | TEXT 


EX メー2 。BA pa 


上 1283/95/94 15:20:32 
| 本 SMe TEXT 


1983/95/94 15:21:93 
EZISSMe 議 較 「EXT 


EX%- ク 。 員 = 





N az-BASIC 殺 
デー タフ ァイル に は .DO を , 機械 語 ブ ログ 
ラム に は .CO を つけ ます 。 

この ファ イル 名 が RAM 上 で 新しい も の 
な ら ば , 「Ready | が , 現存 の も の と 同じ 
な ら ば 「Sure?|」 が , ファ イル 名 の 直後 に 表 
示さ れ ま す ( 図 174)。 

いずれ も | Y ] と 入力 する と , ロー ド を 開始 
し ます 。READY に 対し て は [ 紹 | のみ で 
も 働き ます 。[Y] 以 外 を 入力 する と 


LOAD 命令 自体 が キャ ン セ モル され ます 。 





(C) Microso 生 + 1 
TELCOM EX-1 。BA 


(C) Microso 千 #1 
TELCON EX-1 。、BA 


(C) Microso 千 て 1 
TELCOM EX-1 。BA 
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SURE? の 場合 は 新しい ファ イル の た め 人 に 元 
の ファ イル を 消し て か ら ロ ー ド を 開始 し ます 
の で 注意 し て くだ さい 。 

ファ イル が みつ か る と 「Found」 を , み 
つか る まえ に 別 の ファ イル が ある 場合 に は 
「Skip」 を , 画面 の 最 下段 に 表示 し ます 。 
ー ド 完了 する と , メニ ュー 画面 に 新しい ファ 
イル 名 を 表示 し て 終わ り ま す ( 図 175)。 

メニ ュー 上 で セー ブ を 行う 時 は , カー ソル 
を セー ブ し た い フ ァイル 名 に 移し て か ら , フ 

【 図 174】 胃 





EX-2.BA 
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| BASIC TEXT 


ァ ン クシ ョ ン キ ー2 番 [f:2 ] を 押し ます 。 

「Save ファ イル 名 as | が 表示 され ます ( 図 
176)。 

CAS : ファ イル 名 を 入力 し ます 。CAS : 
は 省略 で きま す 。 フ ァイル 名 を 省略 する と 
RAM 上 の ファ イル と 同じ 名 前 が つき ます 
( 図 177)。 

続い て テー プ に 書き 込む 方 法 は 。 バイ ナリ 
ー 形 式 か アス キー 形式 か を 聞い て くる の で B 
また は A で 入力 し ます ( 図 178)。 





(C) Microsof げ ft 1 
TELCOM EX-1 。BA | 


Save a5 EX- づ 3.BA Read ッ タマ 





【 図 175】 ーー 
1983/95/94 15』21:18 
5721S 自 上 TEXT 
Load ら a い 6 Name 
【 図 176】 
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EX-3.BA 答 2 て 0 





1983/95/94 15:39:33 


5ASIC TEXT TELCOM EX-1 BA 
EX-2.BA EX-3.BA EX-4 BA 本 主 


Save EX-5.BA as _ 


(C) Microso 征 † 昔 1 
TELCONM EX-1 。BaA 












2 ら 6D4.4 












L 1i モ 








(C) Microso 千 † 1 










Naz-BASIC 殺 
最後 に 「Ready?」 が 表示 され , | Y | また 179)。 
は [| 』 ] で セー ブ を 開始 し ます 。 セ ー ブ が 完 カセ ッ ト レ ュー ダ の 操作 は , BASIC モー 
了 す る と 通常 の メニ ュー へ 戻り ます ( 図 ド に お ける 操作 と まっ た く 同 じ で す 。 
【 図 177】 依 、 ーー 






1983/95/94 15:39:39 (C) Microsoft #1 半 議 
BASIC TEXT TELCOM EX-1.BA 
EX-2.BA EX-3.BA EX-4.BA 5 に 衣 2 間 較 


【 図 178】 





| 1983/95/94 15:39:52 (C) Microso 生 † 昔 1 
| BASIC TEXT TELCOM EX-1 .BA | 
EXー2 .BA EX-3,BA EXー4 .BA EX-5.BA | 






[179 靖 ピ ー ニ ニ w ジ ツ ピ ツジ 
』 1983/95/ り 4 15z31:19 (C) Microso† 音 1 
BASIC TEXT TELCOM EX-1 、BA 

EX-2.BA EX-3.BA EX-4.BA 
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デー タフ アイ ル の ロー に と セー デブ メ 





カセ ッ ト レ コー ダ を 使っ て デー タフ ァイル 
を 書き 込ん だ り , デー タフ ァイル を 読み 込ん 
だ りす る 方 法 を 説明 し ます 。 

キー ボー ド か ら 入 力 さ れ た デー タ や , プロ 
グラ ム 内 で 処理 され た 結果 は , RAM 上 の フ 
ァイル と し て 保存 する こと が で きま す が , 
モリ に 余裕 が な い 時 は , 外部 記憶 装置 , す な 
わ ち カセ ッ ト へ 記録 し て お きま す 。 カ セッ ト 

ー プ は 取り は ず し が で きま すか ら , 必要 に 
応じ て テー プ を 取り 替え を る こと に より , 記録 
で きる デー タ 量 に 制限 が か あり ませ ん 。 ま た , 
テー プ を 別 の パソ ュ ン に セッ ト し て 使う こと 
ふも で きま す 。 た だ RAM 上 の ファ イル を 扱 
ら の に 比べ て , スピ ー ド が 遅い と と , また , 
一 度 に 一 つの ファ イル し か 使え な いこ と , 追 
加 が で き な い こと な どの 欠点 が あり ます 。 

まず , カセ ッ ト テ ー プ 上 に デー タフ ァイル 
を 作成 する プロ グラ ム か ら 説 明 し ます ( 図 
180)。 

OPEN, CLOSE, PRINT# の 各 命 令 は , 
RAM 上 の ファ イル の 作成 と 同じ よう に 機能 
し ます 。 す な わ ち , OPEN は ファ イル の 使 

宣言 , CLOSE は 終了 宣言 で ファ イル ど ご 
と に , 処理 の 最初 と 最後 に 必要 で す 。 

OPEN の 後に 書く 〈“”) の 中 の cas: は , 
と の ファ イル が カセ ッ ト テ ー プ 上 に 作成 され 


メ 


る こと を 指定 する る の で すか ら , 省略 で きま 
せん 。cas: の 後 が ファ イル 名 で す 。 ファイ 
ル 名 は 省略 で きま す が , テー プ 上 に 名 な し の 
ファ イル が 作成 され ます か ら , 省略 し な い 方 
が 無難 で す 。 

ファ イル 名 の 後 は 使用 目的 で カセット の 
場合 は 入力 用 (FOR INPUT) と 出力 用 
(FOR OUTPUT) の 2 つが 使え ます 。 

最後 に AS# に 続け て ファ イル 番号 を 書き 
ます 。 カ セッ ト に ファ イル を 作成 する 場合 も , 
デー タ は バッ ファ を 経由 し て 出力 され ます 。 
MAXEFILES で 指定 し た 範囲 内 で ファ イ 
ル 番 号 ,. す な わ ち どの バッ ファ を 使う か を 割 

り 当て る 必要 が あり ます 。 ベ バッ ファ の 数 は , 
一 度 指定 され る と 新た に 指定 し 直さ れる まで , 
その まま 残っ て いま す が , プロ グラ ム ご と に 
旧 定 し た 方 が 確実 で す 。 

PRINT# は , RAM 上 の ファ イル へ 書き 
出す の と まっ た く 同 じ 命 令 で す 。OPEN 命 
NE 
を 割り 当て れ ば , その 番号 が , すべ て の ファ 
イル 関係 の 命令 を カセ ッ ト テ ー プ に 対す る も 
の と し て 結び つけ る か ら で す 。 

テー プ に 書き 込み を 行う 場合 は , プロ グラ 
ム の セー ブ の 時 と 同じ よう に , あら か じ め カ 
セッ トレ ュー ダ を 録音 状態 に し て お く こ と と , 





【 図 180】 

18 MAXFILEGSー 1 
2 ロ PEN" Casi よ == も 1" 
3 SCREEN 』 ロ iCELSIY=1 

9 PRINT "NG n る mm 
Sd LHCATE YiINPUT 人 台 

ら 昌 
Z LOUCATE STYiINPUT 日 
Ga LOCATE 2@,YiTNPUT (店 
の の PRIKMT 者 1。 和 5" 。“ 正和 も 
189 Y=Y+1』iTF Y く < くさ 





IF 生 ニ p ァ ウ 9 THEN CLOSE : 


THEN 5g ELSE 


FOR dQUTPUT 内 S#1 


mar ド " 


END 


・ 
3 
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【 図 181】 


19 ド 生 XX に TL に Sー 


3@ SCREEN gd,』HiCLSiY 三 1 


る INPUT 拉 1 4 后 B ま まじ 
7Zd LHCRTE 9@,』YiPRIRHT 占 


12 BHT 3 





2 HFPEN"Casitegstf1" FOR _ INPUT 占 S 提 1 


4 PRINT "NG 中 る 押 
5 IF EOFK1) THEN CLOSE :END 


SI LOCRTE SIYTiFRINT BE 入 

引 LOCARTE SM.YsPRINT C 

1 Y= ニ ザイ +1』TF Y て る THEH 5 呈 

11@ まま ー ニ INKEY ま :TF 【 ま っ うく CHR ま (13) THEN 11@ 


msr ド K" 








テー ジ を カウ ジン 3 位 ま で 作 め て お あく と と 多 
忘れ な いで くだ さい 。 あ と は , リモ ー ト 機能 
に より テー プ は 動い た り 止 まっ た り し ます 。 
次 に , カセ ッ ト か ら デ ー タ ファ イル を 読み 
込 \ マ プロ グラ ム を 説明 し ます ( 図 181)。 
OPEN, CLOSE は すでに 説明 し た と お り 
で す 。INPUT# は , ファ イル の 読み 込み 命 
令 。 PEOF は ファ イル の 終わ ちり を チェ ッ ク す 
る 関数 で す 。 

プロ グラ ム を 実行 する 時 は , カセ ッ ト レ ュ 
ー ダ に 必要 な デー タフ ァイル の テー プ を セッ 
ト し , 再生 状態 に し て は じ め て くだ さい 。 


カセ ッ ト テ ー プ へ デー タフ ァイル を 書き 込 





8 ) プリ ンタ に よる 出力 


ん だ り , カセ ッ ト テ ー プ か ら デ ー タ ファ イル 
を 読み 込ん だ りす る プロ グラ ム は , 以上 の よ 
ら うに RAM 上 の テキ スト ファ イル を 扱う の 
と まっ た く 変 ちり ませ ん 。 違い は 次 の 点 だ け 
sr 

①OPEN の 時 に 使え る の は , INPUT と 
OUTPUT の モー ド (APPEND は 使え 
な い )。 

ファ イル 名 を 指定 する 場合 , 装置 名 の 
cas: を 必ず 書く (RAM: の 場合 は 省 
略 )。 

③ カ セッ ト テ ー プ 上 に 複数 の ファ イル を 同時 
に OPEN で き な い 。 








プリ ンタ の 接続 





PC-8201 の プリ ンタ イン ター フェ イス は , 
セン トロ ー ニ クス 仕様 に 準拠 し て いま すか ら , 
PC シリ ー ズ の プリ ンタ は いずれ も 接続 で き 
ます っ 

ここ で は , PC-8023C ( 図 182) を 接続 し 
て , プリ ンタ に よる 出力 例 を 説明 し ます 。 

まず , PC-8201 と PC-8023 じ を プリ ンタ 
用 ケー ブル (PC-8294) を 使っ て 接続 し ま 


す 。 接 続 す る 時 は いつ も そう で す が , 各 装 軒 
の 電源 は 切っ て か ら 行 いま す ( 図 183)。 

次 に イン クリ ボン を 取り つけ る 手順 を 説明 
し ます 。PC-8023C 用 の イン クリ ボン は カ 
ー ト リッ ジ 型 な の で セッ ト は 簡単 で す ( 図 
184)。 
① プ リン タ の 上 部 後方 の ペー パー カバ ー と 上 

部 前 方 の キャ リア カバ ベー を は ず し ます ( 図 
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【 図 182】 PC-8023C 




















NEGC PC-8023C 























プリ ンタ 用 コネ クタ 











185)。 

② 紙 押さ え の 小 さい ロー ラー を じゃ ま に た なら 
な い 位置 へ ずら し , リボ ンカ ー ト リッ ジ を 
リボ ン デ ッ キ に 取り 付け ます ( 図 186)。 

イン クリ ボン が リボ ポン ガイ ド と リボ ン ガ イ 
ド プ レー ト の 間 に 入 る よう に し , た る み が 
あれ ば リボ ンカ ー ト リッ ジ に つい て いる つ 
まみ を 右 へ 回 し て ピン と 張り ます 。 


イン クリ ボン の 使用 期間 は 頻度 に より ます 
が , 大 体 2 て 3 ヵ月 位 た つと , イン ク が 薄 
く て み づ ら く な り , それ 以上 使い 続け て い 
る と リボ ン が 破け ます 。 破 れる 前 に 交換 す 
る よう に し て くだ きい 。 

④ は ず し た ヵ カバ ー を 元 へ 戻し ます 。 続け て 用 
紙 を セッ ト す る 時 は , それ が 終わ っ て か ら 
カバ ー を 取り つけ た 方 が よい で し ょ 5。 





【 図 184】 リボ ンカ ー ト リッ ジ 
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【 図 185】 プリ ンタ スプ ロケ ッ ト ト ラク タ 













ペー パニ あッ 9 に プラ テン シィ プ 


トッ プ エ ン クロ ー ジ ャ ー ーー ター 


キャ リア カバ ー 
レリーズ レバ ベー 





前 面 操作 パネ ル 


電源 スイ ッ チ ボトム エン クロ ー ジ ャ ー 











に 
【 図 186】 リボ ンカ ー ト リッ ジ の 取り 付け 





り リポ ボン カード リッジ 
















で は , 用 紙 の セ モット を 説明 し ます 。 し ます 。 キ ャ リア カバ ベー を は ず し て いる 時 
一 枚 ずつ 用 紙 を セッ ト す る 場合 も あり ます は 必要 あり ませ ん 。 
が 連続 的 に 印刷 する た め に 通常 ミシン 目 の ② 紙 押さ え の 小 さい ロー ラー が つい て いる = 
入っ た 連続 帳票 を 使い ます ( 図 187)。 ー ラ ー シ ャ フト を 前 に 引き ます ( 図 188)。 
⑳⑪ ア プリ ンタ 後 方 の ペー パー カバ ベー を は ず し , プリ ンタ 左上 に ある レリーズ レベ バー を 後方 
プラ スチ ッ ク の ペー パー カッ ター を 前 へ 倒 に 倒し て , プラ テン (用 紙 を 巻き つけ る 黒 





較 連続 帳票 
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い ゴ ム の 円 柱 部 分 ) と 紙 押 さえ の 間 に 隙 間 
だ つん り ま すん 

④ 後 方 か ら プ ラテ ン に 沿っ て 用 紙 を 挿入 し ま 
す 。 用 紙 を 差し 込ん だ 後 , レリーズ レベ バー 
を 前 に 倒し て 紙 を 固定 し プラ テン の ノブ 
を 時 計 方 向 へ 回 す と , 筒 単に 紙 が 上 っ て き 
ます 。 

⑤ ゃ 5 一 度 レリーズ レベ バー を 後方 に 倒し て 
紙 押 さえ を ゆる め , 用 紙 の 左右 に あい て い 
る 紙 送り の 穴 (スプ ロケ ッ ト ホ ー ル ) と , 





【 図 188】 ペー パー の 取り 付け 





レリーズ レバ パー 





プリ ンタ の スプ ロケ ッ ト ピ ン を 合わ せま す 
( 図 189)。 

⑥ ピ ン と 用 紙 の 穴 が 合わ な い 時 は , スプ ロケ 
ッ ト ピ ビン の 上 に レバ ベー が つい て いる の で 向 
う 側 に 倒し , スプ ロケ ッ ト ト ラク ター ( ス 
プロ ケッ トピ ン の つい て いる 部 分 ) の 位置 
を 左右 に 動か し て 調整 で きま す 。 

⑦ 用 紙 の 位置 が 決っ た ら , スプ ロケ ッ ト レ ベ 
ー を 手前 に 倒し て スプ ロケ ッ ト ト ラク ター 
の 位置 を 固定 し ます 。 そ れ か ら , スプ ロケ 











プラ デン シッ デ 


キャ リア カバ パー 





ペー パー カッ ター 














【 図 189】 


ペー パー 


スプ ロケ ッ ト レ バー 








レリーズ レバ パー 

















【 図 190】 プリ ンタ 前 面 


選択 用 紙切れ 電源 
ラ シ デ ラン ング ラジ 








選択 1 行 送り 


1 ペー ジ 送 0 


スイ ッ チ スイ ッ チ スズ イッチ 
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ッ ト ト ラク ター の 紙 押 さえ を 倒し て 紙 を ピ 

ン に 固定 し ます 。 ロ ロー ラー シャ フト を 元 へ 

戻し レリーズ レベ バー を 手前 に 倒し て , 紙 

を し っ か り プ ラテ ン に 巻き つけ ます 。 
ペー パー カバ ベー を 元 ど お り と りつ け ま す 。 

言葉 で いう と 難し そう で す が , 1, 2 回 実 
際 に 用 紙 を セッ ト し て みれ ば , すぐ 覚え られ 
ます 。 ま た , 用 紙 は 一 度 セ ッ ト す れ ば , な く 
な る まで (1 箱 に 1000 一 2000 枚 ) その まま 
自動 的 に 紙 送 り され ます 。 

イン クリ ボン と 用 紙 の セッ ト が 終わ っ た ら , 
いよ いよ 印刷 で きま す 。 プ リン タ の 電源 スイ 
ッ チ を 入れ ます 。 プ ブリ ンタ 前 面 に ある 3 つの 
ラン プ の うち の 右側 が 緑色 に な り ま す 。 ラ ン 
プ の うち 右側 は 電源 が ON の こと を 示す 
POWER ラン プ , まん 中 が 用 紙切れ を 示す 
PE ラン プ , 左側 バ が プリ ンタ が 選択 中 で ある 
こと を 示す SEL ラン プ で す ( 図 190)。 

PE ラン プ は 用 紙 が な く な っ た 時 に 赤く 点 
灯 し ます 。SEL ラン プ は , プリ ンタ が 選択 
中 (プリ ント 可能 状態 ) の 時 , 緑色 に 点灯 し 
ます 。 プ リン タ を 選択 状態 に する た め に は , 
ラン プ 右 端 の SEL スイ ッ チ を 押し ます 。 
SEL スイ ッ チ は 1 回 押す と ON に , も う 一 
回 押す と OFF に な り ま す 。 


N az-BASIC 

LF と TOF の スイ ッ チ は , それ ぞ れ 1 行 . 
1 ペー ジ の 紙 送 り を する た め の ス イッ チ で す 。 
プリ ンタ が 選択 され て いな い 時 , すなわち , 
SEL ラン プ が つい て いな い 時 の 働き ます 。 
1 ペー ジ は 特に 指定 し な けれ ば 6 分 の 1 イン 
チ を 1 行 と し て 66 行 分 (ロイ ンチ ) で す 。 

LF スイ ッ チ で 行 送り し た 場合 と , 印刷 命 
令 で 行 送り し た 場合 は 。 プリ ンタ 自身 が 行 数 
を カウ ント し , TOEF スイ ッ チ が 押さ れ た 時 
は 66- カ ウン ト , すなわち 残り の 行 を 紙 送 り 
し ます の で , 必ず ペー ジ の 最初 に 用 紙 が 送ら 
れ ま す 。 

最初 に 紙 を セッ ト す る 時 , ミシン 目 が 1 行 
目 に くる よう に し な か っ た り , 手 で 用 紙 を 巻 
き 上 げた りす る と , も ちろ ん TOE スイ ッ チ 
を 押し て も 用 紙 の 最初 に は きま せん か ら 注 意 
し て くだ さい 。 

で は , プリ ンタ の 電源 が ON で , SEL ラ 
ンプ が 点灯 し て いる 状態 で 次 の 命令 を 入力 し 
で まし ょ う 。 

LPRINT “ABCDEEF" 

LPRINT は プリ ンタ に 出力 する 命令 で 
す 。ABCDEF が 印刷 され る は ず で す 。 
LPRINT の 後に 続け る 定数 や 変数 の 規則 に 
つい て は PRINT 命令 と まっ た く 同 じ で す 。 








プリ ンダ に よる 機能 の 違い 









PC シリ ー ズ の プリ ンタ は いずれ も プロ グ 
ラマ ブル な プリ ンタ な の で , プリ ンタ 独自 の 
制御 ュー ド を 送る こと に より , 印刷 方 法 を 変 
える こと が で きま す 。 制御 コー ド は プリ ンタ 
の 種類 に より 異な り ま す が , ここ で は PC- 
8023C を 例 に , その 主 な 機能 を 紹介 し ます 。 

印字 文字 の 種類 

① ノ ー マ ル 印字 (パイ カモ ー ド 通常 ) 

ERINT CHRN (27: “NN 

②12C/! の 印字 (エリ ー ト モー ド ) 





EPRINT GRHRS (0270。 の 
③17 C/I の 印字 (縮小 モー ド ) 
LPEREINT CPURS (7) "の "。 
(プロ ポー ショ ナル モー ド 
PRINT CR ほ の : "P": 
カタ カナ ひら が な 切り 換え 
① カタ カナ 印字 (通常 ) 
LEPRINT CHW27), "8": 
ひら が な 印字 
LPRINT CRNR$ 7) , "を 
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文字 の 拡大 
① 拡 大 文字 印字 


LPRINT CHR$ (14): 


② 拡 大 文字 解除 


EPRINT CHRS 15): 


改行 幅 の 切り 換え 


①6 行 プ ノイ ンチ (通常) 
LPRINT CHR$ 2②7: “AP: 


②8 行 プイ ンチ 


LPRINT CHR$ (27: 7BP: 


③ N 行 プ 144 イ ンチ 
LPRINT CHR$ (27): “エエ”: “NN の : 図 192 の 例 は ,。 アル ファ ベッ ト と カタ カナ 





LEPRINT CHIRW (7 で 家 
(アン ダー ライ ン 解 除 


LPRTNT CRHR$ ⑳70) 7 


改 ペ ー ジ (TOF スイ ッ チ と 同じ 働き ) 


LPRINT CHR$ (12) 


プリ ンタ の 制御 ュー ド は LPRINT 命令 を 
使っ て プリ ンタ へ 伝え ます 。 制御 コ ー ド を 受 


け と る と , 次 に 制御 ュー ド を 受け と る か , プ 


が 続き ます ( 図 191)。 


リン タ の スイ ッ チ を 切る まで , 同じ 印刷 状態 





アシ ダー ライ シ , 制御 コメ ー ド に より 印刷 方 法 を 変 を な が ら , 
(① ア ンダ ー ラ イン 印字 WI 

【 図 191】 

19 D 折 TE。 エ リー トロ ジュ ブツ ショ ウリ PP 。 フ ロホ ドー ショ ナル 。 装 。 ノーマ 

2 D 折 T 牛 人 。 ヒ ラナ 。 亡 。 力 カナ 日 日 ま " ELkck 衣 ヨウ 

PD 折 丁 折 アン 6 ーー ライ ン 」Y 。 ア ンタ * ー ラ ザー オヨ 

引 FHR =1 TH 1 

回 FRE 貼 占 手 』 日 衝 

に 3 LFRTIHT HER まま て で デア )』 白 手 』 

回 IF 帳 和 ま ーー" まり HR まま ー リ 上 リ "HHR 正和 ま ニ "ヤリ THEH 1Sg 

に 1 LFRTINT ILPRTINT CHR も て 18) 』 リ 9 まり = 日 事 

Mt HEHE 1 只 昌 

1 。 LPRINT CHR ま 155 

11 HELUE 1 

1 デ NEEST 

13 中 EFD 

14 LPRINT "人 BEDEFGHT TELFFHHPGRRSTUMMRTYZ リ 

159 LPRTINT "アイ ウエ オ カキ ウケ コ サシ マセ ツリ タチ ウリ テ トリ 

186 LPRINT "12348 ア ロウ ロー ! 持 皇 8 で) テニ [ ] ii" 

1 RETLRFJ 














110 











【 図 192】 制御 コー ド に よる 印字 文字 の 種類 と 機能 


先 エ リー ト 

呈 選 ビビ ロ ビビ ロロ エゴ ビレ FT ロビ ピロ 選定 LEISET 
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1 己 選 王冠 昌一 へ 連 ! 電 手 2Eac< デ ラーF] コ ss 
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アイ 9 エ オ 7 放 27 コ 9bZ セ ツ 2 チリ テ ト 
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BCDEFGHIJKLIMPGRSTLUMMKYZ 
7 す 許 29] 92 も 7 85 ト 
1234587898- 全 し 揺 光 0=E1ig 
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ファ イル の EH 出 





BASIC モー ド に ある 時 , BASIC 領域 に 
ある プロ グラ ム を 印刷 する こと が で きま す 。 
画面 に プア ビグ ラム を 表示 する LIST に 似 た 
LLIST (エル リス ト ) の 命令 を 使い ます 。 
まず BASIC 領域 内 に プロ グラ ム を 入れ ま 
す 。 簡単 な プ ログ ラム を 入力 する か , RAM 
回 回 還 還 FgOA み C 次 に 
[r][S] [TL ] と 入力 し ます 。 
5 の が 印刷 に 変わ っ た だ け で プ 
ログ ラム の リス ト が 出力 され ます 。LLIST 
は , LIST と 同じ よう に 行 番号 を 指定 し て 印 
刷 す る こと も で きま す 。 
①LLIST 行 番号 その 行動 番号 の み 印 刷 
②LLIST 行 番号 一 行 番号 範囲 内 を 印刷 
⑨LLIST 行 番号 一 その 行 番 号 か ら 最後 
まで 印刷 
④LLIST 一 行 番 号 
まで 印刷 
LLIST が 終わ っ て も BASIC モー ド の ま 
まで す 。LLIST を 途中 で や め た い 時 は , 
| SHIFT ] キ ー を 押し な が ら キー を 押し 
て くだ さい 。 印刷 中 の プリ ンタ は , [SToP| だ 
け で は 止ま り ま せん 。 
メニ ュー モー ド に ある 場合 は , RAM 上 の 
ファ イル を 科 単 に 印刷 する こと が で きま す 。 








最初 か ら そ の 行 番号 


名 ュー セー 全 で に は , ey 


【 図 193】 


EXー-1 。BA 


List Midth(89)! _ 


1 


。19283/95/66 11: 24.: 送 
BASIC TEXT 
E メ ー2 。BA 





され て いる LIST ュ ユマ ンド を 使い ます 。 

メニ ュー モー ド に お ける LIST コマ ンド 
は , BASIC ファ イル (.BA), TEXT ファ 
イル (.DO) の 両方 を 印刷 する 機能 を 持っ て 
MS 東 

まず , 印刷 し た い フ ァイル の 名 前 に カー ソ 
ル を 移動 し て か ら [ rf-4 ] を 押し ます 。 印刷 し 
よう と し て いる ファ イル が テキ スト ファ イル 
の 場合 は , 続い て 画面 の 一 番 下 の 行 に , 印字 
幅 に つい て の 質問 が 出 ま す ( 図 193)。 

印字 幅 と は , 印刷 する 時 に 1 行 に 最大 何 文 
字 印 刷 す る か の こと で , 10~132 で 指定 し ま 
す 。 指 定 を 省略 し て の み 入 力 し た 場合 

) 内 の 数 字 を 指定 し た も の と みな され 
ます 。( ) 内 の 数 字 は , 印字 幅 を 指定 する た 
びに 書き 替わり ます 。 電源 を 切っ て も , この 
省略 値 は 消え ませ ん 。 

BASIC ラファ イル を 印刷 する 場合 は , 印字 
幅 は 指定 で きま せん 。 プ リン タ が 可能 な 印字 
幅 で 印刷 し ます 。 す な わ ち , PC-8023C で 
は , 特に 拡大 縮小 を 指定 し て いな けれ ば 1 
行 に 80 字 印刷 し ます 。 印 宇 幅 の 指定 が で き 
な い の で , TEXT ファ イル に カー ソル を 重 
ね て , [rf:4 ] を 押し て も ゃ , 印字 幅 の 質問 は 出 
ませ ん 。 

AM _E で LIST 人 . と 。 の 


(も) MPaeofE 。*1 工 
TELCOM telF.DO 言 
に 交 一 は 有 BB 用 一 ーー 


【 図 194】 







BASIC 
EX-1 BA 





プリ ンタ の 準備 が で き て いる か を きい て きま 


す ( 図 194)。 

| Y] また は [し ヨ ] を 入力 する と , 印刷 を 開 
和合 し ます 。 [ Y ] 以外 を 入力 する と , [Fr4] を 
押す 前 の 状態 に 戻り ます 。 

また , | Y あるいは [ 記 ] キー で 印刷 を 開 


人 し た 時 に , 実際 に は プリ ンタ の 準備 が で き 


| | 1983/95/96 11:24:29 
TEXT 
EX メー2 .、BA 


|」iat telF.DO Ready? _ 


て いな く て 印刷 が で き な い こと と が あり ます 。 


N az-BASIC 久 


(C) Microsoft せ 1 












TELCOM 
EX-3.BA ーー 


この 場合 特に エラ ー の 表示 は され ませ ん 。 
PC-8201 は 、 そ を と で 止ま っ て し まい ます 。 
プリ ンタ の 準備 を し て セレ クト 状態 に する と 
印刷 を 行い ます 。 一旦 印刷 状態 か ら 抜 けた い 
場合 は , [| SHIFT ] キ ー を 押し な が ら [STOP| キ 
ー を 押し ます 。 








印刷 プロ グラ ム の 作成 


すでに 述べ た よう に , プリ ンタ に 出力 する 
た め の 命 令 は LPRINT で す 。LPRINT は , 
出力 先 が プ リン タ で ある こと 以外 は , 画面 表 
示 の PRINT と ほぼ 同じ 働き を し ます 。 

図 195 の プロ グラ ム を 実行 し て み ま し ょ 25。 
また PRINT 命令 を LPRINT 命令 に 修正 
し た 後 , もう一度 実行 し て その 違い を みて く 
だ さい ( 図 196)。 


PRINT と LPRINT の 命令 に 差 は な く て 
も , 印刷 の プロ グラ ム を 作る た め に は , 画面 
表示 させ る 場合 と は 違っ た 配慮 が 必要 に な り 
ます 。 な ぜ な らい ば, 画面 は いま 操作 し な が ら 
みて いる わけ で す が , 印刷 し た も の は , 操作 
と は 関係 の な い 人 が , 関係 の な い 時 点 に みる 
か も し れ ま せん 。 そのため, いつ , 何 の た め 
に 印刷 し た も の か , つま り 日 付 や 標題 が 印刷 





@Nasz-BASIC 
の 中 に 必要 と な り ま す 。 

また , 画面 は 横 40 字 , 縦 8 行 の 枠 の 中 で 
みや すい 形式 を 考え る わけ で す が , プリ ンタ 
で は 標準 の 用 紙 に , 標準 サイ ズ の 文字 で , 横 
80 字 , 縦 66 行 の 印刷 が で きま す 。 さ ら に , 
プリ ンタ の 機能 に よっ て は , 文字 の 縮小 や 拡 
大 を 行う こと も で きま す 。 ま た , 連続 し た 用 


紙 は 1 ペー ジ ど と に ペー ジ 送 りゃ 必要 で す 。 

部 , 日 付 , コード, 数 量 か ら な る , SYOHIN 
を 読ん で 印刷 する 例 を あげ ます 。 見出し, ベ 
ー ジ , 小計 , 合計 , 総合 計 の 計算 , ペー ジ 送 り 
な など を 参考 に し て くだ さい 。 た だ し 。 デー み 
は 部 , 日 付 の 順に 並ん で いる の が 条件 で す 
( 図 197)。 





【 図 195】 

19 SCREEN iCLS 
49 FOR 1=1 TO 8 
Sd _ READ 正和 日 所 


Z9_ NEXT 
9 END 


S9 PRINT 販 ま T 全 BK2B) B ま 


29 PRINT TaBC4)"※※ 。 TELEPHONE ポリ 


36 PRINT "NRME" TREE8) "TEL-NG" 


DOT 台 hirooka , 4 の アー ジコ 〆 1 taEuch 1 コロ ロータ 
198 DaT 后 anabuk 1 , 3 コー る ら さ に ド ュ ロロ ai 』。 ココ マー ロア ラニ 2 
118 D 全 T 操 ando 』。 る 〆 ヨ コー コジ 4 』 KGE ュ ah 1 ロロ ー さ ア / ロ ウマ 
129 DRT 合 aosauia 。 ロー コ 24 , natU 』 ヨ 〆 ヨ ー1 ロ 4 














【 図 196】 
※※ 。 TELEPHUNE  ※※ 

NHIE TEL-NO 
hirGok ぇ アウ ー ジ 5 1 
tabuchi コー の ロロ 
ahabhu ド ki ココ コーロ ささ 
Kaqawia らら どー ロコ 2 
に iteiel さき /ー コ 2 
KODaya=hi ロマ ー ら /〆5 ァ 
etet-- り (に 1 アロ コー コジ 
hatu 引 〆 づ コー 1 昌 ヨ 四 
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【 図 197-①】 
19 / XX※※※※※※※※X※※ え ※X※※※※※ メ XX※※ メ メデ 
2 < ※ ※ 
3 后 < ※ イン サフ ャ ェ ログ" ラ る サブ 生 ※ 
4 7 ※ 
日 / XX※※※※※※※※\※※※※※ メ XX※XXX※※※※※※ え 
3 る 38 GSUB 1239 
Z4 OPEN "SYHHIN" FR INPUT 和合 提 1 
88 IF EQFC1I) THEN 178 


の INPUT 1 同和,D 和 まま 。 全 


1 
118 
129 
138 
149 
1Sw 
138 
17Zg 
18g 
1 ァ @ 
WC8C8S1 
1819 
19 昌 
139 
1g48 
18S@g 
1 き 只 
18 
1 7Zg 
1889 
1 
1186 
1118 
1129 


1 13 中 


114@ 
11Sg 
1188 
117 遇 
1 1889 
1 1 ツ 昌 
129 
1219 
1229 
1239 
124 
1245 
12G 
12 る 9 
1 る 3 
1235 
1279 
1289 
12 の 9 
1398@ 


IF SM 三 @ THEN Sh 1 :K1 ま ーー ま :K2 季 ーD 放 


IF KK1 和 まく > 合 ま THEN GOHSUB 1 ウタ qg ijiGHSUB 1148iGUEUB 1238iGUTO 14g 


IF K2 和 まく >D も THEN GOSUB 199 
IF GYO> ニ Sg THEN GOSLUIB 123g8 
BSUB 1939 
さ ロ 電王 ご 亜 提 + に K 提 


BOTOU Sg 
7ENHD 
GOSELB 18 ア GiGUSUB 1149iEHSUE 11Gg 
じ LOSE : END 
美深 天光 天光 天天 え 天 天天 大 ええ 天光 天天 
7 。 sub Faoutin 3 
て 潜 深 美 湊 容 天 天 決 涼太 水浴 洒 浴 


print routine 

LPRINT TABX) 馬 生 TaRBK1I85 DD T 全 BKE15 量 生 』 
LPRINT TABK32) LISTING" 持 提 持 培 寺井 』"』Si 
LPRINT TABK4S5) USING 持 持 持寺 装填 。" iTi 
K 提 三 SX 丁 

LPRINT TAEKSg) USTINIGT 持 提 持寺 持 持 持 持 寺 幸 ," 
BY ローGY ロ + 1 iRETURN 

^ =ub tt&1 

LPRINT TARBK5) "sub tata1"i 

LPRINT TEBKSg) LHSIING" 持寺 電電 持寺 圭 寺 寺井 。" ョ 
LPRINT STRING も て BB リー リ ) iTY ロ ニーGY ロ + 2 
トロ サー トロ 寺 + ご ロロ 』 ご ロ 寺 一 は iK2 ま ーD 生 RETURN 

^ tatal 

LPRINT TEKSD) "上 G ロ ta1" ョ 

LPRINT T 合 BC て Sa) USING 持 韻 持 井 提 提 電装 電電 。" 』 ョ MG 提 
店 盾 一 口 持 + す 時 :1 ロ 圭三 9 gK 1 手合 放 iK2 和 ま ニ D 和 ま RETURIN 
grand total 

LPRINT 

LPRINT TEKS) "Grand 上 Gt&1Ti 

LPRINT TABCGg) USING" 振 持 拓 井 持 持 井 措 神 圭 。" 』 ロ 提 
RETURN 

2 ETEE PRTNT 

IF SN ニニ 1 THEN LPRINMT CHR ま て 12) 

LPRINT CHR ま てく 14) 


KK 拉 


ri 


ロ 電 


に PRIINT TaBG 127 CHR や (27 7 。 PU アサ ゴチ ラン ヒョウ ゆ " 


LPR1INT CHR ま て (150 iLPRINT EEHR ま て (2723 "YY 
LPRINT TAEKCS) DaATE ま 』 


P=P+igLPRINT TABKZ9〉) USING "Paae ##"jPiLPRINT 


LPRINT TABKS) リフ リ 征 全 BC 18) "ヒト" ョ 


LPRINT TBC28) "コー ト ^" TABK39) "イマ ウリ ョ の リョ 


LPRINT TABC45) "ターン カリ" TAB る 33) " ま っ カ " 
LPRINT iGYQO= テ 9 iRETURN 


グ り 」 
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【 図 197-②】 
合同 7 テニ デマ で 主 字 
58.Z83/Z31 &qe 。 1 
の し 当 = ボ ぎ 識 陳 本 還 専 腔 表 ネ は お ダダ 
呈 1 58g3@ 1 8 1 5G 昌 生 』 昌 昌 回 2. HG, BB 
8 1 58839 1 2 288 4 89 操 12, 99 ,98G 
gl SS8g38g 1 3 き 2 8, コ 中 2 る 』 9 ロ 
1 S8938 1 1 に 120 12 4 ”, 6Gg9 , dg 
g1 58@3@ 1 5 GB 11.9 人 4, 4 』 BB 
sub total 31 ,25 る 。999 
1 589385 上 1 1.588 4 9 る 8 9 。89 
1 5Sa385 2 1? は ア 』ZB8 1. 443.88 
1 589395 EE 1 99 1 1 , 1 1 ,999,899 
1 SB83H 4 の 昌 丘 5, Sg 人 の の 人 昌 昌 
1 58@395 5 358g 12,H 邊 。 2 。99 
1 5883955 CEC1 18g 3, 2 明 2 , 中 
sub +#Otal 1. の 33.89 
1 58g38 ア 1 1 ,589 人 。 昌 昌 器 る 』 gg 
1 8 3 ア 1 呈 1?9 1 .ggB 2 さる 。 折 失 抽 
81 58939? の 189 1 昌 呈 コ 。199 9 
@ 1 58938 ア 18 EIC 18,86g 18」26G ,B 
981 5883Z アァ 358 12,386 4 .35,9H 
1 58@3〆 史 る 1 3,2Z98 2 , 月 丘 折 
sub total 34 ,585 , 四 上 
81 589388 3 1 . 昌 11.89 11,89, 
1 SSg388 5 5g 昌 アウ 1, 4 昌和 8 
1 588398 19 1 .999 15,9@99 1 コロ 999 ,99 
1 588 3 LE アロ 人 1 58g 1. 35 , 8 
81 588398 85 358 15,899 5,258』 88 
g1 588 3 避 1 1 中 2, 5 丘 2S6 , 6 
呈 1 58398 ロア 1 , 昌 g 昌 ら 』29 昌 ら 』 2 本 
1 58838 1g 5 に まい 1 。 さ 人 。 頒 折 質 
sub #ota1 8 る 。 159 ,89 
1 583 1 1.898 1 1 ,g 昌 11.BGB 899 
@ 1 58838 ア 4 4 2 。 提要 折 18,。 昌 』B 引 
1 583G EC1 4 32 , BB 23. る 8 。 9 中 
1 58838 ア 1 1 48 昌 2G 。 gg 11,3Hg, 9 
sub total ら 和 44, 人 489 ,888 
1 S8a31 1 1 1,589 2,599 3,ZS5d , 9 
1 58a31 1 2 1 申 る ,38g 1 , 1 ア Z 4 8 
8 1 Ss8831 1 8 35g 2,999 7 , 899 
#1 58831 1 る 188 288 329 , 8 
sub total 5 る Z」999 
total 364 3Z1,898 
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【 図 197-⑧】 
5 ia sg 』 

GS8/Z3〆31 P&G 。 2 
妥 1) コー- ト ~^ 准 砂 必 大 カ 事 恒 浦 受 
中 58g3g 1 1 KC1 引 』 昌 昌 四 2 RG 
2 58g38 1 HH 3 上 8,S3 ロ 8 4 の 9 』 昌 
62 58g3g1 @ き 1 8 1 7,gBB 1 7 , 本 下旬 
2 58g3 1 4 に に | 58 3,57Z8,899 
ミリ Etot ぇ 1 1 に に mWICICG 
2 5Sa3a3 2 45d 8,38 相 3,Z35,」 66 
2 コ 8393 BB さ 1.999 3,26H 3,2HB HG 
ub tota1 に こす k2 に tm ま *1C0 い | 
只 2 58936 王 1 1 .5gg 邊 。 且 四 折 放 」 昌 還 紹 」 還 昌 昌 
K コ 58g 39g 王 時 12 BBGM ア る , 昌 中 
2 S8g 3@ 号 9 1 ,M 和 4, 3 昌 折 に 党 c1C7 計 Ci 
Po 58838 記 和 只 に に 32| 5,59 3.88 昌 HGH 
2 SSg8 3 所 5 358 12.9 4,2. BB 
2 8939 11 1 き ,2G9 329 , BB 
sub total 18 , さ る 。 昌 打 昌 

須 8 コア 1 3 8 昌 失 1 。 引 生 昌 。 折 折 
2 58838Z 51 1.588 4,9 る ら ,99。BBB 
2 58a3g ア 1 7 人 昌 CICIC1 2 BB ,BGG 

どう 58g39〆 の 1?9 ,39 1 . ロ ZZ 9 
2 58@3 ア じ P コ 3 8,3g に | 
2 5883g〆Z 呈 1.898 1.B8G 1 。BB 昌 
KW SE 3 ア 4 CHC 5,S99 3 GE 
sub total 18。6gZ,989 
+ot ぁ ら 邊 日 G〆』 昌 BB 
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【 図 197-④】 
ME' イチ テラ テー し = 人 衣 : 

58/Z3/31 GE 3 
の " oy コー も 間 玉 学 = カカ 守 み の "タダ 

3 SS8g36@ 1 5 35@ る, 8 名 和信 。 つ ロ 昌 。 四 人 折 
83 58838 1 1Z 1.999 12.999 12 dg,999 
@3 5883@ 1 る 1 ,98B 3。29 に 1 
93 5883@ 1 8Z 1.58 3。,299 4.B99 ,BB 可 
sub total 4 2, 
83 588382 82 1?9 8,Z98 1 .553,888 
83 58@392 893 1,8G89 18』99 1 る 889,GdB 
3 58@ 382 4 5@ 呈 2 る, の 9 1 , 99, 
sub total 19,183,898 
3 58939 る 5 15g 21.89 3, の の 9 ,996 
83 58@3 く る CEC1 188 4』gg 48g』g8@ 
=ub total 4 ,3 タ 9 。 98 
3 58939 ア @1 1,59g 4。119 る 。 135.889 
3 58838 ア 2 1 の に りり に 1, コ 2G 』BGB 
83 58839Z 3 ア ,588g 11,.g99 82,599 ,99G 
3 588 3 4 2 人 き , SB 1 18,8Bg 
83 5883 ア Z 85 499 12,989 4.899 ,999 

3 58838 ア る 18@ 3,298 328 ,BB 
sub total ? る 6495,889 
3 589398 @ 1 339 4 8 1 ,329 ,89 
3 5883g8 2 18g 8.3 839 , dg 
83 58g8398 3 5 る 9 11.g99 る 。 1 る 9 ,8g 
83 S8g398 4 Sg , gg 4 49 GE 
83 588398 95 515| 12,999 4,B99.989 
83 588388 KRC1 1,89 呈 3。 2 さ 3, 2 」 9 四 折 
=ub total 2 。Z1g.9 
83 58838 の 1 12 14.g89 ア 。d99 9 
3 58838 12 中 さ 」 る 四 折 324 , 9 本 
83 S8939? ES 8 13。189 11 ,ZPG , ロ gg 
83 58838? 14 gg 39 』 598 27 」 5 。 8 本 
83 58938 4 合 ?59 る 。』 ら 99 る 2Z9 ,』8 昌 昌 
3 588 3 18 3 3, 3 アア 』 昌 岳人 
sub total 53 .B24.99 
total 218,232 899 
qrand tta1 587Z , の ロロ , 昌 
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Dec-BAsio 補 足 ” 


ファ ンク ショ ン キ ー 





キー ボー ド 最 上 段 に つい て いる [fi 
ン [ fr5 ] の ファ ンク ショ ン キ ー の 働き に つい 
は, 第 1 章 の キー 操作 で あみ れ まし た が 
BASIC モー ド に お ける 各 フ ァ ン クシ ョ ン キ 
ー の 内 容 に つい て 説明 し まし ょ う 。 

ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 は , 工場 出荷 時 
お よび ュー ルド スタ ー ト 時 に は 表 7 の よう に 
な っ て いま す 。 

[fr1 ] に 登録 きれ て いる 「Load “」 は, 
すでに 何 度 も 使っ て きた プロ グラ ム の ロー ド 
を 行う 命令 で す 。 し Tr1 ] を 押し て LOAD“ 
を 表示 し た 後 , プロ グラ ム 名 を 入力 し ます 。 

に 登録 され て いる 「Save “| は , 
プロ グラ ム の セー ブ を 行う 命 令 で す 。 
を 押し た 後 , プロ グラ ム 名 を 入力 し ます 。 

[fr3 ] に 登録 され て いる 「FHiles」 は , 現 
在 RAM 上 に ある すべ て の ファ イル の 名 前 
を 表示 し ます 。T1LES の 後に 装置 番号 を つ 
ける と , RAM 以外 の 装置 (0 の 時 SIO イ 


ンタ ー フ ェ イ ス に 接続 され て いる 外部 記憶 装 
置 ,。 1 て 4 の 時 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 装 置 ) 上 
の ファ イル 名 を 表示 し ます 。 

BASIC TEXT TELCOM の 各 ソ ラフ 
トウ ェ ア は RAM 上 に あり ませ ん か ら 表 示 
され ませ ん 。 表 示さ れる の は , 現在 選択 され 
て いる バン ク 上 の ファ イル だ け で す 。 
に は , FILES の 文字 の ほか に , キー 
の 機能 も 合わ せ て 登録 きれ て いる た め , 
は 押す 必要 が あり ませ ん ( 図 198)。 

に 登録 され て いる LIST は , 現在 
BASIC 領域 に ある プロ グラ ム を 表示 する 命 
令 で す 。 を 押し た 後 キー を 押す 
と プロ グラ ム の 小さ い 行 番号 か ら 表 示さ れ ま 
す 。LIST に 続け て 行 番号 を 書く と, 特定 の 
行 だ け を 表示 で きま す 。 
① LIST 行 番号 その 行 の み 
② LIST 行 番号 一 行 番号 範囲 を 指定 
③ LIST 一 行 番 号 最初 指定 行 ま で 




















































































































【 表 7 】 BASIC モ ー ド に お ける ファ ンク ショ ン キ ー 
キー 番号 キ ー 内 人 答 機 能 

1 [f1] LOAD/ プロ グラ ム を BASIC 領 域 に 読み 込む 
2 [fr2 ] SAVE7 BASIC 領 域 の プロ グラ ム を 他 へ 書き 出す 
3 f:3 FILES RAM 上 の ファ イル の 表示 
4 f-4 SE プロ グラ ム の 表示 
5 [fs 」 RUN プロ グラ ム の 実行 
6 SHIFT | 二 [f1」 EDIT TEXT ソ フト ウェ ア へ 移る 
7 [| sHiFT | +[rz CONT 中 断 し た プロ グラ ム の 再開 
8 SHIFT |+[f:3 PRINT 画面 表示 
ロ SHIFT | +[f3 LtS〒、 BASIC が 注目 し て いる 行 を 表示 
10 | SHIFT 」 す [fr5 MENU ] メニ ュー モー ド へ 戻る 








9 


gNsz-BASIC 
【 図 198】 


Fi]l eg 
EXー-1  。BA EX-2 
_ DUk 


Load " Save " 


④ LIST 行 番号 一 指定 行 最 後 まで 


に 登録 され て いる 「Run 」 と いう の 
は , BASIC 領域 に ある プロ グラ ム を 実行 す 

る 命令 で す 。 

rs ] に は RUN の ほか に , | <』] キー の 
機能 も 合わ せ て 登録 され て いる た め , | q』l | 
を 押す 必要 は あり ませ ん 。 RUN 命令 に は , 
特定 の 行か ら 実 行 を 開始 する と か , RAM 上 
の ファ イル か ら 読 み 込 ん で 実行 する な どの 機 
能 も あり ます が , を 押し た 場合 は , 必 
ず BASIC 上 の プロ グラ ム を 一 番 小さ い 行 か 
ら 実行 する こと に な り ま す 。 

fre ] に 登録 され て いる 「Edit」 は , 
BASIC モー ド か ら TEXT モー ド に 移る 働 
き を し ます 。 実際 に 試す た め に , 図 199 の プ 





EXー39a BA※ 


Fil es 


入力 が 終わ っ た ら , を 押し ます 。 
EDIT の 文字 が 表示 され ます 。 そ の まま 
キー を 押す と プロ グラ ム 全 体 が , 行 範 
囲 を 指定 する と プロ グラ ム の その 部 分 が 
TEXT で 編集 で きま す 。 

こと で は , EDIT に 続い て , 20 一 50 を 入 
力 し ます ( 図 200)。 

を 押す と , TEXT モー ド に 入り , 
画面 に 指定 の 範囲 が 表示 され ます 。 画 面 に 全 
部 表示 で き な く て も , スク ロー ル は し ませ ん 
( 図 201)。 

現在 表示 され て いる の は プロ グラ ム の 一 部 
で すす が TEXT モー ド で は , 単なる 文字 列 
と 考え ます 。 修 正 は カー ソル を 移動 し て 行い 
ます が , 修正 ご と に キー を 押す 必要 は 





ログ ラム を 入力 し て くだ さい 。 あり ませ ん 。 画面 上 の 文字 列 が , 実際 の 
【 図 199】 
19 SCREEN iCLS 
28 FHR 1= 1 TH 3 
SLlMD 345. SGLND 4.4iSHLND セタ さき, 4 


NEXT 
台 三 IMTKRND て (1) まさ) 
生ま ニ ビ HR ま て さ コ + 白 ) 


呈 』 は は 呈 選 の 
還 QQ 加 員 品 


IF 各 和 まま THENH _ PRINT 
アロ ビー ビ + ォ 1:i エ F 
189 PRINT "9 フネ ウ テーラ シダ" 


12d 日 も =INREY 衝 
13@ IF まま ="" THEH GOTU 
149 ビーgBHTO 1 





INPUT "アル ファ ロト ラプ アテ テー の クタ サイ リョ ミ X 手 
” 流 相 の PET 118 
E く 1 THEFHI BHT 


118 PRKINT " PRESS aHY K 


昌 
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【 図 200】 


139 IF B*="“ 


Ed3 も 29-59 


|Load " Save 


【 図 201】 


29 FOR 1=1 TO 3 


N az-BASIC 旬 


99 C=C+1 : IF C く <19 THEN GOTO 79 
199 PRINT " サ " ン ネン テ " シ ミタ" 

119 PRINT "PRESS ANY KEY" 

129 B ま =INKEY ま 


THEN GOTO 129 
149 C=9:GOTO 19 





"Files L 1i 引 セ 


39 SOUND 2345,4:SOUND 3844,4:SOUND 2956, 庄 


4 < 
49 NEXT4~ 


59 A=INT(CRND( 1 )%19 )4- 
| 


RAM 上 に 記憶 され ます 。 どこ か 1 文字 修正 
し そく だき し 

修正 が 終わ っ た ら , Lf-0) を 押す か , また 
は [ESC] キー を 2 回 押し ます 。 す る と , も と 
の BASIC モー ド へ 戻り ます 。LIST を と っ 
て , プロ グラ ム の 修正 が 行わ れ て いる の を 確 
癌 し て くだ き い 。 

EDIT を 使っ て , BASIC モー ド か ら 





TEXXT エ モー ド に 入り プロ グラ ム を 修正 する 
と , TEXT の 持つ 機能 を 有効 に 使え る た め , 
BASIC モー ド で 画面 に 表示 され る プロ グラ 
ム を 修正 し な が ら キー を 押す より も ず 
っ と 便利 で す 。TEXT の 機能 に つい て は 第 
3 章 の TEXT を 参照 し て くだ さい 。 
に 登録 され て いる 「Contl は , 

に より 中 断 さ れ た プロ グラ ム を 再開 し 
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但 N ss-BASIC 
【 図 202】 


Break in 79 


0k 


【 図 203】 


アル ファ へ "9 ト ヲ アテ テ 
Break in 79 


Con セ も 
アル ファ へ" リト ヲ アテ テ 
Load 


Sav@ 


ます 。 キー, STOP 命令 , キ 
ー と [C] の いずれ か を 入力 する と プロ グラ ム 
は , 「Break in 行 番号 」 を 表示 し て 中 断 さ れ 
ます ( 図 202)。 

し Lf:7 ] を 押す と 再開 され ます 。 中 断 か ら 再 
開 ま で の 間 に LIST や 変数 の 表示 , 変数 の 
値 の 変更 が 行わ れ て も か まい ませ ん が , プロ 
グラ ム の 修正 が あっ た 場合 は , CONT は 働 
きま せん ( 図 203)。 

に は .「Cont」 の ほか に キー 
の 機能 も 登録 され て いる た め は 必要 あ 
り ま せん 。 

に 登録 され て いる 「Print」 は , も 
ちろ ん 画面 表示 の た め の 命 令 で す 。 

[fr:9 ] に 登録 きれ て いる 「List.」 は, 現 
在 BASIC が 着目 し て いる 行 を 画面 表示 させ 
る 働き を し ます 。 ピ リオ ド は LIST 以外 で 
も 使う こと が で き , 最後 に 修正 し た 行 , エラ 
ー を 起こ し た 行 な ど の 行 を さす ポイ ンタ で す 。 
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アル ファ A" り ト ヲ アテ テ 


Files 





の が イイ 


L 1 


グ の "9 イア 


クタ "サイ ? 圏 
F i es 


L i も 


に は LIST. の ほか [ <』 | キー の 機能 
が 合わ せ て 登録 され て いま すか ら , を 
押す 必要 は あり ませ ん 。 

に 登録 きれ て いる 「Menu」 は , メ 
= ニュー モー ド へ 選 る 命令 で す 。 キー の 
機能 も 合わ せ て 登録 され て いま す 。 

ファ ンク ショ ン キ ー の 登録 は , BASIC モ 
ー ド に ある 時 に 限り , 使用 者 が 自由 に 変更 す 
る と と が で きま す 。 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 登 
録 に は KEY 命令 を 使い ます ( 図 204)。 

各 キ ー に 登録 で きる 文字 列 の 長 さ は 最大 
15 文 字 で で す 。 キ ー ボ ー ド か らち 入力 で き な 
い 文字 や 機能 は CHR $ 関数 で 入力 し ます 。 
例え ば [ l ] キー, ダブ ルク ォ ー テ ーション 
(“) な ど で す 。 次 の 例 を みて くだ さい 。 

KEY 1.“LOAD "+CHR$ 32 

KEY 5 “RUN "+CHR$ (13) 

ファ ンク ショ ン キ ー に 登録 され た 内 容 は 電 
源 を 切っ て も 消え ませ ん 。 


【 図 204】 


区 切り 






デバ ッ グ の 方 法 





N as-BASIC 


文字 列 








プロ グラ ム が 正しく 目的 どおり 機能 する か 
どら ちか を チェ ッ ク す る と と を デバ ッ グ (DE- 
BUG) と いい ます 。 

プロ グラ ム の 誤り に は , BASIC の 文法 ど 
お り に 書か れ て いな い 場 合 と , プロ グラ ム の 
目的 と 実行 し た 状況 が 違っ て いる 場合 , つま 
り 論理 的 に お か し い 場 合 と が あり ます 。 

PRINT を PINT よ メ イダ し た と みか, 





INPUT で 変数 を 指定 し て いな いと か の 場合 
は , その 命令 に な ぶつ か っ た 時 に , ? SN ER- 
ROR (文法 テラ ー) と 表示 され て プロ グラ 
ム が 中 断 さ れ ま す 。 この よ うに 命令 その も の 
が まち が っ て いる 場合 は , まち が っ た 命令 で 
プロ グラ ム が 止ま る た め 比 較 的 簡単 に ミス が 
発見 で きま す ( 図 205)。 

命令 その も の は 正しく タイ プ さ れ て いて も 


L 1i モ 


Files 


【 図 205】 
文法 エラ ー Run 
?2S5N EFroFr in 49 
0k 
| 
Load Save 
【 図 206】 
行 番号 エラ ー Run 


?2UL Error in 39 


0k 
3 


Load Save 





L i= モ 


Fi es 


@N sz-BASIC 


2 上 MR 


sl 
- 「 


エラ ー に な る 場合 が あり ます 。GOTO 5 の 
命令 で 。 プロ グラ ム 上 に 行 番号 5 が な けれ ば 
エラ ー に な り ま す ( 図 206)。 

も っ と 困る の は , 実行 の 条件 に よっ て , 正 
し く 働 く 時 も , エラ ー に な る 時 も ある 場合 で 
す 。 例 えば 入力 され た A の 値 に 基づい て , 
ON A GOTO 10, 20, 30 の 命令 を 実行 する 


場合 ,A の 値 が 1 2 3 の いずれ か で あれ ゆ , 


それ ぞ れ 10, 20, 30 へ GOTO し ます が , 3 
以上 な ら ば 命令 は 無視 され , 負 の 値 な ら ば ? 
FC ERROR が 発生 し ます 。A の 値 が 負 に な 
ら な いよ うに , また 負 の 値 に な りう る 場合 は , 
ON GOTO の 命令 を ジャ ンプ する よう に プ 
ログ ラム を 作り か える 必要 が あり ます 。 

エラ ー に よる 中 断 は 起き ず に , プロ グラ ム 


が 最後 まで 進ん で も , 正しい と は 限り ませ ん 。 


計算 結果 が 正しく な い , 希望 の 様式 に な っ て 
いな いな どの 場合 で す 。 デ バッ グ で は , 考え 
られ る あら ゆる 条件 を 想定 し て テス ト す る 必 
要 が あり ます 。 

N。。-BASIC で は , デバ ベッ グ を 手助け する 
た め の い くつ か の 命令 が 用 意 き れ て いま す 。 
ON ERROR GOTO (オン エラ ー ゴ ー 
ツー) 商人 
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ON ERROR GOTO は , エラ ー が 発生 し 
た 場合 , 分 岐 す る エラ ー 処 理 シ ルー チン の 行 番 
号 を 定義 する 命令 で す 。ON ERROR 
GOTO は , 書か れ た 行 で 実行 され る の で は 
な く , 飛び 先 の 宣言 を する だ け で すか ら , プ 
ログ ラム の 最初 に 書い て お け ば どの エラ ー に 
対し て も 共通 に 働き ます 。 エ ラー 処理 ルー チ 
ン が 宜 言 され て いる と , エラ ー が 発生 し た 場 
合 に 中 断 せ ず に , 指定 の 行 へ 分 岐 し ます 。 エ 
ラー 処理 ルー チン か ら 元 の プロ グラ ム へ 戻す 
た め に は RESUME (レジ ュー ム ) 命令 を 
使い ます 。 エ ラー 処理 ルーチン 内 で さら に エ 
ラー が 発生 し た 場合 は ,。 エラ ー の 内 容 が 表示 
され て , プロ グラ ム は 中 断 さ れ ま す 。 

RESUME 命令 

RESUME は , エラ テー 回 復 処 理 の 後 , プ 
ログ ラム の 実行 を 再開 し ます 。 

RESUME また は RESUME 0 は エラ ー 
が 起こ っ た 行か ら 再 開 。 

RESUME NEXT は エラー の 命令 の 次 
か ら 再 開 。 

RESUME 行 番号 は 指定 の 行 番号 か ら 再 
開 。 

ERL 関数 


エラ ー が 発生 し た 行 番号 を 調べ る 働き を し 
ます 。ERL は BASIC の 予約 変数 な の で 使 
用 者 が 値 を 代入 する こと は で きま せん 。 

ERR 関数 

発生 し た エラ ー の 種類 を 0 255 ま で の ュ 
ー ド で 与え る 働き を し ます 。ERL と 同様 に , 
BASIC の 予約 変数 な の で 値 を 代入 する こと 
は で きま せん 。 

ERROR 命令 

ェ エラー 発生 の シュ ミレ ーション を 行う 命令 
で す 。ERROR の 後に 0 一 255 の 範囲 の 整数 
で エラ ー ュ コー ド を 指定 し ます 。 そ の コード が 


N az-BASIC 地 
BASIC で すでに 役割 の 決ま っ て いる も の な 
ら ば (1 一 25, 50 一 67 の 時 ), エラ ー の 内 容 
が 表示 され ます 。 PBASIC で 未定 義 の テラ ー 
ュー ド な ら ば , 使用 者 が 指定 する テ エラー ュー 

ド 記 な り ま す 。 

図 207 の プロ グラ ム を 実行 し , 処理 番号 
に 一 1 を 入力 し て くだ さい 。 本 来 は , エラ 
ー で プロ グラ ム が 中 断 す る は ず で す が , ユー 
ザー が 指定 し た メッ セー ジ を 表示 し て 続け ら 
れ ま す 。 同じく , 処理 番号 に 1, 分 母 に 0 を 
入力 し て くだ さい 。 同様 に 処理 が 続け られ ま 
す ( 図 208)。 





【 図 207】 


1g UN ERRR BUTO 13@ 
2 SCREE ト FI @,BiCLS 

3 は PRINT "3 。。。 サケ ォ サ フッ 
4 の P 胡 INT “2。。。 オフ 2 

和 g JNPUT " ラ ョ V "ラコ" の si 
88 ロ N 上 GHTO 8.88 

Zg8 GHTO 2 

Sg EhHD 

9 PRINT TABK コ 2 リサ イサ 
189 INPUT "2 トン ホ 
118 PRINT "a/B デ ー" 
12d GT 2 


OO PEENT "PaD お の 
1 あ 導 P 民 INT "NN つ ココ タ SI 
1Z RESLITE Sg 

189 PRINT "フン ホカ | 9" 
1 RESUFE 16 折 





ROLUTINE" 
ニュ ウリ ョ クリ ェ 日 : ビ = 各 / 日 


13@ IF ERL= る 34 THEN GOTO 188 
148 IF ERL=198 THEN GOTQ 188 
jiERROR 5 








【 図 208】 2 
2 。 。 。 オ ワリ 


| ショ リ ハル" ンコ ゴウ 7 ーー1 


コー 2 人身 2 
る きり AyJ MZ 4 


サイ サン ROUTINE 


較 ブン ホ " 
| だ ッ ポ " か カ * 


の ッ ホ " 


ニュ ウリ ョ ク ? 9 


ニュ ウリ ョ ク ? 男 





@Naz-BASIC 


サウ ンド 機能 





PC-8201 は , N。。-BASIC に 含ま れる 
SOUND (サウ ゥ ンド) 命令 を 使っ て , 5 オ 
クタ ー ブ の さま ざま な 音 を 出す こと が で きま 
す 。 次 の 命令 を 実行 し て くだ さい 。 

SOUND 4697, 32 

2 オク ター プ 目 の ド (長調 ) の 音 が , 4 


分 音符 の 長 さ 演 奏 さ れ ま す 。 同じ く レ の 音 は , 


SOUND 4184, 32 
図 209 の プロ グラ ム を 実行 し て くだ さい 。 

ドレ ミ フ ァ ソ ラン シンド が 演奏 され ます 。 
SOUND 命令 で は 。SOUND の 後に 音程 


と 長 さ を 数 字 で 指定 し ます 。 音程 に は 0 ~ 
16383 の 範囲 の 数 字 を 使い , 数 字 が 大 きい 穏 , 
低い 音 に な り ま す 。 長 さ は 0 一 255 の 範囲 内 
の 数 字 を 使い , 1 が 0.02 秒 の 長 さ で す 。 

表 8 か ら も わか り ま す が , 各 音 の 間 , 例え 
ば ド (4697) と レ (4184) の 間 に 513 の 音程 
を と る と と が で きま す 。 そのため , 音楽 的 な 
半音 階 だ ば け で な く , さま ざま な 擬音 を 出す こ 
と が で きま す ( 図 210)。 

音階 表 の 各 音 の 数 字 は , 元 の 音 の 数 字 を , 
1.0594639 で 割っ て 求め て いま す 。 





【 図 209】 
1 FOR i= 





1 Td 15iREAD 合 iSDUND 和合 ,18:NEXT 
29 DATA ヶ 2324 ,8368 ,Z45 る , ア 832 。 る 23 の 5583 , 4 の る 
38 DAT 人 424 タプ, 4184,3Z28,3551 る 。3134 , 2 アッ 3 。24 さ 。2348 












































【 表 8】 音階 表 
オク 
了 1 2 3 4 5 6 
| 

C 9394 4697 2348 1171 587 
C# 8866 4433 2216 1103 554 
D 8368 4184 2092 1045 523 
D# 15800 7900 3950 1975 987 493 
E 14912 7456 3728 1864 932 466 
F 14064 7032 3516 1758 879 439 
F 13284 6642 3321 1660 830 415 
G 12538 6269 3134 1567 783 
G# 11836 5918 2954 1479 733 
A 11172 5586 2793 1396 693 
A キ 10544 5272 2636 1316 653 
B 9952 4968 2486 1244 622 

【 図 210】 

1@ FOR !=1 TH 2iFQR J 三 1 TO 4 

29 READ 全 ,BiSUUND 合 。4:SHUND BS 

38 NEXT JiRESTORE 

9 NEXT TiSHUND 98 ら 6,。1 さ 8 


Sg 
る @ 





DATA の 4G, の 2 の 5 の 4 1 1 。 テ さら 8 
DAT ツタ 239 , の る 3, アテ 2 る 448 
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N sz-BASIC 凶 


キヤ ラフ タ ジ ェ エネ レー 機能 





N。-BASIC で は , 256 種 類 の 文字 を 扱う 
こと が で きま す 。 256 種 類 そ れ ぞ れ を 区 別 す 
る た め に , 0 一 255 ま で の キャ ラク タ ュ コー ド 
(文字 に つけ た 番号 ) が 決め られ て いて , そ 
れ を まとめ た も の を キャ ラク タコ ー ド 表 と 呼 
び ま す 。 キャ ラク タコ ュ コー ド 表 の 決め 方 も いろ 
いろ ある の で す が , Ns-BASIC で は , アス 
キー ュー ド に 準拠 し て いま す ( 表 9)。 

N。-BASIC の キャ ラク タ ュ コー ド 表 で は , 
その 大 部 分 に , 数 字 アル ファ ベッ ト (天文 
字 と 小文字 )) カタ カナ , 記号 , お よび 文字 
と し て 表示 で き な い 特殊 ユー ド が 割り 当て ら 
れ て いま す が , 一 部 未定 義 の キャ ラク タコ ー 
【 表 9】 キャ ラク タコ ー ド 表 


の Q コ の の いよ の ら の ビビ O ら の 








O 選 ミミ 大 ここ ーー エエ 6 の 本 国 ロ の 〇 mm あ ぁ @ 
oO コ ヨ ー デ ーー テテ っ ーーOo aorw 





只 き 0 慎 圧 Ar 半 注 ) 源 常 如 テ ー ロ ミー ロー 1 


(ユーロ U 沈 著 
・ 人 6 の の の の いい 一 の 
>m 上 ポア ア NN メ ミ ここ ゴゴ の カカ カ の 
1 --ー--ーーN < x ミ < と cdc の コロ で 





| 

















ド が あり ます 。 こ れ ら 未定 義 の キャ ラク タコ ュ 
ー ド の 131-159, 224 一 255 の 合計 61 個 分 に 
使用 者 が 文字 を 割り 当て る こと が で きま す 。 
使用 する 文字 は , すでに 存在 し て いる アル フ 
ァ ベ ッ ト や 数 字 で も よい の で す が , 使用 者 が 
自由 に 新しい 文字 を 作っ て (GENERATE 
し て ), キャ ラク タコ ュー ド 表 の 中 に 組み 込む 
こと が で きま す 。 

他 の パソ ュ ツ で は , ゲー ム 用 な どの 目的 で 
キャ ラク タコ ー ド の 空い て いる と ころ に , グ 
ラフ ィ ッ クキ ャ ラク タ を 定義 し その キャ ラ 
クタ は , IGRPH| キー と キー ボー ド 上 の 別 の キ 
ー を 一 緒 に 押す と 出力 で きる よう に し て あり 


さえ 昌 十 由 軸 次 


さ ロ 上 さす せ HTM・ 
〔((@… 半 眉 へ S 溢 史 洪 皇 ) ささ Ni+ ネ 滅 同 一 キー トド ) 


【( 哉 中 は とぶ き テ メー キー キ ) さ SNi+ 護 評 一 キー トド ] 


2 コロ で て ミー ニーMmlHl 由 X ト の ク 








くき ANY 寺 ロ ささ せき させ キ H さ さい | 
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| (2n 文字 の ドッ ト 構 成 









































ます 。 例えば, PC-8801 で は IGRPH| キー と , 
アル ファ ベッ ト の 0O を 押す と , 形 の マー ク が 
出 ま す 。 こ の 博 マ ー ク は , キャ ラク タコ ー ド 
表 の 233 番 目 に 定義 され て いる の で , CHR$ 
(233) で も 求め られ ます 。 

PC-8201 で は , グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タ 
は 。 < 全 <」 RE】 の 3 つ し か 定義 され て いま 
せん が , キャ ラク タ ジ ェ ネ レ ー タ で 文字 を つ 
くっ て , CHR$ 関数 また は IGRPH| キー と 併 
用 し て , 出力 する こと が で きま す 。 

PC-8201 で は , 各 文 字 を 横 6 ド ッ ト , 縦 
8 ドッ ト で 構成 し て いま す ( 図 211)。 
自分 で 新しい 文字 を 作る 場合 も , 6X8 ド 
ッ ト で 1 文字 を 構成 し ます 。 新 し い 文 字 は 次 
の 手順 で 作り ます 。 
① 文 字 の ドッ ト 構 成 を 決め る 。 
② ド ッ ト 構 成 を 数 値 に 変換 する 。 





(キャ ラク タ の デー タ を 記録 する メモ リ の 番 
地 を 決め て , CLEAR 命令 で 確保 する 。 
値 を POKE で 書く 。 

《④ デ ー タ を 書き 込ん だ 先頭 番地 を キャ ラク タ 
定義 専用 ワー クエ リア へ 書き 込ん で お く 。 
定義 され た 新しい キャ ラク タ に は , 131 か 

ら 順 に キャ ラク タコ ュー ド が 割り 当て られ ます 。 


【 表 10】 キャ ラク タコ ー ド 対応 表 
対応 | 。 | 対応 





> 
と 上 


対応 



































| キャ | っ ーー ド | キー | 
131 V 136 A 144 Q 154 @ 
132 B 137 S 145 W 155 半 
133 N 138 D 146 EE 156 5 
134 M 139 1 147 R 157 6 
135 140 G 148 BI 158 メ 
141 H 149 Y 159 人 
142 J 150 U 
143 K 151 I 
152 0 
153 5 
(アル ファ ベッ ト (アル ファ ィ ベット (アル フィ ベッ ト (その 他 ) 


下段 ) 中 段 ) ト 箕 
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【 図 212】 キャ ラク タコ ー ド の 定義 の 仕方 


ト 
1 
人 









































ミ 





























60 分 作 。 キ ャ ラガ ャ ー ド 人 19Pe 【 図 219】 ドッ ト と ピッ ト の 対応 
159 ま で は , [GRPH| キー と 何 か の キー を 押し ka バイ ト 


て 出力 し ます 。224ー の キャ ラク タコ ュー ド に だ 
割り 当て られ た 文字 は , 対応 する キー が な い 
の で , CHR$ (224) の よう に 扱い ます ( 表 
10)。 

で は , 生 , ミミ, 円 の 3 つの 新しい キャ ラク 
タ を 定義 し ます ( 図 212)。 各 文字 は 8 ドッ 








この バイ ト の 値 は 








ト が 6 列 組 み 合 わき さ っ て いる の で , 各 8 ド ッ 8 十 !6 十 32 二 56 

ト を 1 ベイト の ビッ ト に 対応 させ ます ( 図 で す 。 こ れ を , POKE 命令 で 直接 メモ リ に 

213)。 書き 込み , さら に 書き 込ん だ 場所 を ワー クエ 
各 ビ ピット が 持っ て いる 1, 2, 4, 8, リア へ 登録 し ます 。 

16, 32, 64, 128 の 値 を ON の と ころ だ け 加 全 , 人 ミ , 円 を 定義 むす る プロ グラ ム 例 を あげ 


算 し ます 。 これ を 6 回 計算 する と , 1 文字 分 ます ( 図 214)。 





【 図 214】 


16 CLEAR 25 さ 。 さ 9968! 

28 人 D= さ gd8I 

3@ FOR J= 1 TO g※3 

49 RED 全 :POKE DD, 占 

9 人 D=aD+ 1 

る 8 NEXT J 

Z8 PHKE 4521 さ ! ,234:PHKE る 5215! , の る 
8@ END 

の 8 DATA 148。1ZZ」178。134,136 。8 
199 DATA 148』134,1Z6 。1ZZ,138 ,89 
119 DATA 254,18」36 , 18,254 。g 


















オー トバ ワー 機能 


PC-8201 で は 10 分 以上 キー 入力 が な さ 2 オー トペ ワー オフ 機能 が ある こと を すでに 


れ な いと , 自動 的 に 電源 を OFF に し て し ま 説明 し まし た が , BASIC の 命令 で この 機能 
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WNgsz-BASIC 
を コン トロ ー ル する と と が で きま す 。 

オー トペ パワ ー 機 能 を シュン トロール する 命令 
を POWER と いい ます 。POWER に は , 
3 つの 形式 が あり ます 。 
①POWER タイ マー 
②POWER OFF また は POWER OFF, 
RESUME 
③POWER CONT 

タイ マー は 10 一 255 の 値 で 指定 し ます 。 タ 
イマ ー の 1 は 6 秒 に 当たり ます か ら , 10 と 
指定 する と , 60 秒 後に 電源 が OFF に な り ま 
す 。 ュ ー ル ドス ター ト 時 は , POWER 100 
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(10 分 ) に 設定 され て いま す 。 

POWER OFEF と する と 無 条 件 に 電源 を 
OFF に し ます 。 RESUME 付き の POWER 
OFF で は , 再び スイ ッ チ を 入れ た 時 , OFF 
の 前 の 状態 が 復元 され ます 。 

POWER CONT で は , 電源 OFF の 機能 
を 停止 させ ます 。 電源 に アダ プ タ コ ー ド を 使 
っ て いる 時 な ど に 使い ます 。 

POWER の 指定 は , 一 度 行う と 次 に も う 
一 度 POWER 命令 で 変更 され る まで 変化 し 
ませ ん 。 BASIC 以外 の モー ド で も この オー 

トペ ワー オフ 機能 は 有効 で す 。 








TEXT 


し UTEXT の 後 能 _。  / 


PC-8201 は , 文章 の 作成 編集 を 行う ソフ 
トウ ェ ア を TEXT の 名 で 内 蔵 し て いま す 。 
TEXT は , キー ボー ド か ら 入 力 し た 文字 を 
RAM 上 に TEXT ファ イル (DO が つき ま 
す ) と し て 保存 し , 挿入 ・ 削 除 ・ 訂 正 ・ 置 換 ・ 
検索 ・ 印 刷 な ど が 簡単 に で きる ワー ド プ ロッ 
セッ サ の プロ グラ ム で す 。 これ ら の 機能 を 簡 
単に 文書 の 編集 機能 と 呼ぶ こと に し ます 。 

し か し , 単に 文書 を 編集 で きる プロ グラ ム 
が , パソ ョ ン 機 能 か ら 独立 し て 存在 し て いる 
の で は あり ませ ん 。TEXT で 作成 し た 
TEXT ファ イル は , BASIC モー ド や 
TELCOM モー ド で デー タ と し て 処理 で き 
ます 。 TEXT ファ イル 内 の 文章 が BAS- 
IC プロ グラ ム の 形式 に な っ て いれ ば , BAS- 
IC 朱 一 ド か ら ロ ー ド し て 使 り と と も で きま 
す 。 また, 逆 に BASIC モー ド で 作成 し た プ 
ログ ラム お よび デー タフ ァイル を TEXT モ 
ー ド で 処理 する こと も 可能 で す 。 
具体 的 な 活用 方 法 と し て は , まず , ワー ド 
プロ セッ サ と し て , 手紙 や 会 議 資料 な どの 文 
書 作成 が で きま す 。 文書 の 先頭 ・ 終 端 , 画面 
の 先頭 ・ 終 端 な ど に カー ソル を 素早 く 移動 す 
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る た め の 機 能 が 豊富 に あり , 単語 の つづ り が 
2 行 に 分 割 き されない よう に 自動 的 に まとめ た 
り (ワー ドラ ッ プ 機能 と いい ます ), 必要 な 
単語 を 文書 の 中 か ら 探 し た りす る 機能 も ある 
の で , 一 度 作成 し た 文書 へ の 追加 修正 は 簡単 
(に で きま す 。 

また , 検索 機能 を 生か し て , 住所 録 や , 早 
見 表 , 英 単語 帳 な ど に 使う 2 こと が で きま す 。 
検索 に は 捜し た い 単語 を 入力 する の で す が , 
必ず し ゃ 正確 で ある 必要 は な く , 例え ば PC 
-8201 の 単語 を 探す 場合 ,. PC だ け で も , 82 
だ け で も ゃ 一 致す る も の を 探し 出し ます 。 デ ー 
タ が 特に 何 か の 順に 並ん で いる 必要 は あり ま 
せん 。 デ ー タ の 量 が 多い 時 は , 普通 の 住所 録 
の 何 倍 も の スピ ー ド で 検索 で きる で し ょ 2。 

その うえ ぇ , TEXT で 作成 し た 文書 は , 
TEXT ファ イル と し て 自動 的 に RAM 上 に 
書き 込ま れ ま す が , これ は BASIC モー ド で 
ファ イル 処理 の プロ グラ ム に より 作ら れる も 
の と 変 ち わり が あり ませ ん 。 つ まり , TEXT 
ファ イル は どちら の モー ド で も 作成 で き , い 
っ た ん RAM 上 に 作成 され た ファ イル は ど 
ちら の モー ド で も 使え る わけ で す 。 








| 








これ を 利用 する と , BASIC モー ド で 作成 
し た ファ イル に 対し , 追加 ・ 削 除 ・ 修 正 な ど 
を 行い た い 時 に , 保守 の た め に プロ グラ ム を 
準備 し な く て も , TEXT モー ド で 簡単 に 処 
理 で きる と と に な り ま す 。 また, 一 回 限り の 
テス ト デ ー タ を 作成 する よう な 場合 も , プロ 
グラ ム を 使わ ず に TEXT モー ド で 作成 する 
と と の で きま す 。 

どちら の モー ド で 作成 され た ファ イル で あ 
っ て も , どちら の モー ド で も 使え る と いう の 
は , ファ イル の 内 容 が プロ グラ ム で あっ て も 
同じ で す 。 

すなわち , BASIC モー ド で 作成 し た プロ 


TEXT 久 

グラム を アス キー 形式 で セー プ す れ ほ 
TEXT ファ イル に な り ま すか ら , TEXT 
に より 編集 で きま すし , TE 玉 ] モー ド で 
BASIC 命令 を 入力 し 。 アス キー 形式 の プロ 
グラ ム と し て RAM 上 に 書き 込み , BASIC 
モー ド GPー ド す る あと と も で G き まず 

また , BASIC モー ド か ら EDIT 命令 に よ 
り TEXT モー ド に 入る 場合 は , まだ RAM 
上 へ 書き 込ま れ て いな い プ ログ ラム , つま り 
BASIC 領域 の プロ グラ ム を 編集 する こと も 
で きま す 。 

PC-8201 の TEXT に は , これ ら の 機能 
の た め の コ マン ド が 用 意 き れ て いま す 。 


(2)TexroWu 方 






TEXT の 起動 


TEXT モー ド に 入る た め に は , ① メ = ニュ 
ー 画 面 か ら TEXT を 選択 する , メニ ュー 
画面 か ら .DO 付き の ファ イル (TEXT ファ 
イル ) を 選択 する , ③ BASIC モー ド か ら 移 
る の 3 つの 方 法 が あり ます 。 

まず , メニ ュー 画面 か ら TEXT を 選択 し 
管 鐘 ま しゃ うう 。 

メニ ュー モー ド で TEXT へ カー ソル を 移 
動 し ます ( 図 215)。 

[|  ] キー を 押す と , TEXT モー ド に た 入 

【 図 215】 


BASIC 


Load ら Save 





1983/95/94 99:48:92 
TELCOM 





り , 画面 は 図 216 の よう に 変わ り ま す 。 

「File to edit? | (編集 すべ き フ ァイル 
は ?) と , TEXT が 聞い て き て いる の で , 
ファ イル 名 を 入力 し ます 。 フ ァイル 名 は , 6 
文字 以内 と し , 後ろ に 拡張 子 と し て .DO を 
つけ ます 。.DO は 入力 の 時 は 省略 し て も か 
まい ませ ん 。 自動 的 に .DO が つけ られ て , 
RAM 上 に 登録 きれ ます 。.DO 以外 の 拡張 子 
は 使え ませ ん 。 

入力 し た ファ イル 名 が 現在 RAM 上 に な 





(C) Microso 千 † 1 


Name L i = 
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@TEX 征 
【 図 216】 


けれ ば , 直ちに 文書 が 入力 で きる 状態 に な り 
ます 。RAM 上 に ある ファ イル 名 を 入力 する 
と , その ファ イル の 内 容 が 画面 に 表示 され , 
その の ち 入 力 で きる 状態 に な り ま す 。 

で は , た めし に に sample と いう ファ イル 
名 を 入力 し て キー を 押し て みて くだ さ 
い ( 図 217)。 

画面 は クリ ア さ れ , 左上 に カー ソル が 移動 
し ます 。 TEXT で は カー ソル は 較 で は な く 


アン ダー ライ ン ( 一 ) で す 。 ま た , 仁 の マ 


【 図 217】 


【 図 218】 
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File to edi セ ? 圏 





ー ク は 文書 の 終わ り を 表し て いま す ( 図 218)。 


文書 の 入力 状態 に な っ て いま す の で , 何 か 
文字 を 入力 し て みみ ましょ 5 ( 図 219)。 

TEXT か ら メ ニュ ー に 戻る た め に は , フ 
ァ ン クシ ョ ン キ ー の 10 番 ([ SHiFT ] キ ー と 
[rs ] ) を 押し ます 。 [ESC] キー を 2 回 押し 
た 場合 も メニ ュー へ 戻り ます ( 図 220)。 

TE 多 T モー ド 区 入る も う 一 つの 方 法 は , 
メニ ュー 画面 か ら TEXT フラ ファイル を 選択 す 
る 方 法 で す 。 


File to edi†? sample 軸 











TEXT 負 
【 図 219】 


Personal Compu キ < 
PC-8291<- 


Basic< 









【 図 220】 





19283/95/94 992:51:19 (C) Microsoft 1 
| 還 5ia に 3 TEXT TELCON sample,DO 






Load ら Save Name Li 


現在 sample の 名 の TEXT ファ イル が 作 
られ て いま す の で , カー ソル を 移動 し て 
キー を 押し て くだ さい 。 画 面 に 
SAMPLE の 内 容 が 表示 され ます 。 こ れ は , 
TEXT を 選択 し た 後 , FILE TO EDIT? 
の 質問 に 既存 の ファ イル の 名 前 SAMPLE 
を 入力 し た 場合 と , まっ た く 同 じ 結 果 に な り 
ます ( 図 221)。 

カー ソル を < 仁 まで 移動 し て 続き を 入力 し 
ます 。 

【 図 221】 ー 0 
| Persona] Computer<] 

PC-829 1 る 


Basic4 
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WTEXT 

TEX 十 モー ド を 選択 し た 後 , ファ イル 名 
を 入力 し た 場合 で も , 直接 , TEXT ファ イ 
ル を 選択 し た 場合 で も , TEXT モー ド に た 入 
っ た 後 の 処理 は まっ た く 同 じ で す 。 

で は 。 で メニ ュー モー ド へ 戻し て < 
だ さい 。 

TEXT モー ド に は , BASIC モー ド か ら 
入る と と も で きま す 。 

まず メニ ュー モー ド で BASIC を 選択 し て 


く 定 きい 。 続い て プロ グラ ム を 入力 し ます 















【 図 222】 
_ 。 28324 Bytes free 
、0k 
ーー 19 inpu 革 n 叶 
。 29 print まま 
| 39 end 
。 Edit 軒 
。 Load " Save 『 
【 図 229】 生生 0 0 ( 


19 INPUT 
2 PRINT N$ る 


39 END ぐ 」 
< 


蘭 | NEC PC-8291 BASIC Ver 1.0 (C) Microsoft 


Fi ] es 


( 図 222)。 

入力 が 終わ っ た 後 , [ED][ エ [TLa 
また は を 入力 し ます ( 図 223)。 EDIT 
命令 に つい て は , 第 2 章 N。-BASIC で も 説 
明 し まし た が , BASIC モ ー ド か ら TEXT モ 
ー ド へ 移る 命令 で す 。 と の EDIT で TEXT 
モー ド に 入っ た 場合 は , を 押し た 時 , 
また は [ESC] キー を 2 回 押し た 時 , メニ ュー 
モー ド で は な く , 元 の BASIC モー ド へ 戻り 





ます ( 図 224)。 





L is 七 Run 





【 図 224】 TEXT モ ー ド の 選択 





TEXT モ ー ド 
に よる 集 


Ti エー[ 


TEXT フ ァイル ' 






















TEXT 欠 


TEXT モ 一 ド で の 入力 








し て くだ さい 。FILE TO EDIT? に 対し , 位置 に あり , 常に 入力 で きる 状態 に な っ て い 
前 に 作成 し た TEXT ファ イル の 名 前 で ある ます ( 図 225)。 

sample .DO を 入力 し て くだ さい 。 つ づり を この 状態 で 入力 を し ます と , カー ソル の 前 
まち が える と , 新しい ファ イル と みな され ま に 文字 が 挿入 され ます ( 図 226)。 

す の で , 正しく タイ プ し ます 。 画面 に は カー ソル を 3 行 目 に 移動 し て 入力 し て くだ 
sample .DO の 内 容 が 表示 され ます 。 さい 。 同じ よう に 挿入 に な り ま す ( 図 227)。 














【 図 225】 1 。 キヤ ィ ャ ィ ェ デ ヤ ェ ャ 々 ヤ 
ー Personal ComputeF<- 
| PC-8291<」 
、。Basicq 
【 図 226】 ーー toio 
。 Hangheld _Personal ComPputeF」 
。 PC-8291< ぐ ] 
Basic< 
【 図 227】 





Handhe1d Personal Compute- ぐ 」 
| PC-8291 ぐ 
。 |N82Basics 
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まで 挿入 状態 に な っ て いま す 。 


TEXT モー ド に お いて , 不要 な 文字 の 削 
除 に は , キー を 使い ます 。 こ の キー の 
使い 方 は BASIC モー ドド の 時 と 同じ で す 。 直 
接 は | キー を 押す と DEL (デリ ー ト ) が 
働い て カー ツル の 直前 の 文字 が 消さ れ , 文章 
全体 が 前 に 移動 し ます 。 キー と 

Bs | キー を 押す と BS (バッ クス ペー ス ) 
が 働い て カー ツル の ある 文字 が 消さ れ , 文章 
全体 が 前 に 移動 し ます 。 

TEXT モー ド で は , 常に 挿入 状態 に ある 
た め , 入力 ミス し た 文字 を 直接 正しい 文字 に 
変更 する こと は で きま せん 。 

仮に , PRINT の 文字 を input に 修正 する 
た め に , カー ツル を P に 重ね て i を 入力 し て 
も ゃ も P の 代わ り に i に な る の で は な く P の 前 に 
i が 挿入 され ます 。 そ の た め , 正しい 文字 , 
ここ で は input を 挿入 し , その 後に 不要 


[Ilsjo 過 | 
@- 


な 文字 ここ で は PRINT を キー に 
より 削除 し ます ( 図 228)。 

TEXT モー ド て で 入力 する 時 は , 1 行 40 字 
を 超え る と 自動 的 に 改行 し ます 。 タ イプ され 
た 文字 は , 自動 的 に すべ て RAM 上 の ファ 
イル へ 保存 され ます か ら , 特に | 』 | キー を 
押す 必要 は あり ませ ん 。 

キー は , TEXT モー ド で は 入力 の 
区 切り で は な く , 単に 行 の 途中 で 改行 する こ 
と を 意味 し ます 。[ <l ] キー を 押す と , 文字 
の キー を 押し た 時 と 同じ よう に 画面 上 に も 
< マーク が 表れ , カー ソル は 次 の 行 の 最初 
に 移り ます 。 画面 上 の e+ マー ク は , 外 の 文 
字 と 同じ よう に 削除 し た り , 挿入 し た り , 移 
動 し た りす る と と が で き , それ に だ につれて, 2 
つの 文章 が つなが っ た り , 分 か れ た り し ます 。 

TEXT モー ド に お いて も , 画面 の 最終 行 
まで カー ソル が 進み 。 さら に 入力 し よう と す 





【 図 228】 文字 の 修正 


10 PRINT ^NAME ニ =^:N$ 
10 1PRTINT NAME=":NS 

昌 前 の 支 字 は 消え な い 
10 inputPRTNTT “NAME?*:NS 


10 inputPRTNT “NAMEー?:NS 


10 input “NAMBB 王 *:N$ 


一緒 に 





04 訂正 し た い 箇所 に カー ソル を 移動 


上 正しい 女 字 を 入力 する 


! と 一 緒 に キー を 押す 


キー を 押す と カー ソル の ある 文字 が 消え る 
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る と , BASIC モー ド に お いて と 同じ よう に 
スク ロー ル (画面 の 文字 が 1 行 単位 で 繰り 上 
が る こと ) が 起き ます 。 逆 に カー ツル が 一 番 

の 行 に ある 時 に , N/ また は |[ 逐 で カー ツ 
ル を より 前 へ 戻 そ うと する と , 逆 の スク ロー 
ル が 起こ り ま す 。 

TEXT モー ド に は , 自動 ワー ドラ ッ プ 
(WORD- WRAP) 機能 か あり ます 。 こ れ 
は 入力 時 に , 1 つの 単語 が 2 行 に 分 か れ な い 
よう に 自動 的 に まとめ て くれ る 機能 で す 。 

次 の 単語 は N。。-BASIC の 単語 で す が , 
空白 で 区 切り な が ら 順 に 入力 し て くだ さい 。 

PRINT INPUT LET IF THEN 
ELSE GOTO END 

カー ソル は 行 の 右側 こき て いま す が , まだ 
右端 で は あり ませ ん 。 次 に LPRINT を 入力 
し ます 。 | | | | p | を 入力 し た と と ち で カー ツ 
ル は 次 の 行 へ 移り ます ( 図 229)。 

続い て [r|[i][n] ロ と 入力 する と , 前 


【 図 229】 


【 図 230】 


TEXT 久 

の 行 に あっ た lp が rint の 直前 に 移動 し ます 
( 図 230)。 

この よう に , 空白 や 記号 で 区 切ら れ て いな 
い 文 字 は 1 つの 単語 と 考え て , 2 行 に 別れ た 
時 は 自動 的 に 1 つ に まとめ る の が ワー ドラ ッ 
プ の 機能 で す 。 ワ ー ド ラッ プ 機 能 で 単語 の 区 
切り と みな し て いる の は , 次 の 文字 で す 。 

( ) く < >[ コ サ 一 */ 空白 

た だ し , EDIT 命令 に より , BASIC モー 
ド か ら TEX 丁 モー ド に た 入っ た 場合 は , ワー 
ドラ ッ プ 機能 は 働き ませ ん 。 

キー ボー ド 上 の [TAB] と 書か れ た タブ キー 
価 。 BASUCC モー ド と 。 TERKT モー ド で 條 
働き が 異な り ま す 。BASIC モー ド で は , 
[TAB] は , カー ツル の 水平 移動 を 行 5 機能 で 
す 。PC-8201 で は 画面 上 の 8 桁 ご と に タブ 
スト ッ プ (水平 移動 が 止ま る 位置 ) を 設定 し 
て いる た め , キー を 押す と , カー ツル 
MON 


_。 Print inpu セ let 且 和 else goto 0 1p 


pFPin 七 input let† i 千 then else goto end 
1 prin モ る 4 
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【 図 231】 





I 





( 図 231)。 
この 時 , 最初 の カー ソル の 位置 か ら , タブ 
スト ッ プ まで 空白 (スペ ー ス ) が 入力 され た 
も の と みな され ます の で , 最初 の カー ソル 位 
置 の 右側 に あっ た 文字 は 消え ます ( 図 232)。 
TEXT モー ド に お ける は , 8 桁 ご 











と の タブ スト ッ プ まで カー ソル を 水平 移動 さ 
せる 点 で は 同じ で す が , カー ソ ツル の 右側 に あ 
っ た 文字 は タブ スト ッ プ の 後 へ 移動 し ます 。 

TEXT モー ド で は 常に 挿入 状態 に ある か ら 
で す 。 ま た , [TAB] に より タブ セッ ト ま で カ 
ー ソ ツル は 進み ます が , 空白 が 入力 され る の で 








【 図 232】 BASIC モ ー ド の TAB キ ー 
1 み ほる 4 5 6 8 @10m138 
A B O 画 D EE ビッ > 


きき で を 押す と 


目 入 ③ 生 5 6 補 9101118 
人 だ 遇 信 
ーーー! 


4 一 8 に は 空白 が 入る 








【 図 233】 TEXT モ ー ド の TAB キ ー 


財 褒 き 條 5 お 必 泡 
人 衣 8 @O 





9 10 11 1% 
還 D 呈 中 ーッ 


且 品 補 を 押す と 





1 2 8 人 4 5 6 ? 8 91011181814 
4 B C D 最 時 


1 
4 一 7 は Null( 空 ) 
8 廊 字 目 に タブ コー ド chr$( 9 ) 








とこ で 則 革 を 1 回 押す 


[ 
【 図 234】 
1 2 8 4 5 6 7 8 9 1011181514 1 8 千 る 88& 聞 8 @19 英 選 
AA 号 中 D EE =c> ABOー D 名 








【 図 235】 
1 きま 5 @⑧8 
AB Oda 


9 10 エ 1 12 18 
D 尼 # 





こ ご で 1 2 3.4 5 と 入力 する 
に 


に 交 話 号 介 1 潤 浴 








人 
3 D 地 還 
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は な く ヌ ル ( 空 ) の 状態 で す ( 図 233)。 
[TAB| キー が 押さ れ て , タブ セッ ト の 位置 
に カー ソル が 進ん だ 時 は , 画面 上 に は 何 も 表 
れ て いま せん が , タブ ュー ド (アス キー ュー 
ド の 9) が 入力 され て いま す 。 
キー を 1 回 押し て , 8 桁 目 の みえ な 
い タ ブ ュ コー ド を 削除 し て み ま す 。 タ ブ ュ ー ド 


TEXT 久 
を 削除 する と タブ セッ ト よ り 後 の 文字 は タブ 
が 押さ れる 前 の 状態 に 戻り ます ( 図 234)。 
また , タブ セッ ト を 超え て 文字 を 挿入 する 
と , 全体 に 次 の タブ セッ ト ま で 移動 し ます 
( 図 235)。 
を 使う と , 文字 の 桁 ぞ そろ え が 科 単に 
で きま す 。 





3) TEXT の コマ ンド 


TEXT モー ド に は , その 機能 を 生か す た 
め の 特 有 の 命令 が いく つか あり ます 。 これら 
は TEXT コマ ンド と いい ます 。 

TEXT モー ド で は , 文字 の 入力 は すべ て 
自動 的 に TEXT ファ イル と し て 処理 され る 
た め , 一 般 キ ー か ら ュ マン ド を 入力 する こと 
が で きま せん 。 そ の た め , TEXT の ュ マ ン 
ド は すべ て , ファ ンク ショ ン キ ー と , 


【 表 11】 TEXT コ マン ド 一 覧 表 


キー に 登録 され て いま す ( 表 11)。 

TEXT モー ド で は , PASTE (ペー スト ) 
バッ ファ と 呼ば れる 特別 な 作業 領域 が 使え ま 
ja 

PASTE バッ ファ は , メニ ュー 画面 に は 
表れ ませ ん が , RAM 上 に 作成 され る 領域 で , 
テキ スト ファ イル の 一 部 分 を 取り 出す た め に 
使う 特別 な 機能 を 持ち ます 。 
























































ラマ シド キ 機 能 
T トー 
FIND f・1 スト リン グ (文字 列 ) の 検索 | 
NEXT 2 次 の スト リン グ の 検索 
SELECT fr:3 PASTE バ ッ フ ァ へ 転送 する 領域 の 指定 
CUT 二 宮 0 ファ へ 転送 , 画面 か ら 
消す ・ 
と さそ 紳 定 の 領域 を PASTE バ ッ フ ァ へ 転送 , 画面 か ら 
COEY 5 8 人 
消 き な い 
PAST| に ke ー ez 
PASTE SHIFT |+ PASTE バ パッ ファ の 内 容 を ファ イル へ 転送 
KEYS f-6 コマ ンド 名 の 表示 QNOFF 
ト 十 
MENU f-10 MENU へ 戻る 














ペグ 


AGE 
(PIAI[SITI 


141 


WTEXT 








TEXT ファ イル 中 か ら 特 定 の 単語 (スト 
リン グ ) を 探す の が FIND ュ マ ンド の 機能 
で す 。TFIND は [fr1 ] に 登録 きれ て いま す 。 

いま , TEXT ファ イル の 内 容 が 図 236 の 
よう に な っ て いる と し ます 。 

を 定 窓 を 押し て FIND ュ コマンド を 
実行 し ます 。 画面 一 番 下 の 行 に 「String: 」 
の 文字 が 表れ ます ( 図 237)。 

こと で 探し た ぃ い 単語 (スト リン グ ) を 入力 
し ます 。 い ま 100 点 の 人 を 探し た い の で , 
100 と 入力 し ます 。 ス トリ ング は 24 文 字 ま で 


唱 定 で き , それ 以上 は 入力 し て も , ピッ と い 

音 が し て 先 へ 進み ませ ん ( 図 238)。 

スト リン グ を 入力 し て [| l ] キー を 押す と , 
現在 カー ソル の ある 単語 の 次 か ら 一 致す る 単 
請 を 探し ます 。 上 見 つか る と 、 カー ツル 客 そ の 
単語 の 先頭 へ 移動 し ます ( 図 239)。 

みつ か ら な いと カー ソル の 位置 は その まま 
で , 「No match | の 文字 が 表示 され ます 。 

指定 し た スト リン グ は , も 5 う 一度 ス トリ ン 
グ を 指定 し な お すか , TEXT モー ド を 抜け 
る まで 変わ り ま せん 。 





図 2 
【 図 236】 1, ア A* , 95 


ょ イト ウ 。62 

づ ぅ イマ イ 。 7 

4 。 ウ 9 エタ" ,100 
つう ょ エッ トリ 。89 
6 オカ タ " ,82 
オノ 。 100 
8, カ 7 ムラ , 100 
ウ ぅ キタ , 60 

10 2 ク ホ " 。73 
1.1 。 ク リタ 。81 
4 の コイ ラ 。68 
13, サカイ, 66 
1.4 , サカモト, 7 
1 コ 9 。 う マタ ” 。 る の 











【 図 237】 
粒 | 1, ア へ " ,95 で 
ライ トウ 9 ,62- 
。 3, イ マイ ,7 ア 7 で 

| 4 ワウ エタ" ,199<」 


人 5, エ ント " ウ ,86 で 
ら 。 オ カタ " , 82 
ア ュ オノ, 1 99 る 
Stringi 較 
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【 図 238】 


1 , ア A" 95<」 

ファ イトウ, 62 で 
3, イ マイ, アア 7 で 
4 , ウ エタ " 199<」 


9 タタ ドド ウェ 8 人 8 
| 6, オ カタ " ,82 ぐ で 
アオ /,199 で 
、 StFingi 199 る で 


人 1 アァ へ " 95 で 
| フ , イ トウ ,62 で 
3 イマイ ,77 で 
旧 4, ウ エタ " ,199 で 
5, エ ント "9,86 で 
6, オ カタ " , 82 で 
ィ 7, オノ ,199 で 
8 , カ 7 ムラ , 189 で 











NEXT コマ ンド は , FIND で 指定 し た 単 
語 を , 現在 カー ソル の ある 単語 の 次 の 単語 か 
ら 探 す 機能 で , に 登録 され て いま す 。 
みつ か る と カー ソル を その 単語 の 先頭 へ 移動 
し , みつ か ら な いと カー ソル の 位置 は その ま 
まで 「No match 」 の 文字 が 表示 され ます 。 

NEXT は , 通常 FIND に 続け て 使い ます 
( 図 240)。 

【 図 240】 
725 の 
クレイ ト 9 。6 ジ グー 
3。 イ マイ 。 7 アア ギ 
4 9 エタ “199 で 


5, エ ント * ウ , 86<」 
6 , オ カタ * , 82<」 
7, オ / ノ 199 
8, カ 7 ムラ ,109 で 


TEXT 欠 
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に 1 ヨコ 当 コ eg 


SELECT コマ ンド は, TEXT ファ イル 
の どの 部 分 を PASTE バッ ファ スム 転送 する 
か を 指定 し ます 。SELECT は [f-3 ] た 登録 
きれ て いま す 。 

SELECT コマ ンド , すなわち を 使 
ら 時 は , TEXT ファ イル を 画面 に 出し , 披 
き 出し た い 部 分 の 最初 まで カー ソル を 移動 し 
ます る 

を 押す と , そこ が PASTE バッ フ 
ァ へ 転送 ずる た め に TEXT ファ イル か ら 技 
き 出 す 領域 の は じ ま り に な り ま す 。 その後, 

カー ソル を 移動 する と , kk 

【 図 241】 4 ーー 
の 
2 ィ イ トウ 9 62 <」 


イア オノ, 199 で 


| カワムラ,199 で 


て リバ ベー ス (白黒 反転 ) 状態 に な り ま す ( 図 
241)。 この リバ ベー ス 状 態 の 部 分 が , SELECT 
され た 領域 を 意味 し ます 。 

この 和 領域 の 指定 は , メニ ュー モー ド に 戻っ 
た り , CUT や COPY の ュ マ ンド を 実行 す 
る と 解除 され ます 。 

また , 仮に 途中 で 中 止 し た い 場 合 に は , 
[STOP| キー を 押す と , リバ ー ス 状態 が 元 へ 戻 
り , SELECT ュ マ ンド が キャ ン セ ル に な り 
ます 。 そ の ほか [| i | キー や [TAB] キー で も 
SELECT コマ ンド は キャ ン セ ル す る こと が 
で きま す 。 
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CUT コマ ンド は SELECT で 指定 され た す 。 


TEXT ファ イル の 一 部 分 を ファ イル 上 か ら CUT ョ マジ ンド 。 す な わら ち を 押す と , 
削除 し , PASTE バッ ファ ム ス 転 送 する 機能 現在 リバ ー ス 状態 に な っ て いる 部 分 が ファ イ 
を 持ち ます 。 ル お よび 画面 か ら 消 ぇ , PASTE バッ ファ 


CUT ュ マ ンド は [し f-4 ] に 登録 され て いま に この 削除 分 が 転送 され ます 。 






COPY ラマ ツン ド は 、SELRCT で 指 害 き TEXT ファ イル の 一 部 が SELECT され 
れ た TEXT フラ ァイル の 一 部 分 を ,。 ファ イル て いる 状態 , す な わ ち 一 部 が り リバー ス さ れ て 
内 容 は ,。 その まま に し て , PASTE バッ フ いる 状態 で を 押し ます 。PASTE バ 














ァ へ 転送 し ます 。COPY は [fr5 ] に 登録 さ ッ フ ァ へ 転送 が 終わ る と , リバ ー ス し て いた 
れ て いま す 。 部 分 は 正常 へ 戻り ます 。 
PASTE 
PASTE は PASTE バッ ファ の 内 容 を 転 し ます 。PASTE バッ ファ の 内 容 は 何 度 使 
送 す る 働き を 持っ て いま す 。PASTE は , 用 し て も 消え ませ ん 。 
[SHiFT ] キー を 押し な が ら , 人 A 計 | キー を 押 で は , カー ソル を 図 242 の 位置 へ 移動 し て 
| 7, オノ, 1899 で 
| 8, カ 7 ヵ ラ , 199<- 
9 , キ タ , 69 ぐ _ 
| | 19,2 ホ " ,73< 
| 11,29 タ ,81 < 
| 12, コ ハル" ヤシ,68 ぐ 」 
。 13, サ カイ ,66 で 
| 14, サ カモ ト ,77 で 
【 図 243】 


| アオノ,199<」 
8 , カ 7 ムラ , 199<- 
9, キタ, 69 で 

| 3, イ マイ , イア < 


| 4, ウ エタ " ,199<」 
5, エ ント " 9, 86 で 
還 | 6, オ カタ " , 82 で 
| 19,2 ホ " ,73 で 
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【 図 244】 TEXT フ ァイル の 抽出 と 挿入 






抽 | A 4A 4A 4A A A A A A 


PASTE バ パッ ファ 








wl B 選 量 号 過 号 選 呈 号 旦 








か ら PASTE ュ コマ ンド を 実行 し ます 。 

先ほど COPY ュ マ ンド で PASTE バッ フ 
ァ へ 転送 され て いる 部 分 が , カー ソル の ある 
位置 へ 挿入 され ます ( 図 243)。 

この よう に PASTE コマ ンド を 使う と , 
TEXT ファ イル 上 の ある 部 分 と ある 部 分 を 
入れ 替え た り , 同じ 内 容 を 重複 させ た りす る 
こと が 簡単 に で きま す 。 

PASTE バ ッ フ ァ は , 個々 の TEXT ファ 
イル と は 独立 し た 領域 の た め , A と い 5 
TEXT ファ イル の 一 部 を 抽出 し て PASTE 
バッ ファ へ 移し た 後 , B と いう 5 TEX 丁 ファ 
イル へ 挿入 する こと も で きま す ( 図 244)。 

PASTE バッ ファ の 大 き さ に は , 特に 制 
限 が あり ませ ん 。 何 が 記憶 され て いる か に よ 


り , 流動 的 に 変化 し ます 。 

PASTE バッ ファ の 内 容 は , 新た な 内 容 
が 入れ られ る まで , すなわち ち , CUT 
COPY が 実行 され る まで , 変化 し ませ ん 。 
他 の モー ド へ 移っ た り , 電源 を 切っ た り し て 
も ぁ , その まま 残り ます 。 

な お , PASTE バッ ファ の 内 容 を 完全 に 
消し て し まい た い 場 合 は , 次 の 3 つの 方 法 が 
あり ます 。 
① BASIC モー ド で CLEAR 命令 を 使う 。 
②SELECT と CUT を 続け て 行 2 ([f:3 ] 

を 押し た 後 , 領域 指定 を せ ず に を す 

ぐ 押 す )。 

SELECT と COPY を 続け て 行う ( 

を を 続け て 押す )。 
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KEYS は , 画面 の 一 番 下 の 行 に ファ ンク れ て いま せん 。 KEYS ュ コマンド, すなわち 
ショ ン キ ー の 登録 内 容 を 表示 する か どう か の Lfre ] を 1 回 押し て , ファ ンク ショ ン キ ー の 
ョ マン ド で す 。 内 容 すなわち , TEXT コマ ンド を 表示 し 

KEYS 自身 は 。 ファ ンク ショ ン キ ー の 6 て くだ さい ( 図 245)。 
番目 に 登録 され て いま す 。 ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 表示 は , も う 1 


ファ ンク ショ ン キ ー の 表示 は , 通常 は な さ 回 し fre ] を 押す と 消え ます 。 
【 図 245】 4 議 較 還 の 











ファ ンク ショ ン キ ー の 10 番 目 に は , 他 の す 。 た だ し , BASIC モー ド か ら EDIT ュ 
モー ド の 場合 と 同様 に メニ ュー モー ド に 戻る マン ド に より ,。 TE 基 TT モー ド だ 入っ た 場合 
た め の MENU ュ コマ ンド が 登録 され て いま は , [Fo] また は [ESC] キー を 2 回 押し た 時 
す 。TEXT モー ド の 場合 は [ESC] キー を は メニ ュー で は な く BASIC モー ド へ 戻り ま 
2 回 押し た 場合 も 。 メニ ュー モー ド へ 戻り ま す 。 
ー ソ ル の 移動 

4 ) カー ソル の 移 

カー ソル は カー ソル 移動 の 4 つの キー で 上 ド で は ュ ン トロ ー ル キー を 使っ て , も っ と 効 
下 左右 へ 1 つ ず つ 動き ます が , TEXT モー 果 的 に カー ソル 移動 が で きま す ( 表 12)。 
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【 表 12】 TEXT の コン トロ ー ル コー ド 表 















































































































































































操 作 機能 同等 の 操作 
erRH+ [Al カー ソル を 左 隣 の 単語 へ 移動 する [sHiFT」+ 了 レ 
BTRH + [B] | カー ソル を 一 画面 分 下 へ 移動 する [siFT]+ 必 

コマ ンド (SELECT, FIND) を キャ ン セ ル す る 

D」 カー ソル を 1 文字 右 へ 移動 する 選 
カー ソル を 1 行 上 へ 移動 する 
カー ソル を 右 隣 の 単語 へ 移動 する 
| | カー ソル の 門前 の 支 字 を 削除 する 
CTRH + エ タプ 移動 する [TAg | 
crRH + |KI NEXT コ マン ド を 実行 する [rs J 
BTRH + |L| | sELECT ュ コマンド を 実行 する 1.3 
TRH + [M| | [3 ] キー と 同じ 働き を する [q」] 
CTRH + | FIND コ マン ド を 実行 する 還 損 和 
ETRH + [0] | COPY コマ ンド を 実行 する rs ) 
に 

ETRH + |[P| | kEys コ マン ド を 実行 する LesJ 
ITRL| + [ Q] | ター ソル を 行 の 左端 へ 移動 する erR+ 了 ゥ 
ETRLH + [R] | カー ソル を 行 の 右端 へ 移動 する ermH+ <j 
BTRLH + [5| | カー ソル を 1 文字 た へ 移動 する 了 ゥ 
erRH + [T | カー ソル を 一 画面 分 上 へ 移動 する + < 
ETRH + [U| | cOT コ マン ド を 実行 する 
BTRH + [W] | カー ソル を ファ イル の 先頭 へ 移動 する + ツ 
ETRH| + [X] | カー ソル を 1 行 下 へ 移動 する 人 
ErRH +[Z」 カー ソル を ファ イル の 終端 へ 移動 する 6TRH+ 
erm + < カー ソル を 行 の 右端 へ 移動 する 6TRH+ [RI 
erRH+ 了 ラ カー ソル を 行 の 左端 へ 移動 する CTRH + [QI 
crRU + ツ カー ソル を ファ イル の 先頭 へ 移動 する CTRL + |W| 
leTRH + 作 カー ソル を ファ イル の 終端 へ 移動 する 6eTRH+ |Z 
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PC-8201 は, RS-232C じ イン ター フェ イス 
を 使用 し て 通信 を 行う フトウェア を TEL- 
COM の 名 で 内 蔵 し て いま す 。 

TELCOM を 使う と , RAM 上 の ファ イ 
ル を 他 の ュ コンピ ュー タ へ 送っ た り , その 逆 な 
どの 処理 が が ファ ンク ショ ン キ ー に 登録 され 
て いる コマ ンド だ け で 可能 で す 。 

PC-8201 は , ハン ド ヘ ルド ・ コ ンピュータ 
で すか ら , 一 定 の 場所 に 設置 し て 使う より も ゃ , 
あちこち に 持ち 歩い て 使う こと が 多い は ず で 
す 。 周辺 機器 を 全部 一 緒 に 携帯 する こと は 大 
変 で すか ら , 多く の 場合 , PC-8201 で 簡単 
な 計算 と デー タ の 収集 (RAM 上 に 記録 ) だ 
け を 行い , 自宅 や 会 社 へ 帰っ て か ら , デー タ 


CO TELcowo 能 


を 加工 し た り , 印刷 し た りす る こと に な る で 
し ょ う 。 そ の 時 に , PC-8201 より も ゃ 機能 の 
高い コン ピュ ー タ で 処理 きせ た いこ と と も ゃ も 出 て 
きま す 。 こ の 時 に , いっ た ん PC-8201 か ら , 
カセ ッ ト テ ー プ や , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ヘ へ ヘ デ 
ー タ を 記録 し , その 後 , この 記録 し た 媒体 を 
別 の ュ コンピ ュー タ に セッ ト し て 使う こと が で 
きま す ( 図 246)。 

し か し , 使用 し て いる コン ピュ ー タ が RS 
-232 ど と イン ター フェ イス に よる 接続 が 行え 
る コン ピュ ー タ で あれ ば ぱ ば, 直接 PC-8201 と 
デー タ の や り 取 り が で きま す ( 図 247)。 

また , RS-232C か ら 取 り 出 し た 信号 を 電 
話 回 線 を 使っ て 送る と , PC-8201 と 遠隔 地 





【 図 246】 他 コ ンピュータ と の 間接 的 接続 
PC-820| 











フロ ッ ピ ー デ ィ ミ スタ 


コン ピュ ー タ 




















【 図 247】 他 コ ンピュータ と の 直接 的 接続 
PC-8201 








コン ュ ーー 
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【 図 248】 コン ピュ ー タ 間 の デー タ の や り 取り 
PC-8201 








に ある 別 の コン ピュ ー タ と の 間 で , デー タ の 
や り 取 り が 可能 に な り ま す ( 図 248)。 

と と で で 、RS-282C に つい て 。 説明 し て 
きま し ょ う 。 
RS-232C と は , コンピュー タ と 他 の 装置 
を つない で 通信 を 行う た め の 規 格 で す 。 ュ ン 
ュー た パパ ツ コン ツタ コジ と パ マ ョ ジ ま 
いっ た 接続 の ほか に , パソ ュ ン と プリ ンタ , 
サコ ジン と よ デ ロッ ク 。 パ ツラ ュ ン と デジ ウォ イザ 
な どの 接続 に 用 いる こと が あり ます 。 RS- 
232C の 規格 に 沿っ た イン ター フェ イス で あ 
れ ば , その 内 部 的 機能 よ まもる ちろ ん , ケー ブル 
を 接続 する ュ ネ クタ 部 分 も 完全 に 統一 され て 
いま すか ら , 別々 の 装置 の 接続 が 簡単 に で き 
る の で す 。 2 つの 装置 が 接続 され る と 信号 が 
ツリ アル 区 (1 ビッ ト ず つ ) 送ら れ ま す 。 


TELCOM 殺 







ホス トコ ンピュータ 





RS-232C イン ター フェ イス を 装備 し て いな 
い パ ソ ュ ン で も , カー ド や ボー ド を 追加 する 
こと で , 機能 を 拡張 で きる よう に し て ある の 
が 普通 で す 。 

PC-8201 は , この RS-232C イン ター フ 
ェ イ ス を 標準 装備 , つま り 内 蔵 し て いま す 。 
また , ソフ トウ ェ ア 面 で は , Ns-BASIC 内 
に , RS-232C に よる 接続 を 前 提 に し た 命令 
を 含ん で いま すか ら , 特別 な 言語 を 覚え な く 
て も ゃ も BASIC モー ド の プロ グラ ム で , 処理 し 
た デー タ を 送信 し た り 。 受信 し た デー タ を 加 
も だ で きま す 。 

さら に , TELCOM の ソフ トウ ェ ア で は , 
通信 形式 の 指定 や デー タ の 送受 信 を コマ ンド 
玉 有 二天 礎 し る すま 0 に 
LINEE (オジ ライ ン ) 補 行 う 9 の に プロ グラ ミ 
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ング が 不要 で す 。 
TELCOM ソフ トウ ェ ア の 具体 的 な 機能 
と し て は 次 の も の が あり ます 。 

① ぇ メニ = ュー 画面 か ら 筒 単に 選択 で きる 。 

② 強 力 な 9 つの コマ ンド を 持ち , それ ら は す 
べ て , ファ ンク ショ ン キ ー に 登録 され て い 
る ( 図 249)。 





エス ケー プシ ー ケ ンス , コン トロ ー ル ュー 
ド の 使用 が で きる 。 

④ 通 信 形 式 の 設定 が 簡単 に 変更 で きる 。 

⑤ キ ー ボ ー ド か ら の デー タ 送 信 の ほか , 
RAM 上 の ファ イル の 送受 信 が で きる 。 

⑥ 送 受信 の デー タ を 画面 や プリ ンタ に 出力 で 
きる 。 





【 図 249】 TELCOM ソ フト ウェ ア の 機能 
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ーー MENU 
TERM 





PREVIOUS 
FULL/HALF 
ECHO 
UPLOAD 
DOWNLOAD 
BYE 











TELCOM を 使う た め に , まず , メニ ュ 
ー 画 面 か ら TELCOM を 選択 し ます ( 図 
250)。 

キー が 押さ れる と , 画面 が クリ ア さ 
れ , 現在 設定 され て いる 通信 形式 を 表し て , 
ュ マ ンド の 入力 待ち と な り ま す 。 通信 形式 は 
簡単 に 変更 バ が で きま す が , 電源 を 切っ て も 変 
化 は し ませ ん ( 図 251)。 

画面 に 「Telcom :」 が 表示 され て いる 時 は 
STAT, TERM, MENU の 3 つの ュ コマ ン 

[250] 










Load av 
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2 ) TELCOM コ マン ド の 使い 亡 


1983/95/28 13:95:39 
BASIC うき. 


Name L 1 呈 も 28399 


ド の いずれ か か が 入力 で きま す 。 こと の 3 つの ュ 
マン ド は キー ボー ド か ら 入 力 し て も よい の で 
す が , ファ ンク ショ ン キ ー に 登録 され て いま 
うす 

STAT 

TERM 

MENU [rio] 

この ュ マ ンド 以外 を 入力 し た 場合 は , ブ ザ 
ー 音 で 警告 し ュ マ ンド 入力 の や り 直 し に な 
り ます 










(C) Microso 千 † 1 
| TELCOM ーッ ー 









【 図 251】 


8171XS 
Telcomi 斑 


STAT 

TELCOM モー ド の 時 ファ ンク ショ ン 
キー の 4 番 に 登録 され て いる コマ ンド で , 通 
信 形 式 の 状態 (STATUS) の 表示 , また は 
変更 を 行い ます 。 

STAT [ | の 場合 , 現在 設定 され て い 
る 通信 形式 を 表示 し , ュ マ ンド 入力 へ 戻り ま 
す ( 図 252)。 

【 図 252】 
8171XS 
Telcomi Sta セ 
8171XS 
Telcomi 圧 


パソ リプ ィ チ ナチ ェ ッ ク 


1 桁 目 
2 桁 目 
3 桁 目 
4 桁 目 
5 桁 目 


6 桁 目 






TELCOM 参 





通信 形式 の 各 桁 は 次 の 意味 を 持っ て いま す 。 


通信 速度 

2SU リ ティ ネ チ ー ッ アグ 

レワード 長 

スト ッ プ ビッ ト 

X メ パラ メー タ に よる 制御 

アト イジ プシ ント アト だ よる 
制御 
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【 図 253】 
8171XS 


Telcom: Sta セ 
81 71X5 


Telcomi St+a+ 5N81XS 


Telcomiz 箇 


8171XS は , コー ルド スタ ー ト の 時 の 初 
期 値 で これ 以降 STAT コマ ンド また は 
N。。-BASIC の OPEN 命令 で 通信 形式 を 変 
更 する と , その 値 が , 次 に 通信 形式 を 設定 す 
る まで 変わ ら ず に 残り ます 。 

通信 形式 の 変更 を STAT で 行う 場合 は , 
STAT に 続け て , 6 桁 の 通信 形式 を 入力 し 


ます ( 図 253)。 
各 パ ラメ ー タ の 指定 は , 次 の よう に 行い ま 
' 穫 


① 通 信 速 度 …… 接 続 す る ユン ピュ ー タ や 装置 
に より 選択 し ます 。 
| 75 bps 
以 110 bps 
3 300 bps 
4 600 bps 
5 1200 bps 
6 2400 bps 
7 4800 bps 
8 9600 bps 
9 19200 bps 
bps 三 bit per second 
② パ リティ …… 通 信 時 に , デー タ が まち が っ 
た 信号 で 送ら れ て いな いか , 元 の デー タ と 
同じ も ゃ の (parity) か どう か を チェ ッ ク す 
る た め に , チェ ッ ク 用 の ビッ ト を 指定 する 
ッ ン メータ ' で す 。 
N > 2 以 ィ な も 
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E: 偶数 パリ ティ 

O: 奇数 パリ ティ 

I : パリ ティ ビッ ト 無 視 

パリ ティ な し と ペリ ティ 無視 を 混同 し な 
で くだ きい 。 パリ デ ォ だ し は 。 ペリ ティ 
ビッ ト が 送信 され な いこ と を 意味 し , 無視 
は , パリ ティ ビッ ト が 何で あっ て も 受け つ 
ける こと を 意味 し ます 。 し た が っ て , パリ 
ティ な し の 設定 で は , パリ ティ 付き の デー 
タ は 受信 で きま せん し , パリ ティ 無視 の 設 
定 で は , パリ ティ な し の デー タ は 受け つけ 
られ ませ ん 。 パ リティ 無視 で 送信 する 場合 
は , パリ ティ ビッ トド を 常に ゼロ で 送る の で , 
受信 側 で も パリ ティ 無視 を 指定 する 必要 が 














あり ます 。 
ワー ド 長 が 8 ビッ ト の 時 , パリ ティ ビッ 
ト 無視 の 指定 は で きま せん 。 
これ を まとめ る と 次 の よう に な り ま す 。 
可能 な 組み 合せ 
偶数 パリ ティ 偶数 パリ ティ 
パリ ティ 無視 パリ ティ 無視 
奇数 パリ ティ 硝 数 パリ ティ 
ッ % リ ティ な し パリ ティ な し 
送信 受信 
③ ワ ー ド 長 ……1 文字 が 何 ビ ッ ト で 構成 され 
て いる か の 指定 で す 。 
6 : 6 ビッ ト 長 
7 : 7 ビッ ト 長 





8 : 8 ビッ ト 長 

デー タ 長 が 7 ビッ ト 長 の 時 は , シフ トイ 
ンプ シフ ト ア ウト シー ケン ス に よる 通信 制 
御 を 行わ な いと , カナ 文字 を 扱う こと が で 
きま せん 。 

④ ス トッ プ ビ ッ ト …… デー タ の 区 切り に 使う 

スト ッ プ ビッ ト の 長 さ を 表し ます 。 

1: 1 区 トド ホ み ダビド 

2 6 め 欧 下 必 妥 世 み トド 

⑤ X パラ メー タ に よる 制御 …… 送 信 の スピ 

ー ド に 受信 側が 間に合わ な いこ と を 避け る 
た め , 受信 バッ ファ が 一 杯 に な っ た ら , 相 
手 側 に 送信 を 一 時 停止 する よう に 要求 し 
空 に な っ た ら 送 信 再開 を 要求 する 制御 で す 。 

X : 制御 を 行 5 

N : 制御 を 行わ な い 

具体 的 に は , 受信 時 に バッ ファ (256 文 
字 ) の 残り が 23 文 字 分 に な る と , 相手 側 
に CHRS$ 19) の ュー ド ETRH 一 | S] を 送っ 
て 通信 の 中 断 を 要求 し , 空 に な る と CHK$ 
①7) の ュー ド RTRU 一 [Q] を 送っ て , 送 
信 再 開 を 要求 し ます 。 ま た , 送信 時 に 相手 
側 か ら RTRH 一 | S | が 送信 され て きた 場合 
は , 送信 を 停止 し 。 CTRH 一 [Q] が 送ら れ 
て きた 場合 に 再開 し ます 。X パ ラメ ー タ に 
よる 制御 を 行わ な い 方 が , 送受 信 の スピ ー 
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TELCOM 久 
ド は 速い の で す が , 画面 表示 や 印刷 を 行い 
な が ら の デー タ 通 信 の 場合 , 受信 の スピ ー 
ド に , 受け 取っ て か ら の 処理 の スピ ー ド が 
追い つか な いこ と が 起こ り ま す 。 こ の 時 , 
受信 バッ ファ が あぁ ふれ て し まい , デー タ の 
一 部 が 欠 除 し て し まい ます 。 
⑥⑯ シ フト イン プシ フト アウ トシ ー ケ ンス …… 
ツ フ トイ ツジ (SU ョ ー ド また は ジン ト ア み 
ト (S0) ユー ド に 続い て ュー ド を 出力 する 
か どう か の 指定 で す 。 
S : 制御 を 行う 
N : 制御 を 行わ な い 
ぃ いち まで も な いこ と で す が , どの よう な 
通信 形式 で あっ て も ゃ , 送信 側 と 受信 側 で 同 
じ 形 式 の 指定 を 行わ な けれ ば な り ま せん 。 
例え ば , 送信 側 と 受信 側 の 通信 速度 が 違っ 
て いれ ぱ ば , 正しく 信号 を 受け 取る こと が で 
きま せん し , 片方 が 偶数 パリ ティ を , も う 
片方 が 奇数 パリ ティ を 指定 し て いる と , す 
べ て の デー タ が パリ ティ エラ ー に な っ て し 
まい ます 。 
MENU 
TELCOM モー ド の 時 , 他 の BASIC モ 
ー ド や TEXT モー ド の 時 と 同様 に 。 ファ ン 
クシ ョ ン キ ー の 10 番 に 登録 され て いる コマ 
ンド で , TELCOM モー ド か ら メ ニュ ー モ 
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ー ド へ 戻る 働き を し ます 。 [fo] に は , 
キー の 機能 が 含ま れ て いま すか ら , 
キー を 押す 必要 は あり ませ ん 。 

TERM 

TELCOM モー ド の 時 , ファ ンク ショ ン 
キー の 5 番 に 登録 され て いる 機能 で , TER- 
MINAL (ター ミナ ル ) モー ド を 開始 する 機 
能 を 持ち ます 。 

TELCOM を 選択 し た だ け で は , 実際 に 
は 通信 は は じ ま り ませ ん 。 TERM コマ ンド 
を 実行 し た 後 , PC-8201 は RS-232C 回 線 
と つなが っ た 状態 に な り , 通信 が 可能 に な り 
ます ( 図 254)。 

TERM ュ マ ンド 実行 後 は , 送信 する た め 
の デー タ を キー ボー ド か ら 入 力 す る こと と , 
ファ ンク ショ ン キ ー に た 登録 され て いる サブ ュ 
マン ド の 実行 の いずれ か が 行わ れ ま す 。 
① キ ー 入 力 …… ファ ンク ショ ン キ ー 以 外 の す 

べ て の キー 入力 が 送信 され る 。 





ます 。 





サブ ュ マ ンド 入力 …… ファ ンク ショ ン キ ー 
を 使っ て 入力 する 。 キ ー ボ ー ド か ら は 入力 
で き が ない 。 
キー ボー ド か ら の 入力 は , すべ て その まま 

送信 され て し まう の で , カー ソル 移動 し て 画 

面 上 を 修正 し て も , カー ソル 移動 を の も の も 

デー タ と し て 扱わ れ て し まい ます 。 文字 の 訂 

正 に は , | 只 s | キー を 使っ て , 訂正 ユー ド そ 

の も の を 送る 必要 が あり ます ( 図 255)。 
PREVIOUS 
TERM モー ド の 時 ファ ンク ショ ン キ ー 

の 1 番 に 登録 され て いま す 。 画 面 上 で は , 

「Prev」 と だ け 表 示さ れ て いま す 。 ス クロ ー 

ル に よっ て は みだし た 前 8 行 に 戻っ て 表示 す 

る 機能 で す 。 

PC-8201 の TERM モー ド で は , 画面 表 
示 の た め に , 16 行 分 (8 行 X 2 画面 = 2 ペ 
ー ジ ) の 領域 を バッ ファ と は 別に 確保 し て い 
画面 表示 の 際 , 8 行 を 超え る と スク ロ 








【 図 254】 ーー 
| 8171XS 
Telcomi Stat 5N81XS 
Telcomi Term 
隊 
Prev Ha1 
【 図 255】 
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ー ル (1 番 下 に 新しい 行 を 入れ る た め に 1 番 
上 の 行か ら 消し て いく ) が 起き ます が , この 
時 , 直前 の 8 行 分 つま り 前 の ペー ジ が 領域 に 
残っ て いる た め , [fr1 ) を 押し て いつ で も 画 
面 を 戻す と と が で きま す 。 1 ペー ジ 目 を 表示 
し て いる 間 も , デー タ の 受信 は 中 断 せ ず に 行 
われ て いま す 。 た だ し バッ ファ に た め る だ け 
で ] ペー ジ 目 を 表示 し て いる の で , 当然 の こ 
と な が ら 画 面 に は 表示 し ませ ん 。 

も う 一 度 [し fr1] を 押す か , キー ボー ド か ら 
の 入力 を 再開 する と , 2 ペー ジ 目 の 画面 に 戻 
り ま す 。 

HALF ノ FULL 

TERM モー ド の 時 , ファ ンク ショ ン キ ー 
の 2 番 に 登録 きれ て いる ュ コマ ンド で , 半 二 
重 / 全 二 重 の 切り 替え を 行い ます 。 し f:2 を 
押す ご と に , HALEF と FULL が 交互 に 切 
り 替 わり ます 。 

全 二 重 , つま り FULL が 選択 され て いる 
時 は , PC-8201 が 送信 し た デー タ を 相手 側 
が 折り 返し 転送 し て くる の で ( エ ュ ー ズ バッ 
ク ), これ を 画面 に 表示 し ます 。 半 二 重 , つ 
まり HALF が 選択 きれ て いる 時 は , PC- 
8201 は , 送信 する デー タ を 自分 自身 で 画面 
表示 (セル フエ ュー) し , 相手 側 か ら 返 送 さ 
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れ な く て も , 何 を 送信 し て いる の か わか る よ 
う 相 し で いま す 。 

大 型 コ ンピュータ の ター ミナ ル と し て PC 
-8201 を 使用 する 場合 は FULL を , 他 の ペ 
ソ ュ ン と 接続 する 時 は HALF を 選択 し て く 
だ さい 。 

ECHO 

TERM モー ド の 時 , ファ ンク ショ ン キ ー 
の 3 番 に 登録 され て いる コマ ンド で , 受信 し 
た デー タ を プリ ンタ へ 送る 働き を し ます 。 

TERM モー ド に た 入っ た 時 点 で は , ECHO 
機能 は 選択 さき れず , ファ ンク ショ ン キ ー の 3 
番目 の 表示 も 空白 に な っ て いま す 。 [fr3 ] を 
押す と , ECHO の 文字 が 表示 され , も う 一 
度 , を 押し て ECHO の 機能 を 中 止 す 
る まで プリ ンタ へ ヘ へ デ ー タ を 送り ます 。 

通信 速度 の 設定 に も より ます が , 通常 , 通 
信 速 度 よ りゃ プリ ンタ の 印字 速度 の 方 が 遅い 
た め , 受信 し な が ら デ ー タ を 印刷 する と , 送 
られ て くる デー タ の 方 が 滞り すぎ る こと に な 
り ま す 。256 バ イト の 受信 バッ ファ を 超え て 
し まう と , 超え た デー タ が , 消失 し て し まう 
と と だ も な り ま すず す 。 炊 パ ラメ ー タ で バッ ツ 
ァ が 一 杯 に な りか けた ら , 送信 側 へ , 送信 停 
止 の 要求 を 出す よう に 設定 する か , 受信 し な 
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が ら の 印刷 を や め て , と りあ え ず RAM 上 
の ファ イル へ 記録 し , 後 で 印刷 する 方 法 を と 
2 だ 方 が よい で し ょ う 。 

UPLOAD 

TERM モー ド で ファ ンク ショ ン キ ー の 4 
番 に 「Up」 と 登録 され て いる コマ ンド で , 
RAM 上 の ファ イル を 送信 する 働き を し ます 。 

を 押す と , PC-8201 は , 実行 中 の 
TERM モー ド を 一 時 中 断 し , RAM 上 の フ 
ァイル 室 誠人 し ます 。 ま すず, 送信 し た を い テ ァ 
イル 名 を 指定 し ます ( 図 256)。 

送信 で ぎる ファ イル は RAM 上 の TEXTT 
ファ イル ん DO 付き ) だ だけ で す 。 BASIC デ 
ログ ラム を 送信 し た い 場 合 は , アス キー セー 
ブ を 行っ て , TEXT ファ イル の 形 に し て お 
きま す 。 拡 張子 DO は 省略 で きま す 。 

ファ イル 名 が 正しく 入力 され る と , 
キー を 押し た 直後 か ら 送 信 が 始ま り ま す 。 送 
信 中 は , 「Up」 の 文字 が 反転 し て いま す 

【 図 256】 ーー 
旧 8I71XS 





( 図 257)。 
ファ イル の 内 容 が すべ て 送り 出さ れる と, 
送信 は 終わ り , 反転 し て いた 「Up」 の 文字 
は 元 へ 戻り , 再び TERM モー ド , つま り キ 
ー ボ ー ド か ら 入 力 で きる 状態 に な り ま す 。 フ 
ァイル の 送信 中 は キー 入力 は 行っ て も 無視 さ 
れき すず す 泌 , 枯 信 は で きま す 。 JALF/ 
FULL の 指定 に か か わら ず , PC-8201 は 全 
二 重 通 信 (送受 信 が 同時 に 可能 な 通信 方 式 ) 

だ か ら で す 。 

DOWNLOAD 

TERM モー ド で ファ ンク ショ ン キ ー の 5 
番 に 「Down 」 と 登録 され て いる ュ マ ンド で , 
RS-232C 回 線 か ら の デー タ を RAM 上 に フ 
ァイル と も し て 記 憶 し ます 。 

を 押す と , PC-8201 は , 実行 中 の 
TERM モー ド を 一 時 中 断 し て , RAM 上 に 
記録 する 時 の ファ イル 名 を , 「Fileto Down- 
1oad?」 と きい て きま す ( 図 258)。 
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ペン 
- アイ リン に も 


記 し 





受信 し た デー タ は , TEXT ファ イル と し 
て 記録 され る た め , 指定 で きる の は TEXT 
ファ イル (.DO 付き ) だ け で す 。 拡 張子 
DO は 省略 で きま す 。 

ファ イル 名 が 正しく 入力 され る と , 
キー を 押し た 直後 か ら , 受信 し た デー タ を す 
べ て ファ イル へ 書き 込み ます 。 受 信 中 は , 

【 図 258】 2 
Telcomi Sa 
っ ON81 XS 


Telcomi 「erm 


TELCOM 参 






「Down」 の 文字 が 反転 し て いま す ( 図 259)。 
受信 デー タ は , ファ イル へ 記録 され る と 同 
時 に 画面 に も 表示 され て いま すか ら , 受信 内 
容 を 知る と と も で きま す 。 

DOWNLOAD の 状態 は 自動 的 に は 終わ 
り ま せん 。「Dowml の 文字 の 反転 は その まま 
で す 。 必要 な デー タ が ファ イル に 記録 され た 


File to Dounload? 和 


【 図 259】 
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な ら ば (送信 側 か ら 終わ り の 合図 を 送っ て も 


ら っ て 画面 で 確か め る な ど ), を 押す 
と DOWNLOAD 状 態 が 終了 し , TERM 状 
態 に 戻り ます ( 図 260)。 

何ら か の 理由 で デー タ を 正しく 受信 で き な 
か っ た 場合 , PC-8201 は 受信 を 中 止 せ ず 
エラ ー の 発生 し た 文字 を 市 松 模様 に 置き 換え 
て 続行 し ます 。 し か し , 途中 で メモ リ が 不足 
し た 場合 は , ブザー 音 で 警告 し , 失敗 の 意味 
の DOWNLOAD ABORTED を 表示 し て 
TERM モー ド へ 戻り ます 。 

受信 側が ABORTED に ょ り TERM モ 
ー ド に 戻っ て も ABORTED され た こと が 
伝え られ な いた め , 送信 側 か ら は その まま デ 
ー タ が 送ら れ て きま す 。 ま た , 受信 し た デー 
タ は , ファ イル に は 記録 され て いま せん が , 
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| 199,PC-8291 , ハ ント " ヘルト" コン レヒ “ュー タ , 48 
| 299,PC-8291-96, ソ "9 セツ RAM , 199 
| 291,PC-8271-91 , AC ア タ " フタ, 59 
還 292,PC-8293,CMT ケ ー フ " ル 。 59 

293 , PC-8294 , フ " リ ンタ サーブ" ル 。 35 












画面 上 に 表示 は 続け て 行わ れ ま す 。 

BYE 

TERM モー ド で ファ ンク ショ ン キ ー の 10 
番 に 登録 され て いる ュ マ ンド で , TERM モ 
ー ド か ら TELCOM モー ド へ 戻る 働き を し 
ます 。 

を 押す と , PC-8201 は , RS-232C 
回 線 の 通信 を 終了 し , TELCOM モー ド へ 
戻り ます 。 

エス ケー プシ ー ケ ンス 

PC-8201 で は , BASIC モー ド と 同様 に , 
TERM モー ド に お いて も , エス ケー プシ ー 
ケン ス が 使え ます 。 エ スケ ー プ シー ケン ス と 
は , エス ケー プ コ ー ド (キー ボー ド 上 の 
キー を 押す , また は キャ ラク タコ ー ド 
の 27) に 続く 文字 に より , ある 特定 の 機能 


DOWNLOAD ABORTEp 








を 行わ せる も の で す ( 表 13)。 

コ ゴ シト ロール ヨー ド 

PC-8201 で は , キャ ラク タコ ー ド の 0 
31 を ュ ン トロ ー ル ュー ド と し て 使い , 画面 操 
作 の 機能 を 持た せ て いま す 。 キ ー 操 作 上 は 


TELCOM 参 
キー を 押し な が ら , アル ファ ベッ トキ 
ー を 押し て , 各 機能 を 働か せま す 。 コ ユン トロ 
ー ル ュー ド の 機能 は , 各 モ ー ド ご と に 異な り 
ます 。TELCOM に お ける コン トロ ー ル ュ 
ー ド は 表 14 の と お り で す 。 


【 表 13】 TELCOM の エス ケー プシ ー ケ ンス 















































































































































操 作 キャ ラク タコ ー ド 機 能 
ESG] +[E | 27, 69 画面 クリ ア 
EsG] + [ 」 」 27.106 画面 クリ ア 
EsG] +| K| 27. 75 カー ソル 位置 か ら 行末 まで の 文字 を 消去 
ESG]| +| 」 | 27, 74 カー ソル 位置 か ら 画面 の 終り まで の 文字 を 消去 
ESCJ +| | ] 27,108 カー ソル の ある 行 の 文字 を 消去 
EsG] + |L | 27,76 1 行 挿入 
ES6] +|M | 27, 77 カー ソル の あぁ る 行 を 削除 
| 王 +[Yjw カー ソル を 指定 位置 へ 移動 
ESG| +|「A ] 27, 65 カー ソル を 1 行 上 へ 移動 
『 re 
ESCI+| 日 27, 66 カー ソル を 1 行 下 へ 移動 
ーーーーー っ es ( 
ESC| |C 27. 67 カー ソル を 1 文字 右 へ 移動 
EsG]+[D] 27、68 カー ソル を 1 文字 左 へ 移動 
ESG|+[E | 27,69 カー ソル を 画面 左上 隅 (ホー ム ポ ジ シ ョ ン ) へ 移動 
ESGl+ [pl 27,112 黒 反転 文字 に する 
EsG]+「q | 27,113 文字 を 正常 に 戻す 
ーT 
ESCI|+| 征 27, 84 アァ シ クシ ョ ン キ ー 表 示 を 行う 
ES6]+ |U| 27, 85 ファ ンク ショ ン キ ー 表 示 を 消す 
EsGl+ | V] 27, 86 スク ロー ル 禁 止 (画面 を 固定 ) 
Esgl+「w 27, 87 スク ロー ル 許 可 
に ーー ジ 
| EsSGl+「P | 27、80 カー ソル を 表示 する 
EsG]+「0Q | 27,81 カー ソル を 表示 し な い 
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【 表 14】 TELCOM の コン トロ ー ル コー ド 




























































































操 作 キャ ラク タコ ー ド 機 能 

二 本 = コマ ンド 入力 の 中 止 
cTRL+ |G 3 
| 目 導 生 (キー ボー ド 入 力 時 の み 有 効 , に 同じ ) 
leTRL| + 1G] 7 ベル 
erRH + [HI 8 バッ クス ペー ス (EL に 同じ ) ] 
TRH + [1 9 タプ ([TAB] に 同じ ) 
CTRL 半 上 | 10 学 オ シイ ィ ー ド ギド 
EL まし | | 
leTRL| + K」 11 | ホー ム ポ ジ シ ョ ン 
ermH +[L| 12 画面 クリ ア 
er + [MI 1 キャ リッ ジリ ター ン ([ gl ] に 同じ ) 
er + [N] 14 シフ ト ア ウト (制御 指定 時 の み 有 効 ) | 
er + [0] 15 シフ トイ ン (制御 指定 時 の み 有 効 ) 
ermH + [Q] 17 送信 再開 許可 (制御 指定 時 の み 有 効 ) 
ErRH + [S| 19 送信 中 断 要 求 (制御 指定 時 の み 有 効 ) 

ES 27 1 PP り | 

| 28 カー ソル を 1 文字 右 へ 移動 

半 29 カー ソル を 1 文字 左 へ 移動 
W 30 カー ソル を 1 行 上 へ 移動 
作 31 | ソル を 1 行 下 へ 移動 
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PC-8201 の 機能 が 大 体 わ か っ た と ころ で , 
実際 に 他 の ュ ン ピュ ー タ と 接続 し て デー タ 通 
信 を 行っ て みみ ましょ 25。 

ここ で は PC-8201 と PC-8801 を RS-232 
C ケー ブル で 接続 し て , デー タ の 送受 信 を 行 
いま す 。 


【 写 真 】 
PC 一 8800 シ リー ズ 


の 構成 1 8822 ブリ ンタ 


(8 ) TELCOM の 使用 例 





TELCOM 殺 





他 の ュ コンピ ュー タ で あっ て も よい の で す が , 
PC-8801 側 の プロ グラ ム を 説明 する 時 に , 
同じ BASIC を 使っ て いる の で , わか りや す 
いと 思い ます 。 ま た , 電話 回 線 を 使っ て 通信 
する 場合 は , 別に 音響 カプ ラ を 必要 と する だ 
け で 方 法 は まっ た く 同 じ で す 。 


高 解像度 モノ クロ 
ディ スフレ イ PG8851 


PO888] フロ ッ ピ ー 
ティ スク 


し <PC880| 本 体 





PC-8801 と の 接続 





PC-8201 と PC-8801 は , いずれ も RS- 
232C イン ター フェ イス を 標準 装備 し て いま 
す ( 図 261)。 

RS-232C ケー ブル (ここ と では, NEC の 








2 の 「TELCOM ュ マ ンド の 使い 方 」 で 
説明 し た と お り , メニ ュー 画面 か ら TEL- 
COM を 選択 し ます 。 画 面 は タリ ア さ れ , 設 
定 さ れ て いる 通信 形式 の 値 を 表示 し ます ( 図 
263)。 

ここ で 現在 の 通信 形式 の まま で よけれ ば , 
を 押し て TERM モー ド へ 入り ます 。 
変更 し た い 場 合 は , を 押し STAT の 
文字 を 表示 させ , 続い て 通信 形式 を 入力 し ま 
まず 。 


PC-8895 を 使い まし た が , どの メー カー の 
も の で も 同じ で すし , 手作り し て も か まい ま 
せん ) を 両方 の コネ クタ ピン に 差し 込み ます 
( 図 262)。 






いま 。5N 81XS を 入力 し て くだ さい 。 と こと 
の 通信 形式 の 意味 は , 

1200 bps の 通信 速度 

パリ ティ ビッ ト は な し 
文字 は 8 ビッ ト 長 

文字 の 区 切り に 1 ビッ ト 

え パラ メー タ 制 御 を 行う 

SL ブ SO 制御 を 行 5 
で す ( 図 264)。 

通信 形式 は 別 の も の を 設定 し て も か まい ま 
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【 図 261】 
・ PC-8201 裏 側 リセ ッ ト ス イッ チ カセ ッ ト 用 コネ クタ 
SIO コ ネ ク タ プリ ンタ 用 コネ クタ 












AC ア ダ プ タ 用 コネ クタ 











プロ デ タ ト スイ ッ チ パー コー ドリ ー ダ 用 コネ クタ 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 用 コネ クタ RS-232C 用 コネ クタ 





・ PC-8801 裏 側 拡張 用 スロ ッ ト 
























ー ス 端子 
電源 コネ クタ 
カラ ー デ ィ ス プレ イ 用 
コネ クタ RS-232C 
> ッッ ウ 2 と コネ クタ 
モノ クロ ディ スプ レイ 用 コネ クタ スイ ッ チ . - ジ ヤン パー*。 ブリ ンダ 用 パス 
コネ クタ スイ ッ チ 








ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 用 バス 














【 図 262】RS-232C と イン ター フェ イス の コネ クタ 


(eeesasey) e 


【 図 263】 








3E82XN 
Telcomiz 罰 
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【 図 264】 


3E82XN 
Telcom: Stat 5N81XS 





Sta 


せん が , 両方 の ュ ン ピュ ー タ で 同じ 通信 形式 TERIM モー ド だ 入り ます 。 こ の あと は , 

の 設定 を 行う 必要 が あり ます 。 また, これ 以 PC-8801 側 を 準備 し , キー 入力 に より デー 

上 高速 の 処理 を し て も , PC-8201 の 性 能 か タ を 送る ろか, UPLOAD また は , DOWN- 

ら 無 理 が あり ます 。 LOAD の 選択 に より , ファ イル の 転送 を 行 
通信 形式 の 指定 の 次 に , を 押せ ば うこ と に な り ま す 。 





PC-880 1 側 の 準備 


































































































PC-8801 で , RS-232 じ イン ター フェ イス PC-8801 を ター ミナ ルモード に し て , より 
を 使っ て デー タ の 送受 信 を 行う 方 法 に は , 2 上 位 の ホス トコ ンピュータ の キー ボー ド タ ー 
通り の 方 法 が あり ます 。 ミナ ル と し て 使う 場合 で も う 1 つ は Ns- 

1 つ は TERM コマ ンド を 実行 し て , BASIC 内 で , RS-232C ポー ト を ファ イル 
【 図 265】 ディ ッ プ ・ ス イッ チ 

SW1 SW2 

ON N-BASIC | oN パリ ティ 有り 
OFF Nss-BASIC OFF パリ ティ 無し 

ON ター ミナ ルモード ON 偶数 (EVEN) パ リティ 
OFF BASIGC OFF 奇数 (ODD) パ リティ 

ON 80 文 字 グ 行 ON 8 ビット ] 
3 3 

OFF 40 文 字 / 行 OFF 7 ビッ ト 

SW1 SW2 

ON 25 行 画面 ON スト ッ プ ・ ビ ピッ ト = テ 2 
4 ト 4 

OFF 20 行 画面 OFF スト ッ プ ・ ビ ピッ ト =1 

ON S パ ラメ ー タ 有効 ON X パ ラメ ー タ 有効 
5 5 

OFF S パ ラメ ー タ 無効 OFF X パ ラメ ー タ 無効 

ON DEL コ ー ド を 処理 する ON 半 二 重 | 
6 6 

OFF DEL コ ー ド を 無視 する OFF 全 二 重 ] 
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の 一 つと し て 扱う 方 法 で す 。PC-8201 と 接 
続 し て 使う 場合 は , 2 番目 の Ns。-BASIC 
(に よる 制御 の 方 が 適し て いま す 。TPC-8801 
お よび Naa-BASIC に つい て の 詳し い 説 明 
が 必要 な 方 は , PC-8801 の ユー ザー ズ マ ニ 
ュ ア ル と リフ ァ レ ンス マニ ュ ア ル を 参照 し て 
くだ さい 。 

PC-8801 の 裏側 に は , 12 個 の ディ ッ プ ・ ス 
イッ チ と 17 個 の ジャ ン パ ペー・ ス イッ チ が あり 
ます ( 図 265, 図 266)。 

PC-8801 を ター ミナ ルモード で 使う 場合 
は , これ ら の スイ ッ チ に よっ て , 通信 形式 の 
設定 を ハー ドウ ェ ア 的 に 行い ます が (ソフト 
ウェ ア 的 に も 可能 で す ), BASIC で 制御 す 
る 場合 は , ボー レー ト 切 り 換 え の み 行い ます 。 


ッ ソケット を PC-8201 の 通信 速度 に 合わ せ て , 
1200 ボ ー, つま り 5 の と ころ へ 差し 込ん で 
くだ さい 。 な お , クロ ッ ク は 直接 PC-8201 
と 接続 する 場合 は , 1 に , 音響 カプ ラ に より 
電話 回 線 を 使っ て 接続 する 場合 は , 世に し ま 
す 。 い ま は , I に ソケット を 差し 込み ます 。 

スイ ッ チ の 設定 が 終わ っ た ら , PC-8801 
お よび その 周辺 装置 に 電源 を 入れ ます ( 図 
267)。 

ここ と では, PC-8801 の ディ スク 付き の シ 
ステ ム を 考え て いま す が , ディ スク は な く て 
も , 通信 に は さしつかえ あり ませ ん 。 初期 画 
面 が 出 た ら , | 2 を 入力 し キー を 押し 
ます ( 図 268)。 

ここ で , 図 269 の プロ グラ ム を 入力 し て く 




































































【 図 266】 ジャ ン パ ー・ ス イッ チ 
| RS-232C | | CRT ] 

75 ボ ー 
2 150 ボ ー 
3 300 ボ ポー 
4 600 ボ ー 

ポー レー ト 切 替 (RS-232C) 
5 1200 ボ ー 
6 2400 ボ ポー 
M 4800 ボ ー 
8 9600 ボ ー 
I 内 部 クロ ッ ク 

クロ ッ ク (RXC 端 子 ) 

| E 外部 クロ ッ ク 
] 
に S 200 ド ッ ト 

グラ フィ ッ ク で の タテ の 最大 表示 ドッ ト 数 
H 400 ド ッ ト 
M テキ スト グラ フィ ッ ク 1, 2, 3 
軸 テキ スト 

自 黒 モニ タ へ の 出力 画面 9 グラ フィ ッ ク 1 」 
1 グラ フィ ッ ク 2 

上 
2 グラ フィ ッ ク 3 
」 
































166 


TELCOM 乱 





【 図 267】 


Disk version LAug 20,1982] 
Hou many files(0-15)? 較 








【 図 268】 


Disk version LAug 20,1982] 
Hou many files(0-15)? 2 
NEC N-88 BASIC Version 1.1 


45410 B ッ tes free 





Copyright (C) 1981 by Microso げ モ 





だ さい 。 も ちろ ん , あら か じ め 入 力 し て フ ョ 
ッ ピ ー デ ィ ス ク へ 記 培 し て あれ ば ぱ ば, ビー ド す 
る だ け で すみ ます 。 

この プロ グラ ム で , Na。-BASIC と 異な る 
命令 $ ぁ いく つか あり ます 。 行 番号 10, 90, 
150, 220, 360 の 画面 制御 命令 は 削除 し て も , 
全体 の 流れ に は 影響 し ませ ん 。 画面 を みや す 
くし て いる も の な の で , 削除 し た 場合 は 
LOCATE の 座標 を 変え る 必要 が あり ます 。 

行 番号 100 を みて くだ さい 。RS-232C ポ 
ー ト を 1 つの ファ イル と みな し て , OPEN 
命令 で 開い て いま す 。OPEN の 後に は ファ 
イル 名 で は な く , RS-232C ポー ト で ある こ 
と を 表す , 装置 名 COM : を 書き , 続け て 通 
信 形 式 を 5 桁 で 定義 し ます 。 

“COM: N81XS" 


ひ ^ 





ここ で は , PC-8201 側 の 通信 形式 の 設定 
5 N 81 XS と 同じ に 設定 し て いま す 。 ボー レ 
ー ト の 方 は , PC-8801 の ジャ ン パ ー ス イッ 
チ で 1200 bps を 指定 し て いる た め , ブロ グ 
ラム 内 で は 指定 し ませ ん 。 RS-232C ポー ト 
か ら は , 入力 ・ 出 力 の 両方 が 可能 で すか ら , 
特に FOR INPUT, FOR OUTPUT を 指 
定 し ませ ん 。OPEN 後 は , 通常 の シー ケン 
シャ ルフ ァイル の 処理 と まっ た く 同 じ よ うに 
扱い ます 。 

PC-8201 か ら の デー タ は , 1 ビッ ト 単 位 
に 分 解 さ れ , シリ アル に 送ら れ て きま す が , 
文字 の 分 解 お よび 復元 は RS-232C が 行い ま 
すか ら , プロ グラ ム で は , LINE INPUT# 
で [』] キ ー ま で の デー タ を 入力 し 
PRINT# で 出力 し ます 。 


PC-82ZO0I で っ ak > レ し に ※ ※※ こう 
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19 


39 

49 

っ 9 

69 

79 

89 

29 

199 
119 
129 
139 
149 
159 
169 
179 
189 
199 
299 
219 
229 
239 
249 
259 
269 
279 
289 
299 
399 
319 
329 
339 
349 
359 
369 
379 
389 
329 
499 





【 図 269】 


CONSOLE 9,25,9.9:MIDTH 89,25:COLOR 9 

SCREEN 9,98:CLS 

LOCATE 8,9:PRINT "1. PC-8891 キー ホ "ー ト " TO PC-8291 
LOCATE 8,1:PRINT "2. PC-8891 ファ イル TO PE に 8293 
LOCATE 8,2:PRINT “3. PC-8291 TO PC-8891 
LOCATE 8,3iPRINT "4。 PC-8291 TO _PC-8891 ファ イル 
LMCATE 39。45TNPUT "る ョ リ 0 すう AO ウ コ "9 デー イア 9h ト "502 

IF_ AX く 1_ OUR A%> 4 THEN GOTO 29 

CONSOLE 14,.8 


OPEN “COM:N81XS' AS #1 

ON A% GOTO 139,179,279,279 
GOTO 29 

\SEND1 


LINE INPUT ^A* 

IF A ま ="999" THEN PRINT #1 4 ま CLOSE :CONSOLE 9,25,1:END 
PRINT 共 1。 人 AiGOTU 138 

※SEND2 

LOCATE 9,4sFILES 

LOCATE 8,22:INPUT “FILE NAME" j』F ま 

LOCATE 9,4:FOR 1= 1 TO 19:PRINT SPACE ま (89)j:NEXTiLOCATE 9,14 
OPEN F ま FOR INPUT AS #2 

IF EOFX2) THEN PRINT #1 "999" iCLOSE iCONSOLE 9,25,1,9:END 
LINE INPUT #2,A ま 

PRINT #1。A ま 

GOSUB BEEP5iPRINT A$ 

GOTO 229 

\RECE IVE 

IF A%=3 THEN GODTO 339 

LOC 人 ATE @.4:FILES 

LOCATE 8,22:INPUT “FILE NAME " jF$ 

LOCATE 9,4:FOR 1= 1 TO 19:PRINT SPACE* ま (89 ) ij :NEXTiLOCATE 9,14 
OPEN F も FOR OUTPUT AS 2 

LINE INPUT #1,A ま :GUSUB ※BEEP5:PRINT ム ム 

IF A%=3 THEN 369 

PRTNT #2,A ま 

IF A ま ="999' THEN CLOSE iCONSOLE 9,25, 1 :END 

GOTO 339 

※BEEP5 

BEEP 1:FOR I= 1 TO 39iNEXT:BEEP 9 

RETURN 
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作 








PC-8201 側 は TELCOM を , PC-8801 
側 を 図 269 の プロ グラ ム を 使っ て , PC-8201 
か ら デ ー タ を 送り , PC-8801 側 の フロ ッ ピ 
ー デ ィ ス ク へ 記録 し ます 。 

PC-8801 で 図 269 を RUN させ ます 。 メ 
= ミュー 画面 が 表示 され ます の で , |4| を 入力 
し ます ( 図 270)。 


現在 フロ ッ ピ ー に 入っ て いる ファ イル 名 を 
表示 し , 新しく 作る ファ イル の 名 前 を きい て 
きま す ( 図 271)。testF と 入力 し ます ( 図 
272)。PC-8801 は , testF を OPEN し , 
RS-232 C か ら の 入力 待ち こ な り ます 。 

PC-8801 の 準備 が で きた 後 , PC-8201 か 
ら デ ー タ 送信 を 開始 し ます 。 現在 TERM モ 




















【 図 270】 
1 . PC-8801 キー ホ "ー ト " TO PC-8201 
グ 。 PC-8801 カカ ィ 7 TO PC 8201 
き 。 も ー8203 TO PC-8801 
4 。 PC-S203 TU PC-8801 ファ イル 
ッ ョ リ ヲ "ツッコ "ウリ テ " イツ ウフ" サト 7 
【 図 271】 
1 PC-8801 キー ホ *ー ト " TO PC-8201 
2. PC-8801 ファ イル TO PC-8201 
3。 PC=8201 TO PC-8801 
4。 PC-8201 TO PC-8801 ファ イル 
backup.n88 2 format.n88 2 setin 和 T.n88 1 x 和 files.n88 1 EX-4 1 
EX-3 1 EX-2 BN EX-1 1 EXー-33 1 game1 。 上 
game3 。 衝 game2 。 ll ODNL INE , Ml モ e ら 七生 1 filepr.int 1 
game4 
FILE NAME? 画 
【 図 272】 
1 PC-8801 キー ホ "ー ト " TO PC-8201 
グ 2。 P ビ ーBBOU1 ファ イル TO PO-8201 
3。 PC-8201 TO PC-SSU01 
ルル 1。 PC-8203 TO PC-8801 ファ イル 
FILE NAME? て tes て tF 
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ー ド で あれ ば , キー 入力 し た も の は すべ て そ 
の まま 送信 され ます 。 入力 が 終わ っ た ら , そ 
の 旨 を 受信 側 に 伝え る た め に , | 9 [9][9| 
を 火 狗 し ます 。 
キー 入力 し た も の を その まま 送信 し て も よ 
い の で す が , 入力 ミス な ども あり えま すか ら , 
あら か じ め TEXTT ラ フラ ァイル と し て RAM 上 
に 記録 きれ て いる も の を 送信 し た 方 が 効率 が 
上 が り ま す 。 
ファ イル を 転送 する 時 は , PC-8201 の 
TERM モー ド で , を 押し ます 。 送 信 
すべ き フ ァイル の 名 前 を 聞い て きま す の で こ 
こ で は test F を 入力 し ます 。RAM 上 に な 
い フ ァイル 名 お よび TEXT ファ イル 以外 を 
指定 する と , ファ イル が みつ か ら な い (NO 
【 図 273】 
っ N81 XS 


Telcomi Term 


FILE) と 表示 し , ABORT され ます 。 

ファ イル 名 を 入力 し , を 押す と 送信 
が は じ ま り ます 。 送信 中 は ,「Up」 の 文字 が 反 
転 し て いま す ( 図 273)。 

PC-8201 で は , 送信 内 容 は , HALEF に 設 
定 し て いる た め , すべ て 表示 され ます 。PC 
-8801 側 で は , 受信 し た デー タ を 表示 する よ 
うに 図 2609 で プロ グラ ム し て あり ます か ら , 
こち ら ゃ も , すべ て 表示 し ます 。 

送信 側 は ファ イル の 終わ り (PEOFE) に だ 達 
し た ら , 自動 的 に 終わ る こと が で きま す が , 
受信 側 は , その まま で は 終わ り ま せん 。 いま 
の 例 の 場合 , EOF に 達する と , 「Up」 の 反転 
は 平常 に 戻り 。 また , TERM モー ド に な り 
ます が , PC-8801 の 方 は , 続け て 受信 待ち 


File to Upload? testF 
騙 


Prev Ha1 千 


wm 


レン ン ン シン ンク 





NN 


N 


レ 


N 
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状態 で す 。 そ の た め PC-8201 側 か ら 終 わり 
の 印 , [9 | |+| | 9 を 送り ます 。PC-8801 
側 の プロ グラ ム は 。 [9] [9 | [ 9 を 受信 し た 
時 に RS-232C ポー ト を CLOSE し , プロ ョ 
グラ ム を 終了 する よう に 作っ て あり ます 。 

PC-8801 か ら , PC-8201 へ 送信 する 場合 
ゃ 同様 の 方 法 で 行い ます 。 先 に 受信 側 で ある 
PC-8201 を 起動 し , TERM モー ド に し ま 
す 。 受信 し た 内 容 は すべ て 画面 表示 され ます 
が , ファ イル に 記録 する の で あれ ば , さら に 
を 押し て , ファ イル 名 を 入力 し て お き 
ます 。 印刷 が 必要 で あれ ば ぱ , を 押し て 
お きま す 。 こ こと で は , PC-8801 側 の フロ ッ 
ピー か ら プ ログ ラム を 送信 し , PC-8201 で 
印刷 し な が ら , た と えば EXX-61 の 名 で 記録 
し ます ( 図 274)。 

次 に PC-8801 を 起動 させ , 図 269 を 実行 
させ ます 。 メニュー から, 2 の 処理 を 選択 し 
ます 。TFILES 命令 に より , フロ ッ ピ ー デ ィ 

【 図 274】 


SN81 XS 
Telcomi Term 

File to Doun load? EX-61 

較 


Prev Ha1l† 


【 図 275】 







Load 








Sa い ve 


Echo Up 





1983/95/29 18:49:11 
EtcsWe 証 証 還 題 EXT 


EX-61 .DO EX-69.BA EX-5S5.,BA 


Name L 1 紀 モ 





TELCOM 久 
スク の 内 容 が 表示 され る の で , 送る べき ファ 
イル 名 を 選択 し ます 。 

PC-8801 で は , TEXT ファ イル , BASIC 
ファ イル の 区 別 は あり ませ ん か ら , フロ ッ ピ 
ー 上 の どん な ファ イル で も 送信 する こと が で 
秋 ま す 。 

し か し , Ns-BASIC と Naa-BASIC で は , 
BASIC の 内 部 コー ド が まっ た く 違 うた め , 
Na-BASIC で 書か れ た プロ グラ ム を その ま 
ま 送 っ て も , PC-8201 側 で は それ を 使う こ 
と が で きま せん 。 

その た め , PC-8801 側 か ら プ ログ ラム を 
送信 する 場合 は , あら か じ め ア スキ ー セ ー プ ブ 
し た も の に 限り ます 。 いま, 図 269 を アス キ 
ー セ ー ブ し た も の の ファ イル 名 を EX-100 
と し て , EX] に j 員 [9][9]Lg」 
入力 する と 送信 が は じ ま り ます 。 

EX-100 の 内 容 が すべ て 送信 され る と , 
269 の プロ グラ ム は 終わ り の 印 と し て | 9 | 












(C) Microso 生 † 揚 1 
TELCON も tes て tF ,DO 
EX-4。.BA 





21 き アア 


@TELCOM 

[ 9 ] [9 ] を 送り の , プ ョ グ ラム は 終了 し ます 。 

PC-8201 の 画面 に 999 が 表示 され た ら , 

[fs 」 を 押し て , DOWN LOAD を 終わ ら 
せま す 。 

こと で , [fto] 久 孝 し ます 。 TERIM モー 
ド か ら TELCOM モー ド へ 戻り ます 。 さら 
に も ゃ も う 一 度 [f-o] を 押し ます 。TELCOM 
生 m ド か も 。 まみ ー ュ ュー モード へ 民 り ます 【( 図 
275)。 

EX-61 の 名 の TEXT ファ イル が 作成 さ 
れ て いま す 。 TEXT ファ イル で あっ て も る , 
内 容 は アス キー セー ブ し た プロ グラ ム で すか 
ら , BASIC モー ド で ロー ド す る と と は も ゃ もち 


ろ ん で きま す 。 

ロー ド 後 , あら た め て BASIC ファイ ル と 
し て セー ブ す れ ぱ ば , RAM 上 に , .BA 付き 
の ファ イル と し て 記録 され , これ 以降 PC- 
8201 で この プロ グラ ム を 使う こと が で きる 
ま 條 な り ま すら 

EX-61 に は , N。。-BASIC で 使え な い 命 令 
が いく つか 含ま れ て いる た め , 実際 に は , この 
まま 実行 する と ? SN ERROR と な り ま す 。 
PC-8801 側 で PC-8201 用 に 修正 し て か ら 送 
る か , PC-8201 側 で 修正 する か の 処置 が 必 
要 で す 。 こ の プロ グラ ム を PC-8201 用 へ 修 
正 し た 例 は , 図 276 を 参照 し て くだ さい 。 








TELCOM を 使わ ない 送信 


PC-8201 に は , TELCOM と いう 強力 な 
通信 用 ソフ トウ ェ ア が あり ます か ら , た いて 
い の 通 信 は TELCOM で 十分 と 思い ます 。 
し か し , 他 の ュ ン ピュ ー タ か ら の 通信 を 待っ 
て いる 間 , 別 の 仕事 を させ た いと か , 送信 の 
時 に も 印刷 し た いと か の 希望 が ある 場合 は , 
TELCOM で は 対処 で きま せん 。 そこで , 
Ns-BASIC で プロ グラ ム を 作る こと に なり 
まま ら 

図 276 の プロ グラ ム は , Ns-BASIC に ょ よ 


る 通信 用 プロ グラ ム で す 。 

図 276 は , 図 269 を ベー ス に 作成 し た も の 
で す 。 したがって, 新た に キー ボー ド か ら 入 
力 せ ず に , EX-61 を 修正 し た 方 が 簡単 で す 。 

COM を OPEN する 部 分 以外 は , 特に 新 
し い 命 令 は あり ませ ん 。 

も う 一 図 277 の 例 を みて くだ さい 。 と これ 
は , メイ ン の 処理 を し て いる 間 に , RS-232 
C ポー ト へ デー タ が 送ら れ て きた 場合 に , 現 
在 の 仕事 に 割り 込ん で 受信 され た デー タ を 処 
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理 し , それ が 終わ っ た ら , また 元 の メイ ン の 処 
理 へ 戻る プロ グラ ム で す 。 この 割り 込み に 関 
する 命令 が ON COM GOSUB と COM 
ON で す 。 

ON COM GOSUB 

この 命令 は , プロ グラ ム 内 で RS-232C ポ 
ー ト か ら の 割り 込み が 発生 し た 時 に 分 岐 する 
サブ ルー チン の 行 番号 を あら か じ め 宣 言 し て 
お くも の で す 。 こ の 命令 が プロ グラ ム 内 に 存 
在 し て も , 実際 に 割り 込み が 発生 し な か っ た 


TELCOM 久 
り , COM ON の 命令 が 実行 され て いな けれ 
ば , この サブ ルー チン へ 分 岐 す る こと は あり 
ませ ん 。 
COM ON 
ON COM GOSUB 命令 で 割り 込み を 認 
め て いる 場合 で も , プロ グラ ム の ある 部 分 で 
は , 割り 込み を 停止 し た い 場 合 が あり ます 。 
RS-232C ポー ト か ら の 割り 込み を 許可 する 
の が COM ON, 停止 する の が COM STOP 
補 ま 





【 図 276】 


19 MAXFILES=2 
29 SCREEN 9,9iCLS 


199 GOTO 29 
129 “SEND1 
149 LINE INPUT A$ 


179 “SEND2 


229 LINE INPUT #2。 合 ま 
2Z39 PRINT #1, ム 中 

249 BEEP:PRINT Aa まま 
259 GOTO 219 

269 “RECEIVE 


329 IF A%=3 THEN 398 
339 PRINT #2。 作 ま 
349 GOTO 389 





39 LOCATE .8,9:PRINT "1。 SEND FROM キー ホ ド ー ト "“ 

49 LOCATE 8,1:PRINT "2。 SEND FROM ファ イル “* 

59 LOCATE 8,2:PRINT "3。 RECEIVE TO テ " ィ ス フ ァ ルイ“ 

69 LOCATE 8,3:PRINT "4。 RECEIVE TO ファ イル “* 

79 LOEATE 19。4rINPUT ラ ョ リラ "9 デア 吉 2PM ト "758 
89 IF A%<1 OR _A%>4 THEN GOTO 29 

29 ON A% GOTOU 129,179,299 ,269 


139 OPEN “COM:5N81XS*" FOR OUTPUT AS #1 


159 IF A ま ="999" THEN PRINT 1 人 4 ま :CLOSE :END 
169 PRINT #1,A ま GO0TO 149 


189 OPEN “COM:5N81XS" FOR OUTPUT AS #1 

199 LOCATE 8,5:INPUT "FILE NAME"』F$ 

299 OPEN F ま FOUR INPUT AS #2 

2196 IF EOF(2) 1HEN PRINT 所 209 :CLOSE END 


279 LOCATE 8,5:INPUT "FILE NAME " jF ま 
289 UPEN Fb FOR OUTPUT AS #2 

229 OPEN "COM:5SN81XS" FOR INPUT AS #1 
399 LINE INPUT 拉 1 。A ま :BEEPIPRINT ム A ま 
319 IF A*="999" THEN CLOSE :END 
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【 図 277】 
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MXF ILE ミ ニタ 

PE "comi NB 1XS" FOUR INPHT 和合 #】 
SCREEN giELS 

ロ H CCOH GSLUE 12 

COR ロ M 

。 MIN ERHLT TIRNE 
FOUR ※= 1 T ロ 255 

FOR Yー 2 T ロ 255 
PRINT XYi 

NEXT YY, 

BHTH 8g8 

7RECEIME 

LINE INPUT 提 1, 生 も BEEP:PRINT 内 ま 
IF 占 各 デニ リウ タウ アリ 丁 HEN CLOSE 提 1:jRETURN 
LPRTINT 台 

GTQ 138 
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@PC-82O1 の 活用 

こ 衝 まで 説明 し て きま し な だ よう だ 、 PC- 
8201 は 。 RAM 上 に ファ イル が 作成 で きる 
こと と , TEXT, TELCOM の ソフ トウ ェ 
アァ を 内 蔵 し て いる た め , 非常 に 使い や すい パ 
ソ ョ ン で す 。 

ハン ド ヘ ルド と し て の 実際 の 使用 例 で は , 
金融 機関 の 外回り の 営業 マン が 即座 に 何 種類 
も の 金利 計算 を 行い , 商談 に 役立た せる と か , 
不動 産 の 同じ く 営 業 マ ン が 商談 し な が ら , 電 
話 回 線 を 通じ し て 本 社 の ュ コンピ ュー タ が 管理 し 
て いる 物件 を 顧客 に 提示 する な ど が あげ られ 
ます 。 小型 の プリ ンタ も ゃ 一 緒 に アタ ッシュ ケ 
ー ス に 入れ て 持ち 運び が , その 場 で 表 や 設計 図 
の 印刷 も 可能 で す 。 

また , 電卓 感覚 で 一 人 ひと り が オフ ィ ス や 
書斎 の 机 の 引き 出し に 入れ て お き , 必要 な 時 


に 取り 出し て 使う と いう こと も 増え て き て い 
ます 。 こ の 電卓 感覚 で 使う た め の プ ログ ラム 
と し て , PC-8201 用 に 開発 され た 簡易 ソフ 
ト を 紹介 し ます 。 

この プログ ラム を 動か す た め の 機器 構成 は 
次 の と 拓 り で す 。 

PC-8201 (32 人 KK バイト RAM) 
デー みみ レ ュ ー ダ 

プリ ンタ 

デー タレ コー ダ と プリ ンタ は , ある と 処理 
結果 を カセ ッ ト テ ー プ に 保存 し た り , 印刷 で 
きる と いう と と で , な だ く て も か まい ませ ん 。 
た だ し , プロ グラ ム を 毎回 タ 々 イプ する の は 大 
変 で すか ら , プロ グラ ム の 呼び 出し 用 と し て , 
デー タレ ュー ダ は 必要 で す 。 

日 常 の 仕事 の 中 で , 計算 を 行い 表 に まとめ 

















【 図 278】 想定 シー ト 
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PC-8201 の 活用 劉 


【 表 15】 マト リッ クス 計算 コマ ンド 








解 説 

















カー ソル 部 分 の 項目 に デー タ を 入力 する 。 カー ツ ソル 移動 キー を 使用 する と , どの 項目 か ら で も , 
デー タ の 入力 が で きる (左上 の R・L・D・U は カー ソル の 動く 方 向 )。 
入力 中 の 文字 の 修正 は 、DEL キ ー で 行う 。 ESC キ ー に より コマ ンド モー ド に 戻る 。 














タイ トル 入力 


入力 中 の 文字 の 修正 は 、DEL キ ー で 行う 。 
タイ トル 入力 後 リ ター ン キ ー に より 。 コマ ンド モー ド に 戻る 。 








時 線 出 力 


入力 中 の 支 字 の 修正 は DEL キー で 行う 。 カーソル 移動 キー 一 ・ は 使用 可能 。 | 


ESC キ ー に より コマ ンド モー' ド に 戻る 。 
本 





指定 行列 に 國 線 を 出力 する 。 V 列 項目 に 皿 線 出力 
レーーー 列 番 号 (ヘーT) 
H 行 項目 に 営 線 出力 
レーーー 行 番号 ( 1 一 40) 
ESC キ ー に より コマ ンド モー ド に 戻る 。 











計算 


この コマ ンド が 入力 され た 時 点 で 計算 が 行わ れ , 計算 結果 が 出力 され る 。 
V : 列 僕 先 列 ( 縦 方 向 ) を 優先 し て 計算 する 。 
H : 行 優先 行 ( 横 方 向 ) を 優先 し て 計算 する 。 








1 C 





計算 式 入力 








カー ツル 部 分 の 項目 に 計算 式 を 入力 する 。 計算 は 入力 きれ た 順序 で 行わ れる 。 

< 例 > A1 十 B1*※C1 *A1 と B1 を 加算 し . それ に C1 を 乗 ず る 。 
項目 の 表現 方 法 は 、 列 項目 番号 (A 一 T) と 行 番号 (1 一 40) で 、 < 例 > A1・B13・T40 
使用 で きる 演算 子 
演算 記号 え キーボード 大 力 
加算 本 半 
減算 
乗算 
除算 

















| 


玉 
と ※ ( ) は 使用 不可 能 。 














関 書式 
合計 関数 @T エ @TL (項目 番号 : 項目 番号 ) 
平均 関数 @AV @AV (項目 番号 : 項目 番号 ) 


条件 指定 (<* ラ メー タ ) 
整数 に | 計算 結果 を 整数 で 得る 。 < 例 > 篤 1I :@AV (A1:A5) | 

















を 1 : 科 D:B1 グ D5 











小数 点 を Sn 計算 結果 を 小数 点 第 n 位 で 得る 。 1 公 mm 守 5 








四捨五入 和 &D 計算 結果 を 四捨五入 し て 得る 。 
※&1 エ を 指定 し て いる 場合 は 小数 点 第 1 位 , Sn を 指定 し て いる 場合 は 
指定 小数 点 位 の 次 の 位 数 で 四捨五入 きれ る 。 


























ジア ォ ー マ ッ ト 


交 更 


列 項目 の 長き を 変更 する 。 
列 番号 (AーT) を 指定 一 項目 の 長き (1 一 35) を 指定 。 
ESC キ ー に より コマ ンド モー ド に 戻る 。 








画面 表示 


画面 へ の 表示 を 変更 する 。 ZFi 項目 の 左右 寄せ を する 。 
列 番号 (A 一 ) 工 : 左寄せ R : 右寄せ 
ZTT: タイ トル の 表示 ON: 表示 する OFF: 表示 し な い 
ZNi 項目 名 の 表示 
ZAi 項目 番号 の 表示 
SC キー に より コマ ンド モー ド に 戻る 。 





CC 


| ] 
ファ イル 処理 











印 机 


デー タダ の カギ モッ ト で の 大 出力 を 行う 。 
S デー タ の セー プ ブ 
ファ イル 名 一 項目 番号 (左上 端 ) 一 項目 番号 ( 右 下 端 ) 
デー タク 導 豆 一 
レー ファ イル 名 一 < ファ イル 名 > ヨミ コミ チュ ウ 
ESC キ ー に より コマ ンド モー ド に 戻る 。 SAVE プ LOAD 実 行 後 は コマ ンド モー ド に た 戻る 。 








デー タ を プリ ンタ に 出力 する 。 項目 番号 (左上 端 ) 一 一 項目 番号 ( 右 下 端 ) 
ESC キ ー に より コマ ンド モー ド に 戻る 。 P 実行 後 は コマ ンド モー ド に 戻る 。 








MC 


カー ソル 移動 





カー ソル お よび 画面 の 表示 を 移動 する 。 
行 番号 指定 し た 行 番号 が 上 端 に 表示 きれ る 。 
列 番号 指定 し た 列 番号 が 左端 に 表示 きれ る 。 
項目 番号 指定 し た 項目 番号 が 左上 端 に 表示 きれ る 。 
ESC キ ー に より コマ ンド モー ド に 戻る 。 








グリ アゲ 





SR で 
: 入力 きれ た 文字 デー タ (記号 ・ 苫 線 ) お よび 数 値 デ ー タ 
j 数 値 デ ー タ 
: 文字 デー タ 


の クリ ア を する 。 
: 計算 式 お よび 計算 結果 





ーー の 
G 
D 
N 
AA 
K 
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【 図 279】 


し (デー クニ ュ ワ リョク)/11( タ イト ご ュ 90 コ の)」Y 


る と いう の は 非常 に 多い も の で す 。 紹 介する 
簡易 ソフ ト 「 マ トリ ックス 計算 」 は , この 計 
算 ・ 作 表 を 行う プロ グラ ム で す 。 

と の プロ グラ ム で は , メモ リ 内 に 横 20 
縦 40 の 項目 を 持つ 1 枚 の シー ト を 想定 し ま 
す ( 図 278)。 各 項目 の 使い 方 は 自由 で , 長 
さ , 見 出し , 文字 か 数 字 か , キー 入力 する か , 
計算 結果 を 求め ある か な ど , すべ て 簡単 な ュ マ 
ンド (全部 で 12 個 ) で 指定 で きま す ( 表 15)。 

この プロ グラ ム を 実行 する と , 画面 に 表 の 
左上 が 表示 され , 一 番 下 に コマ ンド が 表示 さ 
れ ま す 。 コ マン ド は 忘れ て も いい よう に , 常 
に 一 番 下 の 行 に 表示 され て いま す 。[ il |] キ 
ー を 押す と , 次 の コマ ンド を 表示 し ます 。 最 
後 の ュ コマ ンド (END) まで 進む と , また 最 
初 の コマ ンド か ら 表 示し ます ( 図 279)。 

カー ソル が コマ ンド の 行 に ある 時 は , コマ 
ンド が 入力 で きま す 。 各 コマ ンド の 使用 順位 
は 自由 な の で , 最初 に タイ トル を 入力 し , 次 
に 各 項 目 の 長 さ を 指定 し て , と いう よう に 固 
定 し て 考え る 必要 は あり ませ ん 。 計算 し て か 
ら , 桁 数 を も う 少 し 多く し て も 良い し , 印刷 
の 直前 に 項目 の 見 出し を 入力 し て も か まい ま 
せん 。 

例え ば , コマ ンド の IT を 入力 し , タイ ト 
ル の 指定 を し て み ま す 。 カー ソル は 自動 的 に 
面 画 の 一 番 上 に 移り , 表 は 全体 に 下 ヘ へ スク ロ 
ー ル し ます 。 表 の タイ トル を 入力 し て 
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キー を 押す と , また コマ ンド 入力 へ 戻り ます 。 

ハン ド ヘ ルド 用 の 簡易 ソフト と いっ て も , 
実務 に 生か せる だ け の 機能 を 持っ て いま す の 
で , 売上 表 , 成績 表 , 予 実績 対比 表 , 月 別 集 
計 表 な ど 身 近 な 例 で 活用 し て いた だ きた いと 
思い ます 。 


な お , この プロ グラ ム は ,「 マ トリ ックス 
計算 」 と いう 商品 名 で , NEC の マイ ュ ン シ 
ョ ッ プ で 取り 扱っ て いま す 。 価格 は 8000 円 
0 本 

な お , 近く で 買え な い 方 は 下記 に 申し 込ん 
ぐ で くだ きゃ 
〒150 東京 都 渋谷 区 渋谷 2 一 22 一 3 

渋谷 東 ロ ビル 11F 
株 式 会 社 日 本 情報 研究 セン ター 
OA 営 業 部 業務 課 

宅急便 で お 送り し ます の で , 送料 は 着払 い 
と な り , 地区 に よっ て 異な り ま す が , だ いた 
い 500-~-600 円 で す 。 





[参考 文献 ] 

NEC PC-8201 USER'S MANUAL 
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PC-8201 の 活用 欠 


リッ クス 計算 プロ グラ ム 


"※※※ MATRIX xxx 58/02/1? 

CLEAR 3000 

DIM TN* ま (20 ) , TN を (20 ) ,D ま (20 , 40 ) , TZ%( 20 ) , TQX( 20 , 40 ) , DK ま ( 20 , 40 ) 
SCREEN 0,0 

GOSUB 592000 :CX%=1 :CY%=1 :CF ま ="R" :TB%=0 


10 LX%=1 1 し LY%=1 1 ZT%=0 :ZN%=0:ZA%=1 :CLS IiGOSUB 1500 
20 LX%=1 :50SUB 1400!GY%=1 :LY%=1 :GOSUB 1700 
25 LOCATE 1,0:PRINT CF ま : 


400 
500 
505 
510 
っ 20 
世 禄 ] 
540 
550 
560 
5 
580 
っ 20 
600 
610 
620 
630 
640 
660 
670 
680 
1000 
1010 
1020 
1025 
1030 
1040 
1045 
=2』P 
1050 
1060 
30 E 
1070 
1080 
1090 
1100 
1110 
1120 
1130 


1140 
11S0 
1160 
1170 
1180 
罰 -S$ 
1190 
1200 
1210 
1220 
1230 
1250 
1260 
1270 
1280 
1290 
1300 
1310 
1320 
1330 
1340 
13S50 
1360 
1400 
1405 


ィ 


^※※X※ COMMAND INPUT SUB ※※※ 
PM%=1 
50SUB 2000 
X を =4 :Y を =7 iL タニ 3 』E%= ニ 1 : 60SUB 1000 
IF P ま ="" THEN IF PM%=?7 THEN 505 ELSE PM%=PM%+1 :GOTO 510 
IF P ま ="ID'" THEN DU%=FRE("" ) :GOSUB 10000:GOTO 500 
IF P ま ="IT' THEN GOSUB 12000:GOTO 500 
IF P ま ="IN'" THEN GOSUB 14000:GOTO 500 
IF P ま ="IC" THEN DU%=FRE(" *" ) :GOSUB 16000:GOTO 500 
IF P ま ="K" THEN GOSUB 18000:GOTO 500 
IF P ま ="F" THEN GOSUB 20000:GOTO 500 
IF P ま ="L' THEN GOSUB 22000:GOTO 500 
IF P ま ="D" THEN GOSUB 24000:GOTO 500 
IF P ま ="CF" THEN GOSUB 26000:GOTO 500 
IF P$="P" THEN GOSUB 28000:GOTO 500 
IF P ま ="MC" THEN GOSUB 30000:GOTO 500 
IF P ま ="C" THEN GOSUB 34000:GOTO 500 
I 獲 P ま ="END" THEN END 
GOTO 500 
"※※※ inpu 七 key board =ub ※※※ 
P 呈 =" " :P%=0 : ア P 呈 ="" !ZX シ = ニ X : 7 イニ Y : アレ =0 
TIF ZL%=L THEN 1260 
IF GG%=1 THEN LOCATE MX%,MY%:PRINT CHR ま (130 ) 3 
LOCATE ZX%,ZY%:PRINT CHR ま (130 ) 
ZP ま =INKEY$ ま : IF ZP ま ま ="" THEN 1040 
IF ZP ま >CHR$ ま (27) AND ZP ま く CHR ま (32 ) THEN IF FE%=2 OR E%=3 THEN IF ZL%=O0 THEN P% 
=ZP ま :RETURN ELSE 1030 ELSE 1030 
IF ZP ま =CHR ま (127) OR ZP ま =CHR ま (8 ) THEN 1320 
IF ZP$=CHR ま (27) THEN IF E%=3 OR E%=1 THEN IF ZL%=O THEN P%=3:RETURN ELSE 10 
LSE LOCATE X% を ,Y%:PRINT STRING ま (L を 。" ")j:GOTO 1000 
IF ZP ま =CHR$( 13) THEN 1130 
IF ZP ま <" " THEN 1040 
IF ZP ま >"? "THEN 1040 
IF E%=1 THEN IF ZP$="j』" OR ZP* ま =",」" THEN 1040 
LOCATE ZX を ,ZY を iPRINT ZP 呈 ::P ま ニ P+ZP 呈 
アタ = アレ を +1 : アメ タニ ZX%+1 :GOUTO 1020 


の 


IF L% く >ZL% THEN LOCATE ZX%,ZY%:PRINT " 『: 
ZN%=0 : IF P ま ="" THEN RETURN 

FOR ZI%=1 TO LEN(P ま $) 

ZZ ま =MID ま (P ま ,Z エ 。1 ) 

Po OR ZZ*$="+" THEN IF ZI%<>1 THEN 1250 ELSE IF LEN(P ま ) く >1 THEN 1220 
IF ZZ$="." THEN IF ZN%=1 THEN RETURN ELSE ZN%=1:GOTO 1220 
IF ZZ まく "0" THEN RETURN 
IF ZZ$>"9" THEN RETURN 
NEXT Z1% 

P%=1 
RETURN 


ZP ま =INKEY$:TF ZP ま ="" THEN 1270 

IF ZP ま =CHR ま (13) THEN 1130 

1F ZP ま =CHR ま (8 ) OR ZP ま =CHR ま (127) THEN 1350 

43 THEN LOCATE X%,Y を iPRINT STRING ま (L を 。" ")j:GOTO 1000 


IF ZL%=0 THEN 1030 

LOCATE ZXX。ZY%kPRINT " "5 

ZX タ = ニ ZX を 一 1 : ア し ニア し シー1 

P ま =LEFT ま (P 還 ,LEN(P ま )-1 ) :GOTO 1030 
"※X※※ DISPLAY SIZE CALC SUB xx※ 
ZS を =0 : RY を =LY% を +6-GY 
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1410 FOR ZI%=LX% TO 20 

1420 ZS%=ZS を +TN 和 を (Z1%) 

1430 IF ZS%>37 THEN RX%=ZI%-1 :RETURN 

1440 NEXT ZI1% 

1445 RX%=20 

1450 RETURN 

1500 ^xxx TITLE DISPLAY SUB ※xx 

1510 GY%=0 

1520 IF ZT%=1 THEN LOCATE 3,0:PRINT TI1 ま 5 :GY を =1 

1530 IF ZA%=0 THEN 1600 

1540 GOSUB 1400:LOCATE 0,GY%:PRINT STRING ま (40," 「)j:LOCATE 3,GY 

1550 FOR ZI%=LX% TO RX% 

1560 ZN$=STRING ま (INT(TN%(Z1%)/2)」" 「):ZN ま =ZN ま +CHR ま (64+Z1%) 

1562 ZN$ ま =ZN ま +STRING ま (TN を (ZI を )-LEN(ZN$)," 「) 

1564 PRINT ZN$ 

1570 NEXT Z1% 

1580 GY%=GY%+1 

1600 

1610 IF ZQ%=0 THEN 1670 

1620 GOSUB 1400:LOCATE 0,GY%:PRINT STRING き (40," "「):j:LOCATE 3,GY% 

1630 FOR ZI%=LX を TO RX% を 

1640 IF LEN(TN*(Z1%) ) >TN を (ZT%) THEN PRINT LEFT$(TN ま (ZI1%),TN を (ZI%) )』 ELSE IF TZ%( 
Z1 を )=1 THEN PRINT TN$(ZT%) :STRING ま (TN を (Z1 を )-LEN(TN$(Z エ を ) )。" 「)』 ELSE PRINT STRIN 
6$(TN%(Z エ %)-LEN(TN* ま (Z1%))," 「)jTN ま (Z1%) 

1650 NEXT ZI% 

1660 BY を =GY%+1 

1670 LOCATE 1,0:PRINT CF ま ?:RETURN 

1700 "xxx LCD DATA DISPLAY SUB * メ テ ※ 

1710 ZX を =LX を : ZZ を =GY を YY を = し Y を 

1720 GOSUB 1400:ZP%=RX% 

1725 FOR ZJ%=ZZ% TO 6:LOCATE 3,ZJ%:PRINT STRING$(37," 「): 

1727 LOCATE 0,2ZJ:PRINT RIGHT$(STR ま (YY%) ,LEN(STR ま (YY を ) )-1)』" 「 ji:LOCATE 3,ZJ% 
1730 FOR Z1%=ZX% TO ZP% 

1735 DD*=D ま (ZT を ,YY%) :DL%=LEN( DD ) 

1740 IF TB%=1 THEN IF TQ%(Z1%,YY%)=9 THEN IF TN を (ZT%) >LENCDK$(Z1%,YY%) ) THEN PRI1 
NT STRING*$(TN% を (ZI を)-LEN(DK*(ZT を , YY を) )。" 「)jDK ま (Z1 を ,YY を )j:GOTO 1750 ELSE PRINT LE 
FT* ま (DK ま (Z1T%, YY) ,TN を (ZT%) ) j:GOTO 1750 

1745 IF DL%>=TN を (Z1%) THEN PRINT LEFT$(DD$,TN%(ZI%) )j』 ELSE IF TZ%(ZI%)=1 THEN PR 
INT DD$:STRING* ま (TN を (71 を )-DL%,。" 「)』 ELSE PRINT STRING ま (TN を (ZI を )-DL%。" " ) DD: 
1750 NEXT ZI%:YY%=YY%+1 \ 

1760 NEXT ZJ% 

17?70 RETURN 

2000 "xxx COMMAND MESSAGE OUTPUT SUB * メ ※ 

2005 LOCATE 0,7:PRINT STRING*(39」' 「): 

2010 LOCATE 2,7:PRINT ">>「 

2020 LOCATE 7,7 

2030 IF PM を =1 THEN PRINT '"LID( テ "ー タ ニュ 9 リョ ク )/【T( タ イト ル ニ ュ 9 リョ ク ) ]?「 : 

2040 1F PM を =2 THEN PRINT "LIN( コ 9 モク ニュ 9 リョ ク )/TC( サ イサ ン ニ ュ ウ リョ ク ) コ ?「 

2050 IF PM%=3 THEN PRINT 'LK( ケ イサ ン )/F( フ ォ ー マ 9 ト A ン コ 9 ) ]?「 


2060 IF PM%=4 THEN PRINT "[L( ケ イセ ン ラ ュ ツ リョク)/D(LCD ヒ ョ ュ 95" ) コ 7「 
2070 IF PM%=5 THEN PRINT "ECF( フ ァイル ラ ョ リ )/P( フ ァ リ ント) コ ?『 5 

2080 IF PM%=6 THEN PRINT "LMC( カ ー ソ ツル イト " ウ )/C( ク リア ) コ 7「 5 

2090 IF PM%=?7 THEN PRINT "EEND( ラ ュ 9 リ り ョ 9) コ "5 


3000 IF PM%=30 THEN PRINT "LZF( ミ キ * 、 ヒ タリ ヨ セ ) /ZT( タ イト ル ) ]?『 5 
3010 IF PM%=31 THEN PRINT "上 ZN( コ ウ モ ク メ イ ) /ZA( コウ モク "ンコ ゴウ ) コ "5 
3020 IF PM%=32 THEN PRINT "LL ウ AA" ンコ ゴウ (AaA-T) コ " 

3030 IF PM%=33 THEN PRINT "FL( ヒ タ " リ )/R( ミ キ " ) コ " 

3040 IF PM%=34 THEN PRINT "LON( ヒ ョ ウミ" )/0FF( ラ ョ ウキ ョ )]” 
3050 IF PM%=40 THEN PRINT "LUV( し リュ 9 セン )/H( キ " ョ ウ ユ ウ セ ン )]" 5 
3060 IF PM%=42 THEN PRINT "[L'jP ま 』" レ リノ ナカ か " サ (1-35) コ "5 
3070 IF PM%=44 THEN PRINT "LV(L し WAY ンコ "9)/H( キ " ョ 9 人 "ンコ "9 ウ ) コ "5 
3080 IF PM%=45 THEN PRINT "上 キネ " ョ 9 ンコ "9 (1-40) コ " 

3090 IF PM%=46 THEN PRINT "上 キ ま " ョ ウノ レツ リ / キ " ョ ウル リー "ンコ" 9]" 5 
3100 IF PM%=47 THEN PRINT "LG( ス A" テ )/D( テ "ー タ )/N( ス 9 ウチ ) コ ?『 5: 
3110 IF PM%=48 THEN PRINT "LA(ank )/K( サ イサ ン ラ キ )]" 

3120 IF PM%=50 THEN PRINT "上 クリ アラ テイ イ テ " スカ?(Y/N) コ " 

3130 IF PM%=60 THEN PRINT "上 コウ モク "ンコ "9( ヒ タダ "リラ " ョ ウタ" ンコ 
3140 IF PM%=61 THEN PRINT "上 コ 9 モ 2 人 "ンコ "9( ミ ま " ケ リタ ドン ) コ "5 
3450 IF PM を =70 THEN PRINT “" 上 ファ イル ー メイコ" ョ 

3160 IF PM%=75 THEN PRINT "ELS( セ ー フ * )/L( ロ ー ト ") う コ "5 

4999 RETURN 

10000 “"※※※ DATA INPUT SUB ※※※ 

10005 E%=3: DX%=3:DY%=GY を : CX タニ LX メ を: CY% ニ LY% 

10010 X%=DX% :Y%=DY% 

10020 L%=TN%(CX% ) :GOUSUB 1000 

10030 IF P%=3 THEN GOSUB 11540:RETURN 

10040 IF P ま ="" THEN 11000 
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10050 IF P%=2 THEN 10700 

10060 IF TQ% を (CX を 。CY を ) く >9 THEN IF P%=1 THEN TQ%(CX%,CY%)=1 ELSE TQCCX% ,CY を )=0 
10070 

10080 D$(CX%,CY% )=P ま 

10090 GOTO 11000 

10700 “ 

10710 IF P ま =CHR ま (28) THEN CF ま ="R':GOTO 10735 

10720 IF P ま =CHR$(29) THEN CF$=" し "GOTO 10735 

10730 IF P ま =CHR ま (30 ) THEN CF ま ='U" ELSE CF*='D 

10735 LOCATE 1,0:PRINT CF ま も: 

10740 P ま ="" 

11000 “ 

11010 GOSUB 11540 _ 
11020 IF CF ま ="U" THEN IF CY%=1 THEN 10010 ELSE DY%=DY%-1 :CY%=CY%-1:TF CY% く LY% TH 
EN _LY%=LY※ー1 1 GOSUB 1700:DY を =GY% を GOTO 10010 ELSE 10010 

11030 IF CF* ま ="D' THEN IF CY%=40 THEN 10010 ELSE DY%=DY%+1 :CY%=CY%+1:TF CY%>RY% を T 
HEN _LY を =LY%+1 GOSUB 1700 :DY% を =6:GOTO 10010 ELSE 10010 5 

11040 IF CF*$="R' THEN GOSUB 11300:IF QS ま ='E" THEN 10010 ELSE TF QS ま = THEN 1001 
0 ELSE GOSUB 1500:GOSUB 1700:GOTO 10010 

11050 GOSUB 11400:IF QS ま =*E" THEN 10010 

11055 IF QS$="C' THEN GOSUB 1500:GOSUB 1?700:GOTO 10010 ELSE 10010 

11300 “ 

11310 QS ま ="" :IF CX%=20 THEN QS ま ="E":RETURN 

11320 DX を =DX%+TN%( CX ) : CX を ニ CX を 1 

11330 IF CX% く =RX% THEN _ RETURN 

11340 QS$="C" :DX%=DX%-TN%(LX% ) :LX を =LX%+1 :GOSUB 1400 

1135S0 IF CX% く =RX% THEN RETURN ELSE 11340 

11400 “ 

11410 QS ま ="":TF CX%=1 THEN QS ま ="E":RETURN 

11420 CX%=CX%ー1 : DX を =DX%-TN%( CX ) 

11430 IF CX%>=LX% THEN RETURN 

11440 LX% を =LX%-1 :GOSUB 1400:DX%=3:QS$="C" :RKETURN 

11540 LOCATE DX%,DY を :DD ま =D ま (CX を ,CY% ) DL を =LEN( DD ま ) 

11550 IF DL%>=TN%(CX%) THEN PRINT LEFT ま (DD も ,TN%(CX%) )j』 ELSE IF TZ%(CX を )=1 THEN P 
RINT DD ま :jSTRING ま (TNz(CX%)-DL%," ")』 ELSE PRINT STRING ま (TN を (CX%)-DL%," ")jDD ま : 
11560 RETURN 

12000 “ 

12010 ZT%=1 :GOSUB 1500:GOSUB 1700 

12020 X%=3』Y%=0 iL を =37 :E%=1 : GUSUB 1000 

12030 IF P ま ="*" THEN RETURN 

12040 T1 ま =P ま +STRING ま (37-LEN(P ま )," 『") 

12050 LOCATE 3,.0:PRINT TI も j \ 

12060 RETURN 

14000 “ 

14010 ZQ%=1 :LX を =1 :LY%=1 :CX%=1 :CY%=1 : GODSUB 1500:GOSUB 1700 

14020 X 和 を =3:Y タ = ニ GYー1 : ] [タニ 1 : ヒ =3 

14030 L%=TN%( 1T 1 を ) :GOSUB 1000 

14040 IF P%=3 THEN 14140 

14050 IF P%=2 THEN 14150 

14060 IF P$="*" THEN 14090 

14070 TN$(T1%)=P ま 

14090 GOSUB 14220 

14100 II%=IT%+1:TF 11%=21 THEN 14030 

14110 IF II% く <=RX% THEN X%=X%+TN%( [1%ー1 ) :GOTUD 14030 ELSE X%=X%+TN%( [1%ー1 )-TNZ(LX 和 を 
) 

14120 LX%=LX%+1 :GOUSUB 1500:GOSUB 1700 

14130 GOTO 14030 

14140 GOSUB 14220:RETURN 

44356 “ 

14160 IF P$=CHR ま (30 ) OR P ま =CHR ま (31 ) THEN 14030 

14170 IF P ま =CHR ま (28 ) THEN 14090 

14180 GOSUB 14220 

14190 IF II1%=1 THEN 14030 ELSE IT%=11%-1 

14200 IF II%=>LX を THEN X%=X%ーTN%( 1TT%) :GOTO 14030 

14210 LX%=LX%-1 :GUSUB 1500:GOSUB 1700:GOTO 14030 

14220 LOCATE X%,Y%:DL を =LEN(TN$( [1%) ): IF DL>TN( IT を ) THEN PRINT LEFT(TN ま (エエ) ,T 
N% を ( [1 を ) ) 』 ELSE IF TZ%( TI%)=1 THEN PRINT TN ま (TI1%)jSTRING ま (TN%X(T 1 を ) 二 DL を を" ")j ELSE 
PRINT STRING ま (TN%(T1%)-DL を 。" ))jTN ま ( 11 を ) 

14230 RETURN 

16000 "※※※ KEISANSIKI INPUT SUB ※※※ 

16005 E%=3:CX%= ニ LX% を :CY% ニ LY を DTZT% :ZT%=1 : TB を =1 :GUSUB 1500:GOSUB 1700:DX%=3:DY%=G 
Y る 

16010 X%=4 :Y%=7:MX を =DX を : MY%=DY%:LOCATE 4,0:PRINT STRING ま (25」" 「)j ELOCATE 4,0:PRI 
NT DK ま (CX を ,CY%)j』:LOCATE 4,7:PRINT STRING ま (35」"" )j:L を =34 

16020 6GG%=1 :GOSUB 1000:G6%=0:LOCATE 0,7:PRINT 「 「』 

16030 IF P%=3 THEN 17500 

16040 IF P ま ="" THEN 17000 
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16050 IF _P%=2 THEN 16700 

16060 GOSUB 17600:IF P ま ="//" THEN 17000 ELSE IF ER%=1 THEN LOCATE 0,?:PRINT "E'j 
iFOR BI%=1 TO 3:BEEP:NEXT BI%:GOTO 16010 

16070 TQC(CX を ,CY% )=9 

16080 DK ま $(CX%,CY を )=P ま :D ま (CX%,CY を )="“ 

16090 GOTO 17000 

16700 “ 

16710 IF P ま =CHR ま (28 ) THEN CF ま ="R' :GOTO 16735 

16720 IF P*$=CHR$(29) THEN CF ま ="L":GOTO 16735 

16730 IF P ま =CHR ま (30 ) THEN CF ま ="U'" ELSE CF ま ="D" 

16735 LOCATE 1,0:PRINT CF$j 

16740 P ま =" "GOTO 17000 

17000 “ 

17010 GOSUB 17540 

17020 IF CF ま ="U" THEN IF CY%=1 THEN 16010 ELSE DY%=DY%-1 :CY%=CY%-1:TF CY% く <LY% TH 
EN _LY%=LY%-1 :GOSUB 1700:DY%=GY を :GOTO 16010 ELSE 16010 

17030 IF CF ま ="D" THEN IF CY%=40 THEN 16010 ELSE DY%=DY%+1 :CY を =CY を +1 : TF CY を >RY% T 

HEN _LY%=LY%+1 :G0SUB 1700:DY%=6:GOTO 16010 ELSE GOTO 16010 

17040 IF CF ま ="R' THEN GOSUB 11300:IF QS ま ='E' THEN 16010 ELSE IF QS ま ="" THEN 1601 

0 ELSE GOSUB 1500:GOSUB 1700:GOTO 16010 

17050 GOSUB 11400:IF QS ま ="E' THEN 16010 

17055 IF QS="C' .THEN GOSUB 1500:GOSUB 1700:GOTO 16010 ELSE 16010 

300| “ 

17500 “ 

17510 ZT%=DT%: TB%=0 :GOSUB 1500:GOSUB 1700:GG%=0 

17520 RETURN 

17540 DD ま =DK ま (CX を ,CY) :DL%=LEN( DD ) :LOCATE DX を ,DY% 

17550 IF TQX(CX%」CY%)=9 THEN IF DL%>=TN を (CX を ) THEN PRINT LEFT* ま (DD, TNC(CX%%) ) j : RE 

TURN ELSE IF TZ%(CX%)=1 THEN PRINT DD ま :STRING ま (TNC(CX%)-DL。" 「)j:RETURN ELSE PR 
INT STRING ま (TNZ(CX%) う DL を") )jDD ま jiRETURN 

17560 DD まま =D ま (CX%,CY%) iDL%=LEN(DD ま ): IF DL>=TN(CX を ) THEN PRINT LEFT ま (DD まま, TNC(CX% 
))j:RETURN ELSE IF TZ%(CX%)=1 THEN PRINT DD まま:jSTRING ま (TNZ(CX を ) う DL を" )) う jiRETURN E 

LSE PRINT STRING ま (TNC(CX%)-DL%」" ))5DD ま ) 

17570 RETURN 

17600 “ 

17610 ER%=0:DL%=LEN(P ま ) :DT%=1 

17615 IF LEFT$(P ま ,2)="//" THEN TQX(CX%,CY%)=0 :DK ま (CX%」CY を )=") ED ま (CX を ,CY を )=" "は RET 

URN 

17620 DC* ま =MID ま (P ま ,DT%,1) 

17630 IF DC*=*"@'" THEN 17800 

17640 IF DC ま ='&' THEN GOSUB 17990:IF ER%=1 THEN RETURN ELSE IF DC ま ='S' THEN 1770 

0 ELSE IF DC ま ='D' OR DC* ま smSTT THEN 17750 ELSE ER%=1 :RETURN 

17662 “ 

17665 IF DC ま ="+' OR DC ま ="ー" THEN GOSUB 17990:IF ER%=1 THEN RETURN 

17670 IF DC*>"/* AND DC まく ":" THEN 17900 

17673 IF DC ま >"@" AND DC まく "U" THEN GOSUB 17990:TIF ER%=1 THEN RETURN ELSE 17676 EL 
SE ER%=1 :RETURN 

17676 IF DC ま >"0" AND DC まく ":*" THEN DF ま =DC ま :GOSUB 17990:IF ER を =1 THEN ER%=0:RETURN 
ELSE 17680 ELSE ER%=1:RETURN 

17680 IF DC ま >"/" AND DC まく ":" THEN DF ま =DF ま +DC ま :TF DF ま >"40" THEN ER%=1 :RETURN ELSE 
GOSUB 17990:IF ER2=1 THEN ER%X=0:RETURN 


17683 IF DC*="+" OR DC ま ="ー'" OR DC ま ="/" DR DC ま ="%" THEN GOSUB 17990:IF ER%=1 THEN 
RETURN ELSE GOTO 17665 ELSE ER%=1 :RETURN 
17700 “ 


17703 GOSUB 17990:IF ER%=1 THEN RETURN 
17706 IF DC$<"0' THEN ER%=1 :RETURN 
17710 IF DC* ま >"4" THEN ER%=1 :RETURN 
17713 GOSUB 17990:IF ER%=1 THEN RETURN 
17716 IF DC まく >":" THEN ER%=1 :RETURN 
17720 GOSUB 17990:1F ER%=1 THEN RETURN 
17730 GOTO 17630 
17750 
17?53 GOSUB 17990:IF ER%=1 THEN RETURN 
17756 IF DC$ く >*":" THEN ER を =1 : RETURN 
17760 GOSUB 17990:IF ER%=1 THEN RETURN 
17770 GOTO 17630 
17800 “* 
17802 HX*=""「:HY ま =「 "ENX ま ニ リ "5NY ま = "5 ロ 1 を =D エ を +1 
17803 IF MID$(P* ま ,DI%,2)="TL' THEN 17810 
17806 IF MID*(P$,DI%,2) く >"AV" THEN ER%=1 :RETURN 
17810 DI%=DI%+1 
17820 GOSUB 17990:IF ER%=1 THEN RETURN 
17830 IF DC ま <>*(* 1 
?833 GOSUB 17990:IF ER%= 
17836 IF DC$>'@' AND DC$ く <"U'" THEN HX$=DC ま :GOTO 17840 ELSE ER%=1:RETURN 
17840 GOSUB 17990:IF ER%=1 THEN RETURN 
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17843 IF DC ま >"0' AND DC まく ":" THEN NX ま =DC ま :GOUTO 17850 ELSE ER%=1 : RETURN 

17850 GOSUB 17990:IF ER%=1 THEN RETURN 

17853 IF DC ま >"/" AND DC まく ":" THEN NX ま =NX ま +DC ま : IF NX ま >"40" THEN ER%=1 :RETURN ELSE 
GOSUB 17990:IF ER%=1 THEN RETURN 

17856 IF DC まく >":" THEN ER%=1 :RETURN 

17860 GOSUB 17990:TF ER%=1 THEN RETURN 

17863 IF DC まく <"A' THEN ER%=1 :RETURN 

17866 IF DC*>"T" THEN ERz=1 :RETURN 

17870 HY ま =DC ま :GOSUB 17990:IF ER%=1 THEN RETURN 

17873 IF DC まく "1' THEN ER%=1 :RETURN 

17876 IF DC ま >"9" THEN ER%=1 : RETURN 

17880 NY ま =DC ま :GOSUB 17990:TF ER%=1 THEN RETURN 

、17883 IF DC ま >"/" AND DC まく ":" THEN NY ま =NY+DC ま : IF NY ま >"40" THEN ER%=1 :RETURN ELSE 
GO0SUB 17990:TIF ER%=1 THEN RETURN 

17886 IF HX く >HY ま $ THEN IF NX まく >NY$ THEN ER%=1 :RETURN ELSE IF HX ま >HY ま THEN ER%=1 : 
RETURN ELSE 17823 ELSE IF NX まま >NY 和 まま THEN ER%=1 :RETURN 

17893 IF DC* く >" )" THEN ER%=1 :RETURN 

17826 GOSUB 17990:IF ER%=1 THEN ER%=0:RETURN ELSE ER%=1 RETURN 

17900 “ 

1 7903 EB%=0 

17910 GOSUB 17990:TIF ER%=1 THEN ER%=0:RETURN 


17912 IF DC* ま =" "THEN IF EB%=0 THEN EB%=1 :GDUTO 17910 ELSE ER%=1 :RETURN 
17920 IF DC>"/" AND DC まく ": THEN 17910 ELSE 17683 
41999 “ 


17992 ER%=0:IF DI%>=DL THEN ER%=1 :RETURN 

17994 DTI を =DI%+1 :DC ま =MID ま (PDT%,1 ) 

17996 RETURN 

18000 “"※※X※※※ CALC RTN %※X※※※※ 

18010 PM%=40 :GOSUB 2000 :X を =4:Y を = ア ・ し %=2 :E%=1 : GOSUB 1000 

18020 IF P%=3 THEN RETURN 

18030 IF P ま ="" THEN 18010 

18040 IF P ま ='V' THEN GOSUB 18100 ELSE IF P ま ="H' THEN GOSUB 18200 ELSE 18010 
18050 GOSUB 1700 

18060 RETURN 

18100 “ 

18110 FOR FI%=1 TO 20:FOR FJ を =1 TO 40:IF TQZ(FT を ,FJ)=9 THEN P ま =DK ま (FT を ,FJ 多 ) : PL 
=LEN(P ま ) :G0SUB 18500:NEXT FJ%:NEXT FI%:RETURN ELSE NEXT FJ%:NEXT FI%:RETURN 
18200 “ 

18210 FOR FJ%=1 TO 40:FOR FI%=1 TO 20:IF TQX(FT」FJ)=9 THEN P ま =DK ま (FT を ,FJ 多 ) : PL 
=LEN(P ま ) :G0SUB 18500:NEXT FT:NEXT FJ%:RETURN ELSE NEXT FT%:NEXT FJ を :RETURN 
18500 “ 

18510 MI を =0O : MS を =0 : MD を =0 : AN : AUO : ACX= ニ 0 :C じ =0 

18520 GOSUB 192000 

18530 IF DC ま ='"&" THEN GOSUB 19000:IF DC ま ="1" THEN MT%=1 :AC タ =AC タ +1 :GOUTO 18520 ELS 
E IF DC ま ="D' THEN MD%=1 : AC%=AC タ を +1 :GOUTO 18520 ELSE GOSUB 19000:MS を =VAL( DC ) : AC を = ニ A 
C%+1 :GOUTO 18520 

18540 IF DC ま ="@" THEN 189200 

18600 “ 

18610 GOSUB 18750 : AN## ニ AM 

18620 IF PE%=1 THEN 18800 

18630 DF まま =DC ま :GOSUB 19000 

18640 GOSUB 18750 

18670 “ 

18690 IF DF ま ="+' THEN ANt ニ AN 二 A り 攻 

18700 IF _DF ま ="ー" THEN AN ニニ AN#ーAM 手 

18710 IF DF ま ='%※" THEN AN# ニ AN 持 ※AU 提 

18720 IF DF ま ="/" THEN IF AM## く >0 THEN AN#= ニ AN 持 /AU 提 

18730 IF PE%=1 THEN 18800 ELSE 18630 

18750 “ 

18755 MC ま ="" :PE%=0 :TF DC ま >"@" AND DC まく "U" THEN GOSUB 19200:AU 持 =VAL(D ま (AT を ,AJ 多 ) ) : 
RETURN 

18760 IF DC ま ="+" OR DC ま ="ー" THEN UC ま =DC ま :AC を =AC タ を +1 

18765 UC ま =MC ま +MID ま (P ま , ACE, 1 ) :AC2=AC を +1 : IF ACZ>PL THEN PE%=1 :GDUTOU 18780 

18770 IF MID$(P ま ,AC%,1)>"/" THEN 18765 

18775 IF MID ま (P ま ,ACX,1)="." THEN 18765 

18780 AM# せ =VAL(UC ま ) : DC ま =MID$(P ま ,AC を 1 ) :RETURN 

18800 “ 

18810 KC ま =STR ま (AN 提 ) 

18820 GOSUB 18990 

18830 IF MI%=1 THEN IF KI% く >0 THEN IF MD=1 THEN AN#= ニ AN#+ 。5:KC ま =STR ま (AN# ) : GO0SUB 
18990 : IF KI% く >0 THEN KC ま =LEFT ま (KC まま ,K1%-1 ) :GOTO 18860 ELSE 18860 ELSE KC ま =LEFT ま (K 
C ま ,K1T%-1 ) :GODTO 18860 ELSE 18860 

18840 IF MS% く <>0 THEN IF LEN(KC ま )--KI% く =MS% THEN 18860 ELSE IF MDZ=1 THEN AN#=AN#+ 
( .1^(MS%+1 )x5) :KC ま =STR$( AN 拉 ) :GOUSUB 18990: IF LEN(KC ま )-K1% く =MS THEN 18860 ELSE KC 
= し LEFT も (KC ま ,KT を TMS を) : GOTO 18860 ELSE KC ま =LEFT ま (KC ま ,KI%+MS% ) :GUTO 18860 

18850 “ 
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18860 D ま (FT%,FJ%)=KC ま 

18870 RETURN 

18900 “ 

18910 GOSUB 19000:ACz=AC を +3:GOSUB 19500:IF DC ま ="A" THEN 18950 

18920 IF AI%=BI% THEN FOR SJ%=AJ TO _BJ を :TF TQ を (AT%,SJ を ) く >0 THEN AN#=AN#+VAL(D ま ( 
AT%,SJ%) ):NEXT ELSE NEXT ELSE FOR S1%=AI% TO BI%:TIF TQCST%,AJ を ) く >0 THEN AN#=AN 村 
+VAL(D ま (ST%。AJ%) ) :NEXT ELSE NEXT 

189230 GOTO 18800 

189250 IF AI%=BT% THEN FOR SJ%=AJ% TO _BJX:TIF TQCAT を ,SJ%) く >0 THEN AN#=AN#+VAL(D ま ( 
AT%,SJ%) ) :CC%=CC+1 :NEXT ELSE NEXT ELSE FOR SI%=AI% TO _ BI%:TF TQX(SI%,AJ%) く >0 TH 
EN AN#=AN#+UAL(D ま (ST%,AJ% ) ) :CC を =CC%+1 :NEXT ELSE NEXT 

18260 IF CC%=0 THEN 18800 

18970 AN#=AN#/CC を : GOTU 18800 

189290 FOR KIX=LEN(KC ま ) TO 1 STEP -1:IF MID ま (KC ま ,KI%,1)=" "THEN RETURN ELSE NEXT 
:KT%=0 iRETURN 

19000 “ 

12010 PE%=0:TIF _ACZ>PL THEN PE%=1 : RETURN 

19020 ACX=ACX+1 DC ま =MTD ま (P ま ,AC%。1 ) 

19030 RETURN 

19200 “ 

19210 AI%=ASC(DC ま )-64 :UC ま = " :PE%=0 

19220 ACX=AC タ +1 :TF _AC を >PL THEN PE%=1 : AJ を =VAL( MC まま) : RETURN 

19225 DC ま =MID ま (P ま ,ACX。 1 ) 

19230 IF DC まく "0" THEN AJ を =VAL(MC ま ) :RETURN 

19240 IF DC まま >"9" THEN AJ%=VAL(MC ま ) :RETURN ELSE MC まま =MC ま +DC ま :GOTO 19220 

19500 “ 

12510 AT%=ASC(MTID ま (P ま ,AC」 1 ) ) 一 64 : AC%X=ACX+1 :UC ま =MTD ま (P ま ,AC」 1 ) :AC タ = ニ AC タ +1 

19520 IF MID ま $(P も ,AC%」1) く >" "THEN MC=MC ま +MTU ま (P ま , AC% 」 1 ) : AC% ニ AC+1 

12530 AJ%=VAL(MC ま ) : AC2= ニ AC+1 

192540 BI%=ASC(MID ま (P ま ,ACX。 1 ) )-64 : ACX= ニ AC タ +1 :UC ま =MTD ま (P ま ,AC 。 1 ) : AC タ = ニ AC+1 

19550 IF MID ま (P も ,AC を ,1) く >")" THEN MC*=MC ま +MID ま (P ま ,AC を 1 ) 

19560 BJ%=VAL(MC ま ):RETURN 

20000 “ 

20010 PM%=32:GOSUB 2000:X%=4:Y%= ニ 7 し を =2 1E%=1 : GOSUB 1000 

20012 IF P%=3 THEN RETURN 

20014 IF P%=1 OR P%=2 0R P ま ="" THEN 20010 

20020 IF P ま <"A" THEN 20010 

20030 IF P ま >"U' THEN 20010 

20040 PU%=ASC(P ま )--64 

20050 PM%=42:GOSUB 2000:X%=3:Y%= ニ 7 し を =3:G0SUB 1000 

20060 IF PX=0 OR P%=2 OR P="" THEN 20050 

20070 IF P%=3 THEN 20010 

20080 IF LEN(P ま $)=1 THEN IF Ps<"1' THEN 20050 ELSE PM%=VAL(P ま ) ELSE PM%=VAL(P ま ): 1 
F_PM%=0 THEN 20050 ELSE IF _PM%>35 THEN 20050 

20090 TN%(PU%)=PM%:GOSUB 1500:GOSUB 1700:GOTO 20010 

22000 “ 

22010 PM%=44:GOSUB 2000:X%=4:Y%= ニ 7 iL を =2E%=1 :GOSUB 1000 

22015 IF P%=3 THEN RETURN 

22020 IF P%=1 OR P%=2 OR P ま ='"* THEN 22010 

22040 IF P ま ="H" THEN 22500 

22050 IF P ま <>"V' THEN 22010 

22060 PM%=32:GOUSUB 2000:X%=4:Y%= ニ 7 iL を =2 60SUB 1000 

22070 IF P%=3 THEN 22010 

22080 IF P%=1 OR P%=2 OR P$="" THEN 22060 

22090 IF P ま >"@" AND P ま <"U' THEN PD%=ASC(P ま )-64 :TN を (PD を)=1 ELSE 22060 

22100 FOR 1I%=1 TO 40:D ま (PD を , 1 を )="1 "iTQCPD を 1 を )=0 :NEXT 1 を 

22110 IF PD% く LX% THEN 22010 

22120 IF PD%>RX% THEN 22010 

22130 GOSUB 1500:GOSUB 1700:GOTO 22010 

22500 “ 

22510 PM%=45:GOSUB 2000:X%=4:Y%= ニ 7 し タモ 3: 60SUB 1000 

22520 IF P%=3 THEN 22010 ELSE IF P%=0 OR P%=2 THEN 22510 

22530 PCX=VAL(P ま ) 

22535 IF PC%X く 1 THEN 22510 ELSE IF PC%X>40 THEN 22510 

22540 FOR 1%=1 TO 20:D ま (1%,PC)=STRING(TN%( 1) リード ) iTQX( エ を PC を )=0:NEXT 1 を 
22550 IF PC% く <LY% THEN 22010 

22560 IF PC%>RY% THEN 22010 

22570 GOTO 22130 

24000 “ 

24010 PM%=30:GOSUB 2000 

24020 X%=4:Y を = イェ し %= ニ 3:E%=1 : GOSUB 1000 

24025 IF P%=3 THEN RETURN > 

24030 IF P ま ='" THEN IF PM%=31 THEN 24010 ELSE PM%=31 : GOSUB ON RE IF P$$ 
24040 IF P*=*'ZT' THEN PM%=34:GOSUB 2000:GOSUB 1000:IF P%=3 0 フ T タ = ニ 0 : 60SUB 
="ON' THEN ZT%=1 :GOSUB 1500:GOSUB 1700:RETURN ELSE IF P* ま ='OFF の 

1500 :GOSUB 1700:RETURN ELSE P*="ZT":GOTO 24040 
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24050 IF P ま ='ZN' THEN PM%=34:GOSUB 2000:GOSUB 1000:IF P%=3 THEN ie 
='ON' THEN ZQ%=1 :GOSUB 1500:G0SUB 1700:RETURN ELSE IF PW=TOFF'T <=0* 

1500 :GOSUB 1700:RETURN ELSE P*='2N':GOTO 2405 . 

24090 TF P$='ZA*' THEN PM を =34 :GOSUB 2000:GOSUB 1000:TF Pz=3 THEN 本 
=_ON" THEN ZA%=1:GOSUB 1500:GOSUB 1700:RETURN ELSE IF P*='OFF' TH 6=0: 

1500 :GOSUB 1700:RETURN ELSE P*='7A"':GOTO 24060 

24070 IF P<>*ZF' THEN 24010 

24080 PM%=32 :GOSUB 2000:GOSUB 1000 

24090 IF P%=3 THEN 24010 


24100 IF P*>"@' AND P ま <"U' THEN UP%=ASC(P ま )-64 ELSE 24080 に ッ (MP 
24120 PM%=33:GOSUB 2000:GOSUB 1000:IF P%=3 THEN 24080 ELSE IF P*="R' THEN TZ 


ッ と ) ニ 1 : 1500: 
を )=0:GOSUB 1500:GOSUB 1700:GOTO 24080 ELSE IF P*=" し ' THEN TZ%(MP%)=1 :GOSUB 
GOSUB 1700:GOTO 24080 ELSE 24120 
26000 “ 


26002 PM%=75:GOSUB 2000:X%=4:Y%= イ : し を =2:E%=1 :GOSUB 1000:IF P%=3 THEN RETURN 
26004 IF P ま ="S' THEN 26010 ELSE IF P*=" し ' THEN 26500 ELSE 26002 

26010 PM%=70:GOSUB 2000:L%=7:GOSUB 1000:IF P%=3 THEN 26002 

26020 IF P%<>0 OR P*=*" THEN 26010 

26030 IF LENCP$)>6 THEN 26010 

26040 FF$=P* 

260S0 PM%=60 :GOSUB 2000:GOSUB 1000:IF P%=3 THEN 26010 

26060 GOSUB 42000:IF RE%=1 THEN 26050 

26070 V1%=Q1%:V2%=Q2 シ 

26080 PM%=61 :GOSUB 2000:GOSUB 1000:IF P%=3 THEN 26010 

26090 GOSUB 42000:IF RE%=1 THEN 26050 

26100 V3%=Q1%:VA%=Q2% ee 還 1 = 
26110 OPEN "CAS:"+FF$ FOR OUTPUT 63sPIRTNEMSL。KM20JM 和 すま 
26120 FOR ZT%=V1% TO V3%:PRINT#1 ,TN ま (ZI%)』「」「 5TN を (ZT%) 5TZ%(Z1% う 5) 5 
26130 FOR ZJ%=V2% TO VA%:FOR Z1%=V1% TO V3% 


26140 PRINT#1,D ま (ZT%」Z コ を) " "5DK ま (Z エ を 。ZJ を )5「」 5TQ を (ZT%。ZJ を 357 
26150 


NEXT Z1%,ZJ%:CLOSE せ 1 : RETURN 

26500 PM%=70 :GOSUB 2000 :L%=?:GOSUB 1000:IF P%=3 THEN 26002 

26510 IF P%<>0 OR P*=*"" THEN 26500 

26520 IF LEN(P*)>6 THEN 26500 

26530 OPEN "CAS:"+P ま FOR INPUT AS#1 

26535 LOCATE 11,7:PRINT P$:" ロー トド チュ ウド": 

26540 INPUT#1 ,V1%,V2 を , 3 を ,V4 を 1 生 に 20R0 の > 
26550 FOR 71T%=V1% TO _V3%: INPUT#1 ,TN$(ZT%) ,TN(Z1%) ,TZ%(Z1%) :NEXT Z1% 
26560 FOR ZJ%=V2% TO VA4%:FOR 7I%=V1% TOD V3% 6 

26570 INPUT#1 ,D ま (ZT を ,7J を ) ,DK ま (Z エ を, 7 を) ,TQZ(Z1 を , ア %) 


26580 NEXT Z1%,ZJ%:CLOSE#1 :GOSUB 1500:GOSUB 1700:RETURN 
28000 “ 


28010 FM%=60 :GOSUB 2000:X%=4:Y%=7:L%=3:E%=1 ょ GOSUB 1000:IF P%=3 THEN RETURN 
<8020 GOSUB 42000:IF RE%=1 THEN 28010 ELSE V1%=Q1%:V2%=Q2% 

2803D FM%=61 :GOSUB 2000:GOSUB 1000:IF P%=3 THEN 28010 Ia 
28040 GOSUB 42000:TF RE%=1 THEN 28030 ELSE V3%=Q1%:V4%=Q2%:PB%=0 :LV% 

28035 FOR LO%=V1% TO _V3%:LV%=LV%+TN を (LOz) :NEXT 

28057 IF LV%+3>79 THEN CB$=*Q' ELSE CB$='N 

28060 LPRINT CHR*(27)』"N'i・ 
28062 FOR OL%=V1% TO V3% 


28063 IF TZ%(0L%)=1 THEN IF LEN(TN$(OL%) ) >=TN を (OL%) THEN LPRINT DR 
Nz(0L%) ) , ELSE LPRINT TN ま (OL%) STRING*(TN を (OL を )-LEN(TN$(0L%) ) ke BL お し 
28066 IF LEN(TN$(OL%) ) >=TN%(OL%) THEN LPRINT RIGHT ま (TN ま (OL%) ,TN を (OL%) )3 

INT STRING$(TN を (0L%)-LEN(TN ま (OL%)),。" 「):TN ま (OL%) 

28068 NEXT OL%:LPRINT 


28070 FOR 0OV%=V2% TO _V4%:LPRINT RIGHT* ま (STR ま (OV%),2)5" 

28080 FOR OL%=V1% TO V3% 6 ま (0L を ,。 
28090 IF TZ%(0OL%)=1 THEN 【F LEN(D ま (OL を,0V) ) >=TN を COL%) 人 
OV%) ,TN を (OL ) ) : :GOTO 28110 ELSE LPRINT D* ま (DL%,OV%)jSTRI S の 

V%))」) うう jij:GOTO 28110 ッ ッ OL を 2 EL 
28100 IF LEN(D*COLX,0V%) ) >=TNzC0OL%) THEN LPRINT 本 

SE LPRTINT STRING ま (TN%(OL%)-LENCD ま (0L%,0V を )) 。" 「)jD ま (OL を ,DV%) 3 


28110 NEXT 0L%:LPRINT :NEXT 0V%:RETURN 
30000 “ 


30010 PMX%=46:GOSUB 2000:X%=4:Y%= イ し を =3:E を =3:GO0SUB 1000 
30020 IF P%=3 THEN RETURN 

30030 IF P%=2 OR P*$=** THEN 30010 

30040 IF P%=1 THEN 30500 

30050 IF LEN(P も )=1 THEN 30300 

30060 “ 


30070 BC ま =LEFT ま (P ま 。1 ) :BD ま =RTGHT ま (P ま ,LEN(P ま )-1 ) 
30080 IF BC まく <"A' THEN 30010 ELSE IF BC*>'T"* THEN 30010 


30100 IF LEN(BD*$)=1 THEN IF BD ま <"0" THEN 30010 ELSE IF BD ま >'"9" THEN 30010 ELSE 3 
0105 ELSE IF LEFT* ま (BD$,1) く "0'" THEN 30010 ELSE IF LEFT ま (CBD ま ,1)>"5*" THEN 30010 ELS 
E IF RIGHT ま (BD ま ,1) く <"0" THEN 3 


0010 ELSE IF RIGHT ま (BD ま も ,1)>"9" THEN 30010 
30103 IF VAL(BD$) >35 THEN 30010 


"TIT ま CHR ま (27 ) jCB ま :LPRINT:LPRINT “ H 
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30105 .LX%=ASC(BC ま )-64 

30110 LY%=VAL(BD ま ) :GOSUB 1500:GOSUB 1700:GOTO 30010 

30300 “ 

30310 IF P ま <'A' THEN 30010 ELSE IF P ま >"T′ THEN 30010 

30320 LX%=ASC(P ま )-64:GOSUB 1500:GOSUB 1700:GOTO 30010 

30500 “ 

30510 PC%=VAL(P ま ) : IF PCX く 1 THEN 30010 ELSE IF PC%z>35 THEN 30010 
30520 LY%=PC を :GOSUB 1700:GOTO 30010 

34000 “ 

34010 PM%=47 

34020 GOSUB 2000 :X%=4 :Y%= ニ ア : し =2 EE%=1 :GOSUB 1000 

34030 IF P%=3 THEN RETURN 

34040 IF P%=1 OR P%=2 THEN 34020 

34050 IF P*='* THEN IF PM%=47 THEN PM%=48:GOTO 34020 ELSE PM を =47:GOTO 34020 
34060 IF P$='"G' THEN 34100 ELSE IF P ま ="D' THEN 34200 ELSE IF P ま ="N' THEN 34300 E 
LSE IF P ま ='A' THEN 34400 ELSE IF P ま ="K' THEN 34500 ELSE 34020 
34100 “ 

34110 PM%=50 :GOSUB 2000:X%=4 : Y%= ィ し =2 :E%=1 : GOSUB 1000 

34120 IF P%=3 THEN RETURN 

34130 IF P* ま <>"Y' THEN RETURN 

34140 RUN 

34200 “ 

34210 FOR BJ=1 TO 40:FOR BI%=1 TO 20 

34220 D ま (BI%,BJ を )=" "iTF TIR を (BT,BS を ) く >9 THEN TQz(BI を ,BJ%)=0 
34230 NEXT BI%,BJ%:GOSUB 1700:GOTO 34010 

34300 “ 

34310 FOR BJ%=1 TO 40:FOR BI%=1 TO 20 

34320 IF TQCBI%,BJ%)=1 THEN D ま (BI%,BJ% を )=" "iTQZCBIT を ,BJ を )=0 

34330 NEXT BI%,BJ%:GOSUB 1700:GOTO 34010 

34400 “ 

34410 FOR _BJ%=1 TO 40:FOR BI%=1 TO 20 

34420 IF TQX(BI を ,BJ を )=0 THEN D$(BI を ,BJ を )="『* 

34430 NEXT BI を ,BJ%:GOSUB 1700:GOTO 34010 

34500 “ 

34S10 FOR _BJ%=1 TO 40:FOR BI%=1 TO 20 

34520 IF TQXCBI% を ,BJ%)=9 THEN TQX(BT を ,BJ%)=0 :DK ま (BI を ,BJ%)=" "iD ま ( て BT を,BJ を )="" 
34530_ NEXT BI%,BJ%:GOSUB 1700:GOTO 34010 

42000 “ 

42010 RE%=0 :TF P ま ='"" OR LEN(P ま )=1 OR LEN(P ま )>3 THEN 42100 

42020 IF LEFT ま (P ま ,1) く < く "A' THEN 42100 

42030 IF LEFT$ ま (P$,1)>"T" THEN 42100 ELSE Q1%=ASC(LEFT ま (P ま ,1 ) )-64 
42040 IF LEN(P も )=2 THEN IF _ RIGHT ま (P ま ,1) く "1" OR RIGHT ま (P ま ,1)>"9" THEN 42100 ELSE 
Q2%=VAL(RIGHT ま (P ま ,1 ) ) :RETURN 

42050 SA ま =RIGHT(P ま も,2 ) 

42060 IF LEFT ま (SA$,1) く "0" OR LEFT ま (SA ま ,1)>"5" THEN 42100 

42070 IF RIGHT* ま (SA,1) く "0' OR RIGHT ま (SA ま ,1)>"9" THEN 42100 

42080 Q2%=VAL(SA$) : IF Q2X>40 THEN 42100 ELSE RETURN 

42100 RE%=1 :RETURN 

59000 "※Xx※ INITIAL SUB xx 

52003 CLS:LOCATE 0,0:PRINT "FALPHA SOFT] Copyright by NJK'』 
32005 LOCATE 10,3:PRINT "xx "ラク オマ チク タ " サ イ ※※": 

っ 2010 TI ま =STRING ま (37," ") 

っ 2020 FOR ZI%=1 TO 20:TN$(Z1%)=" "kTN を (ZT%)=7:TZ%(7 エ を)=0 
32040 NEXT Z1% 

っ 2050 TS%=0 : TT% を =0 

32070 RETURN 
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N- BASIC,Naa- Disk BASIC の メッ セー ジ 
(エラ ー 名 称 ) 


PC-8201 の 活用 








File already open 
(Already Open) 


? AO Error 53 


同じ ファ イル を 二 度 OPEN し た 。 





?AT Error 63 Bad allocation table 





ディ スク の FAT が 壊れ て いる 。 








(Disk) | (な し ) 
ーー 
7 BM Error 60 Bad file name 
(Disk) (な し ) 


ファ イル 名 が 適当 で な い 。 
ー- 








Bad file number 
(Bad file Number) 


?BN Error 51 





ファ イル 番号 が 適当 で な い 。 















































7BO Error 23 Communications Buffer overflow Rn ジテ 26RIE2k っ お 。 
(Buffer Overflow) AM 
mis 時 ー w PR 
0 1 0 ファ イル が まだ OPEN きれ て いな い 。 
9 の GN  EFfof 17 Can't Continue 8 2 Se 
(Continue Not possible) CONT で プロ グラ ム 実 行 再開 が で き な い 。 
Duplicate Definition 吉 
?DD Error 10 p ド ct 
(Duplicate Definition) 同じ 配列 を 二 度 宣言 し た 。 
?DF Error 62 Disk full い 3 
(Disk) (な し ) ディ スク が 一 杯 で 書き 込め な い 。 
?7DN Error Bad drive number 村 
(Disk) 隊 (を し ) ドラ イブ 指定 が 適当 で な い 。 





Direct Statement in file 


? 自 
?DS Error 56 (Direct Statement in file) 


アス キー 形式 の ファ イル が 読み 込め な い 。 





な し 


2 
ye (Device Unavailable) 





指定 デバ イス が 使用 で き な い 。 








Tnput past end 














MA アテ デー 読み 尺 し た 
7 EF Error 54 (End of File) ファ イル 中 の デー タ を 読み 尽 し た 。 
Illegal function call A 
?FG E ロ 合 令 、 方 が 適当 で な い 。 
So (egal Functien Call) 5 人 人 の 全 X 方 が 二 当 ぞ 珍 
2 8 
/ ド EE 巨 Keer 61 File already exists NAME で 既存 の ファ イル 名 を 使っ た 。 
(Disk) (な し ) 





File not Found 


?FF 
0 9 (File not Found) 











指定 し た ファ イル 名 が 見 つか ら な い 。 








?7FL Error 57 を し テイル 沿 本 数 す 部 。 
(Filing Limit) 
?FW Error File write protected - 
6 アデ 0 込み 標 性 が 付い て いる 。 
(Disk) り (な し ) ファ イル に 書き 込み 禁止 属性 が 付 





Illegal direct 











ダイ レク トモ ー ド で 使え な い 命令 を 使っ た 。 ] 


BASIC 内 部 に エラ ー が 生じ た 。 








2 

0 5 0 (Illegal Direct) 
Internal error 

// 

Wo 98 (Internal Error) 
1〆0 

7?I0 Error 24 7 


(IO error) 


入出 力 中 に エラ ー が 生じ た 。 
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念 PC-8201 の 活用 





ェ エラー メッセ ー ジ | ュー ド | N-BASIC,Na-Disk BASIC の メッ セー ジ 和 
(エラ ー 名 称 ) 
?LS Error 15 String too long 文字 型 変数 の 内 容 が 255 文 字 を 越え た 。 


(Long String) 





Missing operand 


7 2 
り ョ (Missing Operand) 


必要 な パラ メー タ が 欠け て いる 。 





NEXT without FOR 
7 * な い の に 『 
7NF Error 1 Next wewt ym FOR 文 が な い の に NEXT 文 が ある 





Bad file name ・ 
7 ア Ar ュ ILz ャ ア ・ a 
? NM Error 55 (le Are 本 sustei ファ イル 名 が 適当 で な v 











?NR Error | 19 に mw ェ エラー 処理 ルー チン に RESUME 文 が な い 。 
O eSuUmi 
?00D Errer | 4 ME EE 読む べき アー タ が 足り ない 。 


(Out of Data) 








Out of memory 























7 リ が 足り な い 
70M Error 7 (Ok 中 Year%0 メモ リ が 足り な い 。 
?08 Error | 14 Fe 文字 列 格納 用 の メ モリ 領域 が 足り な い 。 
(Out of String space) 
?oV Error | 6 1 数 値 が 大 きす ぎる 。 
(OVerflow) 
7PC Error 人 PC-8001 の 命令 を 使っ て いる 。 
f (PC-8001) 
?RD Error Rename across disks 2 ら 
る プ 間 で NAME を ル し 活 。 
(Disk) (な し ) 半生 3 








RETURN without GOSUB 


ぼ まみ ない の に \ 
(Return without Gosub) GOSUB 文 が な い の に RETURN 文 が ある 


?RG Error 














RESUME without error 


ラー が な い の に 世 ガ * as 
(Resume Without error) SSM 


? RW Error 









Syntax error 
(SyNtax error) 





?SN Error 文 の 記述 が 間違っ て いる 。 


? ST Error 16 String formula too complex 文字 式 が 複雑 すぎ る 。 
(String formula Too complex) 





Type mismatch 


? 
? TM Error 13 (Type Mismatch) 


変数 や 定数 の 型 が 合わ な い 。 





Bad tracksector 


?TS Error 65 (な し ) 
は 


トラ ッ ク , セク ター 番号 の 指定 が 適当 で な い 。 





Unprintable error 


ッ キ ー ジ の 冠 3 s が ゆい ギ ラー 
(Unprintable Error) メッ モー ジ の 定義 きれ そい な い テ ラー。 


?UE Error 21 








Undefined user fanction 

















? asa We 
MP た TPgF 志 (Undefined user Function) 未定 義 の テー ザ 関 数 を 呼ん だ 。 
Undefined line number 
2 em」 た 行 が 定義 な い 
に で (Undefined Line number) 指定 し た 行 が 定義 し て な い 。 
ーー 
Division by Zero 0 な 
7 記 9 丁 ぁ 
0 DD い (division by zero) 0 に よる 徐 算 を 行っ 
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